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　あたしには健康で文化的な最低限の生活を送る権利がある。職業選択や結婚や信仰の自由も与えられている。だけど、あたしの人生はあたしのものじゃない。ファック。ファック。ファック。宙空に中指を突き立てて、すっかり誰もが用法を忘れている下品な仕草をしてもむなしいだけ。

「ふ、あ、あ」

　靴下を憎んでいるあたしが、裸足はだしを机の上にぶちあげて、のんびり制服のリボンタイを結わえていると──背後から壊れた掃除機みたいな音が聞こえてくる。

　あたしは振り向きもせずに、鏡のなかの、どろどろした内心にそぐわずに子犬みたいと形容される、さほど面白みのない自分のツラを眺めて今日も辟へき易えきしつつ。

「寝過ぎ」

　ぽつりと囁ささやくと、鏡のなかで、のそのそと動きながら。

「寝過ぎて死んだ人間はいません」

　あたしのそれと比べて、わりと野太い声で『彼』がつぶやいた。あたしの愛する自宅は何とびっくり８ＬＤＫ。山奥にあって自然がいっぱい。掃除はたいへんだから、業者のひとに任せている。『あなたも田舎でのんびりした生活を送りませんか？』とか書かれて不動産屋で売られてる、たまにある物件のひとつ。

　人類そのものが少ないというのに、あえて人口密度が低いところで暮らすのは寂しいというか不便というか、でも人間嫌いにとってはこころよい時代だわ。などと考えていると、あたしの真横にもしゃもしゃ。

　もしゃもしゃ鳥の巣みたいな髪の毛の、着崩れた寝間着、無精ひげ──あたしより頭ふたつぶん高い位置にある顔は物憂げで、朝から辛気くさい。彼はうつろに両手をキョンシーして、何かを探している。あたしは溜息をつき、そのへんに置いてあった食パンの包みを投げつけてやる。遅れてまだ切りわけてないハムとチーズ。

　諸事情あって記憶の大部分を失っているこのひとだけど、日常生活において不便はないらしく、るんるん気分でサンドイッチを仕上げて思いっきり頰ほおばった。子供みたい。

「あんまり寝ると腐るわよ、脳とかが」

「んごっくんごっく」

　急いで飲みこんで、もしゃもしゃ頭が欠伸あくびをした。

「たぶん失われた記憶を補ほ塡てんするために、睡眠時間を利用して脳が何か処理とかしてるんじゃないですか、知りませんけど。ていうか、おちば様が寝なさ過ぎなんですよ」

「『様』づけで呼ぶんじゃねえ」

　ファック。中指おっ立てる。

　だいたい、あんたが寝てるのにあたしまで寝たら誰が身の安全を守るの。この家は広くて自然がいっぱいで、だけど警備はあってなきがごとし。あたしなんかに世間のみんなはさほど興味はないけれど、それでもたまに頭のおかしい連中があたしの人生を狙ねらってくるのよ。

「べつに寝なくても死なないよ。それは科学的に証明されてるわよ、だからいいのよ。ストレスも脳の休養も薬で補塡できます」

「おじさんからすると、どうも不健康に見えるんですけどね」

　また欠伸をする彼に、いいから無精ひげをどうにかしろとカミソリとシェービングクリームが詰まったボトルを投げつける。自分からは何もせんのだから、こいつは。

　あたしたちがいる自宅のダイニングは乱雑。今日はたまたま長引いた仕事の後始末を終えて、久しぶりに少し得られた暇な時間を有効活用して帰宅しただけで、ふだんは放りっぱなしの場所だから。片付けてる余裕なんてなかった。

　あたしはもともと綺き麗れい好きというか、神経質なほうなのに、それでもこの部屋の惨状。つまりそれだけ人生は大忙し。いいかげんにしないと大事な二匹目の実験動物が死ぬぞコラと、そろそろ上司を脅すべきだろーか。

　などと暗い思考を舌先に転がす、あぁこの甘美な時間も、いつか終わりがくるのだわ。さっきから携帯電話が鳴りっぱなし。無視してるけど、こっちの反応がないのに何度も何度もリダイアルしてくるその執念には恐れいる。そっと電源を切った。

「また呼びだしみたい、朝ご飯食べたら出発するよ」

　呼びかけると、いつのまにか洗面所に消えていた彼がひょこりと戻ってきた。身だしなみを整えて、ちょっとは見られるようになった。今年で十四歳になるあたしの、二倍か三倍ぐらいは生きてるだろうか。大人の男──このひとは、あたしの面倒くさい扶養家族であり、管理すべき仕事道具であり、あるいは、えっとパパだ。

　本名は坂さか本もと綿わた志し。変な名前だけど、一時期──人類がアイデンティティの危機に陥って不安定になったとき流行した名前なので、この類の一人称をもじったようなのはよく見かける。のばら様にあやかるつもりか、あたしみたいな、植物っぽい名前がついたものも。

　ちっとも珍しくないあたしたち。

　奇跡のあとに緩慢につづく、退屈な聖書の中盤みたいな、消化試合のあたしたち。

　ともあれ、罪を犯した坂本綿志は本名を剝はく奪だつされ、『植物園』に出荷されるまでは単純に『花七号』と呼称される。花、草、樹の順番で罪状は重くなり、番号が若いほど刑期が長い。

　ちなみに『花七号』ではあんまりにも色気がないので、あたしは彼を〝ななちゃん〟と呼ぶことにしている。パパって感じでもないし。

「そだ、おはようの挨あい拶さつをしなよ」

「はいはい」

　あたしが裸足で促すと、ななちゃんはすぐそばに跪ひざまずいた。あたしは面倒くさく思いながらも、制服の胸ポケットからピルケースを取りだし、なかから薬を取りだして口に含んだ。そのまま、ななちゃんの首筋に口づける。吸血鬼みたいに。

　あたしの口内の粘膜から、ななちゃんの皮膚に吸着した種子はその内部に潜りこみ、彼の体内で繁殖する植物を調整し、枯死したり無駄に繁殖しすぎたりしないようにする。

『植物刑』は、死刑に代わる最も人道的な極刑として、近ごろ大人気。人道的、ひとに優しい、健康的、エコロジー……そんなパッケージにくるんでしまえば、ひとごろしだってお花畑よ。

　もともと延命、あるいは治療の技術として開発された人間を植物的なものにする方法は、今では警察や司法にまで流用されている。『植物刑』を適用された人間は、身体、そして脳を罪状に応じて植物に置換され、優しく喪失する。

　ななちゃんは種子にインストールされた衝動のとおりに、あたしの裸足に頰を寄せて、そっと囁く。

「おはようございます、今日も施しをありがとうございます──我らが主、我らが母、我らが……えっと」

「我らが道。やめましょ、これ。恥ずかしい……」

　くすぐったくて、あたしは両足の土踏まずで、ななちゃんの両頰をぐにゃあ。

　ちょっと遊んでから立ちあがり、ふつうに、人間らしいご挨拶。

「おはよ、ななちゃん」

「おはようございます、おちば様」

　だから『様』づけで呼ぶんじゃねえ。ファック。ファック。ファック。あたしの大嫌いな名前を、何度注意しても呼びつづける、記憶を失っても──生物学的には、あるいは動物としてはすでに死んでいても、パパが意地悪なのは変わらないのね。
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　さぁ出勤しなくては。

　あたしは眠らないことによる弊害っぽい、慢性的な倦けん怠たい感をおぼえつつ、玄関のなかでななちゃんと互いの服装の最終チェック。あたしもななちゃんも制服姿で、高機能かつお洒落しゃれなデザインのこの衣装にはけちのつけようがない。

　ななちゃんのネクタイのゆがみを直してあげて、うむ、とあたしが満足して頷うなずくと──彼は「靴をはきなさい」とあたしの裸足、つまりアイデンティティを見て眉まゆをひそめるのだった。もちろんあたしは嫌がる。

　最近の靴下やらシューズやらには無駄にこちらの運動をサポートしてくれたり、あらゆる痛みから防護してくれる優れた機能がある。けれど、古来より人間はそういった刺激によって筋肉を発達させ、身体を生育させてきたはずだ。

　つまり、靴なんかはいたら成長が阻害される。背が伸びなくなる。あたしはそんな都市伝説じみた、靴をつくってる会社のライバル産業の連中が流したような噂うわさ話を、鵜う呑のみにしていた。

　ただでさえ、女性は男性に比べて体格がよくなりにくい。筋肉もつきにくい。あたしはそれを自覚していた。やわらかな脂肪よさらば。あたしは男のようになりたい。

　とはいえ、いくら願ってもあたしはちびすけな子犬。ななちゃんに比べてぐっと背が低いから、ネクタイを結び直してあげるのにちょうどいい。そして、ななちゃんがこちらの頭をぐしゃぐしゃして、子供扱いするのにちょうどいい。

　あたしのほうが保護者なのに。

「よし」あたしは服装を整えたら驚くほど紳士に、下げ卑びた言いかただと美青年になったななちゃんに満足して頷き、ななちゃんも「よし」とあたしの裸足以外にはおおむね満足して、また頭をぐしゃぐしゃ。

　毎朝恒例の儀式を終えたけれど、あたしは不満顔。

「ななちゃんはぁ、あたしがどんな格好しててもけっきょく『よし』って言うよね。もっとこだわりとかさ、ファッションとかはないの？」

「裸足さえやめてもらえたら何でもいいですよ。そのうち何か踏んで怪我しますよ？」

「そういう話をしてるんじゃないでしょう、お洒落の話をしてるんでしょう。そのうちあたしが全裸で登校しようとしても、ななちゃんは『よし』って言うようになるわ」

「文句言うなら私以外のひとにチェックしてもらいなさいよ」

「ななちゃんの評価が聞きたいの！　もし恥ずかしい格好をしていたとしたら、ななちゃん以外に見られるのはいやじゃない！」

「難しい年頃ですね、もう──」

　たまらんとばかりに、ななちゃんは肩をすくめて革靴を履き、扉の取っ手を握りしめる。

　あたしは「待って待って」とななちゃんの腕にしがみついた。ふたり同時に扉を開き、踏みだすと──ぽーん。

　異音が響いて、あたしたちは真っ白けな空間にまぎれこんだ。

　四方、上下、すべてが純白。背後にあった扉を閉めると、それもやがて消えた。記憶を失っているななちゃんにはいまだに気味が悪いようだが、あたしは慣れたもので、てきとうにそのへんをタッチして目的地を『坂本国際女学院校門前』に設定する。

　このＳＥＬなどと呼ばれる移動手段が開発されてから、人類は車や電車や飛行機を放棄し、長距離の徒歩移動を忘れ、安楽を得た。科学的な難しいことはわからないが、要するにＳＥＬは立方体のコンテナみたいなもので、それが専用の通路を高速で移動する。

　いちど衛星軌道から撮影されたその姿を見たことがあるが、ものすごい速度で動くでかいサイコロというか、異様な光景だった。

　その内部にいるかぎり、あらゆる衝撃も音もこちらに伝わらない。ＳＥＬそのものにはさほど移動するちからはないが、通路が特製であり、電車ぐらいの速度がでる。みんなＳＥＬで移動するから渋滞などはない。通勤ラッシュもない。

　ちなみに、あまりにも距離があるときはあちこちに配置されている砲台からＳＥＬが発射され、あっという間に目的地まで文字どおり飛ばされる。

　人類はいちどおおきく減少し、現在もゆるやかに衰退しているので、こういう贅ぜい沢たくな移動手段がとれる。むかしはこの国だけでも人口が一億人ぐらいいたらしいし、みんながばらばらの移動手段を用いていたから、トラブルだらけだったらしいけど。

　今の世の中では、あらゆるものが与えられる。人生を謳おう歌かする方法とか、生命の活力とか、そういった生き物らしいいろいろ以外のものは。

「ふうっ」

　あたしは溜息をついて、素っ気なく『座席』と書かれている空間に腰をおろした。全身がふんにゃり包まれる感触。裸足をぱたぱたして、あたしは自動的に景色を映し始めた周囲を眺める。

　鬱うっ蒼そうとした山のなか。早朝の、まだ高度の低い太陽。しばらく見慣れた、退屈な景色がつづく。あたしは景色のいちぶを視線で拡大し、うろちょろしている野犬を発見して愛めでる。

　ＳＥＬは旅行の楽しみを人類から奪ったとうるさがたは主張するけど、どうせ世界のほとんどが人類をかたくなに拒絶する、荒廃した大地だし。拡大や縮小、場合によっては音声などによる解説や、特殊効果まで表示できるＳＥＬの映像のほうが豪華だし楽しい。

　楽しさはリアリティを凌りょう駕がする。どうせ、五感なんてものはいちど脳に届いてから、自分に都合のいいように歪わい曲きょくされて表示される、化合食品だから。それは、科学によって加工されたこの景色とどうちがう。

　などと意味のないことを考えていたら、眠くなる。思考って、睡眠の軽いもののことだと思うのだ。ふだん寝てないから、リラックスすると途端に本能が、人類に残った無駄な機能が、あたしを睡眠に誘う。

　しばらくは面白くもない雄大な大自然がつづくだけだし、きらきら健康的なＴＶ番組を垂れ流されるのも目障りなだけ、すこし微睡まどろんでいようか。

　もちろん、普通はこんな山のなかまでＳＥＬの通路は繫つながっていないけど、あたしは色々と訳ありで特別なのだ。あたしは国の大事な資産で、厳重に保護をされている。動物園の生き物みたいに。誰もいない檻おりのなか……。

　誰も辿たどりつけないような僻へき地ち、という安全な場所にあたしを置いておけば、あたしに身の危険なんてない。それが国の意向。だけど、鍛えられた人間ならがんばって山を登って執念であたしの自宅に辿りつくことは可能だし、犯罪者は考えられないような方法でもってあたしたちの『完璧』や『絶対』を破壊する。

　たいてい犯罪者は、呑のん気きに暮らしている一般人より知能が高い。ううん、狡こう猾かつなのだ。必死だから。馬鹿で愚かな悪党なんて、物語のなかにしか登場しない。けれど、ぬくぬくと保護された偉いひとたちはそれをまるで知らないみたいだ。

　ファック。

　無意味に中指をつきあげて、苛いら々いらを押し潰つぶす。

「おちば様」

　何やらＳＥＬの設定をいじってピラミッドやら宇宙空間やらを表示させて遊んでいたななちゃんが、ふと顔をあげてこう告げてきた。

「『怪人』さんからご連絡ですよ」
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　瞬間、座りこんだあたしの目の前にホログラムが合成される。半分眠るようにしていたあたしの腰かけた座席がぐぐっと持ちあがり、背筋が正される。鬱うっ陶とうしく思いながら前を向くと、正面に不気味な生き物がわさわさしていた。

　基本的に人間に見える。

　だけど彼は、全身の毛穴から、そして肉から、無数の植物を生やしている。あるいは、植物と一体化している。ぱっと見た印象を一言でいえば、『二足歩行するクリスマスツリー』。実に気味が悪い。

『少々遅めの登校ですね、おちば様』

　わさわさが、何もない空間にだみ声を響かせる。

　様づけで呼んでくるが、彼は立場上はあたしの上司だ。無論、国家にとってどっちが重要かというと、あたしのほうで。そのびみょうな権力と立場のちがいがあたしにはやりにくい。まぁ向こうは気にしてないのだろうけど。

　などと苛々しつつ、喧けん嘩かしてもしょうがないので無愛想に応える。

「昨日までさんざんっぱら酷使されてたんで、つい寝坊しちゃったのよ。学校には間にあうからいいでしょ？」

『寝坊？　あなたは睡眠をしない悪い癖があったような──前から言いたかったのですけどね、ちゃんと寝ないとおおきくなれませんよ？　むかしから寝る子は育つと……』

「それは俗説。子育てを放棄したものたちの言い訳よ。きちんと薬を処方すれば立派な大人になれるはずよ」

『寝るのが怖いですか？　意識を失うのが？』

「ていうか何の用なのよ今日は、こっちも忙しいんだから早いところしてくれる？」

『何を苛々してるんですか、そういうところは子供ですね──カルシウムが足りないんじゃないですか、むかしからカルシウムというものは……』

　話が長引きそうだったので、あたしはそっぽを向いて。すぐそばに座りこんだななちゃんの髪の毛をいじる。ななちゃんだけがあたしを癒いやしてくれる。

　そんなあたしの態度に苦笑して、『怪人』（もちろん本名でなく蔑べっ称しょうだが、彼はそれを褒め言葉だと信じている！）は語りつづけた。

『まあ、昨日は遅くまでご苦労でしたね』

「ええ」

　ここ二週間ほどは大忙しだったのだ。基本的にあたしの仕事は『植物園』の管理だが、そこに忍びこんで荒らし回る泥棒を追跡していた。たまにはそういう、面倒くさい労働もある。けっきょく、犯人などおらず、栄養価が高い植物化した人間を狙った野生動物（この時代に野生の生き物がいるなんて！）の仕業だったのだけど。

『植物園』そのものが設立されて日が浅いし、こっちにもノウハウなんてない。過去の蓄積がないから、毎日が新鮮だけど、未体験なことばかりでうんざり。心と身体の疲労感が半端ないのだ。

　けっきょく、犯人の野犬は逃がしちゃったし（運動不足の現代人が動物の脚力にかなうわけがない！）、『植物園』に動物が嫌がるフェロモンを散布することで決着したけど。

「もう二度と、あんな追い駆けっこは御免よ……？」

　疲労感をにじませてつぶやくと、『怪人』は豪快に肩を揺らして笑った。

『そんなあなたに朗報です』

　葉っぱがひらひら。

『新しい事件が発生しました──あなたの出番ですよ、「植物園」ＳＡＳセックス・アンダー・ソサエティ所属の管理官、坂本おちば様』

「殺す気か……！」

　大食い料理をどうにか完食したら、おかわりを持ってこられたような絶望感。あるいは満腹感。勘弁してほしい。今日はのんびりしようと思ってたのに。

　けれど、職務怠たい慢まんとみなされたら、あたしの立場は危うくなる。ただでさえ、国はあたしが労働していることに不満顔なのだ。あたしは蝶ちょうよ花よと愛でられて、博物館に飾られたくない。あたしは社会的に役に立つ人間になるべきだ。

　俯うつむき、あたしは「？」と小首を傾かしげるななちゃんの首元に抱きつく。かいぐり、かいぐり。ななちゃんはあたしの味方だよね……。

　癒されてから、『怪人』を三白眼で睨にらみあげる。

「重労働をこなしてきた部下に、ちょっとした休暇も与えずに次なる地獄に放りこむなんて、我らが上司はほんとうに究極で最高のファック野郎ですわホホホ」

『ふぁっくとは何でしょう？』

『怪人』は戸惑ってる。まぁあらゆる悪口、差別表現は封印され、規制されているから。病原菌みたいに。でも、そうすることでみんなみんな──上っ面だけ優しくなって、でも悪意に鈍感になってるみたい。

「まぁいいわ、お仕事の具体的な内容を教えてくれる？」

　あたしたちは、三年間の義務教育を終えた九歳のころから、この国に貢献するために労働を始める。義務教育期間に突入する六歳までは基本的に保育機械ベビーシッターに育てられ、義務教育期間中は朝から晩までずっと遊びやコミュニケーションも含めて完璧に調律された教育を与えられる。

　それ以降は、生涯──死ぬまで、午前中は誰もが学校に通い、午後を労働時間にあてる。あたしみたいな十四歳も、脂ののった中年男性も、死ぬ間際のおじいちゃんも、誰もがこの義務からは逃れられない。

　一生、勉強──滅んでしまった古代には、教育を受けるのは長くても二十代までで、それ以降はひたすら働いていればいい、というふうになっていたらしいけど。

　ともあれ、あたしも労働している。所属しているのはあたしの国が設立した公的組織、下品に言えばお役所である『植物園』。

　事務職から与えられた辞令を受けとり、実際に足を動かして事件を解決する。ななちゃんみたいな特殊な罪人を保護し、管理するのも仕事だ。まぁ何ていうんだろうな、肉体的な労働を担当しているわけだ。

　なかでも、あたしはのばら様の発生以降、急増した性犯罪を解決するため、三年間の研修期間を終えて鍛えあげられた特殊部隊──ＳＡＳの管理官という役職についている。

　まぁ基本的に、国に大事に保護されているあたしが危険な鉄火場に放りこまれることはなく、たいてい後始末とかすでに結論がでている事件の再検討とか、穏便で退屈な代物になるのだけど。

　ときには命の危険だってある。だけど、これはあたしがやらなくちゃいけないこと──のばら様がまきちらした悪意と混乱の種は、あたしがすべて摘みとらなくちゃ。

　それが、この世で初めての女性──坂本のばら様のたくさんいる子供のなかで、唯一、彼女と同じく女性として誕生してしまった、あたしの責務。

『ＴＶを見られますか？』

　あたしの表情にやる気が漲みなぎったのを見てとったのか、『怪人』が微笑ほほえんだ気がした。

　あたしは慌てて、国民になるべく視聴するように推奨されている朝の教育番組──あたしにとっては、眠りにいざなう魔法の電波──を周囲に表示する。

『チャンネルをＲＳ30にあわせてください』

　基本的にＴＶの番組は、ひとつだけ。国が発信しているチャンネルだけ。けれど、権限や年齢によってもっと他の低俗、あるいは猥わい雑ざつな番組も見ることができる。

　それでも露骨なエログロ描写は公共の電波にのらないから、たとえば殺人事件の報道などは、最も人体に無害だといわれる柔らかな色彩の文字のみで表示される。

　あたしには管理官権限があるから、さらにチャンネルをあわせて、画像などもある程度は表示させることが可能だ。

　画面を眺めると。

　そこに不気味な文字列が表示された。

　きれいなパステルピンクで描かれているからこそ、ぞっとする。





　本日未明、××市のある小規模宗教団体代表の男が逮捕された。

　彼はこの町で起きていた一連の連続殺人事件の犯人が自分たちであると証言。被害者の性器を生きたまま切り取りショックと失血で殺害する悲惨な手口で、この宗教団体は男性器を食べることで自身の男性力が高まるなど意味不明の証言を──。






「…………」

　あたしは長く息を詰まらせてから、ななちゃんの手をぎゅっと握った。

　全身のこわばりを爪先からほどいていって、深々と吐息する。

「これって、あたしらの管轄じゃないでしょ？　いつからＳＡＳは名探偵までやることになったの？」

　いわゆる犯罪者を逮捕し、事件を解決するのは国軍や警察および、名探偵と呼ばれる機械（演算＆監視装置）だ。この時代、あらゆる人体は管理下にあるから（抜け道はいくらでもあるけど）、たいていの事件は物語を読み解くみたいに、たやすく解決される。

『名探偵になる必要はありません』

『怪人』は楽しそうに語った。

『事件そのものは見てのとおり、とっくに解決されています。犯人も逮捕され、謎なぞなんか残ってません。けれど、今になってこの事件が我々──ＳＡＳの管轄下であるかもしれない可能性がでてきたのですよ』

　そこまで語ると同時に、周囲でぽーんぽーんと軽やかな音が響いた。

「あ、学校に着いちゃう」

『ええ、私もこれから授業です──詳しいことは資料にまとめておいたので、参照してください。質問などもいつでも受けつけますから、気をつけてくださいね……おちば様』

『様』づけで呼ぶんじゃねえ。

　ともあれ、午前中は勉強をする。それがあたしたちが、穏やかで安全な生活を営む代償として与えられた義務。労働は午後から。この決まりに違反したものは注意され、逸脱が過ぎると犯罪者として摘発される。病気など、どうしようもない理由から登校できないものは、自宅にて監視状態のもと授業を受けることになる。

　例外は、ななちゃんみたいに行動することで社会に悪影響があるとみなされた犯罪者、そして生きているだけで素晴らしいとされ一切の勉学や労働から解放された、人間国宝──偉大なる坂本のばら様そのひとのみである。
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【ゴシップ誌の切り抜き】







　彼らは世間的には『殺し屋』などと呼ばれていたが、自分たちのことは『人肉処理者』と呼ぶことを好んだ。両者の何がちがうのか、傍はた目めからは窺うかがい知れないが、人殺しには人殺しなりの論理とかこだわりがあるのだろうか。

　ともあれ彼らは自らの仕事を『業務』と呼ぶように、非常に事務的であり、謙虚ですらあった。丹念に計画し、手際よく殺し、証拠もなく立ち去る……。なるほどその淡々とした仕事ぶりには、『殺し屋』なんていう派手かつ噓うそっぽい名称は似合わない。

　彼らは一族で『人肉処理者』を代々、運営しており、全国各地を放浪しながら人間を処理していた。技術や心構えは血肉に受け継がれ、人殺しを悪とも罪とも思わずに、技を競うことも誇ることもない──まるで人殺しマシーンのような存在である。

　ただ彼らもほぼ完全な管理社会である現代で、その存在を隠しつづけ、殺しつづけるのは難しかったらしく──最終的に彼らは三人にまで減少していたらしい。

　長男の『バス』は恵まれた肉体と凶暴な攻撃性でひとを殺した。次男の『テノール』は現代では失われた技術である狙撃によってひとを殺した。三男の『アルト』は珍しく他人を痛めつけることに快楽を見いだし、一族でも異端視されていた。おもに拷問が得意で、いじめ殺すのが好きだった。

　彼らは坂本管理官によって逮捕され、その罪の重さ（彼ら自身は罪悪感を抱いてはいなかっただろうが……）によって極刑である『植物刑』を施された。

　固い絆きずなで結ばれた彼らは『植物になったあとも兄弟でいっしょにいたい』と主張し、坂本管理官が所有するひとつの植木鉢のなかで、今日もきれいな花を咲かせている。

　彼らのしでかした最後の犯行については、その情報を開示することにより坂本管理官の心に深い痛みを与えることになると当局が判断し、厳重に情報封印が施されている。
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　坂本国際女学院にはその名前とは裏腹に、表向きは、女生徒は在籍していない。まぁ現代では公式に女性は坂本のばら様ひとりしか存在していないことになってるし、彼女は人間国宝としてあらゆる学業＆労働をせずにたいせつに保護され遊んで暮らしているので。

　ともあれこの学園は偉大なるのばら様が子供のころ、滞りなくお勉強していただくために設備やその他もろもろが整えられた。みんなには黙っているがいちおう女性であるあたしには、わりと快適につくられているのだ。

　あらゆる事態に対応するため国家が威信をかけて建造したこの学び舎やは、いかなる人種・国籍、もちろん性別をも差別せず受けいれるということで、誰もが学校に通うことが当たり前になった現代において、どこにも行き場がなかったひとたちの掃きだめ的な役割を果たしている。

　よって素行のよろしくないもの、どころか犯罪歴のあるものまで玉ぎょく石せき混こん淆こうですごしており、わりと大人しくしているあたしは目立たないから、今のところ女の子であるということは隠しとおせている。

　この国にはのばら様の登場以降、女性というものへの憧あこがれや神聖視があるので、あたしが女の格好をして女性口調で喋しゃべっても、誰も不思議に思わない。男なのにスカートをはいてるひとたちも多いからだ。とくに、のばら様のためにつくられたこの学園では。

　男装などでは誤魔化せなくなってきた身体上のもろもろとか、生理的なあれこれは、やっぱり男性のものをそのまんま利用するのは不便だから。のばら様には感謝している。

　彼女は己の権力により、自分に必要なものを残らずこの学園に建造させた。女子トイレをつくり女子制服や体操着をつくり女子のための保健体育の授業まで用意したのだ。それらは当然、女性用だが、のばら様に憧れている生徒たちの垂すい涎ぜんの的になっている。あたしも、学校では女子の制服になる。よくいるのばら様ファンになりすまして……。

　この学校のなかでなら、あたしは特別扱いの珍獣ではなく、どこにでもいる普通の女の子になれるのだ。

　あたしには、のばら様のような困難に打ち勝つ強い意志も、図太い精神もなかったから。大衆に埋没し、息を殺して生きていなくては。

「ちょっと不本意だけどね、べつにのばら様のことなんか好きじゃないのに──女子の制服を着てるだけでファンだと思われて、そういう趣味の子に『仲間だね♪』って目配せされたりするし、盛りのついた連中はあたしの太ふと股ももとか、胸元とか見てくるし……」

「嫌なら男子の制服を着ればいいじゃないですか。この学園には女装している生徒が多いとはいえ、やっぱり数は少ないですからね、目立ちますよ」

「うるさいな、あたしは自分の着たい服を着る、その程度の自由は誰にも侵されない」

「口喧やかましくて、ごめんなさいね」

「いいのよ、悪いのはななちゃんじゃないわ──のばら様よ」

　元々は総合ショッピングモール的なものだったらしい学校は、広くて長い通路といくつものちいさな教室で構築されている、大規模な建物だ。足下の通路は靴など（裸足にも）に反応し、自動的にあたしたちの身体を運んでくれる。太陽光は有害なので、紫外線やもろもろを通さないように閉鎖され、無菌で快適な気温と明るさが保たれている。

　あたしの視線の先には、天井。この学校のどこからでも見える、巨大な肖像。

　──のばら様十四歳の写真。

　それはまだ年若いころ、この学園に通っていたころののばら様のフォトグラフだ。相変わらず異様に長い紅色の髪の毛と、意志の強そうな双そう眸ぼう。胸元は現在のあたしよりも断然ふくらんでいて、いかにも女性的。周りにはきれいな真紅の薔ば薇らが敷きつめられている。

　見あげるたびに気が滅入る、馬鹿でかいのばら様の笑顔。

　のばら様は名義上、この学園の名誉校長として登録されているが、当然──滅多なことでは姿を見せない。彼女はあまり万人に好かれる性格ではないし、ただ目立つというだけで憎まれ、怨うらまれ、命を狙われるのだ。彼女は常に暗殺の危険に晒さらされている（あたしが性別を隠して暮らしているのも、そのへんが理由である）。

　今、のばら様がどこで何をしているのか、実の母親のことなのに──あたしにはわからない。あんなのでも血の繫がった家族だ、少しは寂しい……。
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「では、私はここで」

「うん、また放課後にね」

　ななちゃんと途中で別れる。彼は図書館に向かい、あたしは一時限目の授業へと出席する。いちおうななちゃんもこの学校に在籍しているけれど、彼は法律により勉強をする権利を失っている。その代わりに、犯罪者を更生させるための道徳的なカリキュラム（あたしもサンプルを視聴したけれど、『眠い』という言葉の意味を深く理解する結果になった）。

　学校では年齢で学年をわけるとかの前時代的なことはしておらず、その学力や好みによって時間割が組まれる。優秀ならどんどん専門的な分野を学べるようになる。ただいちぶの体育や性教育、基礎学力向上のための単純作業（漢字の書き取りやら読書やら計算ドリルやら）は必須科目となっている。

　自分のペースで学べるのでサボろうと思えばいくらでも可能なのだけど、あまりにも学力が低下するとカウンセリングを受けさせられるし、法律違反の汚名を着せられて色々とよろしくない。特別な理由がなければ授業は欠席しないほうがいいのだ。

　ともあれ、あたしには保護者としてななちゃんを監視する義務があるのだけど、学校のなかにいる間はあたしは学生で、仕事の規制がゆるくなる。何かあったらすぐに駆けつけるつもりだけど、あたしも二十四時間ななちゃんのそばにいるのは疲れちゃうから。

　しばらく通路を滑っていると、周りにごみごみといた生徒たちが消え、やがて人影のひとつも見えなくなる。たまに通りかかる生徒も、あたしのほうを見たりしない。教育は基本的に個々人で、機械に登録されたプログラムを受けるので、積極的に他人と関わろうと思わなければ友人知人はできないのだけど──。

　あたしは立体表示で『美術室』と銘打たれた小部屋の前にて、見知った顔と行き逢あった。

「ソプラノ」

　呼びかけに気づいて、その人物は野生の獣みたいに、ぴくんと反応する。

　小柄な、あたしよりも背が低いぐらいの──可か愛わいらしい男の子だ。けれど、男性的な匂においはまったくしない。女子の制服を着ているし、不思議な薄桃色の、ときどき光の反射で紫色に見える髪の毛は長い。黒目がちの、おおきな双眸。肌は少しミルクを落とした珈コー琲ヒーみたいな、エキゾチックな褐色。

　人種も国籍も性別すらも曖あい昧まいな、不思議な存在感。

　何より奇妙なのは、その耳だ。髪の毛と同じ色の毛皮でもふもふと覆われたその円えん錐すい状の長い耳は、うさぎのように垂れていて、装飾品みたい。今は女子の制服で隠れているが、鎖骨のあたりにはえらがあって、ときおり「ぱくぱく」と呼吸している。

　見てのとおり、あたしとはだいぶ見た目が異なっている。口さがないひとたちは、人類とは別の種族だとか、妖怪だとか、宇宙人だとか呼ぶ。一般的に用いられている呼称として、加エ工ル種フ。

　加エ工ル種フは華きゃ奢しゃで、愛らしく、一般的な人類の七割ほどの背丈しかない。年老いることなく、いつまでも柔らかで、幼い。耳をぴくんぴくんと動かして、彼──ソプラノは、おおきな両目であたしをぼんやり眺めて。

「ちぃ先輩」

　と、これまた耳に心地よい、彼の名前どおりの天ソ使プのラ声ノでつぶやいた。

　ただ、その顔は無む垢くで、ひとつの表情も浮かんでいない。茫ぼう洋ようとしていて、でもそれはあたしたちが彼らの表情を読解できないだけ。彼らは、ひどく動物じみているのだ。

　一説によれば、加エ工ル種フはかつて遺伝子工学があらゆる規制と無縁だった無法時代に、奴隷として製造された第二の人類らしい。陰惨な戦争によって当時の資料は失せ、憶測だけが飛び交っているのが現状なので、事実かどうかはわからない。

　けれど、加エ工ル種フと呼ばれる独特の見た目と生態をもつ人々が一定量存在し、この人類社会に欠かすことができない構成員となっているのは事実だ。彼らは寿命が長く、頑健で、生命力が強い。あらゆる労働に耐え、不満も漏らさない。とくに農業や、漁業などの第一次産業は、もはや加エ工ル種フと機械なしでは成りたたないという。

　無論、彼らが奴隷だというのは偏見にすぎず、憲法によってその人権は保障されている。あたしたちと同じ、人類とみなされている。法律的には。けれど目に見えてちがうので、やっぱり差別的な感情はついてまわる。

　彼らは現代でも、法律の隙すき間まを縫うようにして、酷使されている。

　安価な労働力として、憎悪の矛先として、そして欲望の捌はけ口として。

　ソプラノは俯き、ひとによっては酷く嗜し虐ぎゃく心をそそられる、弱々しい口調で尋ねてくる。

「ちぃ先輩も、一時限目、美術、です？」

　片言の喋りかたが、かあいい。抱きしめたい。ちなみに加エ工ル種フは普通に人間の言葉を喋るのが一般的なので、ソプラノのように言葉に不自由しているのは珍しい。

　その理由は不明だし、どうでもいい──あたしは胸の鼓動を堪こらえながら、ソプラノを促して『美術室』に踏みこんだ。内部は真っ白な、数人が入ればもういっぱいの狭苦しい空間だ。本来は個人で使用する部屋である。

　あたしに手を摑つかまれ、無理やりなかにつれこまれたソプラノは、当惑している。

「ちぃ先輩？」

　ちなみに、『ちぃ先輩』というのはあたしの仮の名前からきている。あたしの本名は忌々しいことに『坂本おちば様』だが、『様』は女性にしか用いてはならない（とのばら様が勝手に決めた）敬称なので、女性だとばれたくないあたしは、学校では仮名で通している。

　坂本おちば、というのがそれである。『様』とっただけじゃん。

　のばら様は数えたくないほどたくさんの子供を産んだし、彼女に憧れているものは多いから、『坂本』姓は珍しくない。だから、あたしはよくいるその他大勢のひとり。

　あたしのそばで戸惑い、でも抵抗せずにこちらをじっと見据えているソプラノの、その名前が本名かどうかは知らない。匿名的な現代では、あまり意味のない問いだ。望めば情報バーも表示できるけど、彼の場合は名前と十二歳という年齢が表示されるだけだ。

　その他は一切、不明。まぁ、あたしも同じだから、それはいい。

　小首を傾げて「？」となってる彼が、たまらなく可愛いから。もうあとはどうでもいい……。

　彼とはいくつかの授業が重複しているらしく、移動中などに何度か目にする機会があった。たまにある複数人が参加する授業で、思いきって話しかけてみたらうちとけて、顔をあわせれば会話する仲になった。

　ソプラノは常識的なことをちっとも知らずに、あたしに教え導くお姉さんポジションを与えてくれて、そのくせ視線で、仕草で、あたしの胸をどきどきさせる。不思議な吸引力、魅力をもつ子供なのだった。

　いつしか彼に会って話すことが楽しみになって、眠らない夜のなか、彼の顔を思い浮かべて悶もん々もんとしたあと、あたしは気づいたのだ。ソプラノが好きだ。それは幼い子供が自分を否定しない、ちょっと楽しい気持ちを味わわせてくれる相手に当然抱くただの好意だったのだろうけど。個人主義がまかりとおるこの時代に、けったくそ悪い立ち位置に生まれたあたしに、それはとても得難い気持ちだったんだ。

　いろんな文献を調べて計画を練って、何ひとつ実行できずぐだぐだになって、ソプラノといるときは何もかもが吹き飛んで、でもそれが嬉うれしい。はじめて手を繫いで、腕を組んで、冷や冷やするような立ち入った話を聞いて。雰囲気つくってえっちなことも少しして、あたしたちは恋人になれたと思っていた。

　お人形さんのようなソプラノは、あたしたちの他には誰も選択してない油彩の道具を、宙に出現させる。デジタル的な道具だ、質感はあるけど実在しない。服も汚れないし、油絵の具の嫌な匂いもしない。あたしの自宅には道具が一揃そろいあるけど、学校のほうが気楽に絵を描ける。

　絵心のあるひとたちはたいてい漫画やデザイン、イラストや立体、合成絵画を授業として選択するから、古式ゆかしき伝統文化の油絵は選ぶ生徒も少なく、部屋も狭いし設備はぼろい。でも、ソプラノとふたりなら天国だ。

「あの、ちぃ先輩？」

　あたしはソプラノの横に座り、道具もださずに、彼の手をそっと握ったまま。

　押し黙り、胸のなかに渦巻くものを必死で堪えている。

「手を放してくれないと、絵、描けない、です」

　すべすべの、『触る麻薬』と表現される、加エ工ル種フの肌。

　人体は細菌だらけで汚くて、接触は何かの病気の原因になる可能性があって、だけど人類は肉でできてるんだ。

「ちぃ先輩？」

　もっと呼んで。

　ソプラノに、感情を拾いにくい声で「ちぃ先輩」と呼ばれるたびに、あたしはふざけた坂本のばら様の唯一の娘でなく、この現代の二番目の女性でもなく、ただの女の子になれる。誰かに恋をして、触れあってるだけで嬉しくて、天にものぼる気持ちになる、十四歳に。

　振りかえって、あたしたちが入ってきた扉を確認する。『２／２Ｒ』と書かれている。施錠ＯＫ。閲覧制限もした。息を殺してソプラノを見つめると、彼はこちらの意図を察したのか、か細く「あの」とつぶやいたきり。加エ工ル種フは押しに弱い。

「ソプラノぉ」

　あたしは誰も見てない、という解放感でとろけて──ソプラノにぎゅっと抱きついた。

　そして嫌々するように、彼の優しいお腹の肉に顔を押しつける。

「誰にも触られてないよね、押し倒されたりしてないよね、えっちなことも……」

「ソプラノに、ひどいこと、するの、ちぃ先輩、だけ」

「ひ、ひどくないよ、ソプラノが好きだからだよ」

「悪意がないのは、わかり、ます。好き、よく、わからない、です」

「今日もいい……？」

「絵を描かないと、授業、です？」

「そんなの自分ちでもできるし、どうせ夜は暇だし、ソプラノには今しか会えないもん」

「ちぃ先輩、怖い、です」

　必死なあたしに身を竦すくませる、ちいさくて可愛いソプラノ。あたしは我慢できなくなって、その手のひらを自分の顔に触れさせる。加エ工ル種フの、常人よりもかなり高い体温。押し倒しただけで潰れちゃいそうな、あたしの縮尺七割の、文弱な身体。長い耳が、上下におおきく跳ねている。表情はわからないけど、そこにソプラノの感情があるんだ。

　ゆっくりと、彼を背中から床に寝そべらせる。ほとんど抵抗感がない。馬乗りになって、見下ろした。黒々とした、潤んだ両目。食べちゃいたい。

「ちぃ先輩……」

　とろんとした声をだすそのくちびるを、奪った。むしゃぶりついて、無理やりなキス。少し離れて、もういちど触れたら、もう求めあってる。お互い朝に何を食べたかわかっちゃうぐらいに、舌を絡めて、夢中。肉体的接触が無意味になった現代で、だけどあたしたちは肉の身体で生きている。完全に、デジタルな存在にはなれない。

　あまりにも軽くて細いソプラノの身体を、床が盛りあがり、ふんわりしたクッションになって支える。部屋が、あたしたちを応援してくれてる気がした。いや床に寝ころぶと自動的にこうなるんだけど。

　あたしは苦しそうなソプラノのブレザーの上着を、脱がした。ネクタイをひきちぎるように解いて、シャツのボタンをぷちぷちと外す。解剖するみたいに、彼の身体の前面が晒される。ミルクチョコレートの肌に、もちろん、何のふくらみもない胸元。じっとりと汗ばんだ鎖骨のあたりに、いやらしい桃色の、呼吸器官。

　スカートをめくりあげ、ソプラノの足を持ちあげて、がんばって下着を脱がせる。もう俎まな板いたの上の鯉こい。強引に露出させられた、細い腰、なだらかなお腹と、おへそ。ぷにぷにとした太股は、女の子みたい。床に広がった不思議な色の長い髪。

　ふと気づいて。

「ソプラノ、血の匂いがするよ」

　不安になる。

「どこか、怪け我がしてるの？」

「人間、みんな、身体に血、流れてる、です」

　ソプラノはよくわからないことを言った。

「近くから匂いを嗅かげば、誰だって、血の匂い、です」

　あたしは勢いのまま、荒く呼吸をついて──でもふと冷静になって、アイマスクを出現させるとソプラノの視界を塞ふさぎ、固定した。万が一にでも、あたしの身体を見られるわけにはいかない。

　物理的に隠し、さらに電脳的にも視界を封殺する。加エ工ル種フの視力が、ただの目隠しで封じられるか、少し心配だったのだ。

　あたしは彼の首筋に、吸血鬼みたいに嚙かみついて。

「じゃ、もっとソプラノの血の匂い、近くから嗅がせて」

　意を決して、身体を移動させ、ソプラノの股間に顔を寄せる。毛の薄くて可愛らしい男性器は、今日もちっとも反応していない。男性ばかりになった社会で、性行為はただの娯楽になって、だんだん忘れ去られている。興奮の仕方、これの使いかたも知らないひとが多い。

　性的機能不全の人類。

　だけどあらゆる栄養と、空腹感をまかなえるサプリメントが開発されても、人類が料理をやめなかったみたいに。睡眠が科学的に無用の長物と証明されても、誰もが夜には寝床に入るみたいに。人類は気持ちいいからセックスをやめない。

　少なくとも、あたしはそうだけど。ソプラノは、正しい方法を選ばせてくれない。

　あたしの胸とか、見せたら、元気になるのかな。ううん、それでも反応がなかったら、それはそれでショックだ。あたしは女として扱われたくないのか、それとも……。

　ぐらぐらと悩みつつ、今日もあたしはデジタルに保存している大人のおもちゃを出現させ、股間に装着する。下着みたいにはく、密着感のある代物だ。股間の部分に細めの男性器みたいなものがついていて、これでソプラノの後ろをいじめる。

　いつも性感ばかりではつまらないから、今回は快感の種類を味覚に設定する。ソプラノの肌にそれを触れさせると、甘い。見た目どおりの、でもアルコールいりの、チョコレートボンボンみたいだ。

「しちゃうよ」

　ほとんど反応しないソプラノを寂しく思いつつ、耳元で囁くと。

　ソプラノは俯き、ちいさな声で「ごめんなさい」とつぶやいた。

　あたしは苛立つ。

「いつも言ってるでしょ、謝らないで。酷いことをしてるのはあたし、恋人でもないのにこんなふうに、いやらしいことしようとして──」

「悪いことをしたら、謝らなくちゃいけないなら」

　加エ工ル種フの子供は、目隠しをされたまま。

「やっぱりソプラノは、ごめんなさい、です」

　不意に、背後から気配がした。あたしは心臓が止まるほど驚く。慌てて振り向いたが、扉の表示は『２／２Ｒ』のまま。その事実に、気のせいだったかと一瞬安あん堵どした直後に頭をぶん殴られた。真正面に倒れて、ソプラノの身体を押しつぶすかたちになる。

　悲鳴もあげられない。

　背中に衝撃。同時に、身体中の血管が破裂するような痛みと麻ま痺ひ。体液に直接ダメージを与えられた。人間の身体をかんたんに使いものにならなくする、その震ドリ動ブル棒バーと呼ばれる武器は、あらゆる武器が規制された現代において、脱獄囚や指名手配犯の捕獲にのみ用いられる禁止された防犯グッズだ。

　胃袋が引っくりかえり、嘔おう吐と感とともに、脳の血流がぐるりと逆流したような──。

　呆あっ気けなく意識が飛んだ。
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　眠らないあたしにとって、それは珍しい体験。つまり夢を見ていた。子供のころの夢だ。あたしは三ヵ月ほど、のばら様と一緒に暮らしていたことがある。母娘として。この世で唯一の、母娘として……。

　この世界に男性しかいなくなって、家族という集団の基本単位が無意味なものになって、誰もが個人主義者になった。それでも寂しがり屋の、群れで暮らしていた獣の時代の本能が忘れられないひとたちは、人肌を求めて集団をつくった。男と男の夫婦、その子供の男と男と男と……。

　子供を守り育てるという基本的な目的が保育機械ベビーシッターに奪われ、家族は家族である意味を失った。だから、多くの家族は破は綻たんし、政府も集団で暮らすことをあまり推奨していない。人間はひとりで生き、ひとりで死ぬ。それが当たり前。

　でも、のばら様と母娘として、家族としてすごした短い期間は、あったかい──たいせつな思い出になっている。麻薬やお酒、あるいはみだらな行為と同じだ。ぜんぶ気持ちいいわけじゃない、翌日の朝に頭を抱えることもある、だけど引っくるめてみたら快感だけが記憶に残っていて、また繰りかえそうとしてしまう。

　保護の名目でななちゃんを確保して、家族の真ま似ね事をしているのは、あたしが家族という概念に満たされない依存症を患わずらっているからなのか。

　ともあれ、当時はまだ十歳にもなっていなかった、可愛らしかったあたしは、のばら様とひとつの部屋で寝起きしていた。あのころは無邪気で、基本的にわがままなのばら様にかまってかまってと縋すがりついて、ずいぶんと鬱陶しい子供だったように思う。

　色んなところを旅行した。

　思えば、あれは逃亡の旅路だったのかもしれない。

　他人の目から隠れ、ときにはのばら様の服のなかに隠されて、息を殺していた。観光地になど向かうことはなく、いつも路地裏や、小汚い身なりのひとたちだらけのスラムじみた場所だった。

　でも、嬉しかった。のばら様は決して優しくはなかったけれど、そばにいてくれた。その体温と、交わした何でもない会話を覚えている。

　彼女は母として、女の先輩として、あたしを教え導き、守ってくれた。

　だから、彼女に傷つけられるなんて思ってもいなかった。

　いつも苛々して、何かに追い立てられるようだったのばら様。彼女はちやほやされて育ったとは思えない、サバイバルの技術を弁わきまえていたけれど、あたしというお荷物ひとつ抱えての旅路には、彼女は疲れきっていたのだろう。

　だけど、あたしはそんな彼女の顔色の悪さや、だんだんと余裕のなくなっていく喋りくちにも気づかずに、寄り添った。寂しくて、夜中に彼女の布団のなかに潜りこんだ。母のぬくもりを感じようとした。

　覚えている。熟睡ができないのか、苦しんでいるような寝息を立てていた、のばら様。彼女の麗しい背中に、あたしは枕を抱えたまま、自分の背中をつける。それだけで、罪深い気がした。

　今日こそはと思っていた。

　ずぅっと昔に効力を失い、誰も使わない死語となった、あの言葉を。

　このひとに、今日こそはと。

「おか……あ、さん」

　全身にちからをこめて、蚊の鳴くような声でつぶやいた。

「お母さん」

　自分の言葉に勇気づけられて、そうだこのひとは自分の母親なのだ、と思いだして──あたしは、のばら様の背中に擦り寄る。抱きついて、目を閉じて。

　何がいけなかったのか。

　暗くら闇やみのなかで、不意にのばら様が起きあがった。

　何だか恐ろしくなってしまって、あたしは全身を強ばらせたまま、動けない。

　呪じゅ文もんのように、その言葉を。

「お母さん？」

「やっぱり無理」

　のばら様のつぶやきは、あたしの呼びかけへの応えですらなかった。

　独り言だった。

　いいえ、これまで彼女があたしに応えてくれたことなどあっただろうか？　あたしの名前を呼んでくれたことも？

　死後の世界のような闇のなか、のばら様は全身を漆黒に染めたまま。

　あたしのお腹に、硬いものを押し当てた。

「おまえ、何で生まれてきたのだ──」

　それは拳けん銃じゅうのかたちをした、もっとえげつない武器だ。ＳＡＳが用意した武装のなかでも、とくに危険な事件にのみ所持が許可される蝕しょく弾だんという弾丸が搭載された、相手の命を奪う可能性がある武器。

「何で……」

　のばら様の呻うめきとともに、あたしのお腹へ蝕弾が撃ちこまれた。それは火薬が弾丸を撃ちだした勢いそのままに、あたしの腹部に潜りこみ、その内部で弾けた。要するに弾丸と注射器の性能をもっている蝕弾は、あたしのお腹に得体のしれないものを注入する。

　身体が書き換えられるような激痛。

　悲鳴すらあげられず、毛細血管が破れたのか真っ赤に明滅する視界のなか──血溜だまりに倒れ伏したあたしに目を向けることもなく、突っ立っているのばら様を眺めていた。

　やがて銃声を聞きつけた付近の警備のものが駆けつけ、大騒ぎの果てにのばら様は強制送還──一連の逃亡劇、およびあたしの負傷は事故として片付けられた。偉大なる坂本のばら様が他者を傷つけるような真似をするわけがない、ということで、彼女は無罪。

　あたしはそれから、のばら様のもとから引き離され、厳重な監視下で、今もこうして生きている。のばら様があたしにくれたのは、三ヵ月ぶんのあったかさと、お腹の痛み。
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　強い痛みであたしは目覚める。

　激しい時差ボケじみた、あるいは酷い風邪でもひいたみたいな、全身の痛みと倦怠感。身体がまったく思うように動かずに、視界もあやふやで、まだ夢でも見てるみたいだ。

　いちど目を閉じて、あたしは溜ため息いきをつく。きっと現実を直視すれば、気が滅入ることになるんだ。でも、蹲うずくまって泣いていたら大人が助けてくれる、か弱い子供の時代は、あの日のばら様が撃ちこんだ一発の弾丸に終わらされたのだから。

　目を開いた。

　予想とはちがって、可憐なものが見えた。

　ソプラノだ。あたしの、可愛いひと。すべてが夢だったのか──あるいは、快楽でトリップして意識を失っちゃったのか、などと気楽な考えが頭をよぎる。あたしは小首を傾げ、ソプラノ、と呼びかけようとしたが無理だった。

　猿ぐつわを嚙まされている。

　舌触りの悪い布きれだ。涎よだれをたっぷり吸ったそれは、気持ち悪い。口内がやけに渇き、呼吸も苦しい。さらに、どうやら手も縛られている。苦労して自分の頭のほうを見ると、あたしの両手首が、手錠で頑丈そうな柱に繫がれている。

　がんばって手を動かしても無駄で、原始的な拘束というのは肉の身体を捨てられないあたしたちをいつでも無力化する。両足は縛られていないがおおきく、屈辱的に開かれていて、ソプラノがその真ん中で困ったようにしゃがみこんでいる。

　彼は何度か必死に、可愛らしいかんばせを紅潮させてがんばっていたが、やがて溜息をつく──というのを繰りかえしている。よくわからないけど、がんばれがんばれ。

「何をしてるのよ」

　響いたのはあたしの声ではない。

　あたしのよりも金属質で棘とげっぽい、甲高い声だ。でも不快ではなくて音楽的だ。

　わずかに振り向いたソプラノの背後から、見慣れぬ人物が姿を見せる。

　ソプラノと同じく、加エ工ル種フだ。桃色がかった紫色の髪の毛と、毛皮に覆われた長い耳。褐色の肌。基本的に愛らしい、人間とぬいぐるみの中間みたいな存在なのだけど、片目が失われ革製の眼帯を嵌はめてる。片腕も失われていて、まとっているボロ布みたいな服は片方の袖そでに厚みがない。

　現代の医学では、腕がちぎれようが、最悪──首がもげようが、処置が早ければ完治する。つまり、そういうことだ。そういった、あたしたちが勉学と労働と税金を糧にして受けている医学や諸々の恩恵の外で、暮らしている存在ということだ。

　ひどく暗い光を隻せき眼がんに灯ともらせたその加エ工ル種フは、ソプラノよりもやや短めの髪の毛を揺らし、横柄な女言葉でぼやいた。

「わたしみたいに物理的に吹っ飛ばされたわけじゃないでしょうに、何であんたはそんなふうに役立たずなのかしらね。せっかく、今回いちばんの功労者を労ねぎらってやろうと思ったのにさ」

　ところどころ発音がおかしいのは、喉のどにも痛ましい疵痕があるせいか。それどころか、身体中に傷や青あざが散見する。いちど爆弾で吹っ飛ばされて、無理やり繫ぎあわせたみたいだ。

　ついでに、女言葉だけど、加エ工ル種フは性別がわかりにくいけど──男性だろう。胸元は真っ平らで、よく見れば骨格もちがう。眼帯の加エ工ル種フは「アルトにいさま、ごめんなさい……」と俯くソプラノを、面倒くさそうに眺めて。

「いいのよ、ソプラノ。この世にたった四人の兄弟でしょう」

　そこでようやく、アルトと呼ばれる傷だらけの加エ工ル種フはあたしに気づいたのか、酷く気け怠だるげにこちらを眺める。

「お目覚めなのね。ここがどこだか、わかる？」

「むぐ。うぐう」

　あたしは罵ば倒とう語を百万ぐらいぶつけてやろうとしたが、喉の奥から唸うなり声を漏らすことしかできなかった。

　アルトは黒目がちの隻眼を、揺らめかせて。

「あら、失敬。喋れないようにしたんだっけね。まぁどうせ、どれだけ叫んでも意味ないし──ソプラノ、猿ぐつわを外してあげてくれる？」

「はい……」

　優しい手つきで、ソプラノがあたしの口を塞いでいた布きれを取り払ってくれる。よだれが糸をひいて、新鮮な空気をあたしは貪むさぼる。しばし喘あえいでから顔をあげて、興味深そうにこちらを眺めるアルトをきつく睨んでやった。

　だが、それ以上の虚勢は張れない。

　頭がふらふらする。体液にダメージを負ったのを思いだした。まだその後遺症が残っている。身体が思うように動かないし、酷く重い。吐き気が間断なくこみあげてくる。

　あたしはこいつらに拉ら致ちされ、監禁されている。

　たぶんソプラノは、最初からそのために──。

　その事実を嚙みしめ、一瞬何もかもどうでもよくなるが、冷静にならなくちゃ、と自分に言い聞かせる。不幸だけど、最悪じゃない。まだ何もかも奪われたわけじゃない。

「はぁっ、あんたたち」

　呼吸をようやく整えて、あたしは威い嚇かく的に言った。

「何なのよ、いったい。何が目的……ここ、どこ？」

「あら嬉しい、わたしたちみたいなのと対等にお話ししてくれるのね」

　アルトが頰に手を添えて、酷薄そうな片目を細める。

「この場所はね、わたしたちみたいな社会ののけものがよく利用する、法律の、『当たり前』の隙間よ。ここなら官憲の手も入らない、誰も助けにはこないわよ」

「噓よ、現代の完全管理社会に、組みこまれずにいるなんてこと──」

「こちらが望んでも、向こうがこちらの存在を弾くこともある。あんたたちの常識って、意外とあてになんないし、確かなものじゃないのよ──おじょうちゃん。わたしたちは生まれた時点で政府に認識されず、そのまま不測の子供イレギュラーとして育ったの。いるはずのない子供、屍し体たいと同じよ、誰も人権を認めてくれないし守ってくれないのよ」

　胸元に手を当てて、アルトはにっこりと笑った。

「これでも、わたしはだいぶ恵まれてるほうなのよ。だって、誰かの奴隷として泥水を啜すすることもなく、野菜みたいに切り刻まれて殺されることもなく、そこそこ自由に生きてる。ねぇあなた、加エ工ル種フが人間扱いされてるところなんて見たことある？　差別はない、みんな平等、だったら何でわたしたちはいまだに妖怪の名前で呼ばれるの？」

「政府を憎んでるの？」

　その復讐なのかと思って、あたしは問いかけたのだ。

　場合によっては、相手の神経を逆さか撫なですることになるかもしれないと気づいていた。

　でも、理不尽だ。そういう恨み言は、匿名掲示板にでも書きこんでほしい。リアルに迷惑かけないでほしい。誰だって不満とストレス抱えて生きてる。その量が多いか少ないかで比べて、他人に劣等感抱くほうが間違ってる。

　胸張って生きればいいのに。

　そう思うのは、あたしが本当の地獄を知らずに、世界に保護されて生きてきたからだろうか。

「あたしは、政府に所属してるけど──いち公務員でしかないわよ。こんなふうに、酷い目に遭わされるのは不本意。文句をつけたいなら、正式に書類で申請してプラカード持ってデモ行進しなさいよ。でなきゃ何も変わらないわよ」

「そんな無意味な噓はつかなくてもいいの。あなたが、いち公務員？　はっ！」

　嘲あざ笑わらってから、アルトはこちらに手を伸ばしてくる。

　その指先に握られているのは──。

「馬鹿ね、ぜんぶ知ってるのよ。坂本おちば様。この現代で、二番目の女性」

　ナイフだった。

　刃が、あたしの着たままの制服に食いこむ。生地が、ぴりぴりと裂かれていく。両腕を封じられたあたしは抵抗ができない。迂う闊かつに動いてぐさりと刺されたら、そこでお終しまいだ。

　身体の前が晒される。いつも、解剖された蛙かえるの気分になる。

　胸元の、ちいさな──けれど、決定的なふくらみ。それを覆う、現代では売り上げが微少な女性ものの下着。それも引き裂かれて、誰にも見せたくない先端が晒される。刃はそのまま下へと向かい、スカートともろもろを真っ二つにする。

　足が屈辱的に開かれたまま、あたしの瘦やせっぽちな太股と、その間の──。

「不思議なものね」

　アルトが感心したように、ナイフを音もなく服のなかに仕舞いながら。

「さすがに本物は初めて見るわ。画像は厳しい制限と加工でほとんど判別できないからね──でも、わかる。本能で、興奮する。何よ、わたしも人間じゃない。人間の女に……」

　譫うわ言ごとのようにつぶやいてから、アルトはかたわらのソプラノを眺める。

「あなたは、だめ？」

　見ると、ソプラノはあたしの両足の真ん中に、つまりいちばん近い位置にいながら──戸惑うように、俯いているだけだ。「ごめんなさい……」と、いつもの言葉をつぶやいているが、何だか情けなくなる。アルトみたいに、条件反射で興味津々見つめてこられるのも、気持ち悪いけど。

　あたしはすっかり肌寒くなって、心も複雑怪奇で、わけがわからないまま。

「それで何なの？　何か文句でもあるの？　あたしもあんたたちと同じ珍獣だってのがわかっただけでしょ？」

「言うわね、勇ましい子は嫌いじゃないわ──そんな子に泣きじゃくって命乞いをさせるのが、わたし三度の飯より好きなの」

　異常者め……。

　こいつを喜ばせてはいけない。だけど、どういう言動をとればいいのかわからない。最初からまったく無反応でいたほうがよかったのか。頭がぐるぐるする。でも恐怖心から、相手の素性を、目的を確かめたくなる。

　あたしは涙が浮かんでくるのを自覚しながら、必死にそれを堪えて、問うた。

「じゃあ何、動物のくせに、加エ工ル種フのくせに人間のあたしをどうしたいの？　子供でもつくってみる？　三番目が生まれると信じる？　のばら様だっていちどしか成功しなかったのに？　じゃあ、丁重に扱いなさいよ──崇あがめたてまつりなさい、皮下脂肪をたくわえなさい、虫ん子ども！　何百回も子供生むなんて、健康で図太いのばら様ぐらいじゃないと堪えらんないんだから！」

「それも面白いけど、わたしは見てのとおりだし、ソプラノもあんたに興味ないみたい」

　アルトは傷だらけの隻せき腕わんで、おそらく弟なのだろうソプラノの頭を撫でる。その言葉は、あたしの心を抉えぐるのに充分だったけれど、涙が頰を伝ったけれど。
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「わたしたちが、種族的に差別を受けてるのは知ってるわね」

　アルトは哀しそうに語った。

「あんたは、そんなわたしたちを解放するための道具になるのよ──それこそ女の子を産ませたあと、あんたとのばら様を殺せば、この世界の宝……女性は、加エ工ル種フにしかいなくなる。保護せざるを得なくなるわ。わたしたちは、虐げられる奴隷、底辺から、頂点へと躍りあがるのよ」

「ふん、うさぎがパンダになるだけでしょ」

　あたしは吼ほえた。人間の鳴き声を垂れ流した。

「政府があんたたちと交渉するわけない、軍隊を差し向けて皆殺しにされて終わりよ、全滅するだけよ。愚かな珍獣ども、実験動物、奴隷、加エ工ル種フ！　うさぎども！」

　どんっ、とあたしは胸元を手のひらでつかれた。肺が一瞬潰れて、噎むせこむ。アルトが穏やかな笑顔を浮かべたまま、声をいちだん低くした。

「そろそろ黙りなさい。そうよ、わたしたちは動物よ──あんたたちがそう決めたのよ、だから我慢がきかないのよ。わたしたちが何人殺してきたと思うの……」

「そうね、加エ工ル種フは決して見た目どおりの可愛い生き物じゃない」

　あたしが担当した、『怪人』から再調査を指示された事件も、犯人は加エ工ル種フだった可能性が高い、と判明している──種族的に頑健な彼らは、知性をもった野獣だ。人間よりも強い。

　だから、犯行現場でたびたび加エ工ル種フが目撃されている、という事実を知って──いちどはソプラノを疑ったのだ。彼に近づいたのは、まずそれが理由だった。結局、その目撃証言とはべつに男根崇拝者たちの教団が事件の主犯だと判明し、彼らが殺したものたちの男性器を切り取り食べていたことがわかる。だから屍体の局部は切り取られていたのだ。

　首謀者の男の自供によって、そんな事件の真相が示されたわけだけど。

　だから、安心して──ソプラノとお近づきになろうと、がんばってすらいたのだけど。

　すべてが欺ぎ瞞まんで、あの教団も騙だまされていただけで、その裏にこの加エ工ル種フたちがいたのなら……つまり、えっと。どういうことだろう──？

　とにかく。

「鴨かもが葱ねぎを背し負ょってきたわね、全員捕まえてやる、根絶やしにしてやる」

　悪態をつくあたしに、アルトは「困ったわ」と言わんばかりに、ちいさく溜息をついて。

「聞くに堪えないわね──さっきから何言ってるかわからないけど、ちょっと痛めつけて黙らせてあげたほうがいいのかしら。知ってる？　わたしたちはどんな過酷な労働でも身体を壊さないよう、ＤＮＡレベルから頑健につくられている。腕がもげても目が腐ってもへいき。でも、あんたたちはどうかしら？」

　再びナイフを抜いて、彼はあたしの耳たぶと、指先と、膝ひざ頭がしらに、ちいさな切れこみをいれる。血と、痛みが弾ける。特異な状況に脳内麻薬が分泌され、心臓は早鐘のように打ち、不安で身体中が痒かゆいような何とも言いがたい……。

「さぁ、あんたはどの場所と泣き別れしたい？　好きなところにキスしてあげなさい、もう二度と会えないんだから──って、動けないんだったわね」

　弄もてあそぶように、刃はあたしの肌のうえをすべって──胸元でとまった。

「やっぱり、ここがいいわ」

　晒された、乳房の。ようやく、近ごろふくらんできた。だから悩みの種だった、でも失われるなんていやだった。女として生まれて、これまで得したことなんてひとつもなくて──のばら様もたぶんあたしを望んでいなくて、誰もあたしを愛してくれない。

　だけど、これがあたしなんだ。

「やめて……」

　刃が、下から肉を押しあげる。ちょっと動いたら、切れる。鳥肌が立った。

　アルトは黒目がちの、だから感情が読みとりにくい、動物の隻眼で。

「うるさいわね。もう決めたのよ、だいじょうぶ──死なない程度に手当てしてあげるから」

「や、め、てよ！」

　引きつった声で叫んだ。否、懇こん願がんしたのだ。ぼろぼろと涙がこぼれる。どれだけ強がっても、あたしは十四歳の子犬。肉食獣の群れのなかに放りこまれて、もう限界だった。怖い。怖い。嫌だ。吐き気がする。ぐるぐるする。

　あたしは嗚お咽えつを零こぼした。

「何でよぉ、何でこんなっ──ひぐっ、うう、ソプラノも？　ソプラノもこいつらの仲間で、あたしを利用するために、最初からそのために……！」

　助けを求めて、ソプラノを見る。あたしに文句を言う筋合いはない。あたしだって、彼に近づいたのは捜査の一環だった。だから、彼の返答が予想通りのものだったとして、失望する資格はない。

　それでも。

「はい」

　ソプラノはあたしをいたぶるわけでもなく、でも優しくするわけでもなく──。

「ソプラノ、何もできない、です。だから、何でもする、です。標的に近づいて、仲良くなって、ときには恋人に、なって、誘いだして……」

　殺すのか。

　彼は、血まみれの加エ工ル種フたちの、餌えさだった。まんまと、あたしはそれに釣られたのだ。認めたくないけれど、それが事実だった。初恋だった。けれど愛はなかった。悪意のみがあって、あたしは勘違いしていた。

　馬鹿みたいだった。

　項うな垂だれるあたしに、ソプラノは何を思ったのだろう、申し訳なさそうにして。

「ごめん、なさい。ちぃ先輩、にいさまたちには、逆らえない、です──」

　にいさま、たち？

　顔をあげるあたしに、アルトが肩をすくめて、あらためて。

「加エ工ル種フが、わたしとソプラノだけだと思った？　わたしたちは、仲良しの『人肉処理者』の四兄弟。さっきからずっと、そこにもうひとり──立ってるでしょ？」

　背後を顎あごで示した、彼の視線を追って。

　あたしは悲鳴をあげそうになった。

　薄暗い、たぶん洞どう窟くつのなか。壁の色と影に染まって、まったく気づかなかった。微動だにしない、見あげるほどの巨体である。全長三メートルはあるか。おまけに横にも太い。分厚い肉の段差に腕も顔も覆われていて、面相すら判然としない。顔の横からつきだした耳のみが、彼も加エ工ル種フであることを示していた。

　ぼうっと、置物のように突っ立っている。

「わたしたちの、いちばん上のにいさま──バスにいさまよ」

　アルトが足を引きずりながら移動し、バスと呼ばれた巨人に寄り添う。そこでようやくバスは自分が生き物であることを思いだしたみたいに、のっそりと踏みだしてくる。近づいてくる。

「おおきいでしょ？　加エ工ル種フにはたまにあるの──遺伝子をいじくられた、その弊害ってところね。肉体的に頑健になりすぎたのよ。まぁそのぶん、頭のほうがちょっとね……」

　大男、総身に知恵が回りかね──などと、呑気なことを考えている場合ではなかった。こちらに手を伸ばしてくるバスの、下腹部のあたりに、おぞましいものがある。そうだ、こいつらの目的は『女』を加エ工ル種フのみで独占すること。

　あたしはそのための、繁殖馬だ──差別されてきた彼らには、あたしへの慈悲もない。

　ぐちゃぐちゃにされる。

　それを理解して、あたしは身をよじった。黙って話を聞いていたわけではない。縛られていた両腕は、苦労して縄抜けしていた。手首から流血しているが、今はいい。転がるように動いて、立ちあがると、逃げるために地面を蹴けった。

　身体がよろめく。まだ体液へのダメージが残っている。

「あ！　ソプラノ、ちゃんと縛っておけって言ったでしょ！」

　アルトが慌てて声をあげる横で、あたしは切り裂かれた服の前を隠すこともできないまま、おおきく一歩。アルトの横を通過して、さらに一歩。この絶好の機会を逃せば、もうお終いだ。あたしは死力を振り絞った。

「うがあああああ！」

　バスが野獣そのものの怒声をあげて、分厚い両腕を振るってきた。転がって避ける。全身に擦り傷ができる。服って偉大な発明だな、みんなお洒落で着てるわけじゃないんだな、と露出した肌に擦り傷ができまくるのを見て、何となく思った。

　バスの踏みつけ。これも避けて、地響きのなか当て所なく走り去ろうとして──。

　衝撃。

　前のめりにつんのめって、あたしは声のない悲鳴をあげる。右足に激しい痛み。ちぎれたかとすら思った。全身を震わせながら見ると、脛すねのあたりがなかば抉れている。肉が吹き飛び、骨が覗のぞき、信じられない痛みが這はいあがってくる。

　何が起きたのか、すぐに理解した──空中を何かが飛び回っている。Ｌ字形の、子供の遊び道具のような狩猟武器、ブーメランだ。それは闇のなかをひゅんひゅん音をさせながら滑空し、ぱしり、と誰かに受けとめられる。

　涙でにじんだ視界のなか、あたしはこちらを黙って見つめている、もうひとりの加エ工ル種フを見た。まだ仲間がいたのだ……。そういえば、四兄弟と言っていた。バスの見た目の恐ろしさに竦んで、咄とっ嗟さに逃げたのが間違いだった。時機を見誤った。

「さすが、テノールにいさま」

　アルトが誇らしげに拍手をしている。テノールと呼ばれた、色の脱けた髪の毛と、不気味なほど白い肌の加エ工ル種フは、何も語らずにまた闇のなかに消える。照れ屋なのか、何なのか──痛みと恐怖に、考えている余裕もない。

　足を引っ摑まれた。汚い地面を全身で擦こする。その向こうにバスがいた。最初から服などまとっていない。同じ人間の、ただ遺伝子をいじっただけとは思えない見た目──その巨体に比べれば、いくぶんか常識的なおおきさの、それでも腕の太さはある勃起しきった男性器。あたしは息を呑のみ、手足を暴れさせたが、バスは顔面を蹴りつけられても蚊に刺されたほども感じていない。

　あっさりと両足を開かされ、軽々と抱きあげられて──。

　おろされる。

「ぃぎ」

　自分が白目を剝むいたのがわかった。
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　また夢を見ていた。

　だから意識を失うのはいやなのだ。夜にだって眠りたくない。自分の意思とは無関係に、強制的に流れこんでくる、夢は暴力的だ。でも、夢でしかもう、母に会えない。

　もちろん、あたしが母とすごした時間はほんのちょびっとだったし、その間も──母は自分と、その保護者だった三人の兄の話ばかりした。ほとんどが己の自慢で、ときどき兄たちへの思慕……。割合としては、長男の逢あいの笑い話が半分と、三男の綿志への愚痴や苦労話が半分、なぜか次男の緒お礼れのことはほとんど語らなかったけれど、あたし含めてすべてののばら様の子供は、この緒礼の子供だといわれている。

「わたしは病気なのだ」

　のばら様は独特な、自分のことを喋りたくて喋りたくて間にあわなくて、舌足らずにすら聞こえる、独特の早口で話す。聞きとるのが酷く難しく、相手もこっちのことなんて考えずに喋りたいだけ喋るから、油断すると置き去りにされた。

　光の溢あふれる、のばら様がいくつも持っている別荘──というか、お城である。山のうえにあって、見晴らしがいい。彼女の好きだった薔薇が一面に散らばっていて、きれいだった。

　のばら様には髪が長いほど女性的である、という信念があるみたいで、たぶん生まれてからいちども切っていない髪をだらだらと伸ばしている。自分ひとりではケアをするのが絶対に無理な、王侯貴族にしかゆるされない長さだ。

　あたしは、その赤みがかった髪の毛をせっせとブラシで整える。質の強い彼女の髪はときどきこちらの皮膚を切り裂くから、血の玉が浮かぶことがあった。

　でも親子だから、触れあいたいから、と必死でがんばるあたしに──目を向けることもなく、のばら様は長く沈黙してから、吐息のようにつぶやいた。

「『女』という病気なのだ」

　淡々と、つまらなそうに。

「長男は外交で、次男は愛情で、三男は医学で──わたしを、守る。長男は『女』を『病気』ではなく『宝』として認識させることに成功して、わたしの価値を最大に高める。次男は、何もできない愚かな男。三男は、いちばん頭がよくて、わたしの『病気』について詳しく調べてくれた」

　あまりにも堂々と語られたから、それが弱音だとは気づかなかった。

「愛するひとたちにすら理解されないのは、つらいのだ……」
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　目が醒さめたらぜんぶ嫌なこと、苦しいこと、不快なことは省略されている子供向けの娯楽みたいになっているわけがなかった。正義の味方が助けにきて円満解決、間一髪のところで救われ、あたしは何ひとつ奪われることがない──わけがない。

　かるく目を開くと、同時に白っぽい液体があたしの顎めがけて飛んできて、なまぬるく口から頰までを汚した。同じもので、あたしの身体はどろどろに汚されている。服など、生地のひとつも残っていない。右の肩に赤っぽい指のあとが残っていて、おまけに脱だっ臼きゅうしている。下半身に違和感があると思ったら、血だるまで、股関節もはずれている。あたしは、まるで乱暴な男の子にもてあそばれた、お人形みたいだった。

　どこも縛られてはいないけど、失血しすぎてふらふらするし、身体を動かす元気がない。声もでない。うつろなあたしを、先ほど精液をぶちまけたひ弱そうな加エ工ル種フ──あたしをブーメランで攻撃した、テノールがこちらの腰のあたりに手を添えて、身体を沈めてくる。何かが侵入してくる。

　びりびりと刺激があるけれど、可愛く反応してやるほど愛想のよくないあたしは、うつろに放心している。幸い、痛みがすぎて感覚がぼやけていて、痺しびれている。

「お目覚め？」

　おもちゃみたいに犯されているあたしに、眼帯のアルトが話しかけてくる。

　男性の機能が吹き飛ばされたらしい彼は参加していないようで、女物の服を着たまま、横で満足げに鼾いびきをかいているバスの身体を優しく拭ぬぐっている。

「ごめんなさいね、わたしたちって繁殖力が強くつくられててね──本能なのか、あなたの身体を見たら我慢できなくなっちゃったの。テノール兄さんなんて、普段はこんなことに参加しないのだけど」

　言葉を向けられたテノールは、恥ずかしそうにそっぽを向く。慣れない感じにあたしの胸元に手を伸ばして、やわらかく押しつぶす。目を閉じると、そういう敏感なところだけがあたしになったみたいだ。痛いよりは気持ちいいほうがいいだろうと、脳が複雑な処理を行って、すこしだけ声がでる。喜ぶように、テノールの腰骨が激しくあたしの身体に叩たたきつけられる。やっぱり痛い。

　水音のなか、ふと見ると──あたしの大好きだったソプラノが、やや離れた位置で何やら料理をつくっている。固形燃料を燃やし、鍋なべを煮立てている。たまにその視線がちらりとこちらを向く。頰が、ほんのり紅潮している、目も潤んでいる……。

　あたしとの行為のなかで、いちどもそんな表情は見せなかった。

　どんな刺激を与えても、愛しても、彼はまるで手応えがなかった。

　だけど今は──。

　あぁ成る程、とたぶんあたしはすべてを理解した。

　その瞬間、テノールが身体を引きつらせて、どんな美形でも間抜けな顔つきになるあの生理現象を行う。あたしの身体のいちばん奥に、どろりとしたものが勢いよく注入される。射精は長くつづき、脱力したテノールは、ずるりとあたしの膣ちつから自分のものを抜いた。

　他人の温ぬくもりが遠ざかり、すこし肌寒くなる。ここの空気は冷たい。

　テノールは満足そうにあたしの頰を指先で撫でると、自分で身体を拭ふき始めた。あたしは放置され、身体を投げだしたまま、思案する。

　彼らの境遇には同情する。差別され、虐げられてきた加エ工ル種フ。職業的な倫理観から考えれば、彼らを逮捕し正当な裁判によって罪を償わせるべきだ。復讐などするべきではないし、こんなような事態になることだって覚悟してＳＡＳの仕事に就いていたはずだ。

　助けなんてこない。こいつらもそこまで間抜けじゃないだろう。

　だけど、彼らの目的は叶かなわない。『女』を加エ工ル種フで独占するためには、いくつもの難関がある。まず、人間と加エ工ル種フで子供ができるのか（性行為ができる、というだけでは保証にならない。その気になれば犬とだってできる）、のばら様を暗殺できるのか、無事にその事実を生きながらえたまま、世間に公表できるのか。

　無理だ。のばら様はそこまで甘くない。あたしは人質にならない、愛されてなどいない。あたしは、ちっとも大事な存在じゃない。世間にとっても、誰にとっても。ただの、肉だ。

　あたしは身体に意識を循環させる。いちばん奥のほうから、指先まで。身体のあちこちが痛く、絶対に動かせないような部分がいくつもあったけれど、まだ生きている。

「…………」

　ソプラノが冷たいお絞りで、あたしの身体を拭ってくれる。その背後では、アルトたちが楽しそうに食事をしている。あたしを気にしてくれるのはソプラノだけ。ただ仕事を押しつけられてるだけかもしれないけど、あたしはそれを信じた。

　やっぱり、あたしはソプラノがいい。

　あたしは無理やり片手を動かして、ソプラノを引き寄せた。そして、その長い耳のそばで──囁く。悪魔の言葉。ソプラノの黒目がちの双眸が見開かれる。アルトが気づいて、勢いよく立ちあがった。

「ちょっと、何してんのよ」

　呆あきれたように。

「次はもっかいバス兄さんの番だってば──」

　悪いけど。

　あなたたちに、次はない。

　誰にも顧みられない、けれど世界の宝に手をだした罪、その身で贖あがなえ。あたしは奥歯に仕込まれたスイッチを、舌で押した。口のなかに苦味が広がる。悲鳴があがった。

　身み悶もだえしているのは、テノールだ。なまっちろい身体を前後に揺すらせ、長く尾を引く絶叫を放っている。痙けい攣れんし、口からぶくぶくと血の色の泡を吹いて、前のめりに倒れる。二度と動くことはない。

「て、テノール兄さま!?」

　アルトが隻眼を見開いて、兄のそばに駆け寄り脈拍などをはかり、青ざめる。そして周りを忙しげに見回したあと、信じられない、という顔であたしを見てきた。

「まさか、あんたが何かしたの……」

　応える義務はなかった。あたしは、教わったとおりに右肩の脱臼を嵌める。足のほうはひとりじゃ無理だった。身を起こし、無添加の脳内麻薬で痛みを堪える。加工しなくても、人間はこんなにも強い。血を失っているせいでふらつきながら、あたしは語る。

「宝に手をだしたものは、呪のろいを受けるのよ」

　あたしは勝手に子供を産むことをゆるされていない。のばら様に、無理やり手術を受けさせられ、あたしの子宮のなかには『植物刑』にも利用されるちいさな生体機械バイオマシンが寄生している。それは性行為を通じて感染し、男性を冒す。

　男なんて、掃いて捨てるほどいるけど。

　あたしたちは、世界にたったふたりしかいないんだから。

　娘が心配だったとか、愛とかじゃないけど、のばら様がくれたこの奥の手を──あたしは最大限に利用する。そして、生き延びる。夢も見ずに、裸足のまま、できれば、大好きなひとたちと。

　あたしが生まれたのは間違いじゃない。罪じゃなく、不幸でもない。『何で生まれたのだ』って、のばら様の問いに、いつか自信満々に応えるために。

　こんなところで、終わるわけにはいかないんだ。

「あんたねぇ──」

　何か言いかけてこちらに手を伸ばそうとしたアルトの両肩を、何かが摑んだ。彼が振り向くと、そこにはテノールと同じく口から血泡を吹いたバスが立っている。この巨人は支離滅裂な呻き声をあげながら、弟の身体を締めつける。

「ぐあ」

　苦鳴を漏らし、全身を左右から圧迫されて、華奢なアルトは涙すら浮かべる。

「な、何で──バス兄さまっ!?」

　感染した植物は、対象の身体を高速で書き換える。それこそ、加エ工ル種フに施された遺伝子工学の技術なんて甘っちょろく思えるほどの、それは人権を無視した改変だ。命尽き、最後の死後痙攣が終わるそのときまで、感染した男は自らの人生すべてを捧げて奉仕する奴隷になる。

「や、やめ、やめて……」

　奇くしくも、アルトが口にしたのは、あたしが言ったのとそっくり同じ。でも、彼らはやめなかったから、あたしも報復する。法律に書かれていない、個人的な怨みから。ぼきばきと骨が折れる異音が響くなか、あたしは苦労して壁を背にして立ちあがる。

　一歩も動けないけど、もう見下ろされるのはたくさんだった。

「ちく、しょ──」

　運がいいのか悪いのか、毒づいたアルトが放りだされる。彼が圧死する前に、バスが力尽きたのだ。巨体が倒れ、地響き。吊られたランプの明かりも揺れる。アルトは最後の執念で、あたしに手を伸ばして。

　あたしは、静かに言った。

「めちゃくちゃに、しなさい」

　俯き、口元を押さえ、必死に笑みを嚙み殺しているソプラノへ。

　どうして自分が笑っているのかもわかっていない、哀しい怪物に、託宣をくだすみたいに。

「きっと気持ちいいよ」

　加エ工ル種フは本能に逆らえない。アルトが、自分で言っていたとおりだった。ソプラノは調理に用いていたちいさなナイフを拾いあげると、器用に、自らの兄の唯一残った隻眼に刃を埋めた。眼がん窩かへとナイフを滑りこませ、苦痛を感じるいとまもないほど素早く、脳を破壊する。

　血と脂肪と眼房水と脳のう漿しょうが、可愛らしい加エ工ル種フを汚していく。
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　あたしが再調査を命じられた事件の犯人は、ソプラノだった。彼は兄たちとちがう自分に疑問を抱いていた。食べ物の美お味いしさはわかる。睡眠の心地よさも。けれど性行為だけは理解不能だった。彼はまともに興奮できない。

　銃で撃たれた恐怖のあるものは、火薬の匂いを嗅ぐことすら嫌がり、花火にも怯おびえる。幼いころから兄たちの慰みものになっていたソプラノは、その行為が良いものだとは思わなかった。痛くて怖くて哀しいものだと実感してしまっていた。

　逆に、彼らの──『人肉処理者』の仕事を上手にやると褒められた。人間を効率的に殺し、解体する行為が、認められると、楽しくなる。気持ちよくなる。

　そこに、ねじれが起きた。

　ソプラノは性的に満足できない欲求不満を、文字どおりの快楽殺人で解消する。そんな自分がおかしいことも理解して、他人がどうして男根でばかり快感を得たがるのか、理解するためにその部分を切り取り、観察したりもした。

　残った屍体を回収し、有効活用したのが逮捕された教団で、彼らもそんな屍体を制作していたのがソプラノだとは知らなかった。神からの思おぼし召しだと思っていた。
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『うふふ、おちば様。今回は実に大変でしたねえ』

　相変わらずぜんぶ終わったあとにしれっと顔をだす全身葉っぱだらけの『怪人』は、上司は、不機嫌そのもののあたしの神経を逆撫でする。ファック。ファック。ファック。いや、ファックはもういい。もうそんな単語は聞きたくない。何のありがたみもない、あたしは吐き捨てる。

「他人事みたいに言ってんじゃないわよ、これは重大な管理責任を問われるわよ。世界の宝が盗まれて汚されて、危うく永遠に失われるところだったのよ」

『無事だったのだから、いいじゃないですか。それにこの論議は無意味だ、すでに君への補償は手当金として支払われているはずですが？』

「お金の問題じゃないのよ、誠意を見せろって言ってんのよ。全裸になって土下座しなさいよ」

『実はこの葉っぱは皮膚から直接生えてるので、私は服を着ていないのですよ。その必要がないですから。つまり全裸です、これで土下座すればいいんでしたっけ？』

　画面の向こうで、わざとらしく大仰に土下座してる『怪人』。誰かこのひと暗殺しないかなあ──思いつつ、あたしはいつもの登校風景のなかだらりと座席に腰かけている。流れゆくエーゲ海の美しい景色（もちろん偽物の映像）のなか、あたしは真横にしれっと立っているななちゃんにも毒どく牙がを向ける。

「ななちゃんもよ、あたしが酷い目に遭ってたのにどこで何をしてたのよ」

「普通に授業を受けてましたけど」

「そこは格好よくマント＆仮面姿で助けにきなさいよ役立たず」

「そんなこと言われても、御お伽とぎ噺ばなしじゃないんだからそんな的確におちば様のピンチを察知できませんし、私が助けに行っても返り討ちでしょう──私、暴力は許可されてませんし」

　謝りながらも、ななちゃんはあたしのあたまをそっと撫でてくれる。

　嬉しい手触り。

「……絶対にゆるさないわ」

　何だか涙が溢れてきて。

　あたしは、ななちゃんのお腹のあたりに抱きついて、無惨に泣いた。急に怖くなったのだ。あたしは死んでいたかもしれなかった。何の意味もなく、価値もなく。生き延びられたのは、たまたまだ。それを実感している。

　空気の読めない乗り物はすぐにあたしたちを学校へつれていって、いつものように、ななちゃんとは別れる。目元を拭い、あたしは裸足で床の感触を楽しみながら、歩いた。変わらない日常に帰ってきた。

　行き交う生徒たちのなか。

　調律された暖かい日差しを浴びながら、あたしは歩いて。

　前方に、見慣れた人物が立っていることに気づいた。

　桃色がかった紫色の長い髪。長い耳。女の子よりも可愛い、加エ工ル種フ。

「ちぃ先輩」

　ソプラノは不安そうに周りを見回してから、恐る恐る問いかけてくる。

「どうして、です？」

　片言な彼の口調は、意味がとりづらいけれど。

　ソプラノは罪に問われなかった。バス、テノール、アルトは凶悪な犯罪者の三兄弟だと報告され、記録され、それが事実になった。彼らの肉体はつくりかえられ、優しい植物になって、今はあたしの屋敷ですくすくと光合成している。

　いつか罪が浄化されるその日まで。

　それは、人類が生んだ最も優しい死刑。

　彼らは脳を破壊され、記憶を失っている。ソプラノにも、入念に口裏をあわせるよう徹底させておいた。彼らの記憶は解析されたものの実入りのある事実は得られず、あたしの語ったてきとうな証言が事実になった。

　あたしの心理的外傷（便利な言葉だ）に配慮して、この事件は公表されず、いちぶの関係者に煮え切らないものを残したまま、闇に葬られた。放りだされたのが、ソプラノである。あたしは彼を罰しなかった。

　どうして、と尋ねられても。

「あなただけが、あたしを──いちども傷つけなかったから」

　それが本当だと、あたしは信じる。愚かなことかもしれないけど。

　ソプラノは戸惑いながら。

「でも、ソプラノ、ちぃ先輩、騙しました」

「無理やり、兄たちに強要されてね──あなたの意思じゃなかった、それでいいじゃない。ねぇソプラノ、少しでも、あたしに悪いと思ってるならさ……」

　おいで、と手招きした。

「そばにいて」

　利己的な言葉を口にして、あたしは彼を抱きしめる。血を見ることでしか興奮できない、人間を解体するのが当たり前に育った、生粋の殺人鬼。でも、それでも──あたしの初恋だった。

「あたしを傷つけるすべてのものから、一生守って」

　そしていつか、できたら、あたしのことを……。




　ねぇ、のばら様。

　お母さん──あたし、生きていくわ。
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　のばら様零歳の写真。

　出産直後に撮影された。

　その奇跡的な一瞬を切り取った画像は、今でもいろんな宗教施設の本殿なんかにでーんと飾られている。

　出産という行為が極めて事務的になった今の世の中でも、新しい命をこの世界に招きいれる不可思議な瞬間は、わたしたちを動揺させる。この写真を撮ったのであろう、おそらくのばら様の三人の兄の誰かの指先も、酷く震えていた。

　最先端のピント補正機能も何の意味ももたらさずに、画像は酷く揺れているが、その真ん中でちいさな生命が文字どおり産声をあげている。

　──二枚目の写真。

　のばら様は床に叩きつけられている。

　べちゃりと。

　産まれて間もないまだやわらかな赤ん坊が、冷たいコンクリの床に顔面からキスをしている。彼女を取り囲む三人の青年はまったく同じように頭を抱え、口元をアルファベットの授業に使えそうな『Ｏ』の字にして硬直している。

　──三枚目の写真。

　物語だったら観客がついていけないほどに、そこからの展開は速く、意味が不明である。大量の白衣が、ひらひらと、花咲くように画面に散乱している。走り回っている、たくさんの医者たち。看護師たち。助産師たち。

　科学者たち。いくつもの検査器具と検査用紙と装置と薬剤が、まとめて床に転がったままののばら様に集中砲火される。

　医学によって蜂はちの巣にされてＤＮＡのひとつひとつまで赤裸々にされた彼女は、尊厳の何もかもを剝ぎ取られ、もはや失うものは何もなさそうだったけれど。

　──四枚目の写真。

　唐突にカラフル。

　白衣の連中は押しのけられ、色とりどりの背広をまとった集団が室内になだれこむ。無数の手、手、手、カメラ、カメラ、カメラ、フラッシュ、フラッシュ、フラッシュ──のばら様は誰かによって高々と掲げられ、ヌード写真の大安売り、雑誌記者やマスコミによってその当時の様子を千通りにも末代までの語りぐさにされる。曰いわく、『慈愛をたたえていらっした』『天使のように微笑まれていた』あるいは『この世のすべてを憎んでいるようだった』『サタンだ！』まぁなんでもいいけど。

　──五枚目の写真。

　お祭り騒ぎだった。

　のばら様は御お神み輿こしに担がれていた。きんきんぎらぎらな成金趣味の御輿のうえに、動けないよう飾り布でぐるぐる巻きにされて、のばら様は噓みたいに晴れた空のしたにつれだされた。生後、五分も経っていないのに──彼女は誘拐されたのだ。

　そのまま市内を隅から隅までへめぐって、わけのわからないお酒だの聖水だの何だのをぶっかけられ、お経をあげられハレルヤ！　ハレルヤ！

　対応が遅いことに定評のある国軍がようやく事態を察知し彼女を奪還するまでに、のばら様は生死の境を何度もさまよい、その踏まれてもへこたれない雑草のような根性で生き延びていたけれど。

　その当時の雑誌や新聞には一面にのばら様のぐったり死にかけのお姿が何枚も掲載され、見出しは当然『産まれてくれてありがとう！』『お久しぶりです、母なる女性！』『二千年ぶりの女性に祝福あれ！』……。
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　ソプラノがいちばん最初に生活していた場所は『人肉処理者』が四十数名の群れで暮らしていた洞窟のなかだった。元より深い自然のなかの、とても大人数が住み処かとしているとは思えない僻地である、誰にも疑われずに加エ工ル種フの末まつ裔えいたちはつましく生活していた。

　近くに観光名所みたいなところがあるらしく、愚かな人々がかなり頻繁に迷いこむのを、集団で襲って殺した。肉は加工し食用とし、その所有物は保存したり、定期的に少数で人里におりて食べ物にかえていた。

　この現代においてそんな前時代的な、食人の化け物なんかいるはずがないと誰もが信じていたから、長く『人肉処理者』の群れは繁栄を誇った。

　その近辺でのみ旅行者が消えることにようやく官憲が気づき、付近の一斉捜査を何度も行ったが、洞窟の奥に隠れひそむ彼らを誰も発見できなかった。最新の操作器機すらも、彼らを野生の動物と誤認し、見逃したのである。

　だが結局、狩り損ねてしまった旅行者のひとりがこの恐るべき集団について通報してしまい、『人肉処理者』は一網打尽にされてしまった。

　たまたま買いだしにでていた四兄弟は、あやうくこの難を逃れ、外の世界にでていかざるを得なくなった。
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　完璧に構築された清らかな理想郷は、兄たちにとっては息苦しいようだった。けれど当時、まだ幼かったソプラノは、すぐ環境に順応した。四兄弟の末っ子だったソプラノは兄たちに代わって家事などを甲か斐い甲が斐いしくこなし、みんなに尽くした。もちろん、他に能のない彼らはすぐに現代ではほぼ失われた伝統芸、つまり殺人を生なり業わいにしていたから、ソプラノも手伝った。

　とはいえ兄たちほど一芸に特化しているわけでなく、おとなしいソプラノにそんな才能が眠っているとは露とも思わない兄たちは、滅多にソプラノを現場につれていってくれなかった。

　お姫さまのように可愛がられた。

　加エ工ル種フはどこへ行っても白眼視される。鞭むち打たれ石を投げられ侮ぶ蔑べつされ、騙され、弄ばれる。世界がどんなに清らかになっても醜い人間はいるから、そんな現実に打ちのめされた兄たちを慰め、また趣味の悪い依頼人に身体を任せることもソプラノの仕事になった。

　それが当たり前だったけれど、そういうことは理解しにくかった。どうしてみんな何もかもを捨てるようにして、ソプラノの身体を求めるのか、よくわからない。目を閉じて、無表情のまま、人形のようにたくさんの男に抱かれる。

　おちば様も同じだった。この身体を求めた。どういう雰囲気をつくればその方向に導けるか、ソプラノは熟知していた。経験の浅い子供でしかないおちば様を片手であしらうのは、簡単なことだった。

　でも自分を信じて、一生懸命に愛してくれるこのひとを見て──ほんのちょっと、胸が痛んだ。このひとも兄たちに殺される。いつまでこんなことを、つづければいいのだろう。

　流されるまま生きてきたソプラノは、兄たちをすべて失い、自分の人生について考えなくてはいけなくなった。
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　最近の生活は戸惑うことばかりだ。

　故郷の洞窟には朝陽など差しこまなかったし、逃亡生活中は路上で眠ることも多かった。だから、ふんわりしたベッドに全身を包まれるようになって、ラベンダーの香りなんかがして、広い部屋の真ん中できれいなパジャマに包まれた自分を発見するのは、変だ。

　あぁ夢かと思い、また二度寝しそうになる。

　くんくんと自分の匂いを嗅ぐと、柑かん橘きつ系けいのボディーソープの残り香。鎖骨のあたりにあるえらが開いて、浄化されきった室内の空気を深呼吸。頭の横で自分の耳がぴこんぴこん跳ねているから、上機嫌なのであろう。

　文明はすてきだ。心地よくて怖い。

　ソプラノはきゅっと身を強ばらせ、異様に肌触りのいいお布団を抱きよせていたが、また眠ってしまいそうだったので。

　起きあがると、丁寧にパジャマを脱いで、クローゼットに収納されている下着などをまとっていく。おちば様によると何やら難しめの技術やら何やらで、ボタンひとつでお着替えできるようなのだが、ソプラノには意味不明だったので遠慮した。

　てきぱきと着替え、広いお屋敷の廊下にでる。しんと静まりかえっている。たった三人で暮らすにはこの建物はおおきすぎる。どうも、むかしのお城を改築したものらしいが。螺ら旋せん階段をおりて一階へ。あちこち柱やら調度やらにすら細工が施された、豪奢なダイニングに辿りついた。

「おや、ソプラノさん」

　すらりと背の高い男性が、新聞紙を片手に微笑んだ。

　花七号ことななちゃん、本名不明の男性である。文字を読むときだけ眼鏡をつけている。色の脱けた髪は、朝陽を吸って透明に見える。存在感のない、幽霊みたいなひとだ。

「おはようございます、頭ボサボサですよ？」

　ソプラノは指摘されたが「？」と小首を傾げる。いつもは兄が丁寧に髪の毛を整えてくれたから、自分でやる習慣がなかった。困り顔をしていると手招きされ、ななちゃんがヘアブラシで整えてくれた。ついでに三つ編みに結わえてくれる。

　ちょこんと、ヘッドドレスを載せてくれる。

「うん、やっぱりメイドさんは三つ編みですよね」

「ソプラノ、めいどさん、です？」

　おちば様がソプラノに用意してくれた私服は、唯一、メイド服だけだった。現代では珍しくないファッションとしての女性用の、大昔の作業着だったという代物である。ソプラノは着るものにとくに頓とん着ちゃくしないのだが、この服は何だか全身が締めつけられるようで苦手だった。

「おちば様はまだ起きてませんけど、先に食べちゃってもいいそうですよ。パンにしますか？　それともご飯？　じゃがいも？　それともサプリメント？」

「おにく、好き、です」

　言うと、ななちゃんは「普通のお肉ですか？　栄養調整肉ですか？　後者は主食を食べなくても栄養が得られるという──」などと色々言われたが、難しいことはわからない。

　ななちゃんの席の正面の椅い子すにちょこんと座り、この時代では珍しく、冷凍庫からお肉をだしてフライパンで焼き始めたななちゃんの背中を、眺める。

「にんにく、いれます？　焼きかたはミディアム、レア？」

「わからない、です。ななちゃん様の、自由、です」

「『ななちゃん様』という呼びかたに違和感をおぼえますが、まぁいいや──あ、質問とか多くてごめんなさいね。私、記憶なくしてるもんで、常識がよくわからないんですよ」

　ななちゃんこと花七号は『植物刑』によって人格を奪われている。

　犯罪をおかした心は悪しきものとして取り除かれ、人類の資産であるその肉体は有効活用される。たとえば労働力として、あるいは実験体として、場合によっては臓器移植のために。ゆっくりと人間を解体していく、死刑よりも冷酷なエコロジー。

　ソプラノの兄たちも同じ刑罰に処され、きれいな花を咲かせている。

　この館の中庭にある、兄たちを含めたたくさんの花々に毎日お水をあげるのは、ソプラノのいちばんの仕事になっている。

「もうこの生活には慣れましたか？」

　ななちゃんがお皿にお肉と、添え物としてにんじんとブロッコリーをのせて、ソプラノの前に置いてくれる。ついでに、フォークとスプーンとナイフと割り箸ばしとあと色々と、たくさんの食器類を。

　ソプラノはお偉方の夜の相手をするために、食事に招かれ礼儀正しく振る舞うすべを学んではいるので、フォークとナイフを選ぶ。

「ソプラノ、場所、どこでも平気、です」

　加エ工ル種フは頑健な肉体をもっている。寒空のしたで一晩明かしても風邪ひとつひかないし、長い飢き餓がも平気だし、短時間なら無酸素状態にも、高温低温にも堪えられる。

「そういう意味ではないんですけどね」

　自分は目玉焼きをのせたトーストを口にしながら、ななちゃんは微笑んだ。

「おちば様が無理言って、ほとんど誘拐するみたいにこの館につれてきたでしょう──あなたを。おまけに、こんな格好させて、下働きみたいに扱こき使っている。人権侵害ですよ、嫌なら嫌って言ったほうがいいですよ」

「ソプラノ、従うの、好き」

　むしろ何も命じられずにぼうっと立っていろと言われるほうが、怖い。望むことの何もない人生で、流されるままに暮らしてきた。他人のために奉仕して、それが当たり前だった。兄からおちば様へと、従う対象が変わっただけだ。

「がんばって、働く、です」

「あぁおちば様にも聞かせてあげたいです、その真ま面じ目めな言葉──あのひとったら何ひとつ自分ではやろうとせずに、面倒だ労働基準法違反だと口喧しくてですね……」

「何をひとの悪口言ってんのよ」

　不機嫌そうな声とともに、話題の坂本おちば様が姿を見せた。ぺたぺたと、相変わらずの裸足で歩いてくると、余っていた椅子にどっかり腰をおろす。自宅だからだらけていて、ほとんど下着みたいな格好だ。おおきく剝きだしの太股。薄着だとはっきりとわかる、胸のふくらみ。

「朝からお肉なんてよく食べれるわね」

　げんなりしたようにソプラノを眺め、自分はサプリメントをひとつぶふたつぶ、何とか口に押しこんだ。

「久しぶりに寝ちゃったわ、気が抜けたのかな。あぁもう、自分の意識が失われるのなんて、大嫌いなのよ。何回か失神しちゃったおかげで、癖になったのかな。検査しないと、もう、苛々する」

「普通のひとは一日の三分の一は寝てるんですよ」

　愚痴を垂れるおちば様に、ななちゃんは静かに応える。おちば様はそっぽを向き、ソプラノの顔をじっと眺めて。

「似合ってる」

　真顔で言われたので、褒められたのだと一瞬わからなかった。

　ソプラノはお肉をもりもり咀そ嚼しゃくすると、ごくんと喉を鳴らし、小首を傾げた。

「ありがとう、です？」

「でもせっかくメイドさんの格好させたのに、実際、見た目だけよね──やらなくちゃいけない家事なんて、この館じゃぜんぶ自動化されてるし。機械のほうが人間よりも優秀だから、余計なことはしなくてもいいしね」

「べつに、無理して働かせなくてもいいんじゃないですか」

　ななちゃんの真っ当な意見に、おちば様はむくれる。

「だめよ、この館にソプラノを住まわせるためにどれだけの手続きと書類が必要だと思ってるの？　言い訳の理由として高価な人間の召使いを雇って生活の質を云々……とか、理由をでっちあげたんだから。ソプラノには召使いっぽいことしてもらわなくちゃ」

「えっちなこと、ですか？」

　無垢にソプラノが尋ねると、おちば様は飲みかけていた水を噴いた。げほげほと咳せきこみ、真っ赤になって。

「そういうことは、したくないとは言わないけど、そればっかりじゃあたし発情しっぱなしの変態みたいだし、ほんとに奴隷みたいじゃん──もうちょっとこう、当たり障りがない、健全な……」

「お花に水をあげてる、です」

　手を挙げて主張してみると、おちば様は毒気を抜かれたように「あぁ、そういうのよ……」とどこか残念そうにぼやくと、着る服を選び始めた。

　ソプラノからは見えないが空中に画面が表示されているのか、指先を動かし、自分の身体を眺め、おちば様は「今日の気温は……これまでの……あぁもう、面倒くさい」と最後は投げやりになって、ぽんぽんぽんっ、と宙を叩いた。

　瞬時に彼女の全身がやわらかく発光し、女の子らしい色彩豊かな格好になった。

「ど、どう？」

　何だか怒ってるような顔で尋ねられたので、ソプラノは素直に。

「あったかそう、です」

「似合ってる？」

「すてきです。ちぃ先輩、女の子みたい、です」

「いや、『みたい』じゃなくて普通にオンナノコなんだけどね──」

　室内では暑いからと、上着は脱いで椅子にかけている。

「しかし、ソプラノはずっとその服でいるつもり？　ななちゃんも与えた服しか着ないし、もっと他にいろんなファッションしたいならいいのよ、素材を買ったげるから。って、あぁ普通に着替えてるのか、じゃあ買い物に行く？　行こうよ、自由時間にさ」

「ソプラノ、はだかでも、へいき」

「現代人は服を着るものよ」

　食べ終わった食器をどうしたものかと、ソプラノが戸惑っていると、ななちゃんが回収して食洗機にいれてしまった。数秒できれいに洗われ、水気のなくなったお皿などがでてきて、自動的に食器棚に運ばれていく。

　それを眺めてから、ソプラノは寂しくなる。召使いとして、ソプラノは生きることをゆるされた。おちば様に、酷いことをしたのに。裏切ったのに。騙していたのに。

　その恩を返そうにも、自分にできることはない。

　哀しくなって、ソプラノは鎖骨のあたりのえらを震わせると。

　歌った。

　加エ工ル種フの声帯は人間よりも高度で、楽器のようなつくりだ。遠い昔は、歌声でご主人様を喜ばせていたこともあったのだろう。哀しいことがあったとき、たとえば仲間が死んだとき、みんなで歌った。

　兄たちは死んだ。肉の欠片かけらは残ったけれど、そこに彼らの魂はない。

　ソプラノは独りで生き残ってしまった。

　寂しかったので、その気持ちを素直に、吐きださなくては。

　ななちゃんが「おや」という表情をして、新聞から顔をあげる。おちば様は珍しい満面の笑みになって、そっと目を閉じ、歌声に身を任せた。

　ソプラノは歌う。罪滅ぼしのシャンソン。遠い昔に消え失せた、加エ工ル種フの調べを。
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　現在のソプラノは正式に坂本国際女学院の生徒として登録されている。

　それ以前はおちば様に接触するため、学園を管理するシステムを騙して潜りこんでいただけなので、戸籍も何もなく、保育機械ベビーシッターなんてあるわけがないところで育ったソプラノにとって生まれて初めて受ける教育だった。

　保護されているのだ。加エ工ル種フというだけで自覚的・無自覚的な差別に晒されるソプラノは、おまけにその生い立ちから良心の呵か責しゃくのない、ついでに他人の悪意にもかなり鈍感な人格に育ってしまった。誰かが保護し、見守らなくてはいけない。

　彼が犯罪的な行動をしていたのはそのように育ったからで、彼には真っ当に生きていく未来があるはずだった。

（正当防衛とはいえ）彼の保護者を残らず始末してしまったおちば様は、それなりの罪悪感と、たっぷりの愛情をもって、名実ともにソプラノの保護者となったわけである。

「それはまぁいいとして、ソプラノ、基本的な学習内容がかなり遅れてるみたい──だいじょうぶ、ソプラノはやればできる子なんだから。すぐに、あたしに追いつくって。それまでは、会えるのは美術の時間だけになるけど」

「がんばる、です」

「あ、お昼休みにも会えるね。一緒にご飯食べようね。あとはえっと、寂しくなったり、わからないことがあったら連絡してね、飛んでくから！」

　学校の敷地内を歩きながら、おちば様は不安そうに寂しそうに、矢継ぎ早に語っている。一般とやや言語体系の異なる加エ工ル種フのなかで育ったソプラノには、やや聞きとりにくかったが、何とか理解して頷く。

　心配そうなおちば様の顔を見ていると、もっと困らせたり泣かせたりしたくなる、いけない気持ちが芽生えてくるが──堪えて、ソプラノは国民のほとんどすべてが日々鎬しのぎを削る戦場へ、つまり教室へと歩いていく。
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　最初の授業は基本的な語学と会話が中心だった。

　保育機械ベビーシッターによる基礎教養をインストールされていないソプラノは、いまだ片言だから。わりと広めの教室、自分の席に腰かけて、頭に回路を接続し、テキストを脳で読む。学校には年齢制限がないので、周りの生徒は親が低賃金だったりして保育機械ベビーシッターを借りられず、言語をちゃんと習得していないちいさな子供が多い。

　彼らは遠慮なく、差別という意識もなくソプラノを物珍しげに眺めて「えるふだ～」「お耳ながいのね」「触っていい？」と集まって手をのばしてくる。教室のなかでひときわ年長の、おまけに加エ工ル種フのソプラノはたいそう目立った。

　親しいもの以外に耳を触られるのはいやだったが、ソプラノはゆるした。この子供たちを残らず挽肉にすることを考えると胸が躍ったが、普通の人間はそんなことをしない。してはいけないことをすると、おちば様が哀しむ。

　授業が始まるとさすがに他のみんなは離れたが、粗相をして服を汚したりする子供を手助けしていたら、なつかれた。えるふちゃん、えるふちゃんと可愛く背中や足にしがみつかれ、困ってしまう。

　その子たちの親が迎えにきたので「また明日ね、えるふちゃん！」と手をふるみんなを見送って、ソプラノは次の授業へと向かう。もしあの子供たちを肉塊にしていたら、我が子を見た親たちはどんな顔をしただろうか。想像はしたけれど、胸はときめいたけれど、ソプラノはそれをしなかった。

　殺人鬼だって、自制すれば生きてゆける。

　まだ我慢できる、まだ……。

　歩いていると、身体の右側にウインドウが表示され、いくつものメールが届いていることを知らせてきた。ぜんぶ、おちば様からだ。「元気？」「いじめられてない？」「寂しいよ～[image: ]」ソプラノは困った、返事をしたいけどどうしたらいいのかわからない。

　てきとうにウインドウを指で圧したり、「元気、です。いじめ、わからないです。寂しい、です……」と声をだして言ってみたりしたけど、巧くいったかわからずに。

　気がついたら、ふだんは立ち入らない区画にいた。

　ちょっと道に迷ったみたいだ。この学校は広すぎる。目的地の設定さえすれば地面が滑って勝手につれていってくれるはずだが、どうやるかわからないから、歩いているし。人気のない、曲がり角がたくさんある、迷路みたいな場所だ。まだ建造中の区域なのだろう、立ち入り禁止の黄色と黒の警告と、つくりかけで中身が剝きだしの壁……。

「おい」

　不意に声をかけられ、ソプラノは長い耳をぴくんと動かして後ろを見る。

　ひとりの男の子が立っていた。あまり目立つところのない、にきび面。制服ではなく、まるで王子様みたいな白と青と金色のたいそう高価そうな衣装を着ている。ふんぞりかえって、肩が凝りそうなほど顎を突きだして、こちらを見下ろしている。

　知らないひとだ、とソプラノは思った。

「加エ工ル種フ、ちょっと顔貸せよ」

　居丈高に言われたが、『顔貸せよ』の意味がわからず、ソプラノは困った。

　もじもじしていると、彼は急に不機嫌になる。

「逆らうのかよ、奴隷のくせに」

　なぜ怒ってるのかわからなくて、戸惑うソプラノの手首のあたりを、彼は摑んだ。他人が触れたことによって宙に表示されていたウインドウが消え、おちば様の可愛らしいメッセージもなくなる。

「あ、う」

　手を伸ばしたが、どうやってウインドウを再表示すればいいのかわからない。困ってるうちに、男の子はソプラノをずるずる引きずって、まだ建造中の無機質な小部屋へとつれこんだ。扉を閉めて、ふたりきり。部屋のなかはぼんやりと薄暗い。

「ここなら誰もこないな」

　嫌な感じに笑う男の子を、ソプラノは困惑しながら眺める。彼は自分より体格がいいし、暴力的な雰囲気だが、ちっとも怖くはない。バスは彼の二倍は身長と体重があったし、アルトは彼の百倍も残忍だろう。

　手首を摑まれたまま、ソプラノはおずおずと問うた。

「何の用、ありますか？」

「生意気に人間の言葉を喋るなよ、加エ工ル種フ」

「勉強中、です」

「へっ、やっぱり会話が成立してねぇな──人間のふりしたってわかんだよ、劣った、間抜けなうさぎ野郎。知ってるぜ、おまえあの坂本の召使いなんだって？　いいよな、あいつは、いつでも特別扱いで。あいつと俺の何がちがうってんだ……」

　男の子はぶつぶつと愚痴を吐いて、さも得意げに。

「俺もな、坂本っていうんだ」

「？」

　小首を傾げるソプラノだったが、男の子は錦の御旗でも振りまわすみたいに。

「坂本のばら様のたくさんいる子供のひとりってわけだ、これでもおまえの坂本よりも年上だし……。でも、いつだって良い思いをするのはあの坂本だ。郊外にでかい館を与えられ、ＳＡＳなんて花形職業に就いて、みんな羨うらやましがってる。おまけに、加エ工ル種フなんて貴重な召使いを自分のものにして──」

　苛立ち、男の子は「俺は、つまんない仕事にしか就けてないのに……」と呻いた。

　偉大なる坂本のばら様だが、彼女は子供に対してさほど関心を抱いていない。膨大な財産も子供たちに分配するかどうかは曖昧だし、彼らに何らかの保護や、特典を与えたことなどない。

　この現代では生い立ちではなく能力で仕事が、周囲の評価が決定するから、のばら様の子供というだけで人生が順風満帆に行くわけがない。むしろ、あまりにも強大すぎる母親と比較され、嘲笑われ、肥大した自尊心を傷つけられる毎日なのだろう。

　ただの男の坂本になんて、価値はない。女に生まれなかったなら、意味がない。大量生産された、失敗作。出来損ない。そう陰口を叩かれたりして、彼は精神的に追いつめられているのだろう。

　けれど、そんなことソプラノにはわからない。

　数奇な生い立ちを辿った彼は、のばら様の偉業についても知らないし、持たざるもの、劣ったものをすかさず攻撃する人間社会の当たり前について、無知だった。

　どこか痛いような顔をした男の子に、恐る恐る。

「ちぃ先輩に、御用です？」

　さっきから、彼はおちば様の話しかしていない。ソプラノには関係なさそうなのだけど。男の子は「何だと？」と眉をひそめ、苛々と足踏みをしてから。

「俺はな、ただ知りたいだけなんだ──坂本一族の秘密をな。あいつだけ依え怙こ贔ひい屓きされる、何か特別な理由があるはずだ。それを突きとめてやるんだ。同じのばら様の子供なんだから、公平に扱われるべきなんだ。俺だって……」

「難しい、です」

　ソプラノは動物のように無垢に、彼のコンプレックスとか怨念とかのもろもろが、さっぱり理解できなくて。

「あなたが低く扱われるのは、あなたが低いせい、ですか？」

　言うと、男の子がまったくの無表情になって、ソプラノの胸をどんと突いた。見た目より頑健なソプラノは揺るぎもせず、むしろ男の子が数歩後ずさる結果となったが。馬鹿にされたと考えたらしく、彼の顔が羞しゅう恥ちに染まる。

「うるせぇ！　加エ工ル種フが喋んな！　人間の言葉で喋んな！　俺とあいつは同じだ、だから俺もあいつと同じように扱われるべきだ！　何か間違ってる、ずるをしてやがるんだ、知ってるだろあいつの秘密──教えろよ、こら！　奴隷！　人間に奉仕しろよ！」

「いいえ」

　ソプラノは素直に、思ったままを口にする。

「ソプラノは、ちぃ先輩だけのもの、です」

「てめぇ──」

　拒絶されたのが悔しかったのか、でたらめな動作で拳こぶしを振りあげて。

　瞬間だった。

「何してんのよ」

　薄暗い部屋に光が差しこんでくる。扉を開いて姿を見せたのは、坂本おちば様そのひとだった。子犬のような、どことなく不満そうだけど愛あい嬌きょうのある顔立ち。女子の制服。やせっぽちな、肉の薄い身体つき。髪の毛は今日はふたつにわけて三つ編みにしていた。

　腕組みし、彼女はじっとこちらを見据えている。

　男の子はびくんとして、けれど精一杯に凄すごんでみせた。

「て、てめぇ、何でここに……」

「甘ちゃんは知らない裏技ってもんが、色々とあんのよ」

　たぶん、直前まで開かれていたソプラノの端末が、最後に消えた場所から判断して周囲を捜索したのだろう。ソプラノは現在、おちば様の保護下にあるので、彼女は常にソプラノの居場所を把握している。

　たぶんメールの返事がないので心配になって、駆けつけてきたのだろうけど。

　そんな寂しがりの、可愛いところはおくびにもださずに、彼女は裸足を一歩踏みだした。

「いちおう聞いておくけど、何してるの？　えっちなこと？　合意のうえだったら、あたしにそれを無理やりやめさせる権限はない──いっしょに暮らしてるけど、夫婦ってわけじゃないから」

「は、はは……そうだよ、ちょっとおまえの召使いと遊んでやってたんだよ」

　殴ることもできなかったくせに、男の子がソプラノを引き寄せて、笑った。

「こいつは淫いん乱らんな加エ工ル種フ、人間の奴隷、ちょっと誘ったらついてきやがった──」

「そうなの、ソプラノ？」

　素っ気なく、おちば様は表情を変えずに尋ねてくる。ぜんぜん興味はないけどいちおう聞いてあげる、みたいな顔だけど、その薄皮一枚下では奔流のごとき感情が溢れているのを、ソプラノは察する。

　ぞくぞくした。

　もっと哀しんで、怒って、嫉しっ妬として──感情を溢れさせてほしい。それを必死で押し殺して、でも我慢できずに泣いたりしてほしい。その涙をソプラノは啜りたい。彼女の目の前で初めて会ったこの貧相な男の子とまぐわって、見せつけて、彼女の心を粉々に砕いてしまいたい……。

　それは、卵の殻を割るより簡単なことだった。

　だけど──ソプラノは、ぽつんと立っているちいさなご主人様が、愛いとしくて、今すぐ壊すのではなくずっと見ていたい気持ちが芽生えて、欲望を堪える。

　もっと赤く熟してから。

「ちぃ先輩」

　男の子の指を丁寧に引きはがして、ソプラノは真しん摯しに告げた。

「このひと、無理やり、ソプラノ、引きずって……」

　巧うまく言えなくて、ソプラノは、先ほども口にした言葉を繰りかえす。

「ソプラノ、ちぃ先輩だけのもの、です」

　その言葉を、おちば様は呆気なく信じてくれた。頷いて、心配になるほど目に見えて安堵して──得意満面になると、零れる笑顔を必死で堪えて、つんと澄ました表情を取りつくろうと。

「『もの』じゃないけど、まぁいいわ──実はぜんぶ監視カメラの映像として残ってるし、今確認したけど、ソプラノの発言のほうが正しいみたいね。学校をなめすぎでしょ、工事中の区画だって犯罪予防のためにカメラぐらいついてるって」

　子供が自分のちからで手にいれたと思ったすべてのものは、たいてい、大人が子供のために用意してくれた、おもちゃみたいなものだ。自由も、平等も、愛も。

　扉を閉めて、おちば様は宙に指を這わせる。

「でも、そのカメラの録画もいま停止させたわ──ＳＡＳの権限でね。今ここで何が起きても、誰にもわからない。覚悟はいい？　ひとの召使いを勝手につれまわして、誘拐よ盗難よ、馬鹿にしてるわよ、百倍にして返してやるわよ」

　睨みつけてくるが、基本的にちいさくて愛らしい女の子なので、あんまり怖くない。男の子もやや怯ひるんでいたが、相手が腕力でどうにでもできそうなのをあらためて実感したのか、強気にでた。

「偉そうに、いいじゃねぇか──どうせおまえもこいつで毎日遊んでんだろ、俺にも使わせろよ。お兄ちゃんにもよ……」

「ごめん、その前にあんた誰？」

「俺は坂本──」

「あぁ、誰だかわかんない兄のひとりか、たぶん初めまして」

　下の名前を告げる前に、おちば様はてきとうに切りあげた。

「よくいるのよ、あんたみたいなの──のばら様の子供だってだけで、自分もあんなふうにちやほやされるべきだって勘違いしちゃうやつ。何の苦労もせず、努力もせずに、のばら様の受けとっている栄誉だけを手にいれられると思いこんじゃうやつ」

「少なくとも、俺はおまえよりも──」

「誰だって、自分の価値観のなかでは自分自身が一等で、頂点で、主人公よ。だけどね、公平な評価ではそうじゃないの。何でそんなこともわかんないの？　あんたは、誰でもない、取るに足らない、坂本って名前の──わがままな、子供よ」

　まくしたてて、おちば様は挑戦的に。

　自分の服に、手をかけると。

「どうして、あたしばかり依怙贔屓されるのかって？」

　教えてあげる、と彼女はおもむろに制服を脱ぎ始める。ネクタイをほどき、ブレザーを放り捨てて、シャツをはだけさせる。下着をずらすと、ふんわりした胸元が露出した。男にはない、丸みのある乳房。その先端の、ちいさな蕾つぼみ。同時にスカートをだらしなくまくりあげ、下着をおろして──。

　それは、銃弾をたっぷりつめたマシンガンを、相手につきつける行為。

「噓だろ……」

　凍りついたように硬直し、挙げ句に絶句した男の子を、おちば様は見据える。

「女体化手術をしただけだと思う？　未成年のそれは法律で認められてないけどね？　信じられないなら触ってみる？　偽物とはちがうわよ、天然ものは──それでも理解できないなら、子供でもつくってみる？　三番目の女が生まれるかもよ？」

　マシンガンの弾丸が乱射されて、男の子を撃ち抜いたみたいだ。彼はへたりこみ、腰を抜かして、口をぱくぱくと開閉させる。それぐらいには、えらいことなのだ。

「た、大変だ……」

　それから、最後の矜きょう持じか、強気な表情になって。

「ば、暴露してやる。みんなに、言いふらしてやる。そうだ、隠されてるなんて──『二人目』だなんて、秘密にしておくべきじゃない……」

「あたしがこの歳まで、女だって、誰にも知られなかったと思う？」

　面倒くさそうに、おちば様は脅した。

「のばら様の、一番目の女の存在だけで、この世界は歪ゆがみ──混乱し、おおきくかき回された。そこに二番目の女の存在を知らしめたら、どうなると思う？　誰にも想像がつかなかったから、政府はあたしの存在を隠したのよ。あらゆる手をつかってね」

　半裸の、情けないともいえる姿で、けれどそれはおちば様の戦装束だった。

　彼女の、いちばん恐ろしい武器だった。

「あんたが真実を口にしたら、あたしの秘密を喋ったら、あんたはきっと後悔するわ」

「お、俺は殺されるのか……？」

　びくつく男の子に、おちば様は微笑む。

「それで済むと思う？　かぎりなく残酷に殺されたうえで、すべての記憶を抹消されて、この世界にいた痕こん跡せきごと消されるのよ。あんたが誇りに思ってるその名前も、大事にしてる十何年かの人生も……。友人知人は拷問され殺され、場合によってはこの土地ぜんぶが消毒されるかもね」

　血の気を失う男の子の、間近まで歩み寄って。

　見せつけるように、己の身体を誇示しながら──おちば様は告げた。

「それでもいいなら、言えば？　ただし、こっから先は、誰もあんたを守ってくれないよ」

　呆ぼう然ぜんとしている男の子に、おもむろに、張り手をぶつ。

　二度、三度、殴った。

　男の子の鼻から、血がとろりと流れる。

「それが嫌なら、忘れなさい。あたしたちのこと。愚かな嫉妬も、できたらあんた自身の偉大すぎる親の名前もね……。あたしはね、特別に生まれたくなかった。あんたが羨ましい。これは本当よ、だから意地悪してやったのよ」

　唾を吐くように一いち瞥べつしてから、おちば様は俯き、自じ嘲ちょうするように苦笑いをした。「何やってんだろ、あたし……馬鹿みたい」とぼやいて、のろのろと乱れた服を着直している。

　男の子はそれを眺めて、しゅんとしたように、尻しりもちをついたまま──。

　その肩が、とんとん、と叩かれる。

　驚いて男の子が振り向くと。

「ちぃ先輩、いじめちゃ、だめです」

　頰を上気させ、目を潤ませたソプラノが、しきりに舌なめずりをしながら。

　己の主を、自分以外が傷つけた事実に、幼いやきもちを妬やいて──。

　短絡的に。

「おしおき、です」

　あーんと口を開くと、その頑丈な歯で、いまだ血を零している彼の鼻を囓かじりとった。

　一瞬の出来事だった。おちば様が目を剝き、声にならない声をあげる。男の子は激痛に悶え、床を転がっている。ソプラノは「くちゃくちゃ」と、鼻の軟骨の食感を楽しみながら、口の端から血の色のよだれを零して──。

　うっとりすると、男の子の絶叫の音色を聞きながら、ぶるぶると全身を震わせる。

　この男の子がおちば様たちに近づいてくることは、二度とないはずだった。





♂　♀　♂






　鼻をくいちぎられた男の子は素早く救急班が回収し、そこから先はわからない。彼らも自分たちが何の仕事をしているのか知らないし、教えて迷惑をかけるのもあれだ。

　鼻ぐらいなら現代医療は即座に元通りにしてしまうし、あの男の子もソプラノを無理やりつれこんだりと、後ろ暗いところがある。何より、あそこまで脅されてそれでも敵対してくるほどたいしたやつには見えなかった。

　万事解決、といきたいところだけれど。

　ソプラノはしゅんと俯き、おちば様も大好きな恋人を守るためとはいえ、やりすぎだったという自覚があるのだろう──何やら、落ちこんでいる様子だったけれど。

　まだ血液が飛び散ったあとのある、現場。

　ここの後始末は自分たちでやるから、と救急班に連絡だけいれて、ふたりで残っている。ようやく嚙みくだいた肉を「ごくん」したソプラノを、まだ服をはだけさせたままのおちば様は、そっと抱きよせる。

「もう、馬鹿。心配させないでよ。おまけに、あんなこと──」

「ごめんなさい……」

　ソプラノはひとより我慢がきかないし、欲望の方向性がおかしいけれど、善良だから。素直に謝ったけれど。

　哀しそうな、おちば様の表情。その白い肌に飛び散った、わずかな返り血。それを目視した瞬間に、お腹の奥が熱くなる。すこし背の高いおちば様に、抱かれるがままになりながら、くんくんと匂いを嗅いだ。

　血の、すてきな──。

「もしかして、ソプラノって人間の肉しか食べられないとかじゃないよね？」

「ふつうのご飯も、食べられる、です」

「それでも、人間の肉のほうが好きなのね」

「ごめんなさい……」

「ううん、謝ることはないの。たしかに生きづらいけど、あたしの『女』と同じような病気だから。可か哀わい想そうだなんて、とんでもないし。魔女狩りみたいなのも、げろげろよ。無理せずに矯正してこうよ、あたしたちは仲間だよ」

　つぶやいてから、ふと気づいたか、おちば様がソプラノの太股のあたりに手を這わせて。おそるおそる、その部分に触れる。そして、みるみる頰を紅あかく染めた。

「おおきく、なってるね」

　女子の制服、そこにあってはいけない盛りあがり。スカートのなかに指先をいれて、おちば様が呼吸をやや、荒らげる。「今なら、できる？」と小声で尋ねられた。

　ソプラノは恥ずかしくて、長耳をちいさく揺らしながら。

「どうして、ソプラノ、です？　何も、できない、面倒くさい、ソプラノ、です？　こんな、異常な、ソプラノ、です？」

「理屈にしたら噓になっちゃいそうだから、あたしは恋の歌みたいに自分の気持ちを口にしないの」

　おちば様は、あっけらかんと笑った。

「不安なら、言ってあげるよ。いくらでも。単純に、あたしのやることを否定しない、都合のいい相手が欲しかったのかも。可愛いの好きだから、つまり見た目もじゅうよう。そういう理由をいくつ並べたら、ソプラノは満足してくれる？」

　いつのまにか押し倒され、馬乗りにされている。素早く下着がおろされて、ソプラノのものを、彼女は大事そうに撫でている。喋るのすら億おっ劫くうだというように、夢中に。

「それとも、迷惑？」

　あんまり寂しそうだったので。

　ソプラノが、ふるふると首をふると、おちば様は「じゃ、して」とつぶやいた。

　あらためて服を脱がなくても、大事なところは晒されている。薄暗い部屋のなか、快適な環境に整えられた学び舎で、ふたりの汗ばんだ肌が触れあう。

「いつも、あたしがしてるから──今日は、ソプラノのしたいこと、していいよ」

　その言葉に、隷属するためにつくられた加エ工ル種フのソプラノは、応えられない。

　けれど、耳元で──。

「血が好きなんでしょ」

　おちば様が、囁いた。

「少しなら、食べてもいいよ」

　ぞくりとした。

　次の瞬間、ソプラノはおちば様を床に寝そべった自分のほうに引き寄せると、その肩にかぶりついた。加エ工ル種フの頑丈な歯が、彼女の華奢な肌を抉る。血が、肉が零れる。おちば様は眉をひそめ、生理的な涙を溢れさせたが、どこか満足そうに。

「ね、あたしが処女だって言ったら信じる……」

　声は弱々しい。

「みんな正しいやりかたがわからなくて、あたしのお尻にばかり欲望をぶつけて、だからあたしは処女だって言ったら信じる……」

　ソプラノは、よくわからなくて戸惑う。ごくんと彼女の肉を飲みこむと、露出した痛々しい疵痕に舌を這わせる。夢のように興奮した。そんな自分が何だか嫌で、彼女のそばにいつづけると、いつか不幸にするのではないかと思ったけれど──。

　離れがたかった。

　そばにいたかった。

　おちば様は夢うつつな独り言を終えると、微笑む。

「好きよ、ソプラノ」

　その、ただの言葉に、くらくらする。

　ソプラノは夢中で、母の乳に吸いつく赤ん坊みたいに、彼女の血を啜った。顔面に、返り血が飛び散る。喉を転がっていく血液の感触に、舌触りに、昂こう揚ようする。

「ソプラノも、ちぃ先輩、好きです」

　うまく喋れない自分がもどかしいけれど。

「血の匂いがします」

　直後だった。こっそり動いていたおちば様が、ソプラノの限界まで準備を整えた男性器を、のみこむ。さんざん嚙みつかれたお返しみたいに。これまでとは種類のちがう、もっと原始的な快楽に、ソプラノはちいさく声をあげる。おちば様の流す涙の質が変わる。肩を震わせ、でも嬉しそうに、ゆっくりと動き始める。

　あとは本能のおもむくまま。おちば様はソプラノのものを貪り、何度も求め──部屋の外まで聞こえそうな大声をだして、そのたびに彼の遺伝子のかたまりを貪った。ソプラノも途中からわけがわからなくなって、間近にあるおちば様の肩を、頰を、乳房を、嚙んで食べて飲んだ。

　すべて終わるまでに、おちば様は失血死寸前まで追いこまれたけれど。

　何だか幸せそうだった。

　むかしの人々は、男女のこういった行為を、愛しあうと呼んだのだろうか。
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　──のばら様十歳の写真。

　陳腐な表現で恐縮だけど、天使みたいな女の子。

　当時から自分をなるべく女らしく飾りたてようとする傾向にあったのばら様の、情熱的に赤みがかった髪の毛はえらく長く、しかも色とりどりのリボンで飾られている。

　そんな目立ちまくりの彼女は、その保護者である三人の兄たちのふたりにそれぞれ片手ずつを握られ、余ったひとりが長い髪の毛を地面に引きずらないよう、大事そうに抱えたりして、あからさまに過保護。

　まだ幼いのばら様の表情は無邪気で、屈託がない。正常な精神をもつものなら、この笑顔が破壊されることなんて想像もしたくないだろう。白いワンピースと、おおきな麦わら帽子をかぶって、のばら様は輝くように可愛らしかった。

　同じような写真がつづく。

　どこかの公園を散歩しながら、ちょこまかと咲いたたんぽぽを眺めるのばら様。

　もこもこに防寒し、粉雪にそっと手袋を嵌めた両腕を差しだす、頰を染めたのばら様。

　男の子のように膝を丸出しにして、向日葵ひまわりを背景にピースサインをするのばら様。

　ちんまりした両手で焼き芋を抱え、幸せそうにかじりついているのばら様。

　エトセトラ、エトセトラ……。

　まさに天真爛らん漫まんな、この世界のお姫さま。やや写真集っぽいというか、きれいすぎる写真ばかりな気がするけど、むしろ人間らしくないというか──女の子らしすぎるけど、そこはまぁ、現在のわがままで傍若無人なのばら様を知るあたしだからこそ、感じる僻ひがみこみの違和感なのだろう。

　ともあれ、可愛いかわいい女の子おんなのこした写真がえらい大量につづき、アルバムがいくつあっても足りないぐらいに、生まれて初めて海外旅行をしたひとが目につくすべてを収めるみたいに、無駄にたくさんの幸せそうなのばら様の笑顔が延々と……。

　省略して。

　唐突に、写真の雰囲気が一変する。

　同時に、枚数が極端に少なくなる。

　世間的には公表されていない写真だ、あたしの権限でもぎりぎり閲覧ができたものが一枚か二枚か……。そのうちのひとつに写ったのばら様に、お姫さまめいた印象など微み塵じんも残っていない。

　ちいさな椅子に腰かけて、お人形さんのようにおとなしくしている、のばら様。服装は何の悪意か、最初にあたしが見たものと同じ──白いワンピースと、おおきな麦わら帽子、だとかろうじて判別がつく、ぼろぼろの何か。

　ワンピースは肩のあたりから無惨にむしり破かれ、麦わら帽子は泥だらけで、凹へこみだらけで、かろうじて彼女の頭にへばりついてるだけ。幽鬼のような無表情ののばら様は、包帯と絆ばん創そう膏こうだらけで、片目には治療用眼帯をつけ、やや傾いて項垂れている。

　その長い髪の毛はほつれ、絡まり、どう見ても血やそれ以外の体液でびっしょり。

　記録によると、これは彼女の生まれて初めての小旅行のあとに撮られた写真だったという。女性であることを隠しもせずに、堂々と学校に通っていたのばら様。現代では例外的に保育機械ベビーシッターに任されず（女性用の教育プログラムなどないから）、兄たちに慈しまれ育てられた彼女は、国の法律に従って学校に通い始めた。

　そのなかでごく自然に仲良くなった、同じ授業をとっているたくさんの男の子たちといっしょに、彼女は短いキャンプに向かった。幼年期によく体験させられる、自然のなかで自活することによって情操教育が云うん々ぬんの例のあれだ。

　大切に保護され育てられていたのばら様は、これをいたく楽しみにしており、心配する兄たちを説き伏せて意気揚々と出かけていったのだ。

　当然、兄たちは死力と財力、権力を尽くして彼女の警備をしていたが、のばら様自身がそれを嫌がり、彼女に気づかれないよう護衛する必要があったため──どうしても、彼女から目を離さざるを得ない時間があった。

　警備の隙をつき、誰もが彼女から目を離したほんの数十分。

　その間に、のばら様の笑顔から、無邪気さを奪う行為のすべてが──。

　記録によると、変質者の犯行。のばら様を雑誌などで見て、奇妙な妄想を募つのらせていた何者かが、キャンプ施設に侵入。警備のものを何人か無力化し、強引にのばら様を襲った。

　いつだって、理性的でない人間の行動を予想することも、抑止することも難しい。その変質者はのばら様を含めた児童三十三人をその場で強ごう姦かんし、うち何人かを殺害、のばら様を誘拐して当時はまだ存在していた車という乗り物で、二千kmにわたっての逃亡劇を繰りひろげた。

　のばら様を人質にとられたかたちになり、手がだせなかった警備のものたち──彼らが手をこまねいているうちに、のばら様は屈辱的な行為に晒され、そのすべてを実況中継される。

　最終的に勇敢なのばら様が高速で移動中の車内から飛びおり、全身打撲などの重傷を負いながらも脱出。残された変質者はこの現代では例外的なことに、その場で射殺されたという。

　のばら様は最先端の医学によって治療されたが、このときから情緒不安定気味になり、とくに強い男性不信に陥った。他人にまったく心を開かなくなり、突飛な言動が増え、酷く我わが儘ままになって──かつてのお姫さまは、暴君と化した。
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　奇妙な事実がある。

　符合、と呼ぶには曖昧で、無関係、と考えるには似すぎている。

　たぶん、あたしの考えすぎだとは思うのだけど──のばら様が巻きこまれた酷く生臭い事件と、ななちゃんこと花七号が『植物刑』をくだされる理由になった事件は、かなり酷似している。

　この両事件の類似性については、主にあたしが何度も指摘しているのだが、無論──事実無根というか、難癖に近いのであの怪人葉っぱ野郎に黙殺されている。根腐れすればいいのに。

　性別が単一になった現代においてもいわゆる強姦事件はけっこうな頻度で発生している。他人を無理やり自分のものにしたい、好きという気持ちを強引に成立させたい、そんな欲求はこの世に他者がいるかぎり、人間が寂しさを感じる生き物であるかぎり、消えてなくならない。

　世界から女性が消えて二千年、動物として真っ当な男×女の生殖行為は存在しなくなり、いわゆるセックスというものが非常にフェチシズムに近しくなった現代において、むしろ歪められた性欲は変態的、特殊な性癖をいくつも誕生＆発展させた。

　奇妙に曲解された男性的本能は異様なかたちで噴出し、今日もどこかで悲惨な、どんなホラー作家でも想像できないような怪奇な強姦事件が発生している。そういった性犯罪に対応するのがあたしの勤めるＳＡＳなわけだがともかく、あの事件、花七号の犯罪はそこここに転がっている変態的な凶事に比べたら、だいぶ真っ当だ。

　花七号、放棄された本名は坂本綿志──彼はまだ当時八歳ほどだった坂本おちば様＝あたしを含む児童四十四人が暮らしていた児童育児施設を強襲、保育機械ベビーシッターを破壊し（のばら様の時代とちがって、女性向けの保育機械ベビーシッターも現代には存在する）、泣き叫ぶあたし以外の児童を全裸にひんむいたうえで毒針を刺して殺し、あたしをその場で強姦した。

　心理的外傷（毎回聞くたびに便利な言葉だなと思う）を考慮され、そのときの記憶は、あたしにはない。のばら様のように、とくに男性不信になっているつもりもない。初体験はロマンチックなのがいいの、とか寝言をぬかすような物心がつく前の出来事だし、「子供のころのあんたは寝小便がなおらなかったのよ」とか言われているような他人事。

　ともあれ、相手の人格を否定し自分の欲望を押しつけるこういった犯罪は、殺人の次に重い罪とされ、坂本綿志は本名と人格を剝奪され、『植物刑』に処された。

　彼はそのまましばらく植物として育ち、罪と穢けがれをすべて浄化されたうえで（つまり人格とかすべてを政府の都合のいい、偽善的な、真っ当なものにつくりかえられて）、労働者として死ぬまで低賃金でこきつかわれるはずだったけど。

　色々と思うところがあって、現在はあたしが引き取って、保護している。

　彼の人格のすべては破壊されてしまったので、今をもってしても、どうして坂本のばら様の兄として人生何度も遊んで暮らせるような財産・地位・名誉を捨ててまで、あたしを狙ったのかは不明なまま。

　なぜ彼がのばら様の事件をなぞるように、たくさんの他人がいるなかであたしを襲い、他の子供たちを無慈悲に惨殺したのかもわからない。のばら様の事件に何らかの心理的外傷を負った彼が、その犯行を繰りかえした、とか……考えたけど、真相はわからない。

　今日も彼は文字どおり毒気を抜かれたぼんやりした態度で、かつて処女を奪った血の繫がった姪めいの、あるいは娘の、つまりあたしのそばで生きている。





♂　♀　♂






　人類の科学力は超すごいのである、端的に言って。

　膨大な海を貝殻ですくっているような、ちまちました時代はずいぶんと昔に終わっていて、かぎりなく理想を実現する手段に事欠かなくなった現代科学は、今や天災や気候すらも制御する。夏休みや冬休みという概念はなくなり、というか四季がなくなり、いつも何となく快適。完全に確立された疲労感のない、充実したスケジュールのおかげで休日が必要なく、毎日学んで働いてもがんがん元気。

　脳倫理の発達によって否定されたいわゆる基キリ督スト教的な安息日──神は七日目に休まれた──も今ではナンセンスとされ、不合理なシステムとして曜日というものもなくなった。

　とはいえ、いかに完成されたプログラムも、それを走らせるハードが貧弱ではものにならない。未だに老醜をさらす前時代の遺物たるうるさがた、詰めこみ教育と過酷で無意味な受験勉強に明け暮れていた世代の方々が休日のない人生に恐怖を示したことにより、年に二十一日間だけ誰もに与えられる長期休暇がある。

　それがカーニバル期間である。

　何で丸一日休むのか、暇じゃないのか、不合理だ──と、あたしは思うのだけど。

　みんなで一緒にひとつのことをする、というのは楽しい。誰もがカーニバルという言葉の語源を忘れても、休日に意義を見いだせなくても、皮膚感覚的な快楽からは人類は自由になれない。所しょ詮せん、肉でしかないあたしたち。

　カーニバル期間にはあたしたちは徹底的に遊びまわる。仮装をし、お菓子をばらまき、歌い踊り、飲酒し喫煙し気になる相手を誘惑する。花火があがりまくり、屋台が出店しまくり、道ばたで人々が大道芸を繰りひろげまくり、油断するとどっからともなくお酒の雨とかふってくる。常にハイテンションな二十一日間。

　ひとによってはこのカーニバル期間のために一年ぶんの収入のぜんぶをぶっこみ、ものすごい準備をするとか。あたしは仕事のほうが労働基準法無視で忙しいので（いつか訴えてやる）、そこまで情熱を傾けられないけど。

　それでも、面白いものは面白い。体温があがって、浮き浮きする。

　カーニバルの期間は全世界で同じだけど、各都市によってびみょうに準備期間やら、後片付けの時間やらがわかれていて、あたしの暮らしている区域では最初の三日間は準備だ（気の早いひとたちが先に始めちゃう場合もあるけど）。

　今日はその初日で、朝から学校も仕事もなく退屈をもてあましたあたしは、カーニバルに着ていく仮装を元気よく選んでいた。

「だからぁ、あたしが女の格好しても何も面白くないでしょ。べつに可愛い服を着たい♪とかいう欲求はないし、もっと仮装っぽいのがいいの！」

「だからって、その格好はどうかと思いますよ」

　広い屋敷のダンスホール（やたら無駄に美術品とかが置いてある）にて、ななちゃんが呆れたように、頭ず蓋がい骨こつのかぶりものをして、骨格が陳腐に書いてある黒塗りの全身タイツをまとったあたしを眺めている。

　彼は朝ご飯のサンドイッチをぱくつきながら、手持ちぶさたに（彼はいつも紙の新聞を読んでるけど、カーニバル期間中はどこも休刊）。

「ぶっちゃけ気持ち悪いです」

「褒め言葉だよ！　いいじゃんガイコツかっこいいじゃん、織田信長からローマ法王にまで大人気なんだよ！　どっちも死んでるけど！」

　ちなみに、ほんとに衣装を着ているわけではなく、下着姿のあたしにＣＧ映像をかぶせることで着替えている。現代の科学力ではきちんと質量をもった映像が表示できるし、冷暖房からその場でのお着替えなどもできるし、ひとによってはこのＣＧ服しか着てない場合もある。あたしは、逆に設定とか面倒なので普通に服着ることも多いけど。

　あたしは映像を切りかえ、その場でくるりと一回転。

「じゃあこれはどう、ゾンビ！」

「何で不気味な怪物系統ばかりなんですか」

「ちぃ先輩、怖い、です」

　ななちゃんの背後に隠れて、ソプラノがふるふるしている。長い耳がぺたんと垂れているし、おぉ、人間を無慈悲に惨殺できるくせにお化けとか怖いのかこの子。かわいい。

　和みつつ、あたしは普段着のふたりに指をつきつける。

「ていうか、ふたりとも！　ノリが悪いよ！　仮装しようよ、カーニバルなんだから！」

「始まるのは明明後日しあさってからでしょう、今から着替えなくても……ていうか、その顔マジ怖いのでこっち見ないでください」

　記憶をなくしたななちゃんにも生理的嫌悪感を与えるゾンビ顔、なかなか気に入ったけど、同伴するひとたちのテンションさげてもしょうがないしな。

　あたしはまた着替える。

　ピーター・パンみたいな緑色の服に、帽子。手も太股も露出していて、肌は褐色に。何より特徴的なのが──頭の左右に生えた、長い耳。

「じゃあじゃあ、これはどう？　ソプラノとお揃いで、加エ工ル種フ！」

　ななちゃんの後ろでしょぼんとしているソプラノの手をひいて顔を見せると、彼は怖々とこちらを見て、「ぱたぱたぱたっ」と耳を揺らした。

　お気に召したみたい。

　あたしはご機嫌に。

「あ、これ良い感じ？　仲間に見える？　やっぱり『自分に近いかどうか』も他人への好悪の感情をさ──っと、あたしばかり着替えても仕方ないんだって、待ってて。ふたりの身長とかにあわせていまお着替えシステムの調整を……」

　空中にパネルを表示し、あれこれ弄いじくっていると。

　ソプラノがおずおずと、でも無表情な彼にしては珍しく、ほんのり微笑んで。

「ちぃ先輩、楽しそう、です」

「えへん。好きなんだ、カーニバル。あたし、いつも周りの視線気にしてさ、とくに学校だと『女だとばれるんじゃないか』ってびくびくしてるけど。仮装さえすれば、誰だかわかんないもん。自由に、好き勝手できるもん、それが嬉しいの」

「きっと昔、仮面舞踏会を催した西洋の貴族なんかも、こうるさい礼儀作法とか権力構造とかを無視して、ありのままの自分ではしゃぎたい気持ちがあったんでしょうね」

　ななちゃんの言葉に、ソプラノが目を輝かせる。

「ななちゃん様、頭、良さげ」

「暇で本ばかり読んでますからね。いちど記憶消されて頭からっぽにされたせいか、新しい知識を得るの楽しいんですよ」

「こら！　のんびりしてないで、お着替えしなさいって！」

　のけものにされた気分で、拗すねて、あたしは大声をだす。

「ソプラノは最悪、そのままでも加エ工ル種フのメイドさんでじゅうぶん仮装っぽいけど、ななちゃんは普通すぎるでしょ。何か考えてよ、面白い衣装を」

「じゃあ、全身に葉っぱをつけて『怪人』さんのふりをしますよ」

「あ！　それ楽しい、笑える！　あたしもそれやりたい！」

　小憎たらしいあたしたちの上司を思いだし、腹を抱えて愉快な気分になっていると。

　不意に、ぴいん、ぽおん──と前時代的な、チャイムの音がした。

　同時にあたしのそばにウインドウが開かれ、来訪者がきたことを告げてくる。なぜか映像や各種のデータが死んでいて、詳細不明、と出ている。怪しい。

「何だろ、お客さんみたいだけど」

　あたしお友達いないし、カーニバル期間中は郵便もこないはずだから、我が家を訪れるひとなんていないはずだけど。噂をすれば影、で上司の『怪人』がやってきて『仕事ですよ！』とかだったらやだなぁ。

　などと呑気に考えていたあたしは、凍りつく。

　ようやく来訪者の解析が終わったのか、そこに映像が表示される。

　あたしは息をのみ、即座に玄関へと向かった。全力で、足よ壊れろとばかりに床を蹴って。残されたソプラノとななちゃんが「どうした、です？」「さあ……」と置き去りに。

　あたしは何も見えなくなるような焦燥感のなか、裸足ですっ飛んでいく。

「今になって……どうして……あの馬鹿……！」

　呪じゅ詛そのような言葉が口から漏れるのを止められず、不愉快絶頂な表情で、あたしは玄関の自動扉を開いた。光が差しこみ、あたしの館の広い広い庭が視界に飛びこんでくる。

　早朝の、調整された程よく眩まぶしい朝陽。

　それを遮るように、やたら巨大な生き物が、その場に鎮座している。

　ぱっと見では、象に似ている。灰色の、ほとんど毛のないごつごつとした体表。全長は七メートルほど、だと思う。かなり巨大だ。八本の足が、植物の根のように生えていて、それが上のほうで合流している。頭部やら、手やら、そういうものは見当たらない。足だけの動物……。

　現在、車に代わって主流となっているＳＥＬの原材料とされている、遺伝子工学が生んだ、全身の骨も肉も血液もすべて資源となる、サボテンと呼ばれる動物だ。ほとんどが農場で飼育されているので、町中では滅多に見ない。

　幼児がてきとうに粘土でこねたようなその不気味な生き物の天辺、平らになったところに絨じゅう毯たんが敷かれ、豪奢な椅子が置かれている。そこに座り、呑気に酒杯を傾けている人物に──あたしは用がある。
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「やあ！」

　鷹おう揚ように、その人物は片手をあげて、息せききって飛びだしてきたあたしにご挨拶。

　いかにも男性的な、逞たくましい人物だ。筋骨隆々、とまではいかないが──身長は二メートル近く、程よく引きしまった体格。ゆるく波打ったプラチナブロンドの髪の毛は頭の後ろできつく縛られ、まとっている衣装はこれから結婚式にも行けそうなタキシードだ。

　額に、ぽつんと赤い点がある。高性能の感覚装置らしい。

　どことなくアジアンな、御仏のような彼は、朝陽を後光にして神々しい。

　じゃっかんヒくほどの爽さわやかな笑顔で、彼は血の気を失っているあたしに微笑んだ。

「元気そうだなぁ、おちばちゃん！」

　世界広しといえども、あたしを『ちゃん』づけする慮外者はこいつぐらいのものだ。変わっていない。ちっとも。あたしの記憶と寸分のちがいもない、歳すらとってない気がする。あれで、もう四十歳近いはずだけど……その半分ぐらいにしか見えない。

　遅れて追いついてきたななちゃんが、不思議そうに。

「誰ですか、あの間違った方向にご機嫌なひとは」

「あぁ、そっか──ななちゃんは、覚えてないんだよね」

　記憶を奪われてるから。

　それはきっと、とても残酷なこと。

「あんたの兄貴よ」

　素っ気なく告げると、ななちゃんは「きょとん」とした。ななちゃんの背後にずっと控えているソプラノが「ななちゃん様の、お兄様？　ななの上だから、はち？」とピントのずれたことを言っていて、あぁもう可愛いなあ。

　じゃなくて。

「名前は坂本逢。のばら様の、三人の兄のひとりで長男よ」

「その通り！」

　大胆な笑顔で、坂本逢は白い歯を輝かせて朗々と言った。

「長男は外交と広告で、次男は奉仕と愛情で、三男は医学と知識で──この世の二千年ぶりの女性、人類という種の宝である坂本のばら様を支えた。まぁ、無能な次男や引きこもりの三男とちがって、真に彼女の名を世界に知らしめたのはこの私、坂本逢だけどね！」

「あいちゃん！」

　あたしは地団駄を踏んだ。

「相変わらず声でかいし喧しいし！　ていうか、そんなので庭に入ってこないでよ消毒するの大変なんだから！」

「安心したまえ、金なら払う！」

「何でもお金で解決するその性根、治療しなさいよ！」

「残念だが記憶を失う前の綿志、医学の天才にも『兄さんの性格だけは治療できないよ』と断言されてしまったよ！　兄と弟の麗しい思い出だ！　ははは！」

　この通り、三兄弟でいちばん会話の通じないのが、坂本逢──あいちゃんである。

　言動がぶっとんでるし、いちばん権力とか財力とか使うのに躊ちゅう躇ちょがないし、のばら様のためならマジで一国と戦争するぐらいの気概とちからがあったりする。

　できれば関わりたくなかったし、ここ数年は連絡すらつかなかったのに──。

　何でまた、いきなり現れたのだろう。

「もう、ほんとに、あいちゃんはもう……」

　疲れて、あたしは肩を落とした。

　坂本逢、坂本緒礼、坂本綿志──一人称の名前をもつ、三兄弟。偶像であるのばら様を支え、彼女を世界の中心たらしめた、立役者。

　彼らは、あたしの伯父である。

　同時に、父親かもしれない。

　公式には、のばら様の無駄にたくさんいる子供たちはすべて、彼女とその兄である坂本緒礼の子供とされている。兄妹で子供をつくったのだ。三兄弟で最も無能で、けれどいちばんのばら様を愛し尽くした次男を、のばら様は選んだ。自分以外の恐ろしく大量にいる男たちのなかから、愛する以外に何もできなかった男を。

　けれど、緒礼はのばら様とたくさんの子供をつくったあと、謎の失しっ踪そうをする。あたしも、彼の顔は写真でしか見たことがない。線の細い、色の脱けた髪をした、なよっとした──うつくしいひとだった。

　彼が不在のなか、あたしを育ててくれたのはあいちゃんだった。引きこもりだったななちゃん……綿志さんはたまにカウンセリングなどをしてくれるだけで、基本的にあたしには関わらなかったし、のばら様にいたってはあたしを放置して豪遊してたし。

　あいちゃんのおかげで、あたしはそれなりに健やかに、育った。むかしは、彼がほんとうにお父さんなのだと思っていた。直接会ったこともない、ぬくもりの遠い緒礼とちがって、あいちゃんこそがパパだった（あいちゃんと一緒にあたしを守ってくれた綿志も、ななちゃんも、心のなかではこっそりお父さんと呼んでいたけど）。

　今でも、あっちからすれば──それは変わらず、あたしは『娘』なんだろうけど。

　何年も連絡ひとつせずに、子供を心配させるなら、親失格だ。家族なんて概念は壊れて、親子なんて繫がりは希薄になったとはいえ、あたしはゆるさないぞ。

　憤ふん怒ぬをこめて睨みつけると、あいちゃんはサボテンのたくさんある足のひとつを滑り台のようにして、器用におりてきた。

　鮮やかに着地し、両手を広げる。

「すまない、寂しがらせてしまったね」

「さ、寂しくなんてないし」

「本当に申し訳なく思っている、でも私ものばらちゃんが存命のうちは、彼女を優先しなくてはいけなくてね──正体が世間に公表されてない君とちがって、のばらちゃんには敵が多いのだよ」

　片目を瞑つむって、ゆっくりと、あたしに歩み寄りながら。

「でも、カーニバル期間中はのばらちゃんも安全な場所でひっそり暮らす予定だしね、私も久しぶりに休みがとれたのさ──そして喜びいさみながら、こうして最愛の娘に会いにきたというわけだよ！　おちばちゃん！　さぁパパの胸に飛びこんでくるがいいーっ！」

　その全身から放出される暑苦しいほどの熱量に、あたしは怯みそうになったけれど、やがて我慢できなくなって……。

　駆けだした。あいちゃんに向かって。

　一歩ずつ、距離が近づいていく。

　満面の笑みのあいちゃんに、あたしは目元をぐしぐし拭って、全力で駆けていく。

　生き別れになった親子が、感動の再会をするみたいに。

　互いを、おおきく呼びあって。

「あいちゃん！」

「おちばちゃん！」

「あいちゃぁぁあああん！」

「おちばちゃぁぁぁああん！」

「死ねえええええええええええええええええ!!」

　あたしはイイ笑顔であたしを抱きしめようとした馬鹿に、渾こん身しんのドロップキックをかました。けれど敵もさるもの、簡単にあたしの裸足を受けとめると片足を摑み、楽しそうに逆さ吊づりにしてぶらぶら揺さぶった。

「ははは、いきなり蹴りつけてくるなんてレディにあるまじき行為だぞおちばちゃん。可愛いなぁ。しばらく見ないうちにますますお転婆になったんだね、お母さんに似たのかな？」

「うるせぇ！　死ね！　あんたが！　あんたのせいで！」

　じたばた暴れたが、どんな狂犬も足を摑まれたらどうしようもないのだ、無力だ。

　こいつには、本当にいろいろ酷い目に遭わされているのだ。虐待一歩手前の教育の数々と、放りこまれたＳＡＳでの苛烈な労働の日々……。すべてが、こいつの指示のうえで行われたあたしのために用意された地獄だった。

　父親らしいことを何もせずに、試練だけ与えて、このステキな笑顔。

　ぶち殺してやりたい。

　ともあれ、それ以上に──。

「さぁ！　あたしが八歳のころ、何があったのか教えてもらうわよ！」

　心理的外傷に配慮して云々の便利な言葉を言い訳にして、あたしは八歳のころ、ななちゃんこと花七号が犯した事件について忘れてしまった。あたしの身体に起きたことなのに。あたしの家族がしたことなのに。

　あいちゃんが勝手に書類を作成し、医者にカルテを書かせ、あたしから記憶を奪った。そりゃ、怖くて痛ましいことしかなかったのかもしれない。だけど、あたしの脳をいじくって、あたしの魂を削り取ったんだ！

「まぁまぁ、落ちつきたまえ。今日はその話をしにきたんじゃないんだ──」

　喚わめくあたしに、あいちゃんは手を伸ばして。

　いまだに着ていた加エ工ル種フの衣装に、指先で触れた。

　瞬時にまとっていたＣＧ映像がばらばらに分解され、あたしはあられもない、下着姿の半裸になる。ぎょっとする。干渉された──。犯罪防止用に、特別にプロテクトがかけられたあたしの衣装に……。

　ぞっとして言葉もでないあたしに、あいちゃんは少し考えてから。

「やっぱり、古典的だが、これかな？」

　再び指を伸ばして、あたしの身体に触れる。同時に、あたしの見た目が変化する。下着姿から、きらきらふわふわの──これは、花嫁衣装だろうか。真っ白なドレスに、無駄な宝石飾り。頭にはヴェールまでかぶっている。

　呆然としているあたしを、あいちゃんは簡単にお姫さま抱っこの姿勢にする。

　あたしは真っ赤になって、あいちゃんの分厚い胸板をぼんぼん叩いた。

「ちょっと、やめてよ！　こういう、子供扱い……！」

　抱っこが恥ずかしかったのだ。

　今さら、親子っぽく──。

「うむ、君の言うとおりだ。だから、もう子供とは思わない」

　意外なことに、あいちゃんは大真面目に。

　爆弾を落とした。

「これからは、大人として扱おう──正式に、私の妻になりなさい。もっと言えば、私の子供を産むんだ。まだ公表されていないが、のばらちゃんが深刻な危篤状態にいる。君は、もしかしたら早晩にでも、この世で唯一の女性になってしまうんだ」

　…………。

　落とされた爆弾が多すぎて、あたしは咄嗟に反応できない。

　何を言ってるの、あいちゃん──。

　頭がぐらぐらする。

　搾りだすように、とりあえず一言、すべてが滑こっ稽けいな悪ふざけであることを信じて。

「何の冗談よ……」

「うむ、私も冗談にできたのなら良かったのだが。……おっと？」

　あいちゃんがおおきく後方に跳び退すさった。それより刹せつ那な遅れて、飛びこんでくるものがいた。それは家庭用の包丁を握りしめた、ソプラノだ。

　両目が潤み、耳が緊張に強こわばっている。

　彼は可愛らしい面めん貌ぼうに似合わない、切羽詰まった声音で。

「ちぃ先輩、嫌がってる、ます──離して、ください」

　そう言ってくれた。

　何だか、あたしは泣きそうになった。

　あいちゃんは少し不愉快そうに、慎重にソプラノから距離をとりながら。

「これは何だい、おちばちゃん。新しいペットかな──躾しつけがなってないぞ、飼う動物は選びなさい。やっぱりサボテンがいちばんいいぞ、人間に従うようにできている。おっと、加エ工ル種フもそれは同じかな……」

　侮蔑的な視線に、怒りを感じたわけでもないだろうが──。

　ソプラノは明確にあいちゃんを敵として認識したのか、包丁を構え直す。

　だけど、あたしは叫ぶ。

「やめて、ソプラノ！」

　その言葉に、ソプラノがびっくりしたように立ちすくんだ。

　申し訳なかった。彼の気持ちが嬉しかったのに、あたしは踏みにじることしかできない。でも、あいちゃんの腕のなかで、あたしは身を強ばらせて。

　弱い本音を口にする。

　いちど、のばら様に捨てられたあたしには。

　何で生まれてきたのだ、なんて言われちゃったあたしには。

「パパなの……」

　血の繫がりは、ないかもしれないけど。

　家族だった。

　古典的な、絆が、価値のない、関係性が──あたしには、愛しい。

　目の前で、もぎり取られるのは、堪えられない。

「なかなか忠実なペットだね、でも残念、私のペットは質が落ちるが数が多いぞ」

　あいちゃんが指を立てる。ふと気配を感じて周りを見ると、庭の樹木の陰に、建物の屋根の上に、いつのまに侵入したのか──館の窓のなかにすら、殺気の塊がいくつもあった。

　ソプラノはどうしたらいいかわからないのか、あたしの顔を何度も見て。

　そんな彼に、サボテンの上から一直線に飛びだした何者かが、舞い降りる。小柄な、女の子のような顔立ちをした、長い髪をひとつにまとめた少年だ。隻腕で、前時代的な、それこそカーニバルの仮装みたいな着流しをまとっている。

　おまけに、片手に握りしめているのは、伝統工芸品──日本刀だった。

「主様に刃を向けたな！　貴様、五体満足では済まさぬ！」

　口調まで古風な少年は、一直線にソプラノに突っかかると刀を振るった。危なげなくそれを避けたソプラノだが、理不尽な敵意に戸惑い、耳をぱたんと垂らしている。

　彼はただの殺人鬼だから、訓練を積んだあいちゃんのたぶん護衛たち──プロには勝てない。でも、ソプラノには加エ工ル種フの頑健な身体能力がある。本気で彼らが殺しあったら、血の雨がふる。

　ソプラノ、だめ──と口のなかでつぶやき、あたしは震えながら、あいちゃんを見あげる。逆光で影になった彼の表情は、見知らぬ他人みたいだった。

「あいちゃん……」

　縋るように。

「今なら、冗談でした、で見逃してあげる……」

「残念だけど、おちばちゃん。『冗談でした』の時間は終わったのだよ」

　いつの間にかすぐそばに立っていた、これまた和風の割かっ烹ぽう着をまとった、あいちゃんの召使いらしい少年が──あたしの口を無理やり開かせ、舌に何かを注射した。

　脳がとろける。視界がかすむ。

　人間の根性など、薬物には勝てない。

　意識が、すとんと消える。
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　また夢だ。くだらない夢だ。夢というもの全般が、くだらないものだ。嫌だな、眠ることが嫌いだ。意識を保っていないと、不安で仕方なくなる。もとから、この身体はあたしのものじゃない、女として生まれて、どうしようもなく運命とかいろいろ面倒なものを抱えなくちゃいけなくなって、だからせめて心だけはって……。

　ちいさな子供のころの記憶が、漠然としたイメージとして頭のなかを過ぎ去っていく。本当にそんな出来事があったのか、よく覚えていない。あいちゃんにお姫さまのように抱っこされて、どこかに運ばれている。自分を包む温かさが、嬉しかった。

　むかし、あいちゃんが好きだった。

　親としてなのか、友達としてなのか、男としてなのか──わからないぐらい、幼かった。保育機械ベビーシッターから解放され、リアルな人間と触れあうようになって、勉強と同時にあたしの心もより機能的に育成された。道徳、倫理、常識、コミュニケーション……人間として社会で生きていくために、必要なマインドセットが、毎日のように刻印されていく。

　そんな味気ない教育じゃなくて、あたしにほんとうに人間の肌触りを伝えてくれたのは、あいちゃんだった。独りぼっちで広い屋敷に暮らして、のばら様はもちろん、保護者のたぐいがいなかったあたしにとって、鬼のように忙しいはずなのにたまに遊びにきてくれるあいちゃんは、唯一の家族だった。

　自分を見てくれるひと。大事にしてくれるひと。そんなひとを、あたしは求める。でも、あいちゃんはのばら様の三人の保護者のひとり──どうしようもなく、のばら様を優先する。あたしの相手をするのも、のばら様の娘だからだ。親子だからではない、愛ですらない、義務感。

　そのことを拗ねて、泣き言を口にしたことがある。

　あいちゃんはいつものように無邪気に笑って、あたしを抱きあげたまま。

「注目されたいなら、おおきな声をだせばいい。誰にでも届くぐらいに。蹲って、うじうじしているだけでは、埋没するだけだよ。言葉で、行動で、示せばいい──君はのばら様よりも優秀で、魅力的で、とびっきりだって。そうすれば、誰も君を無視できないさ」

　わかった、あいちゃん──あたしは子供なりに真剣に、頷いた。

　そして、恐る恐る。

　もし、あたしが偉くなって、おおきくなって、のばら様よりずっと立派になったら。

　──あたしをお嫁さんにしてくれる？
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　夢からさめてもまだ夢のなかみたいな。

　あたしが両目を見開くと、どんな不思議の国のアリスでも辿りついたことがないような、無駄に豪華な一室だった。家？　館？　お城？　ちがう、これは『宮殿』だ。アジアンな、黄金と原色で塗りたくられた内装。あたしの自宅もたいがいお金がかけられているが、格がちがう。とってつけたような高級感なんて超越した、まるで芸術作品のなかにいるみたいな。

　もちろん、今の世の中ではＣＧ処理でいくらでも豪華な見た目はつくれるが、すべて本物だろう。壊れやすくて、手入れしないと朽ちていく、ゆえに目玉が飛びでる値段がつけられた品々。あえてシルクの布で尻を拭きたがる異常者の発想。

　どれだけ科学技術が発達しても、人間は他人とはちがうものを欲しがり、自らを飾りたがり、贅沢をしたがる。

　そういう意味では、かぎりなく人間らしい。だから、あいちゃんの宮殿だとすぐにわかった。

　この部屋にも見覚えがある。何度か、あたしはあいちゃんの宮殿に泊まったことがあるのだ。ひとりきりで広いおうちに放りだされて、まるで死んだような気持ちになって、あいちゃんに縋った。あいちゃんは忙しいから滅多に家に帰ってこずに、この馬鹿でかい寝室のなかでひとり眠らなくちゃいけなかったから、結局は寂しかったのだけど。

　馬鹿な子供だった。

　でも、自宅にいるよりも、ほんのすこし気持ちが楽になったのはほんとうだった。

　ぐずぐずに腐っていきそうだった幼いあたしが、くじけずに歩いてこれたのは、あいちゃんのおかげだ。

　だから、信じられなかった。

　裏切られるだなんて。

　いいえ、もしかしたら──最初から、ひとかけらの愛情も……。

「うう」

　呻くと、声が身体のなかに響いて全身痛い。頭も重い。なので気づくのが遅れたけど、あたしはＣＧ服を解除された下着姿。手錠とそこからのびた鎖で、両手首をベッドに繫がれている。足は自由で、またか、と思った。どうしてみんな同じことをするのだろう。

　決まっている、目的が一致しているからだ。

　思うように動けず、けれど足が開けるようになっている、この姿勢の意味するところはひとつだった。

　何度も囚とらわれの身になるなんて、おとぎばなしのお姫様みたい☆などと妄想できたら人生楽しいのだが、もちろんこれは珍獣扱いだ。絶滅寸前の生き物を見つけたので檻にいれてみた。みたいな感じだ。

　こんなふうに縛りつけなくても。

　あいちゃんが望むなら……。

　本当に？

　まだ混乱しているのだろう、まとまらない支離滅裂な思考が頭のなかをぐるぐるまわって、つまり何も考えてない。

「ソプラノ、ななちゃん……」

　家族の名前を呼んでみたけど、むなしい行為だとわかっていた。彼らは心配をしてるだろう、でもぜんぶ引っくりかえしてあたしを救出できる、スーパーヒーローじゃない。

　冷静に、己の置かれた立場をまとめてみる。

　あいちゃんがあたしに求婚し、自分の屋敷につれてきた。親子なのに。

　最低の状況だけど、まだどことなく現実感がないのは、思ってもいなかった事態だから。それに、あいちゃんならすべてが冗談でした、悪いた戯ずらでしたと笑いながら言ってくれそうだ。

　それを想像して、くちびるが笑った。

　でも、心の奥底ではわかっていた、今回のあいちゃんはちがう。本気だ。あたしの好きだったあいちゃんと、何もかもがちがっていた。

「やあ」

　俯いていると、あいちゃんが扉を開いて顔を見せた。

　あたしはとりあえず縄抜けを試していたが、無理だった。最新の手錠はうまくあたしのちからを殺し、決して外せない。あの『人肉処理者』とは拘束具ひとつとっても質がちがいすぎる。

　舌打ちし、せめてあいちゃんを睨みつける。

　あいちゃんは自宅だからか、風呂あがりのようなリラックスした服装で、髪の毛もほどいている。ますます聖人っぽい見た目になった。

「何なのよ」

　あたしはどう動いても屈辱的なポーズになるので、せめて上体を起こし、膝を丸めて防御するみたいな姿勢。

「こんな真似をして、ただで済むと思ってんじゃないでしょうね。捕まるわよ、あんたは破滅よ。何様だと思ってるの、訴えてやる、死ぬときは一緒よ」

「可哀想に」

　あいちゃんは、あたしのいる寝台にゆっくりと腰かけると、心から同情するみたいに悲痛な声音で。

「おちばちゃん、賢いおちばちゃん、自分でも意味がないとわかる言葉を口にするのはやめるんだ。弱い犬ほどよく吠ほえる、なんてつまらないことを私に言わせないでくれ」

　当たり前のように。

「私は捕まらないよ、なぜなら悪いことをしていないからだ。私は己の行動すべてを善だと、大衆に信じこませる技術と権力がある。そして、私は欲しいものはすべて手にいれてきた。賞賛さえ、援助さえ受けながら、花道を歩いてきたのだよ。こんなにも悪党なのに」

　そうだ。彼が本気だというなら、どうしようもないのだ。いま、あたしを陥れているのは、これまであたしを守ってきた強大な世界そのもの。

　運命そのもの。

　のばら様のために、世界を歪めた坂本逢。その片手間で、あたしを庇ひ護ごしてきたお父さん。我が世の春を謳歌するだけののばら様とちがって、実践的に、着実に、思うがままに彼女をこの世界の女王様にした立て役者、あいちゃんのほうが恐ろしい。

　ざっと推測してみる。あたしを救出するために努力してくれる可能性があるのは、まずソプラノ。もしかしたら、ななちゃん。彼らがあたしを発見できる可能性はあるか？

　皆無ではない。誘拐犯が誰だか、彼らは知っている。でも、ここは無数にあるあいちゃんの別荘のひとつだ。すべて調べるのは容易ではない、彼らがあたしに辿りつくにはあとひとつ手がかりが必要だ。

　でも、それを伝える手段がない。

　そもそも、誘拐ですらない。親が娘を引き取っただけ、一時的にともに暮らしただけ、と説明されたらお終いだ。警察も軍も動かない。それらはあいちゃんの手足だ。

　あいちゃんが正義だ。あいちゃんが黒と言えば白いものも黒くなる。そんなあいちゃんに逆らってまで、あたしという珍獣を保護しようとする、動物愛護精神に満ちたお人好しさんがどこにいる？

「さて、もういいかな」

　あたしが現状を認識し、たっぷり絶望するのを待ってから、あいちゃんはあらためて宣告してくる。

　こじゃれた喫茶店で珈琲でも頼むみたいに。

「おちばちゃん、私の妻になりなさい。そして子供を産むんだ。あぁ、これはお願いじゃない。もう決まったことだけど、あえて頼むみたいな口調で言っている」

　なんてプロポーズだ。

「あいちゃんは」

　あたしは無駄だろうな、と思いながら。

「のばら様の兄で、緒礼の兄で、伯父で、だから法律上は、結婚できない。三親等以内だから」

「じゃあ、どうして実の兄妹であるのばらちゃんと緒礼が、そもそも結婚し子供を産めたのかな？」

　そうだ、こいつらには常識が通用しない。むしろ、法律も何もかも、彼らの武器だ。あたしを守ってくれない。

「本気？」

　あたしは恐怖が声にでないよう、努めて平静に。

　おまえは馬鹿なことをしているぞと、思い知らせたくて。

「あたしたち、親子みたいなものでしょ……」

　すくなくとも、あたしにとっては。

　それだけが心の支えだった。

「何であたしなの？」

　聞く必要のない問いだった。

　決まっている。

「君を愛しているからさ」

　あたしが女という、絶滅寸前の生き物だからだ。

　心にもないことを口にして（ううん、本気だったらなおのこと寂しい）あいちゃんは、あたしの頭をそっと撫でる。親から娘への好意が、男から女へのそれへと、ほんのわずかな感触のちがいで、変わっていく。

　恐ろしい。

「噓だ。放っておいたくせに。愛してなんかないくせに」

　あたしは嚙みつくように喚いた。

「のばら様が危篤なんだって？　だから焦ってるだけでしょ、絶滅されたら困るからね、あたしたちに！」

「そういう理由もある」

　ちがう、そういう理由しかないくせに。

　あたしは何なんだ。何が不満なのだろうか。いつかこうなることはわかっていた。あたしの人生は、あたしのものじゃない。どうやっても、必ず強引に奪い去られる。わかっているつもりだった。

　でも、こんなに早く……。

　のばら様のことを思いだす。彼女の顔はあちこちで見るから、つよく覚えている。でも、どこか他人みたい。お母さんなのに。あたしの、お母さんなのに。

　ぬくもりは遠く、思い出は散らばった硝子ガラスの破片みたいにあたしを傷つけるだけ、でも家族だった。

　愛していたこともあった。

　のばら様が死ぬ。

　この世界の中心で、輝きつづけていた太陽が。

　死ぬ……。

「君はこれまで、のばら様の予備だった。彼女が失われたときに、その立場を補塡するための代理だった。その役目を果たすときがきたのだよ、と言えば──感情のない言いかたをすれば、君は納得するのかな」

　納得はしたけど、その重たく不気味な事実はあたしの臓ぞう腑ふを嚙みちぎっていく。

　そうだよね。

「私のことが嫌いかい？　むしろ、好かれている実感があったのだけどね？」

　そういうふうに仕向けたんでしょう。周りから他人を排除して、危険から遠ざけるという名目で、自分だけがあたしの保護者みたいに振る舞って。餌え付づけして、親のふりをして、あたしの心に居座った。

　すべて、このときのため？

「いいじゃないか、どこの馬の骨とも知れないやつの子供を宿すよりは、愛した男に抱かれたほうが本望だろう？」

「あいちゃんの、馬鹿……」

　愛だったけど、そういう生々しさとはちがうところにある感情だった。それは、肉体的に結ばれてしまうと台無しになってしまう、おとぎばなしの愛情だった。

「好きとか嫌いとかじゃない、倫理の話をしてるんだ」

「いいや愛の話だね」

「あたしを、愛してるの……？」

「もちろん。心から」

　あなたの心はどこにあるの？

　ほんとにあるの？

　あたしには信じられない。

　あいちゃんは押し黙るあたしが、承伏したとでも思ったのか、いつもの後ろ暗いところのない、晴れ晴れとした笑顔で。

「私の妻になってくれるね？」

「噓だぁ……」

　脈絡もなく、あたしは呻いた。他に言葉が見つからなかった。ぜんぶぜんぶ噓で馬鹿みたいでくだらなくて、哀しかった。涙が、頰を伝って口のなかにはいった。

「あいちゃんは噓つきだ。愛してないくせに。珍獣が滅びそうだから慌てて保護してるくせに。珍しい宇宙人がいるから丁寧にもてなしてるくせに。あたしは可能性で文化で財産で、それだけで、愛なんてないくせに」

「自分をそう卑下するものじゃないよ」

　あいちゃんの、頭を撫でる指先が、とまって。頰に手が触れられる。涙を拭われる。いつのまにか、顔が近い。どきどきするのが、恥知らずだ。

　とまれ、心臓なんか。この瞬間に。そして、世界から女が失われて、あいちゃんが困ればいい。

　当たり前のように。

　あいちゃんが、その広い胸板にあたしを誘う。親が子供にそうするように、抱きしめられたけど。

　意味が異なっていた。

「好きだよ、おちばちゃん」

「噓だ……」

　馬鹿みたいに同じことを繰りかえすあたしのくちびるを、あいちゃんが自分のそれで塞いだ。ちょこんと触れる、可愛らしいキス。優しくて、怖かった。すべての言葉が、それっぽちで封じられるのが、いやだった。

　首を、いやいや、と動かした。

　気づくと、唯一まとっていた下着がはがされている。ぜんぶ晒されていて、やっぱり解剖された気分になる。目を閉じて、恥じる。全身が赤く染まっていくのがわかる。

　くちびるが離された。呼吸がしやすくなる。喘いだが、声がでない。あいちゃんが、そのまま首筋を舌でなぞる。びりびりする。その間にも、あいちゃんの指があたしの下腹部にのびて、大事なところをいじっている。ぜんぶ優しい。

　生理的な涙が、頰を伝う。緊張感と、たぶん快感にとがった胸のさきを、あいちゃんが吸う。親子が逆転して、この瞬間だけ男は赤ん坊になる。ざらざらした神経の集まったところが、ひとつひとつ刺激されていく。

　膝が、足首が跳ねた。

　喉が震える。

「ふあ……」

　空気を吐くと、それは快楽で味つけされていて、勝手に舌が喋ってるみたいだ。あいちゃんは巧みで、何人もいるみたいだった。ちっとも痛くなくて、全身が肉から解放されて、気持ちよさだけになる。

「ああ、うう」

　優しい。

　あいちゃんは優しい。

　優しい優しい優しい。

「うああ」

　怖い。

　知らない感覚が、背筋を這いあがってくる。生まれてはじめての出番に、身体の奥で準備運動をはじめる部分がいくつもある。身をよじり、寝台のシーツがおおきく乱れ、片足がベッドから落ちる。びくんびくんと、腰が勝手に跳ねる。

　あいちゃんが全身を愛あい撫ぶしながら、指先を膣の奥に奥にといれて、ぜんぶ探って確かめて、いちばん弱いところをいじめる。あたしは完全に掌握されて、あいちゃんから逃げようと身体を引きつらせたまま。

　あいちゃんの名前を呼んで。

　一瞬、真っ白。

　いちばん奥から透明な体液が噴出して、ベッドシーツを濡ぬらしていく。全身が脱力して、あたしは無抵抗になる。自分の身体じゃないみたいに、指先が、髪の毛の根本が震えている。

「あ、あ、ああ……」

　とろけて、あたしは放心する。

「あう……」

　よだれまで、垂れていた。経験豊富なおとなのあいちゃんに、あたしみたいな小娘が抵抗できるわけがなかった。あたしは素人同然で、どこもかしこも狙いほうだいな、か弱い獲物だった。

　足を折り、燃えるような身体を丸めて、耐えた。今さら遅い。あれだけ感じておいて、抵抗も何もない。あいちゃんは何も言わずに、あたしの頭をまた撫でている。もう、その手つきまで心地よい。

　あいちゃんの馬鹿。ゆるさない。一生怨んでやる。娘に手をだす異常性欲者。子供相手に興奮するペドフィリア。いくらでも罵倒語が浮かび、すべてがあいちゃんの指先で簡単なパズルゲームみたいに消滅していく。

　あいちゃんは、お父さんだ。

　だけど、いま迫られたら、抵抗できないのがわかっていた。

　ソプラノへの恋心も忘れて、そんなふうにたやすく整えられてしまう、自分がいやだった。

　…………。

　意識が途絶えていた。自分の呼吸音で目覚めた。時間は経っていない、せいぜい数秒。見ると扉が開き、あいちゃんが家政婦の衣装を着た少年から何かを受け取っているところだった。

　家政婦はあたしを一瞥し、唾を吐くようにそっぽを向くと、去っていく。それに怒りを感じる元気もない。

　あいちゃんは、手のひらに銀色の、細長い棒を持っていた。教きょう鞭べんみたいだ。でもそれにしては太く、先端は丸まっていて、何のために使うものか想像しづらい。

　あたしは丸まったまま、寒さに震える雛ひな鳥どりみたいに。

　何それ、と言ったつもりだった。声はでていない。あいちゃんは察して、微笑む。

「女性がいなくなって、けれど人類は滅ばなかった。男性のみで子供をつくる方法が、いくつか考案されたおかげでね。動物を仮腹にする方法、きわめて精巧な母胎をタンパク質を材料につくる方法、試験管のなかで胎児を細胞分裂させる方法……。けれど、いちばん人気なのは」

　あいちゃんは語りながら、あたしのそばに腰掛ける。そして、かなり呆気なくあたしの足を開かせた。あたしの右足が、あいちゃんの肩にのる。

　抵抗できなかった。全身はとろけている。

「男の下腹部に、一時的に子供を育てる機能を与えることだった。この発明によって、男は腹で受精し、子供を育て、出産もできるようになった」

　知っている。

　多くの子供は、そうやって生まれている。人工の何かや、実験器具のなかではなく、愛したひとの身体のなかから子供が生まれることを、本能的に望んだ男のひとたち。

　彼らは妊娠し、出産し、幸福になった。

　人類を継続させた、愛に満ちあふれた発明。

「君の身体はまだ、子供を出産するのにふさわしいとは言えない状態だ。生理もきていないようだしね。でも、君にはこれから犬のようにたくさん子供を産んでもらわなくちゃいけない」

　数撃ちゃ当たる。大量の子供を、工場のように生産すれば、そのなかに女性も含まれているかもしれない。あたしみたいに。

　ようやく恐怖を思いだした。

　あたしは、いい。こういうことには慣れている。傷つきもしない。そう強がりを言うことはできる。でも、あたしの子供は関係ない。

　のばら様が歪め、あたしが放りこまれたこんな不条理な世界に、またひとり被害者を増やすのか。

　あたしと同じ苦しみを、ひととおり与え──まだこんな茶番をつづけるために、子供をつくるのか。

　そんなのは、絶対に……。

「うん、これなら入るかな」

　あいちゃんが、おもむろにその銀色の器具を、あたしの膣内に挿入する。冷たい、棘々しい感触。悲鳴をあげて、あたしはあいちゃんの顔面を蹴る。けれど、止まらない。

　いちばん奥。

「ひ、い」

　変な声がでた。でも、あいちゃんにすっかり解きほぐされた身体は、すんなり不気味な器具すら飲みこんでいて。それを見て、あたしは情けない気持ちになる。

　もちろん、快楽なんてない。

　全身に鳥肌が立つ。

「目を閉じて。喋らないで、舌を嚙むよ」

　それで終わりではなかった。

　むしろ、本番はこれからだった。

「愛してるよ、おちばちゃん」

　耳元で囁かれる。目を閉じ、最大の感覚器を自ら塞いでいたあたしの全身に、その言葉がこだまする。ちからが抜けて、その瞬間に器具の先端から苦みのある液体が迸ほとばしる。

「あ……」

　激辛の食べ物を口にしたみたいに。

　最初の一瞬は、強すぎる刺激というものは、おおきすぎるために把握しきれない。何だこんなものか、と安堵して。

　次の刹那に地獄がやってくる。

「あ……ああああああ!?」

　全身が沸騰する。比ひ喩ゆでなく、体液が泡立っている気がした。声にならない叫びをあげ、全身を痙攣させる。お腹の奥で何かが書き換えられている。神経が組みかえられ、肉が粘土のようにこねくりまわされ……。

「ああ、あああ、ああああ……」

　水揚げされた魚みたいに暴れて。あいちゃんが「よし」と気楽に器具を引き抜いていく。奇妙な薬液とあたしの体液に塗まみれた、銀色。刃を引き抜かれたみたいだ。

　安堵か、疲労で、全身が脱力して。

　あいちゃんはすでに立ちあがり、もうこちらを見もせずに。

「三日後には、その身体に子供をつくるための機能がすべてインストールされる。それから二週間の間は、君の身体は妊娠し、出産するために最適化される」

　振り向いて、どこか楽しそうに。

「可愛い女の子を産むんだよ、おちばちゃん」

　あいちゃんは告げると、足音も高く去っていった。




　そうして、あたしの地獄の日々は幕をあけた。





♂　♀　♂






　そのまま眠ってしまったみたい。

　今度は夢を見なかった。そんな元気はなかった。脳のぜんぶが休息を求め、ぐっすり。ほとんど、失神だった。

　目覚めると真っ暗闇で、だけど場所は変わっていないみたいだった。シーツと、あたし自身の身体は洗浄され消毒され、いい匂いがした。果物のお姫様になったみたいだ。

　空調のきいた広い部屋の、もちもちとした肌触りのいい寝台に、うつ伏せで転がされている。脱ぎやすそうな、薄くて簡素な服を着せられている。下着も。両手首には手錠がはまったままで、あたしのいまの立場を無慈悲に宣告する。

　あたしは繁殖馬だ。珍獣の遺伝子を後世に残すための家畜だ。きれいな服を着せられて、清潔なケージのなかで飼育される。高価な餌がでるだろう、病気になれば獣医が飛んでくるだろう、でもこれを人間の幸福とは呼ばない。

「…………」

　動く元気がなくて、あたしは突っ伏したまま、呆然としている。寝返りをうつこともできず、全身を脱力させている。

　ぼうっとしていた。

　いろんなことを考えた。過去のこと。未来のこと。ソプラノのこと。ななちゃんのこと。学校のこと。仕事のこと。あいちゃんのこと。のばら様のこと……。

　でも、ひとつも明確な文章にならずに、単語と断片的な映像が頭に浮かんだだけで、霧消する。おなかのなかに注入された奇妙な液体が身体を改変しているのか、細胞が熱い。ずっと出血してるみたいな。

　身体を丸めて、だけど何も守れない。下腹のあたりが重く、全身に寒気が走って。

「ひぐっ」

　急に哀しくなって、あたしは啜り泣いた。

「ひい、ひいい……」

　何もかもが嫌で、怖くて、絶望だった。情けない声をあげて、みじめに悶えた。しばし、そのまま醜態をさらして、やがて気づいた。

　あたしの目の前で、何かが動いた。ちいさい。虫？　と思って悲鳴をあげそうになる。暗闇に慣れた目でそれを凝視し、あたしは想像よりもなお気味の悪いものを見つけてしまって、絶句する。

　指に見えた。

　人間の指だ。

　人差し指だか中指だかはわからないが、天井をさして一本の指が立っている。その根本には蜘く蛛もの足みたいな、機械の質感があるものが複数生えていて、その指を自立歩行させている。

　とうとう幻覚まで見始めた……。

　あたしはそう思った。けれどまぼろしにしてはリアルだし、歩く指はあたしのもとへ近づくと、その鼻先をちょんとつついたのだ。

「うひい!?」

　あたしはびびって、ぞぞぞ、と鳥肌をたてる。

　慌てて上体を起こし、鎖がのびる限界まで両腕をひいて、全身で待避。指はちょこまかとついてきた。

　そして震えて動けず助けも呼べない（だいたい、誰が助けてくれるのだろう？）あたしの太股に、指はちょこんと乗ると、器用にあたしの肌に何かを書き始めた。

　ついー、ついっ、ついーっ。

　そして得意げに、あたしの上でふんぞりかえる。

「いや、ごめん、わかんない」

　何かを書こうとしたみたいなのだけど……。指は「がーん！」と言いたげに全身を震わせたが、めげずに再チャレンジ。

　なんだか可愛くすら思えてきて、あたしはじっとそれに付きあった。だんだんと、解読できるようになってくる。

『ひ』『さ』『し』『ぶ』『り』

　あたしは、ゆっくりと驚いた。

　同時に、まさかと思った。

『わたしを、忘れたのか？』

　長い時間をかけて、届いたメッセージ。

　あたしの頰に、涙が伝った。
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『相変わらず、泣き虫なのだ』

『赤ん坊のころから、変わりやせん』

『こっちは、こんなに変わったのに。まぁ、性格は変わらないがな。だから気遣いが足りなくて悪いけど、三つ子の魂百までなのだ』

『あん？　他の誰だと思ったのだ？　お母さんと呼べとは言わないけど、せめて「様」をつけよ。みんなそうしてる。まぁ、おまえはわたしと対等？　だから？　呼び捨てでもいいけど？』

『そんなに嫌そうにお母さんなんて呼ばなくてもいいのだ。うざいのだ。わたしだってべつに今さら母親ぶるつもりないし、おまえが生まれたのも何かの間違いだし。あ？　危篤状態？　そんなふうに言われてるのか？』

『危篤なんてもんじゃない、死んだのだ。生物的には。世間的には行方不明という方向で処理して、おまえの存在を公表して、ゆるやかに世代交代をするつもりみたいだけど』

『あ？　泣くなと言ってるだろ馬鹿、死んだぐらい何だ、生き物は死ぬのだ。それとも女はそういう生物的なもろもろから自由だとでも思ってたのか？　女ってのがいちばん生物的なもんなのだ！』

『混乱してる場合じゃないのだ愚図、ほんと使えないな間抜け。とにかく、わたしの死をいきなり公表したら世間はパニックになる。アイドルとか、政治家とかとはちがう、言うなればわたしはこの国の女王様として祭りあげられたのだ。いいや神様か？』

『男しか生まれなかった社会はゆがんでいる。わたしの存在は生きていてもいいんだ、人類は正常に戻れるんだっていう精神的な救済だったのだ。生物的なそれ以上の。だから、わたしは過剰に愛される。そういうふうに仕組んだわけだし』

『だけど、わたしは生物だからいつか死ぬ。楽園には終わりがきてしまう。それを阻止しようとしてるのだ。あ、誰がって？　わたしなわけない、楽園が維持されてるかぎり権益をむさぼれる誰かさんに決まってるのだ』

『わたしの賞味期限がみんなの予想より早く切れちゃったから、あいつ焦ってるのだ。それで、こんな強引な手段にでた。でも、これは逆にチャンスなのだ。ふだん正義を盾に政治中枢の奥の奥にいるあいつが、こっそりと、人目を忍んで活動している。事故を起こして亡きものにするのはかんたん』

『あ？　わたしの性格が悪いのは知ってたろう、おまえにも遺伝してるのだ、わたしの子なんだから。……そんな嫌そうな顔することないだろ』

『とにかく、今のあいつには隙がある。突き崩せるチャンスがある。これを勝機と思えるなら、おまえがそれだけ強い子に育ったなら、ひとつ託したいことがあるのだ』

『あ？　そうだな、今さらなのだ。自分でも厚かましいと思うが、わたしを誰だと思ってるのだ？　わたしが涙を零してこれまでごめんなさいおちばちゃん、愛してる、って言うとでも思ったのか？　はっ！　へどがでるのだ！』

『おまえはわたしの道具、わたしのぜんぶを刻みこんだ世界でいちばん大事な奴隷、いい？　わたしの言うとおりにしろ、嫌ならいいけど、レールを敷くのが親の仕事──それを拒否するか利用するかはおまえの自由』

『とにかく、状況は最悪きわまりないが、反撃してぶち壊すのだ。敵は全人類を味方につけた世界でいちばん権力をもつ男、わたしたちはふたりぼっちの、か弱い珍獣』

『おまけに、わたしは死んだし。今は、あるひとに頼んでこうして指に残したバックアップ＝小脳だけで動いてるし、ほとんど何のちからもないのだ』

『だから、おまえがやるのだ。誰でもない、おまえが。あぁもう、だから泣くな！　うざい！　殺すぞ！』

『おまえをそんな弱い子に生んだ覚えはない』

『あ？　そうだな、勝手な言い分なのだ。何だ、がんばるのは当たり前だ。泣くな。考えろ、行動しろ、わたしはおまえの味方なのだ。たとえおまえがそれを疑っても』

『愛してなんかない。だけど、わたしはおまえを生んだのだ。おまえの血と肉はわたしからできてるのだ。だから、無様な真似はゆるさない』

『何？　こんな酷いことしか言わないのに。愛してないっていうのに。おまえは、まだわたしをお母さんと呼ぶのか？』

『甘えるな。気持ち悪いな。まったく』

『馬鹿な子。わたしはもう、おまえを抱きしめることもできないのに』





♀　♂　♀






　のばら様はそれ以上、言葉を紡つむぐことはなかった。というか、時間切れだ。指があたしの太股を這い回って、それをあたしが解読する、その奇妙な筆談には多大な労力が必要だった。お互いに。

　あたしは睡魔に負け、とろけるように意識を失う。その間に、のばら様の指はどこかに消えていた。

「おかあさん……」

　彼女を怨んでいた。

　愛してくれなかったから。

　けれど、それなのに──ほんのちょっとの心の交流が、こんなに嬉しい。あたしは、簡単だなあ。

「がんばるよ……」
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　のばら様は置きみやげをくれた。

　その指だけとは思えない器用さで、手錠のロックを外してくれたのだ。あたしは、自由に拘束から逃れ、たとえば窓から外を観察してこの屋敷の場所を正確に理解したり、いざとなれば逃げだすこともできるようになった。

　ただ、時機を見計らう必要がある。

　前回、『人肉処理者』に囚われたときは、脱出を焦りすぎて致命的なピンチを招いた。

　あいちゃんが、見張りや門番を屋敷に配置していないとは思えない。あたしも、身体に仕込んだ武器を取りあげられている、無力な子犬。確実に逃げられる、そんなチャンスを狙わないと……。

　身体に妊娠する機能が着床され、同時に子宮に仕込まれた罠わなも解除され、準備万端整ってしまうまで二日。

　食事はサプリメントとミネラルウォーターだけで、血管の隅々まで洗浄されたあと、悪夢が始まる。
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　扉が開いた。

　あいちゃんが姿を見せることは数少なくなり、代わりに彼の召使いたちが、あたしの相手をする。そこだけ見ればお姫様みたいな扱いだが、それってつまりは、次世代に子孫を残す以外に利用価値がないって思われてるってこと。

　あいちゃんはいない。

　愛はないんだ。

　そんなことを考えて、お腹のなかの異物感にぼうっとしながら耐えていると。

「ご機嫌麗しく、おちば様」

　慇いん懃ぎん無ぶ礼れいに、いつも顔を見せる家政婦さんふうの美少年が深々とお辞儀をする。あいちゃんの趣味なのか、ここにいる召使いたちはみんな少女みたいな見た目で、おまけにどこかが歪んでいた。

　この家政婦さんも、変だ。

「お元気そうで、何よりでございます」

　まったく変わらぬ笑顔。女性用の、ひらひらの家政婦衣装。動きは機敏で、でも人間味がなくて、アンドロイドみたいだ。

　耳を澄ませると、彼が身体を動かすごとに、きりきりと異音が響く。肌も、触れてみるとつやつやしすぎて、人工的なのがわかる。

　たぶん、生まれたときに、身体の『部分』が足りなくて。

　継ぎ足して、人間のかたちを取りつくろった。

　医学が発達していなかった時代には、きっと生まれてくることができなかった、未熟児。あたしはそう推測する。

　女性が滅び、男性だけで子供をつくるしかなくて、それは技術的な進歩によって可能になったのだけど。

　事故が増えた。本来の肉体に備わっていない機能を、無理やり果たしつづけた結果、いわゆる奇形や予期しない突然変異が増えるようになった。

　遺伝子技術の発達によって、生まれてくる子供をあらかじめ優良にすることも一般化し、けれどその神ならざる人間の干渉が、胎児に悪影響を与えることもあった。

　珍しくない。脳が異常発達した、宇宙人みたいな子供。生まれたときから筋骨隆々で、親の胎から自ら飛びでてくる赤子。感覚器の数が多く、紫外線を認識する赤ん坊。

　突然変異は、進化の萌ほう芽が。

　そう判断され放置されるが、世間の人々は自分とちがうものに厳しい。あたしだって、ある種の突然変異、先祖返りだ。尻尾しっぽが生えたのと同じだ。

　ばれたら、疎外される。

　隠しきれず、冷遇されてきた彼らを、孤独な魂たちを、あいちゃんは保護している。

　惜しみなく愛を与え、守り、慈しむ。

　その存在を、肯定する。

　穿うがった見方をすれば、それは政治家としてのあいちゃんのひとつのポーズなのかもしれない。だけど、彼らに手をさしのべるものが、他にいなかったのは事実だ。

　見いだされ、愛された彼らは、あいちゃんに命がけで尽くす召使いに、兵士になる。

　あいちゃんのためなら自らの心臓を抉るし、あたしにどんな卑劣な真似をすることもためらわないだろう。

「ふふ、体調は万全のようですわね」

　いくつか検査をして、家政婦さんはベッドに腰かけ、体を丸めて拒絶の意志を示すあたしを、笑顔で眺める。

　当たり前のように。

「では予定どおり、今日からあなたには子作りを始めていただきます。期限は、待望の女児が生まれるまで。まずは着床用の薬が身体を改変している二週間を目め処どに、できるかぎり多く受精していただきます」

　あまりにも淡々と説明されたので、歯磨きをしろとか、風呂にはいれとか、そういうことを言われたみたいだった。

　まるで現実感がない。

　家政婦さんは呆然としているあたしに頓着せず、儀礼的にスカートをつまみあげ、お上品に挨拶。

「わたくし、旦だん那なさまのお世話一般をつかさどる侍従長をつとめております、シオンと申しますわ」

　ごく丁寧に頭をさげた、その胸元には、桃色のワッペンに刻まれた『姉音』という文字がある。それよりも、この子、乳房のあたりがふくらんでるような……。

　まさかね。

　そのまま、シオンと名乗った彼は部屋の出入り口のあたりを顎で示した。そこには、これまた見覚えがある、前時代的衣装＋骨董品（日本刀）の、隻腕の少年。

　胸元のワッペンには、『妹音』とある。

　シオンがにこやかに。

「彼の名前はセノン。血の繫がりはありませんが、弟のようなものですの。お屋敷の警護などをつとめております。強いですよ、あちこち弄くられてますから。どうか脱走など考えませぬように……」

　語りながら、あたしが寝ころんだベッドのうえにあがってくる。ぺろりと舌なめずりして、こちらの服に手を添えられる。

　ＣＧでしかないあたしの服は、上位権限者の命令であっという間に分解され、下着のみが残る。まさか、と思う。見据えると、シオンが頷いた。

「今後は、わたくしたちが主にあなたのお相手をつとめさせていただきます。ここから逃げたい、以外のことでしたらできるかぎりご要望を叶えるために善処いたしますわ」

「あ、あいちゃんは……？」

　お相手、という言葉の底知れぬ冷たさに、あたしは怯える。ずっと昔、広い屋敷に独りぼっちで放りだされたときみたいな……。

　シオンは「ぴくり」と変わらぬ笑顔をわずかに引きつらせて、あたしの胸元──下着を強く引っぱった。生地がのび、限界がきてぶちんとちぎれる。

　身体の前面が、ちいさな乳首もふくめて露あらわになる。

　かっと、目尻のあたりに熱が生まれる。

「旦那さま、とお呼びなさい。お父さま、でも構いませんわ」

　シオンが、温度を感じない声で、耳元に囁く。

「女への種づけ程度の雑事、わたくしたちで充分にこなせます。多忙な旦那さまの手を煩わせる必要はない……」

　陶酔したように、熱っぽい吐息だ。

「旦那さまは、この世界を双肩にのせておられるのですわ。必要なかたなのです、この国に。おおくの人々に。けれど、旦那さまが不在の間もあなたに休みなく子を成す努力をしてもらったほうが効率的ですからね」

　あいちゃんが、本当にあたしをこいつらにくれてやったのか。こいつらの独断専行なのかは、わからない。

　けれど、この状況を見逃しているのは事実だ。

　あたしは、あいちゃんに売られた。そんな気がした。ううん捨てられたんだ。親子だと思ってたのに。お父さんだと信じてたときもあったのに。

　むかし、あなたが好きだったのに。

「誰が、あんたなんかに」

　間近にあるシオンの顔から、必死に目を逸そらす。

　心ごと。

「召使いごときが生意気なのよ、あいちゃんを呼びなさいよ。このポンコツ。機械のくせに、人間の相手ができんの？　おもちゃのくせに、あんたの大事な旦那さまの娘に手をだすつもり？　歯車のついた電子レンジ相手にケツふってろよ、アンドロイド！」

　あたしの言葉に、シオンよりもむしろ後ろに控えているセノンのほうが「ぎくり」と表情を強ばらせる。

　シオンは、何だか呆れたように頰に手を添えて──おもむろに、握り拳をつくると、あたしの顔面にぶつけた。

　殴られた。

　強制的に、あたしの最大の武器が、言葉が封じられる。

　くちびるの端が切れて、ちくちくと痛い。

「怒ったの？　機械のくせに傷ついたりするんだ？」

　あたしは笑った。

　挑発的に。

「上手にプログラムを組んだものねえ！　最近のおもちゃは高性能だわ！　いくらで売ってるの、これ！」

　そこまでだった。

　つづけざまに、拳がふってきた。はだかの胸元に当たると、肺がつぶれて声がでない。つづけて肩に。おなかに。最後にまた顔面にきた。

　まったく遠慮のない拳だった。

　痛みには、慣れている。ソプラノと付きあうってのは、そういうことだ。でも、この暴力は怖い。ソプラノはまだ、あたしを大事にしてくれている。壊さないように、大切に扱ってくれる。

　でも、こいつは。

「げ、げう……」

　胃袋に拳を押し当てられ、吐き気がこみあげる。右目が、腫はれて塞がっている。生意気な態度がぺしゃんこになって、あたしは大人しくなる。

　なったのに。

　また一度。今度はのどを。あたしが呼吸できなくなって悶えているのを、シオンは淡々と眺めている。作業のようにもう数発、あたしをぶん殴ると。

「ご存知ですか？　現代医療は発達していますから、殺しさえしなければきれいに元通りにできるのですよ──爪をすべて剝がしても、手足を引きちぎっても、たぶん首を切り落としても……」

　シオンがあたしの胸元に爪を立てて、下にひく。痕が刻まれ、血がにじんでいく。憎悪を感じた。

　あたしは怖くなって、何とか逃れようと身をよじった。

　その意気地を、くじくように。

「もう観念しなさい」

　シオンがベッドの上に立ちあがると、思いっきり、あたしのおなかを踏みつけてきた。今度こそ我慢できずに、あたしは悲鳴をあげて、遅れて吐き気がきてベッドのわきに盛大にげろった。

　サプリメントしか摂取してないから、水分だけのきれいな胃液だった。それを眺めていると、背中を踏みつけにされる。抵抗する気力もない。

「ひ、ぐう……」

　掠かすれきった声が、あたしの弱さの証明だった。

「なぜでしょうね」

　シオンはあたしの背中から足をのけると、しゃがみこみ、まるで心配するみたいに覗きこんでくる。

　無邪気に。

「女だというだけで、どうして、旦那さまはあなただけを特別扱いするのでしょう。親子だというなら、わたくしたちだって……」

　まったく優しくなく、シオンがあたしの髪の毛を引っつかみ、顔をあげさせる。どこかおかしいんじゃないのか。どうして他人に、こんなに酷いことができるんだ。

　いつも子犬の耳のかたちに結わえている髪の毛が、留め具が外れてばらりと波立つ。自分の乱れ髪の向こうに、憎々しげなシオンが見えた。

「わたくしは、旦那さまに愛されるためにすべてを捧げましたわ。かたちは、女と変わらない。むしろ、わたくしのほうが美しい」

　彼はすみやかに、自分の衣服に手をかける。エプロンを外し、フリルのついた作業着のボタンをぷちぷちと……。やがて、可愛らしいシャツ一枚になる。

　その胸元が膨らんでいた。

　ううん、胸元だけじゃない。

「こんなものの、どこに価値があるのでしょうか？」

　小首を傾げるシオンの胸から下腹部にかけて、それぞれおおきさの異なる四対の乳房があった。

　合計、八つ。

　いちばん立派なのは、ふつうに胸元にあるものだ。やわらかそうで、でもその下にもたくさんある。

「どれが旦那さまの好みのおおきさだか、わからなくて。いくつもつけたら、遠ざけられて……」

　シオンは独りごとのように。

「なぜですか？　あなたのほうが、現代では奇形です、突然変異の──いいえ病ですわ！　愛されるために身体を改造したわたくしとどうちがう、むしろ肉体的には優れているのに！」

　そのまま、ひたすら殴られた。シオンの、可愛らしくすらあるちいさな拳が、骨が覗くほど傷つく。殴られたあたしはもっとだ。顔面が腫れて視界がない。右腕が折れ曲がって、背骨にもひびがはいっている。

「やめ……」

　必死に懇願したら、開いた口に拳をぶつけられた。歯が折れまくり、口のなかでじゃらじゃら。それが喉に刺さって、また嘔吐。その汚物に、顔面を押しつけられた。

「汚いですね。それが、あなたですわ。どうして、こんなものに……」

　あきらかに正気じゃない。異常者だ。殺される……。色んなひとに助けを求めた。ソプラノ。ななちゃん。のばら様。あいちゃん。

　お父さん。

　下着が引きずりおろされた。「下は改造してないんですよ」とシオンが微笑み、脱いで、男性器を露出させる。異形の、文明のちがうどこかの国の神様みたいだ。

　理解できない。

　手錠を外して逃げようと思った。でも手は動かない。ここじゃない。我慢だ。本当にそうなのか。嫌だ。逃げたい。もう嫌だ。

「わたくしが、あなたを孕はらませて。第三の女性を生むことができれば、旦那さまはわたくしの子供を大事に育てる。それは、わたくしと旦那さまが婚姻したとも考えられます。わたくしたちの魂は結ばれるのですわ」

　他人への愛を囁きながら。

　シオンはあくまで機械的に（何て表現だ）あたしを犯した。感覚なんて痛みに粉々にされていて、何もない。してる最中もシオンは乱暴で、あたしをずっと殴っていた。

　途中で何度か意識が飛び、そのたびに強く頰を張られて正気に戻された。拷問だ。身体のなかの内臓がぜんぶぐちゃぐちゃになったみたいだ。

　遠慮なく膣のなかに精液を吐きだされながら、首を絞められる。噓。殺すつもりだ。シオンは正気じゃない。何もわからなくなってる。嫌だ。

　助けて、おかあさ──。

「おい」

　不意に、首にかけられたシオンの指からちからが脱ける。あたしは咳きこみ、腫れぼったい片目で何とか見ると。

　すこし気後れしたふうに、シオンの肩を摑んで、隻腕の少年──セノンが諫いさめている。

「にいさん、殺すなよ」

「『ねえさん』と呼びなさい。いいえ、『シオン』あるいは『侍従長』と。仕事中ですよ、ええ、セノン」

　汗を拭って、シオンは微笑んだ。

「すみません。我を失っていたようですわ、なかなか面白いです──あなたもやりなさい、興奮してるでしょう？」

　弟らしいセノンの股間に指を添えて、シオンは魔性の笑みのまま。

　息も絶え絶えなあたしに、また何度も突きいれ始めた。身体は動かず、意識はふわふわして、ぜんぶ噓みたいだった。

　身体がどんどん、冷たくなっていくのがわかった。

　あたしの身体と心は、ゆるやかに死に向かっていた。

　…………。
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　しばらく、眠ってるようなものだった。

　覚かく醒せいと昏こん睡すいを交互に繰りかえし、気がつけば窓の外で太陽は完全に沈んでいて、それまでたっぷりいじめられてから、あたしはようやく解放された。

　おおきな寝台に水揚げされた魚みたいに倒れ伏して、全身の痛みを堪えていた。たらふく殴られ、切り裂かれ、姦おかされて、ずたぼろ。

　でも、痛みならいい。我慢できる。慣れている。それよりも恐ろしいのは……。

「手ひどくやられたようだね」

　薄暗い部屋に、いつのまにか、あいちゃんがいた。どうしてだろう、いつも存在感を無視できない、暑苦しいひとなのに。とても静かで、穏やかだった。

　彼はゆっくりと寝台に近づくと、あたしの頭をそっと抱きよせた。あったかい、お父さんの匂い。

「まったく、死んでないのがおかしいぐらいだ。可哀想にね、おちばちゃん。あの子らには、あとできつく叱しかっておくよ」

「あいちゃん……」

　優しくしないで。

　あたしをこんな地獄に突き落としたのは、あなたなのに。愛してなんてないくせに。お父さんみたいにしないで。甘えたくなる。ゆるしてしまいそうになる。

　それは、いたぶられるよりも何倍も、残虐なことだった。

　でも、心が気持ちよかった。

「治療をしよう」

　あいちゃんが囁き、あたしのどろどろに汚れ、傷ついた身体に触れてくる。その手のひらには輝くＶ字形のアイコンがあって、そこから溢れた輝くナノマシン群があたしの肌に吸着する。

　刺し傷が縫合され、つぶれた肉は元通りになり、見る見る肌が修復されていく。ダメージは消えないけど、死ぬことはなくなる。優しくて、残酷な現代医療。

　あたしは、あいちゃんに抱き寄せられたまま、癒される。その手のひらが胸元や、太股の間に差しこまれたとき、ちょっと恥じらったけれど。

　いやじゃなかった。

　頭をずっと撫でられ、体温があがっていく。抱っこされて、揺さぶられている赤ん坊みたいに。おなかの奥がつんとして、知らずに、甘い癒しを求めてあいちゃんの身体に、口元を擦りつけていた。

　餌を求める雛鳥みたいに。

「おや、どうした。甘えん坊だね、おちばちゃん」

　あいちゃんはずるいぐらいに、紳士的に、あたしの身体を丹念に治療すると。冷たい水の張った盥たらいから濡れ布巾を取りだして、汚れを拭ってくれる。

「よし、きれいになった」

　にっこり笑う、あいちゃん。あぁ、今からこのひとに抱かれるのだ。そうしたら、抵抗できる気がしなかった。理性も怒りもとろけさせられ、役立たずだ。

　あたしたちは肉の身体で生きている。肉を癒し、快楽を与えてくれたものを、無条件で味方と信じる。

　けれど。

「じゃ、おやすみ。明日もがんばるんだよ、おちばちゃん」

　身を起こし、あいちゃんは寝台から離れようとする。あたしは、思わずその服の裾を摑んでいた。わけがわからない。あたしの心のなかに、屋敷に置き去りにされたちいさな自分自身がいて、その子はずっと寂しがっていた。

　その名を呼ぶのを、必死で我慢して。

「お父さん……」

　ちいさく、羞恥心を堪えて言うと、彼はどこか寂しそうに微笑んで。

「私はよい父親ではなかった」

　そう、つぶやいた気がした。

　そのまま、あたしのおでこに触れるだけのキスをすると、音もなく去っていった。

　あたしはまた、地獄に独りぼっち。
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　その日からあたしは、文字どおり家畜みたいだった。

　太陽がのぼっている間はずっとシオンにいたぶられて、身体の内側がぜんぶべとべとになるんじゃないかってぐらい精液を注入された。よく体力がもつなと感心するが、たぶんドーピングでもしているのだろう。

　カーテンが閉め切られた部屋。わずかに差しこむ陽光で埃ほこりが浮かびあがっている。退廃的な、昼なお暗い忌まわしい雰囲気のなか──あたしは今日も陵辱されている。否、もはやそんな切々としたものではない、作業だ。毎日乳をしぼられる牛と同じだ。

　鎖で繫がれた手錠で固定され、足を限界まで広げさせられ、あたしはシオンに犯されている。じゅるじゅると水音が響き、互いの吐息が絡まりあっている。可愛らしくて優しげにすら見えるシオンには不似合いな、ちぐはぐな、凶器みたいな男性器。

　いちど勢い余って抜けてしまう。あたしの膣にきちんと収まっておくには、おおきすぎる。それを機械的にまた挿入し、シオンは雑な前後運動を再開する。

「まったく、重労働ですわ」

　相変わらずの、不自然な淑女の口調。いまの時代からは失われた、古風な。

「旦那様のためを思うがこそ、こうして不本意な行為に励んでいますけれど──わたくしには、もっと相応ふさわしい仕事があるはずですのよ」

　言葉とは裏腹に、今日も元気なシオンの男根が、あたしの内側を掘りすすんでいく。これで何度、交わっただろうか。六回？　七回？　十回以上？　覚えてないけど、繰りかえされる暴行に、ゆっくりと馴な染じんでいく。

　だんだん気持ちよくなってきて、おおきな声をだして感じていると、シオンが見る見る不機嫌そうになる。どう考えてもサディストな彼は、あたしが悦よろこぶと満足できないのだ。

　あたしが泣き叫び、ゆるしを請うて、はじめて充実するゆがんだ嗜し好こう。

「んっ……気持ちいい、よ──シオぉン、んくうっ……」

　たっぷり蜂はち蜜みつをかけた声で言ってみると、シオンは拳を握りしめ、すぐに「黙れ！」とひときわおおきく叫ぶと、あたしの口を手のひらで塞いだ。

　初日にあたしがボコボコにされたのを見て、あいちゃんがシオンに直接的な暴力行為を禁じたから、この加虐的な家政婦は欲求不満のようだ。

　そのストレスを、ぶつけてくる。

「あぁん、いいよぉ──シオン、好きぃ♪」

　ぎゅうっと抱きしめて、シオンの複乳でふわふわの身体の前部を堪能する。嫌がらせだ。シオンは文句を言おうとしたようだが「はーっ」と呼吸を乱し、汗を拭っている。

　ほとんど機械と置き換えられている彼も、連日の『重労働』に消耗している。彼はあたしの相手の他に、屋敷の掃除などの家事もしているのだ。

　疲れたなら、休めばいいのに。むしろ死ねばいいのにな♪

　思いながら、脱力したシオンをぎゅぎゅうと抱きしめて、くちびるに吸いついて。恋人みたいに求めた。シオンはちっちゃくて柔らかくて、可愛いなぁ♪

「……いい加減にしなさい」

　シオンの声が冷えた。

　あたしが『攻撃』を仕掛けていると察したのだろう。籠かごに閉じこめた小鳥が、餌箱を引っくりかえしたのだ。思いどおりにならないペットを、切り刻んでゴミ箱に捨てる飼い主もいる。

　ちょっと調子に乗りすぎたか。

　シオンは、不気味なほどに沈黙すると、あたしの汗やもろもろの体液で汚れた腹部に手をかける。上体を起こすと、家政婦服のポケットから銀色で長方形の箱を取りだした。

　その蓋ふたが開かれ、内側から──。

「ひあっ!?」

　シオンの手際は迅速だった。箱から出現したちいさな注射器を、あたしの、ぴんと尖とがった乳首に突き刺したのだ。おそろしい灼しゃく熱ねつが、そのまま心臓を握りつぶすようだった。

　無理やりにすべての薬液を注ぎこむと、シオンはにこやかに。

「旦那さまには、殴る蹴るなどの行為を禁止されましたが──飼い主の手を嚙む馬鹿犬を躾しつける方法は、他にいくらでもありますのよ」

　嫌な予感しかしなかった。
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　体位が変わって、あたしの足がシオンのきゃしゃな肩のうえにのる。より深く、彼のものがさしこまれる。身体がしびれていて、自分の爪つま先さきがやけに遠い。

「ふあん」

　変な声がでて、顔を赤らめる。まだすこしは羞恥心があるみたいだ。

　厄介なことに、シオンはこういうことが上手だった。いやなやつなのに、気持ちよくされてしまう。へたくそ、とか罵ののしってやれたらいいのに。気がつくと夢中になって、挑発なんてできなくて、全身の毛穴が開いちゃいそう。

　ちゅこちゅこと水音が響くなか、やがて異変が訪れる。

「あ、あう……？」

　呼吸がしにくい。ちがう、口のなかが唾液でいっぱいなのだ。目が見えない。それもちがう。涙が溢れてきたのだ。

　全身の新陳代謝が、無理やり活発にされたみたいだ。身体の奥が炎でも投げこまれたみたいで、かきむしりたくて、血管が膨らむようだ。細胞という細胞が壊れ、内容液を吐きだして、壊れていくみたいな……。

『あたし』という輪郭が崩れて、中身が溢れちゃいそうな。

「あ、ああ……」

　熱い。

　とくにシオンとつながったところが、痛いほど。たぶん、さっきの注射が原因だ。ありがちなところでいえば、媚びや薬くだろうか。医学的には、人間の心を無理やりねじまげる薬品は存在できない。それはたましいの問題だからだ。

　でも、理性をかぎりなく奪い、性感をかぎりなく高めることぐらいは可能だ。やばい。ただでさえ連日の行為に馴染んで、気持ちよくなってきたのに。

　理性が奪われたら、歯止めがきかなくなる。

「ふああああ!?」

　いちばん敏感な粘膜を、何度も何度も擦られて、もう何も考えられない。シオンがあとに残らない程度に、あたしのふくらみかけた乳房に嚙みついて。お腹や、脇腹をぎゅうっとつねる。

　それすらも気持ちいい。脳みそがとろけちゃいそう。いけない、これは肉食獣に捕食されるとき、涙を流して喜ぶ草食獣の快楽だ。脳内麻薬がだだ漏れなだけだ。

「うううーっ！」

　あたしは最後の理性で、あたしの肩を摑んでいたシオンのお腹に頭突きをした。相手の体勢が崩れたところで、両足で蹴りつける。

　男性器があたしのなかから引っこ抜かれて、情けない感じに、シオンは後ろ向きに倒れる。やや遅れて、限界だったらしい彼の性器から白濁液が飛び散った。

「な、な、何てことしますの!!」

　シオンが真っ赤になって起きあがり、あたしを睨んでくる。

　あたしは脳みそぐるぐるのまま、必死に言葉を紡ぐ。戦う。

「馬鹿にされて悔しいの？　機械のくせに？」

「甘えたり挑発したり忙しいひとですね──」

　やはり『機械』という単語はシオンの逆げき鱗りんに触れるのか、彼は立ちあがると、ネグリジェを脱いでほっそりした身体を晒した。動物じみた複乳が、やはり何度見ても奇妙だ。

　シオンはそのままこちらに背を向け、部屋に備えつけの水道を何やらいじくっている。

「……？」

　何だかわからないが、こちらに興味を失ってくれたならいい──今日は休めるかもしれない、と安堵している場合ではなかった。

「思いしりなさい、自分の立場というものを」

　シオンは蛇口にホースを繫ぐと、いきなりすごい勢いであたしに浴びせてきた。子供のいじめか！　顔面を打たれ、咳きこみ、身体が水を吸ってどんどん重くなる。「ひゃぷっ!?」と油断していたあたしは変な声をあげて、冷たい水に身体を濡らされ、骨の芯しんまで冷える。

　激しい性交の余熱とともに、身体を汚していた体液が流される。すこし、爽そう快かい──などと、呑気にしていたあたしに、シオンがホースを持ったまま近づいてくる。

　彼が服を脱いだのは、飛び散る水のつぶで服が濡れないように。それだけ、飛沫しぶきが暴れるようなことをするつもりなのだ、と気づいてもどうしようもない。

　まさか。

「先ほど注射した薬には利尿作用もありますの」

　シオンは能面のように、見るものを不安にさせるのっぺりとした笑顔だ。

「垂れ流しなさい」

　ホースが──強引に、あたしの口にねじこまれた。サプリメントばっかり摂っていたちいさな胃袋に、獰どう猛もうな勢いで水道水が注ぎこまれる。ちくちくした塩素の味。鼻から逆流し、動物みたいな声がでる。お腹がどんどん膨らんで、限界になってもシオンはやめてくれなくて、苦しくなる。

　死ぬ。死ぬ──これは、死ぬ。

　生物的な本能が、あたしの脳内で警鐘を鳴らす。

「もう妊娠したみたいに見えますわよ、このぐらい簡単ならいいのですけど」

　シオンはくすくすと笑って、あたしのそばに顔を寄せると、鼻をつまんでくる。逃げ場がなくなった水が、あたしの体内を暴れまわる。嘔吐感が何度も何度もこみあげたが、食道を流れる水の方向は変えられない。

　苦しい！

　破裂しそうだ！

「理解するといいですわ、自分の立場というものを」

　ホースが外され、けれど水は垂れ流されたまま。ベッドがぐじゅぐじゅに濡れそぼって──あたしは何度も咳きこむ。身体を折って、お腹を抱え、それこそ出産みたいに。

　シオンがベッドの上に立ち、そんなあたしを見下ろして──。

「この豚!!」

　憎悪に満ちた声とともに、あたしのお腹を踏みつけた。

　致命的な一撃だった。

　ちがう、お腹じゃない──もっと性器に近い方向、的確に膀ぼう胱こうを、真上から踏みつぶされた。限界まで膨らんでいたそれは、薬の作用もあって呆気なく決壊し──。

　まるでナイフを突き刺されて、流血するみたいに。

　自分の意思ではどうにもならずに。

「ふ、ああぁあん……」

　股間がどんどん熱くなる。身体から熱がぬけていく。身体をよじり、涙を流した。他人の目の前でおしっこをする。無力感と、屈辱。ほとんど透明な体液が噴水のようにあがり、シオンは軽蔑するようにそんなあたしのお腹に、足を置いたまま。

「ところ構わず粗相をするような犬っころが、人間の言葉を喋るなんておかしいですわ──動物になりなさい、心まで。服従し、首輪を嵌められ、旦那さまの望むがままに生きるのです。それは、とても心地よい、至上の幸福ですのよ」

　負けるもんか……。
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　何度も何度も何度も、繰りかえし水をたらふく飲まされて、すぐに排はい泄せつさせられて──下半身がぜんぶ溶けちゃったみたいに、おしっこと一緒に脳みそまで流れでたみたいに、ぜんぶ曖昧になる。

　あたしの放った尿を肌で受けて、アンモニア臭にまみれたシオンは、最後にあたしの下腹部を踏む。長い水音と、アーチを描く半透明な体液。それを、他人事のように眺める。もう羞恥心も何もなかった。

　人間性を否定されて。

　ひたすら垂れ流すだけの時間は、あたしを虚うつろにしていた。

「あ、うあ──」

　ちからなく呻いて、目元を拭う。どれだけ気持ちのいい行為も、過ぎれば吐き気になる。高価で美味な料理も山ほど詰めこまれれば、誰だって嘔吐する。口元を押さえ、身をよじってシオンから遠ざかろうとするが、ゆるしてくれない。

　本来の目的を果たすためにか、あたしの足首を摑んで──。

　また、いじめるつもりだったのだろうけど。

「馬鹿、殺す気か」

　そんなシオンの背後にいつの間にか、隻腕の少年──セノンが立っていた。彼は警護担当だというから、たぶんずっといたのだろうけど、あらためて声をださないと存在を忘れるほど完璧に気配を消していた。

「今となっては大事な、貴重な女だ──旦那さまの財産だぞ。壊れたら修理すればいいってもんでもないんだ、加減しろ」

　頭を冷やしてこい、と出入り口を顎で示す。

　シオンは見る見る不機嫌そうになると、すこし恥じらうように複乳をネグリジェで隠し──ほとんど同じ顔をしたセノンを睨みつける。

「誰に向かって言ってるのですか、わたしは旦那さまに全権を──」

「おまえこそ、ただの家政婦が増長するなよ」

　きつい目つきで、セノンは睨み据える。

　その手が腰にさげた刀の柄に触れているのを確認し、シオンは舌打ちすると。

「ふん、覚えてらっしゃい」

　忌々しそうに告げて、「お風呂をいただいてきます、そいつの身体も洗浄してやりなさい」と、あくまで居丈高にセノンに命じて去った。

　扉が閉まり、足音が遠ざかるのを、セノンは突っ立って待つと。

　溜息をついて、言われたとおりの行動を始めた。ぐったりと俯いたあたしを、長くのびた鎖を動かしてベッド脇に座らせると、濡れそぼったシーツなどをまとめてリネン室へ。きびきびとした動きで、何だか戦闘をしているときより楽しそうですらあった。

　ほんとは料理とか、読書が好きな、優しい子なのかも。

　などと、いまだクラッシュしている頭でよしなしごとを考えていると──。

「おい、身体を拭け」

　口元に指を当て、それを自分で甘嚙みしながら、セノンが水を張った盥を運んできた。清潔な布巾が入っている。あたしは溜息をつき、体育座りをして膝で身体を隠して。

「どうやって？　見ればわかるでしょ──手、動かせないの」

「なら、拙者が拭く……。構わんな、暴れるなよ」

　かぁっと顔を真っ赤にして、不思議な一人称とともに、彼は布巾であたしの身体にまとわりつく汚液を、丁寧に拭っていく。冷たくて、優しい感触。

　静かで、彼の乱れた呼吸音がよく聞こえた。どうも照れているらしく、あんまりこっちを見ようとしないので、同じ場所を二度拭いたり、いちばん汚れているところ──口とか、お股の間とかは、おおきく避けていて。

　ちょっと新鮮ではあった。

　まぁ、ふつうの男の子にとって女の子の身体というのは未知なものだし、興味はあっても実際にお目にはかからないものだし、あたしへの屈折した憎しみを抱いているっぽいシオンとちがって、この子は思春期の少年らしく恥ずかしがっている。

　ちょっと、可愛い。

　この子はあたしとシオンの行為を、ずっと壁際かどっかで見てもいた。真っ当な性欲があるなら、興奮もしているはず。少しつつけば、その堤防は決壊する……。

　挙動不審に、腕力が強いのか痛いぐらいに布巾を押しつけてくるセノン。彼の姿を見て、ひとつの計画が頭に浮かぶ。じゅうぶんに可能だが、行う必然性のないこと──でも、あたし好みの反逆。さて、どうしようか。

　確かめるように、あたしはつぶやく。

「あっちのサディストとちがって、ずいぶん照れ屋さんなのね」

「うるさい──黙っていろ、兄を侮辱するな」

　きっと視線をあげて、セノンはまだ幼さの残る、やはり少女的な面貌で。

「兄は、いつもはあんなふうではないんだ……。優しく、頼れるひとだ。思いやりのある──旦那さまへの忠誠心がありすぎて、おまえには真っ当に接することができないようだが。思いつめやすいだけで、それだけ純粋なひとなんだ」

　たどたどしい、でも愛情に満ちたことば。

　きっと、ずっと昔から──ふたりで支えあって生きてきたのだろうけど。

　歯嚙みし、セノンは縋るように、腰の武器を撫でると。

「我らは研究所で生まれた、より強い生命体としての人体を生むための──。遺伝子を弄くられ、生まれる前から試験管のなかで調整され、子供らしい遊びも知らずに、投薬と実験と競争の日々……。ほとんど、虐待だった」

　ぶるっと寒気を覚えたように、俯いて震えて。

「今、おまえが味わってるものの、何倍も酷いことをされてきた。生まれる前も生まれたあとも。我らはモルモットで、尊厳も権利も自由もなかった。痛みだけがあった──だから、兄の行為をゆるせとは言わぬ。こんなの、言い訳にもならんな……」

　項垂れるセノンは、あまりにも純情で、たやすく突き崩せそうだった。

　彼らにどんな事情があるとしても。どれだけ崇高な目的があって、哀しい過去があったとしても。忘れない、痛みを。虐げられた、あたしの自尊心を。

　すこし同情して、決意が鈍りそうになる。

　でも、ここで可哀想な実験動物二匹に優しくして、あたしが全身を切り刻まれるような陵辱を堪え忍んで何になる。もっと問題は根深い。構造そのものを変えないかぎり、人生を踏みにじられる子供はもっともっと増える。

　だから。

「その研究所、知ってるわ」

　あたしは嘲笑うみたいに。

「『女性』をつくるための施設よ、人類を生命として頑健にするために云々とかは関係ない──金の卵を産む貴重な珍獣を、のばら様やあたしみたいなのを生産できるようにするために、あんたたちがだぁい好きな……あいちゃんがつくった研究所よ」
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　セノンが目を剝いて、こちらを凝視してくる。

　意味がわからない、という表情だ。もう一押し、とあたしは瞑目し──激しい行為のあとで疲れきった身体と頭に活をいれる。心よ、蘇れ。蹲ってる場合じゃない。

　目を開き、瞳に火を灯して。

　あたしは戦わなきゃ。

「あたし、政府に大事にされてるし──それなりに地位のある役職だから、秘匿された情報も閲覧できる。自分で調べもした、他人事じゃないから。知ってるよ、あいちゃんは身内だし。かまをかけて、本人の口からも情報を拾い集めて……」

　なかば事実だ。やや脚色してるけど。

　あたしは政府にとって大事な保護動物だが、肝心なことは何も教えてもらえない。あいちゃんも、あたしごときが調べた程度で馬脚をあらわすほどぬるくない。でも、長い時間をかけて、執念深くその疑いを抱きつづけ、調べて──少しは知っている。

　たぶん、事実だ。

「遺伝子をあまり弄くることは法律で禁止されてる、あんたたちが生まれた研究所って非合法な存在よ。ソプラノみたいな加エ工ル種フは、戦時中は丈夫な労働力として珍重されたけど、あまりにも生命として強すぎて普通の人間には恐怖の対象だった」

　あきらかに、加エ工ル種フのほうがあたしたち、一般的な人類より優れている。身体能力も、頭脳も、生殖能力も。いきものとして、格上だ。だからこそ、あたしたちは加エ工ル種フを見ると劣等感に苛さいなまれる。

　フランケンシュタイン・コンプレックスはいつでもあたしたちの進化の足を引っぱる。ちんけなプライドが、自分の縄張りが侵されることに怯える狭い心が、可能性を閉ざす。

　ヒステリックな加エ工ル種フへの差別、消え去らない侮蔑は、恐怖の裏返し──明確に彼らより劣っている自分たちが、排斥されることに、あたしたちは怯えている。

　数で勝ってるうちに、彼らをあたしたちの社会から閉めだそうという、昆虫的ないじめ。

「平和になって、それほど強くなくても人間は生きていけるようになった──怠けられるなら、とことん怠けるあたしたち。遺伝子の研究所は閉鎖され、むしろ人間の生命を弄ぶそのありかたが糾弾されて、記録上にもほとんど残ってない。だから、加エ工ル種フがどうやって生まれたのか、いまの科学者も誰ひとりとしてわかってない」

　追いつめられないと人間は真価を発揮できない。

　少年漫画の主人公はピンチになることで強くなる。普通の人間も同じだ。ストレスが、危機的状況という外圧がなければ、くらげのようにふわふわ……。

「でも、その研究所の残ざん骸がいをあいちゃんは拾い集めた。設備を、資料を、逃散した科学者を──そして遺伝子を研究したの。目的は何だかわかる？　この平和な時代に、遺伝子生物で兵器でもつくる？　そんなわけない、あいちゃんは『女性』をつくりたかったの」

　のばら様を女王に、女神にすることで権力を得た三兄弟。なかでも、あいちゃんはこの社会を牛耳るほどの立場を得た。でも、それはいつ突き崩されてもおかしくない、砂上の楼閣だ。

　もっと確固とした地位を、勝算を、得るために。

　あいちゃんは研究したのだ、『女性』を。遺伝子の構造と、あたしたちのメカニズムを──シオンもセノンも、あいちゃんがその忌まわしい研究所から自分を救ってくれたのだと、勘違いしてる。

　でも、その研究所に誰が出資していた？　今の世の中に、ほとんど何の役にも立たない実験に、科学に、誰が？　どこの酔狂な金持ちが？

　あいちゃんしかいない、そしてそれは効果的な投資でもあった──あいちゃんが、ずっとこの社会に君臨するために、必要な行為だった。

「あんたたちは、のばら様の失敗作。遺伝子を調整して、でも生みだせなかった、二千年前に失われた人間の雌個体、その出来損ない。不良品のサンプル。捨て去るのも惜しいから、拾いあげて、あいちゃんはそんな可哀想なのを──あんたたちを引き取って、召使いにしてるのよ」

　せせら笑って、あたしは思いだす。

　初めてあいちゃんの屋敷に行って、そこで暮らしている何人もの子供を見た。むかし、あいちゃんが好きだった。あたしは『お父さん』と一緒に暮らしている彼らにやきもちを焼いて、いったい彼らは何なのかと尋ねた。

　可哀想な、身よりのない子供たちさ。

　引き取って、働かせてあげてるんだ。

　生きているかぎり、人間には価値がある。捨て去るには惜しいからね。

　にっこり笑って、あいちゃんはあたしを抱きしめてくれた。なぜだか酷く寒々しくて怖くて、あたしは大柄なあいちゃんに全身を包みこまれるようにして、震えていた。

「遺伝子工学も医学も万能じゃない、ゲームみたいにボタンを押したら思いのままの結果がでるわけじゃない──結局、『女性』は生産できずに、当局に怪しまれたあいちゃんは研究所を自主的に閉鎖したわ。ほんのちょびっとの同情で、そのとき廃棄される予定だったあんたたちは、引き取られた」

　青ざめているセノンを、蔑さげすむように眺めて。

　どこまでが真実かわからない、でもまるっきりの噓じゃない──でっちあげじゃない、事実を語る。調べて、怖くなって、あいちゃんと距離を置く理由になった。何度も後悔した、知りたくなかった記憶。

　あいちゃんは、のばら様を利用して出世し、偉くなった。でも、誰よりものばら様に囚われている。彼女という奇跡を再現するために、がむしゃらになって、人間の心を捨ててしまった。そんな『お父さん』に、あたしは怯えた……。

　権力のために、たくさんの生命を弄び。

　こうして、『娘』のようだったあたしを、召使いに陵辱させて。

　何も感じていないなら、あいちゃんは悪魔だ。おかしくなってしまったんだ、陳腐な表現だと、権力は人間をおかしくするのだ。

「あいちゃんのことを、父親のように思ってるって？　パックに詰めて安売りされてる実験肉が、お父さんお父さんと慕ってきて、あいちゃんも気味が悪かったでしょうね？」

　声をあげて笑ったけど、その言葉は自分の胸にも突き刺さる。

　あたしも、彼を父のように求めて。

　決して愛されていなかった。

　こんな地獄に叩き落とされ、あたしが泣き叫んでも、ちっとも気にしない──ひどいひと。あんたたちも、それを知るべきだ。

　浮かれて、あいちゃんのために手を汚す、あんたたちを見てると不愉快だ。

　むかしの自分を見るみたいで、頭の裏を搔かきむしりたくなるのよ。

「まぁ、お父さんに愛されてるあたしには──あんたたちみたいな、可哀想な実験肉の気持ちなんてわかんないけど？」

　棘だらけの、たっぷりあたしの血を吸った言葉を、吐いた。

「黙れ」

　セノンが、搾りだすような声で呻いた。

　必死に取りつくろっているけど、動揺しているのはあきらかだ。幼い子供は、自分が虐待されていることを認めない。当たり前だと思いこんでいた世界が崩れていくのを、誰もが納得しない。

　自分が可哀想だなんて、誰も思いしりたくない。

「根拠のない憶測でものを言うな」

　底冷えのする、ぎゅっと心臓を摑まれるような口調だ。でも、殺気のこもったその声は、彼の恐怖の裏返し。あたしはたっぷり間をとってから、静かに。

「何の証拠もないたわごとだと、ほんとに思う？」

「…………」

　セノンは黙りこんでしまった。単純な、良い子。もちろん、あいちゃんが証拠なんて残してるわけがないから、ほとんどは推測だ。そうとしか思えない、というだけで──ぜんぶ、あたしの妄想かもしれない。おおむね正解だったとしても、あたしの知らない事実が、経緯があるのかもしれないし。

　でも今は、それは重要なことじゃない。

　彼らに真実をつきつけても、反発されるだけだってわかってる。でも、怒らせて、正常な判断力を奪うのは──必要なことだ。

　孤立無援で、武器も服も奪われたあたしが勝利するためには。

　戦うしかない。牙きばみたいな言葉で。尖らせた爪のような心で。

「ね、あんたを苦しめてたのはあいちゃんなんだよ──そんな酷いやつの役に立つためにがんばるのは、馬鹿らしいと思わない？」

　あえて挑発的な言葉を選んで、あたしは身体を隠していた膝を開いた。性器を露出させ、我ながらアホみたいな姿勢になったけど、まぁいい。うぶな子にはわかりやすいほうがいいだろう、ずっと全裸で羞恥心もなくなってる。

「お願い、あいちゃんを裏切って、あたしを助けて──そしたら、良いことしてあげる。たくさん気持ちよくしてあげる。ね、いいでしょ……」

　舌でくちびるをなぞって、誘惑する。

「あなたも、見ているだけじゃ不満じゃないの──そうね、あのシオンってやつは忠誠心でガチガチみたいだから、あんただけでもいいわ。あたしの味方になって。いっしょに悪者を、あいちゃんを退治しましょう？　どうせこんな犯罪、見過ごされるわけがない、あいちゃんはすぐに破滅よ」

「…………」

　セノンは揺れている。ほんとに、他人の言葉を素直に呑みこむ子だ。もちろん、こんな言葉なんかで簡単に彼が裏切るとは思わない。そうなれば万々歳だけど、そこまで甘くないだろう。

　そう思ったのだけど、セノンは口元に手を当て、何か考えこんでいる。あいちゃんのこと、彼もすこしは疑っていたのかも。あるいは、何か思い当たることがあったのか。

　あたしは手応えを感じて、彼に考える余裕を与えないために。

「とりあえず、悩むのは後回しにしてさ──」

　足で、彼を自分のもとに引き寄せる。注意が逸れていたセノンはふらつき、体重が軽いのでかんたんにあたしのほうに倒れこむ。彼の長めの髪の毛が、あたしの肌に触れる。びくっとして、セノンは身を竦ませる。

　肌と、彼の柔らかな和服が触れあう──互いの吐息が、絡まるようだった。

「ね、あんた童貞でしょ？」

　耳元で囁いてやると、セノンは面白いぐらいに全身をびくんと痙攣させた。

「あたしが捨てさせてあげる、あんたのおちんちんの処女膜──だから、お願い、あたしの味方になって。たくさん、あたしのなかでシコシコしてあげる、おしっこにしか使ったことないあんたの童貞ちんこ。だから、ね。あたしを助けて……」

「淫乱め──」

　あえて恥ずかしい台詞せりふを選んでいるあたしに、セノンが幼い憤りを見せる。でも、その股間は膨れている。それを確認し、あたしはにんまり笑った。

　照準は定めた、あとは引き金を引くだけ。

　あたしにはまだ武器がある。

「そうだよ、あたしは──いやらしいやつだよ」

　セノンの片目にくちづける。それが合図だった。思考能力を失ったみたいに、セノンがとりあえずあたしを抱くことに決めたのか、必死に服をずらして可愛らしい性器を露出させる。びんびんに怒張している。やっぱり我慢してたんだなあ──。

　それを、いきなり挿入してきた。

「あんっ♪」

　何か楽しくなってきて、ほんのわずか、あたしも苦しいこと痛いことを忘れた。過去も未来も。愛じゃない、スポーツのような快感。

「あ、あっ──じょうず、気持ちいいよ」

　正常位でひたすら、安直に腰をふってくるセノンの行為が、ほんとに何だか快感で。少し堪能してから、あたしは足を彼の背中に絡めた。

　さてと。

　これ、バレなきゃいいけど……。
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　その晩のことである。

　疲労その他もろもろで頭があやふやで、日付の感覚はないけれど、たぶんこれで一週間目ほどだろうか。最初にあたしの身体が摂取させられた、妊娠するための薬とやらが気になっている。

　あたしは本来、まだ赤ちゃんができない年齢で──だけど、現代ではそもそも子供をつくる機能のない男同士でも次代に命を繫ぐためのシステムが、完備されている。種族保存の本能は何よりも強いから、そっち方面の技術は長い時間をかけて洗練されているはず。

　あと何日すれば、あたしのお腹のなかに、新しい生命が宿るのだろうか。すでに着床していて、猛烈な勢いで肥え太っているところだろうか。細胞分裂を繰りかえし、おぞましく人間のかたちを得ていくあたしの子供──。

　嫌な夢を何度も見て、夜中に目が醒める。室内とあたしの身体はナノマシン（正確には、視認できるほどのおおきさの機械群）が洗浄し、昼間の情事の残り香のひとつもない。

　それこそ、悪夢みたいに、現実感がなかった。

　手錠と肌が擦りきれて痛いが、すでにこれが解錠されていると知られてはまずいから、何も言えない。シオンは昼に弟（セノン）に叱られたうえ、あたしがなかなか妊娠しないのであいちゃんからも小言をもらったのか苛立っていて、あたしを何度も嬲なぶった。

　あいちゃんはすべてが終わったあと、いかにも忙しい仕事の隙間に時間をつくって会いにきたのだという顔で、あたしの部屋にきて、治療し──抱きしめてくれる。優しい。哀しいぐらいに、あいちゃんは甘えさせてくれる。

　それは、もちろんあたしを愛してるからじゃなくて。

　自分の目的に必要な道具、だからだと──逆に思いしらされるみたいで。

　あいちゃん。

　どうせなら、昔みたいに、あたしが子供だったころみたいに優しくしないで。ほんとに悪人らしく、あたしを蹂じゅう躙りんしてくれたら、こんな気持ちにならなかったのに。酷いことをされてるのに、あいちゃんに触れられると嬉しいと思ってしまう、あたしの心をそんなふうに弄ぶぐらいなら、抱きしめてほしくなんてなかった。

『泣くなというのに』

　不意に、お腹にくすぐったさ。見ると、のばら様の指があたしのうえで、偉そうにしている。その指先が肌をまさぐり、言葉を紡ぐ。

　それを解読するのにも、だいぶ慣れてきた。

　気がついたら泣きじゃくっていた、あたしの頰で、まるで涙を拭おうとするみたいに動いて──らしくないと思ったのか、ふと離れると。

　お母さんの指は、いつもどおりに傲慢に。

『涙は赤ん坊と幼児の特権、泣けば優しい親が助けてくれる、無条件の信用と努力の放棄の証なのだ。親のいないおまえには、涙を零す体力ももったいないぞ』

「親は、いるもん」

『逢のことか？　それとも、わたしか？』

　あきらかに慰めてるのではなく、嘲笑うようだ。優しくないお母さんだ。

『わたしが親なものか、何ひとつおまえに与えなかった──遺伝子と、地獄のような未来の他は。わたしを親と思うなら、他にももっとましなやつはいる』

「お母さん、助けて……」

　あたしは泣くのをやめない。ほんとは、ずっと頼りたかった、甘えたかった──でも、あなたたちはそばにいなかった。

　溜まりに溜まったあたしの弱さが、塩辛いつぶになって、あたしの頰を流れる。

　のばら様は、呆れたのか何なのか、しばし硬直してから。

『情けに縋るな、強くなれ、おちば──～、～』

　あたしのお腹のうえを、ぐねぐねと、乱れて。

『おまえはまだ十四歳だったのだ……』

　思いだしたように、そんな言葉を紡ぐ。あたしも、その言葉で自覚する。

　あたしはまだ子供で、でも何でも自分でやらなくちゃって、その前提から無理があった。できるかぎりのことはしたけど、いまだ泥沼から抜けだせずにいる。

　誰かに、助けてほしかった。できれば、お母さんに。

　あたしの心も、何もかも、とっくに限界だった。

『ひとつ、教えておくことがある』

　のばら様は少し迷うように動いてから、丁寧にそんな言葉を並べる。あたしが「？」と戸惑うと、彼女は面倒くさそうに。

『わたしも、手をこまねいて見ていただけではない──あれこれ、調べているのだ。無論、この身体では限界があるが』

　指先ひとつでできることは少ないけど、皆無じゃない。

　お母さんは、やられっぱなしのひとじゃない。

『わたしにも確信はなかったけれど、おまえへの態度を見ていてわかった──まだ、確かめる必要はあるけど。いいか、落ちついて聞くのだ。今さらかとも思うが……』

　のばら様には珍しく、もったいぶって。

『おまえを監禁・陵辱している坂本逢はおまえの親ではない』

　一瞬、意味がわからなかった。

　しばし考えて、親の資格がない、みたいな意味かと思って──ふと、もっと嫌な可能性が脳裏をよぎった。

　まさか。

『おまえの前に姿を見せた、坂本逢は偽物だ。上っ面を似せて、演技をして、でも正体を見抜かれるのを恐れておまえの前にあまり多く姿を見せない。おまえにとっては、どこの誰ともわからぬ馬の骨だ』

「噓……」

　あたしは首をふって、拒絶する。

　前提が崩れてしまう。

　あまりにも大胆で、だけど甘美な可能性──あたしにとっては、悪魔の誘いに等しい、その言葉。頷いてしまいたくなる、だけど都合がよすぎて、抵抗感がある。

　あたしに酷いことをした、あいちゃんは偽物で。

　本物は、あたしを愛してくれているから、こんなことはしない──。

『あいつが坂本逢だと、断言できるか？　親子だからわかる？　ならばこの世にＤＮＡ鑑定も探偵も必要ない──何年、会ってなかった？　実の親ですらないのに、ほんのちょっと幼いころ一緒にすごしただけなのに、一目で同一人物だとわかるのか？』

　最も演じるのが難しいのは特徴のない一般人、とされている。

　わかりやすい、記号的なキャラクターがあるならば、それは再現しやすい。毒林りん檎ごを囓って死ぬお姫さまは白雪姫だし、バルコニーであなたはどうしてロミオなのと問いかければジュリエットだ。

　派手な見た目、言動、サボテンに乗って家の前に押しかけ──あたしを一方的にさらっていく。そんな馬鹿げた行動をするひとは、あいちゃん以外にいない。確固とした個性、奇行とすら思えるそのひと特有の記号を、まとめて揃えれば。

　あいちゃんは、再現しやすい人格ではある。

　もちろん、そんな派手な部分だけではない、あいちゃんの人間的な深み──ちょっとした癖や、考えかたの方向性。それは、長く会話していれば必ず看破できる。だけど、あたしはこの屋敷であいちゃんと、ほんの少ししか触れあっていない。

　優しく抱きしめられ、傷を癒され、でもそれだけだ。

　会話には応じてくれない、あんなにお喋りで、自信家で、あたしのことを放っておかない人間好きのあいちゃんが。

　違和感が強くなる。

　肌を褐色にして、おでこに化粧ほくろをつけて、飛んだ言動を──あいちゃんらしい仕草を繰りかえして、毎回、彼があたしの前でそんなパフォーマンスをしていたとしたら。あたしの親への深愛を利用して、自分に協力させようと、少なくとも自殺をはかったりしない程度に、あたしの心を落ちつけるために。

　あいちゃん、という立場を──どこかの誰かが、利用している？

「で、でも」

　あたしは頭がふらふらするのを感じながら、つぶやいた。

「シオンやセノンは？　あの子たちは、あいちゃんとずっと暮らしてる──親として慕ってる、演技なんかじゃごまかされない」

『あやつらが研究所から救出されたときにはもう、入れかわっていたとしたら？』

　のばら様は億劫そうに、あたしの甘えた推論を潰す。

『そもそも、逢のやつが女性を再生産するために研究所をつくったりするものか。あやつは女性の面倒くささというものを思いしっているのだ、わたしが言うのも何だが。それに、逢ならもっと上手にやる。成果もなく失敗し、けれど未練たらしく失敗作どもを引き取ったりなどせぬ。おちば、逢のやつを馬鹿にするなよ』

「…………」

　くしゃ、と顔が歪んだのが、自分でもわかった。

　あいちゃん──。

「じゃあ、あのひとは誰なの？　あいちゃんの顔をしているひとは？」

　問いかけて、のばら様の言葉を信じかけている自分に気づいた。そうあってほしいという、願望に近いその推論に、魅了されている。

　そして、不意に怖くなった。

　ぜんぶ幻覚なんじゃないか──これは、限界に至ったあたしが見ている幸せな夢で、現実はちがっていて、あたしはとっくに精神の均衡を崩していて……。
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『しゃんとせぬか、アホめ』

　ぱっちん☆

　とのばら様がその身体でできる最大の攻撃、指ぱっちんをして、あたしを正気に戻した。呆れきった様子で、あたしのおでこの上に踏ん反りかえると。

『呑気に錯乱しとる場合か、おまえはわたしとふたりぼっち──この世界に頼れる同胞のいない、珍獣。死ぬ気で生きんと死ぬぞ、おちば』

「何で、あたしばっかり……」

　あたしは、ついに泣き言を漏らした。我慢して、戦いつづけて、もうだいぶ──くたびれていた。疲れきっていた、もう嫌だった。

　女に生まれただけで。

　あたししか、いないってだけで。

　こんなふうに、物語の主人公じみた、過酷な運命なんて遠慮したい代物に──人生を踏みにじられるのはもうたくさんだった。当たり散らしたかった、せめて文句を言いたかった。あたしをこの世に産み落とした、この世界でいちばんの女性に。

「あたしは、お母さんとはちがう。もう無理だよ、ぐずっ、限界だよ──あたしは、のばら様みたいになれない。枯れて、踏みにじられる、おちばだよ。くすんだ、つまんない、おちばだよ。お母さんがそんなふうに生んだんだ……！」

『自分の名前が、嫌いか？』

　のばら様が、ぎこちなく指先で言葉を紡いだ。

　何だか哀しそうで、あたしは動揺する。

『おまえの名前は、祈りだ。わたしからの、精一杯の愛情だ。派手なばかりの薔薇よりも、この世界の肥やしになる落ち葉になってほしかった』

　独り言のように。

　彼女は、あたしの肌に書き記していく。

　とろけて消えてしまう、母娘の触れあい、あたしにしか感知できない透明であったかい文字列。そこには、奇妙にねじくれた事実が含まれていた。

『おまえは、わたしの三人の兄が、わたしという神々しくも超偉い人類の超財産を手にいれ、利用して権力構造をつくりあげたと思ってるかもしれないが。それも一面の事実ではあるのだが、正確ではない』

　相変わらず自己評価がすごい高いなぁ。

　まぁ、間違っちゃいないんだけど……。

『兄たちが活動を開始する前から、この国には深く根を張った権力構造が存在していた。政界、財界、外交界、すべてに波及した影響力──それを牛耳っていたのは、三兄弟の父親だった』

　そういえば、あたしはのばら様の親の世代を知らない。

　兄妹ということは、三兄妹とのばら様を生んだ『父親』がいるはずなのだ。

『兄たちは、そんな父親の道具だった。いつか精神だけを移植し、老化という宿命から逃れるための、不老不死という権力者の誰もが望む夢を叶えるための、クローン人間──長男、坂本逢。無限に再生する臓器と血液、万が一のときのための移植用の倉庫としてつくられた──次男、坂本緒礼。人工的につくられた天才、知能指数と脳容量を限界まで拡張され、コンピュータとの直接結合までされた三男、坂本綿志』

　全員が、父親の道具だった。のばら様はそう語った。

『今となっては名前もわからない、全記録を抹消された父親──わたしも、ろくに顔を見たことはない。暗殺を恐れ、彼は誰もそばに近づけなかった。そして自分が利用できる手て駒ごまとして、研究所が生んだ成功作たちを息子としてそばにはべらせ、道具として利用した。三兄弟はいたぶられて育った、人間の尊厳を認められずに』

　研究所。シオンとセノンをつくったところ。

　ずっと昔から、それはあったのか──あるいはかつて、加エ工ル種フをつくった戦時中の施設を、買い取って使用していたのか。

『父は自分がすべてを得ることを望んだ。子供にそれを分け与えようとはしなかったし、子供たちのことを家族とは思っていなかった。利用するだけ利用して、いつ自分が寝首をかかれるかに怯え、敵のように憎み、遠ざけて傷つけて、使い潰そうとしていた』

　フランケンシュタイン・コンプレックス。またその言葉が頭のなかを流れる。世界一の権力者だって、自分の子供を思うがままにはできない。自分のつくったものでも、それが自我をもつかぎり、いつか牙を剝かれる可能性はある。

　だから遺伝子工学は衰退し、神は死んで、家族というシステムも現代ではほとんどが崩壊した。自分の幸せ。自分の、だけを──追い求めている、無味乾燥な現代で。

　このまま道具として終わることをよしとしなかった、三兄弟は。

『当然、そんな父親に反発した兄たちは、反逆を企てたのだ』

　のばら様が、いつものように堂々と、言った。

『そのために、兄たちがつくりあげた最終兵器──勝つための一手が、わたしという二千年ぶりの女性、坂本のばら様なのだ』

　その事実を、のばら様は自嘲することもなく、当たり前のように語った。

　同情を誘うこともなく、もちろん共感も求めないで。

　兄たちのしたことを、世界の裏の裏で起きていた戦いのことを、そっと紡ぐ。

『女性という存在は文献には記録されていた、数々の物語にも登場していた──でもそれは、ファンタジーな存在だった。ドラゴンとか、悪魔とか、宇宙人みたいなものだ。でも、だからこそ価値があった。驚きがあった。驚きとは強い影響力だ。民衆のなかに波紋を呼ぶ健全な破壊力だ。それは隠れひそんでいた父にはなかったものだった』

　熾し烈れつな戦いが始まった、とのばら様は回想する。

『意固地で、もはや時代遅れになりかけていた、多くの怨みをも買っていた父は徐々に三兄弟に追いつめられ始めた。地位を失い、権力を奪われ、友は去り、世界の隅っこに追いやられた。兄弟は勝利したのだ、父という暴君に。わたしという世界最強の妹様を武器に、全人類を味方につけて、だ』

　それは、まだあたしが生まれていないころの物語。

　のばら様の、英雄譚たん。

　この世界が、最初からこのかたちだったなんて、あたしたちはいつも錯覚してしまうけど──そんなわけがない。そこには、歴史がある。血まみれで、醜悪で、目を背けたくなるような事実の連続が。

　でも、のばら様たちはそれを勝ち抜いてきたのだ。

　多くの犠牲を乗りこえて。

『だが、血の繫がった家族なのだからと──すべてを失った父親の、命までは奪わなかったのが、兄たちの失策だった。甘すぎた、愚かですらあった。慢心していたのだ、愚図どもめ。父は虎こ視し眈たん々たんと復讐の機会を狙っていた。名を捨て、顔を変え、金を稼いで……』

　家族なのに、とは言うまい。血の繫がったものたちだからこそ、遠慮のない、骨肉の争いになる。閉鎖的で、非生産的な、泥沼に。

『父は三兄弟を生んだときと同様に、自分の手駒をつくろうとした。だが、すでに権力者ではない父には限界があって、シオンやセノンのようなものたちをわずかに生産できただけだ──研究所は兄たちに見つかり、父は再び路頭に迷った』

　のばら様は、侮蔑するように。

『シオンたちを見るかぎり、どうやら女性をつくろうとしたようだな。わたしという、兄たちの最大の武器への対抗馬として。けれど、女性をつくる方法は兄たちの秘中の秘だ、本人たちですらどうやったのか、知っているのかどうか──』

　写真で見るかぎり、のばら様が産まれたのは偶発的な事故に思えた。

　驚き、慌てふためく坂本逢、緒礼、綿志……。

　けれど彼らはその奇跡的な事実を、武器にして、父を倒したのだ。

『おそらく、おまえに最初に投入された薬品によって、体内は常にモニタリングされている──女性の身体、という貴重なサンプルは調べ尽くされ、その妊娠から出産までのメカニズムは解析されるだろう。女性という存在のすべてが把握できれば、大量生産だって夢ではない。女性は兄たちによって神性を与えられ、敬愛され、敬われている、大人気の偶像だ。父はおそらくそんな連中に女性を供給するビジネスを目論んでいると思うのだ』

　血の繫がった肉親も、やはり商売道具にしか思えないのか。

　ならば、それは──あいちゃんじゃない。のばら様が語ったことが噓で、今こうしてあたしを弄んでいるのがあいちゃん本人だったとしても。

　それは、あたしがむかし、好きだったあいちゃんじゃない。

　ひとの皮をかぶった、金と権力の亡者──化け物だ。

『おそらく、ほんとうの逢はすでに生きてはおるまい』

　のばら様の言葉が、あたしの胸に飛びこんでくる。間違えて口にして呑みこんじゃった、消化できない、尖った異物。ちくちくと、身体の内側を刺す。

『だからこそ、父はおおっぴらに活動を始めたのだ。もともと、逢は父の影武者──身代わり、クローンだった。入れかわるのは難しいことではない。逢の勢力基盤を乗っ取り、父は自分がかつて築きあげた帝国を再び取り戻そうとしている』

　あいちゃんが、死んだ──。

　あんなに派手好きで、他人が大好きだったひとが、人知れず独りぼっちで。

　それが事実なら、哀しかった。

　比べものがないぐらいに。

『わたしは死の淵ふちにいる、おまえが最後の一匹だ、女性という珍獣の──父は、けして手放さない。逃れるのは容易ではないが、逢を殺した時代遅れの老害には、不幸になってもらわねばわたしの気が済まない』

　何て自分本位なひとなんだ。死にかけてるとは信じられない。

『おちば、わたしの娘──戦え、負けるな。幸せになれ』

　最後にぽつりと付け加えられた、彼女らしくない一言に。

　わたしは、確かめるみたいに。

「お母さん、ひとつ聞いていい？」

『何なのだ』

「あいちゃんのこと、愛してた？」

　何でそんなことを尋ねたのか、わからない。でも、そこに愛があったなら──彼らが親への反逆を企てることになったように、冷たい利害関係しかなかったなら。

　そんなことのために協力するのは、死んでも御免だった。

　珍獣にだって誇りがある。自分の生きかたを選ぶ権利がなくても、この命をどう使うかはあたしの心で決めたい。

　だから。

『わからない』

　のばら様は、寂しそうに。

『大好きだった、家族だった──だけど、わたしたちは血まみれだった。わたしは兵器で、戦争の道具で、そこに愛情があったなどと言うのは欺瞞だ、ちがうのだ』

　幼い子供みたいに。

『だから、おまえは誰かを愛し、愛されるようになって欲しかったのだけど……』

　お母さん。

　あたしのことを後悔しないで。

　まだ、あたしの人生はこれからだから。
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　翌朝である。

　勝負の日だ、とあたしは決めた。

　のばら様の語ったことが本当かどうかはわからない──あの指が、のばら様本人なのかも、確証はない。縋れるものは、己の直感と、考察。そしてやるべきことは、あたしの人生に道筋をつけるための、迷子になったとき、とりあえず目指すような目印。

　あたしは、確かめる。

　思えばその一点、大前提さえ崩れてしまえば、あたしのこの屋敷での戦いはすべてが徒労と化す。理解しようとしてきた、むかし、あいちゃんが好きだったから。この地獄のような日々こそが、あたしの生まれてきた価値かもしれないって。

　でも、彼がもしものばら様の言うとおりに、別人なら。

　あるいは──。

「実にめでたい！」

　あいちゃん、もしくはそれに擬態した何者かは、昼前に姿を見せた。相変わらず豪勢で、肌触りのよさそうな仕事着。石油王みたいな、アジアンで染みひとつもない褐色の肌。記憶のなかのあいちゃんと、その姿に不一致はない、と思う。

　でも人間は、かんたんな手品すら見抜けない。

　三つの点を並べれば、それを『顔』と認識する、あやふやで適当なこの五感。

　それを信頼するわけにはいかない──ならば、何をもってあたしの道しるべとするべきだろうか？

「忙しいなか暇を見つけて駆けつけてよかったよ！　シオンたちが伝えてくれたけれど、自分の目で見るまでは信じられなかった。けれど、おお──触れてもいいかね？　素晴らしい！　私の初孫、ということになるのかな!?」

　あいちゃんが満面の笑みで、両手を広げて歩み寄ってくる。

　ベッドの上のあたしは、お腹がぽっこりと膨れている。だから、動きやすいゆったりとした服を着ている。今朝、この姿を見たシオンは激しく動揺したものだ。

　冗談ぽく、あなたの子よ、と言ってみたら。

　なぜかポロポロと涙を零して、これで旦那さまのお役に立てた、とうっかりこれまでの彼のした行為をゆるしそうになるほど、無邪気に泣き笑いをしていた。

　あたしの体内は彼らにモニタリングされていて、昨日から今日までのうちに爪が何ミリ伸びたかまで把握されている。当然、あたしが妊娠したのは間違いない事実だと、彼らは理解したはずだ。

　あいちゃんを呼んで、と告げると──言われなくても、という具合にこうして呼んでくれた。もし、あたしのお腹のなかにいるのが女の子なら、ひとまず任務完了。みんなお疲れさま、打ちあげパーティだよ☆無論、そんなお楽しみはさせてあげないけど。

　これは、あたしの最後の手段。

　たったいちどの、死中に活を見いだすための、切り札。

　あいちゃんの目的はこの世界にのばら様、あたしにつづく第三の女性を生みだし──そのシステムを、プロセスを解析して把握し、技術として会得することだ。

　見事、子供を孕んだあたしは彼にとって使える道具だし、会いたい、なんて健気な願いを無下に断るのは、あいちゃんのキャラクターじゃない。

　彼が本物であれ偽物であれ、祝福のために訪れる。

　読みは、当たった。

　あいちゃんは、ひとりの女の子を監禁して陵辱して、妊娠させたことに罪悪感もないみたいに──自分の土地から石油がでた、みたいな嬉しそうな表情だ。

　あたしは薬とかで頭がぼやけてるふりをして、じっくりと彼の表情を観察する。さぁ、開廷だ。これは、あたしが裁判長の、あたしが法律の、略式裁判。

　死刑か無罪か、決めるのよ。

「君はまだ出産に耐えられる身体ではないし、たぶん帝王切開で取りだすことになると思うよ。普通より胎内に子供がいる期間が短くなるし、お腹も急激に膨れるから、たくさん栄養をとるんだよ。お相撲さんと同じぐらい食べたほうがいい」

　あいちゃんは優しく、あたしの頭を撫でる。良くやったぞ、というように。

　あたしは、とろとろと表情を崩して。

「えへへ」

　気がゆるみそうになるのを、よだれが垂れそうになるのを、そっと堪える。もう、何もかもがどうでもいい、幸せによく似た絶望感──もう、いい。疲れた。このまま流されて、あいちゃんの繁殖馬として、生涯を終えてもいい。優しくしてもらえる……。

　そんな甘えを、舌を嚙んで堪える。

　この世に、たったふたり──珍獣として生まれた、あたしたち。

　お母さんが、幸福だったのかはわからない。少なくとも、あたしはお母さんみたいに生きられないし、その放ほう埒らつで派手な人生を羨ましいとは思わない。

　けれど動物園の檻のなかで、飼い殺しにされるたぐいの幸福も、望まない。あたしは、誇り高い百獣の王の娘、人間の女王の子供──世界で二番目の、女だ。

　この世界はあたしたちにかぎりなく厳しいけど、だからこそ。

「お父さん、お父さぁん……♪」

　あたしは馬鹿みたいに、近くにいるあいちゃんの腕に抱きついた。あいちゃんは今後の予定だの自分の政治理念だのを語っていたが、ぎょっとする。

　あたしが、壊れたと思ったのか。

　監禁と辱め、その悪夢に、あたしが潰されたと。

　その程度の、弱い、子供だと……。

「可哀想にな」

　あいちゃんは他人事のように、つぶやいて。

「大丈夫、すべて私に任せなさい──君を決して、不幸にはしない。誰にも顧みられない孤独な生活はもう終わりだ、君は全世界の宝物になるんだ」

　そう、あたしは宝物。権力の象徴、道具。あいちゃんの、アイテム。あたしの膨らんだお腹は、この身体は、値札をつけられ博覧されるたぐいの代物になった。

　だから、自我などあるべきではない。

　あたしのこの状態は、あいちゃんにとって、望ましいものなの？

「お父さん──」

　ちいさな声をあげて、擦り寄る。両手首を鎖で繫がれ、手錠で固定されたまま。寝台に腰かけたあいちゃんに、身体を寄せる。くちびるが、あいちゃんの広い背中にくっつく。ちゅ、ちゅ、と小鳥が親に餌を求めるように、ついばんだ。

「ん？　どうした、おちばちゃん──ずいぶん甘えん坊さんじゃないか」

　冗談めかして、あいちゃんが嬉しそうに笑った。

　その笑顔が遠い。

　あいちゃんは、たしかに人情に薄いひとだった、目的のためには手段を選ばない……。でも、あたしの心を誤解したりしなかった。ずるいぐらいに、こちらの気持ちを見透かして、弄んでくれるひとだった。

　そんな、あいちゃんが好きだった。

「お父さん」

　さぁ、確かめよう。

　目の前にいるこのひとが、あたしの初恋のひとから、どのように変貌しているのか。

　どのぐらい汚れているのか、あるいは偽物に成り代わっているのか──。

　あんたの値札についてる数字は、いくつ？

「セックスして」

　彼の耳元で、吐息とともに告げた。首筋に、あたしは顎をのせて。身体を密着させたまま。あいちゃんの体温が、わずかに上昇した気がした。

「おいおい」

　あいちゃんは、硬直したまま。

「何を言ってるんだ、私と君は父娘だぞ？」

　だからこそ、彼はシオンにすべてを任せ、あたしの陵辱に参加しなかった。だから、そこが境界線。あなたが引いた、物差しの幅。

　もしも彼が、のばら様の言うように──演技をしているだけの、偽物ならば。あいちゃん本人を、殺したいほど憎んでいる、あたしのお祖じ父いちゃんなら。

　この言葉を告げたら、どうだろうか。

「あいちゃんが、好き──ずっと好きだったの、子供のころから」

　それは、たぶん本当のことで。

　だからこそ、重く響いた。

「あいちゃんの子供だと思いたい。だからあいちゃんにも、してほしいの──お腹のなかの、できかけの赤ちゃんを、あいちゃんの遺伝子で染めてほしいの。だからお願い、あたしに精液をたくさん恵んで、お父さぁん──」

　瞬間だった。

　視点が回転する。頭が、全身がベッドにふんわりと押し倒される。あいちゃんが、こちらを無表情の、獣みたいな双眸で見据えている。身体にまとっていたＣＧの服がブレイクして、下着だけになる。ぷっくり膨らんでいるお腹が、恥ずかしい。

　身をよじって恥じると、あいちゃんはそんなあたしの顔を無理やり自分に寄せて、くちびるを奪った。脳の奥まで、痺れそうなキス。舌が、ぬるぬると歯の表面をなぞって、血の味に似て、呑みこんだ涙みたいだった。

　ちからが抜けて、あたしは生理的な涙を浮かべると、あいちゃんを見あげる。

　あいちゃんは無言のまま、逆光で顔が見えない。

「わかった」

　最後の、優しい言葉。

「君は、私が幸せにしてあげる」

　おまえは、噓つきだ。





♀　♂　♀






　これは試験だ。

　身体を張った、危険で、でも必要なことだ。あたしは囚われて、自由を奪われている。慈悲で、生かされている。だけど、そんなあたしが未来を決める。見定め、確かめて、判決をくだす。

　実の娘を犯したいと思う親がいるわけがなかった。

　生物学的にも不合理で、他人と交わる遺伝的多様性を獲得することが生殖の最大の目的ならば、性交をしようとした瞬間、彼はあたしを『他人』と見たということ。

　縁を切ったのは、選んだのはそっちだ。

　彼の怒張した男性器が、下着をむしりとられ、露出したあたしの膣口にぴたりと押し当てられる。銃口を突きつけるみたいに。ゆっくりと、それが侵入し──。

　刹那だ。

　あたしは手錠を外した。あっという間に。すべての男性が無防備になる、この瞬間を狙って。目標を失い、あいちゃんが前のめりになる。その背後に素早く廻まわって、彼の陰いん囊のうを思いっきり蹴り飛ばした。

　ぐちゃあ、と潰れる音。名状しがたい悲鳴をあげて、あいちゃんが悶える。あたしは先ほどまであたしを繫いでいた鎖を、何度も頭のなかでシミュレーションした通りにじゃらりと操り、あいちゃんの首に絡ませる。

　そして背負い投げの姿勢で、思いっきり引っぱった。

「ぐっ、が」

　あいちゃんが藻も搔がくが、どうにもならない。あたしは顔を真っ赤にして、お腹の重たさを苦にしながら、懸命にちからをこめる。

「がああ──」

　動物じみた、あいちゃんの金切り声。彼が何と言おうとしたのか、絞殺されている最中なので、判断はできなかった。でも、あいちゃんなら、死ぬときもエレガントなはずだ。

　娘を犯そうとして抵抗され、挙げ句に殺されるような間抜けじゃない。

　涙が流れた。

「『誰の子供でもいい、おまえの子供を、私は家族として愛そう』──それが、模範解答だったわ」

　自分の声が、思いの外に冷えていた。

　十四歳になったあたしは、お父さんのかたちをしたものの、息の根をとめる。

「さよなら」

　振りまわされていたあいちゃんの手足が、ぱたりと落ちた。抵抗が弱まり、その身体がぐっと重たくなる。死んだ。

「…………」

　あたしは前時代にあったという残虐な刑罰、絞首刑の項目を思いだし、どんな人間でも確実に死ぬと判断される時間をきっちりと待った。

　ちからをぬき、鎖から手を放す。変なところにちからが入っていたのだろう、身体の節々が変に痛い。腰が抜けそうになったが、おおきく深呼吸して──。

　目元を拭った。

　赤黒く鬱うっ血けつした顔の、お父さんみたいなものを、一瞥して。

　ふしぎと心には、徒労感だけがあって。

「帰ろう」

　つぶやくと、あたしはベッドシーツを身体に巻きつける。まだＣＧ服へのアクセス権限は、死んだあいちゃんにあるんだろう。着替えることもできない。放り捨てられた赤ん坊みたいに、身体を布で包み、部屋からでようとして。

「旦那さま？」

　声がした。

　シオンだ。

　あたしに対するときとは別人みたいな、媚こびているような、甘やかな声。

「あの、予定のお時間ですけど。その、如何いかがだったでしょうか……。わ、わたくし、がんばりましたでしょ。だから、その、ご褒美を──」

　どうする？

　あいちゃんの声真似をしてごまかす、なんて無理だ、おとなの男と十四歳の女の子じゃあ。今のあたしは裸一貫、ＳＡＳの道具もない。武器になるものすらないし、お腹は膨らんでるし、シオンひとりを突破できるかどうかも怪しい。

　周囲を見回し、せめて棍こん棒ぼうみたいなものはないかと探したが、仮にもここは監禁場所だ──あるわけがない。

「旦那さま？」

　怯えたような声と同時に、扉が開いていく。

　覚悟を決めるしかない。

　この身体は思いの外に動きにくく、バランスも乱れがちだが、やるしかない。

「ふあ!?」

　扉を思いっきり引っぱると、油断していたらしいシオンが前のめりに倒れこんできた。家政婦姿の彼は、可愛らしく全身を床にぶつけ、目を白黒させている。

　そんな彼の背中を「仕返し！」と踏みつけて、おまけに彼が引きずってきた医療品などが並んだカートをぶっ倒し、その身体の上に落としてやる。

「ぎゃん!?」

　悲鳴をあげ、シオンがすぐに室内の様子を見てとった──絶叫があがる。よし、シオンが動揺しているうちに……。

　廊下を走って、逃げようとして。玄関は──。

　ぞくりと、背中が粟あわ立だった。

「逃がしませんわ……!!」

　身をかわすと、遅れて獰猛な勢いで刃があたしのいた場所を通過した。振り向いて見ると、息を荒らげて追いかけてきたシオンが、片手に見覚えのある刃物──日本刀を握りしめている。

　セノンの持っていたものだ。

　あたしの頭のなかで計算が働く。セノンの愛用の、というか彼以外は使わないような骨こっ董とう品を、シオンが手にしている。つまり、あたしの仕掛けておいたもうひとつの作戦が、実を結んだのかもしれない。

　ナイスタイミング！

　希望が湧いてきたが、今この瞬間を生き延びる必要がある。幸い、シオンはセノンとちがって家事全般が役目の──。

「よくも、よくも旦那さまを!!」

　そう思ったが、甘くもない。シオンはあきらかに錯乱し、常軌を逸した勢いで刀を振るってきた。床が抉れ、並んだ彫刻などがまとめて吹っ飛び、炸さく裂れつする。かすった刃があたしの肌を浅く切り裂き、血が零れる。

　まだ、あたしから奪おうっていうのか。

　こっちも必死だが、相手は後先考えずにこちらを殺しにきている。手足ぐらい簡単に切り落とされるだろう、あとで治療すればいいとかで──。こけつまろびつ、一秒ごとに死神の足音を近くに聞きながら、シオンの復讐の刃をかいくぐっていると。

　福音が、鳴り響いた。

「ちぃ先輩」

　懐かしい、その呼び名。

　聞いた瞬間に、あたしは敬けい虔けんな信徒になる。

　神様なんていないかもしれないけど、この世に奇跡はある。信じて、努力して、死に物狂いで摑みとろうとしたものに、恩おん寵ちょうは与えられる。

　あぁ、もう大丈夫だ。

　声の方向を、見た──同時に、あたしの髪の毛が真上に跳ねあがった。すぐ横を、ものすごい勢いで誰かが通過したのだ。

　濃い、蜜色の旋風が。

　慌ててそちらを見たのと、シオンが「貴様！」と刃を構えるのは同時だった。

　その正面、あたしの視線の先で、可愛らしいメイド服姿の加エ工ル種フが──ソプラノが、きょとんと小首を傾げたのも。

　彼に、届いたのだ。

　あたしがセノンに犯されながら、彼の背中に爪で刻みこんだメッセージ──セノンを捕獲するなどして、それをソプラノたちは入手した。あいちゃんは用心深いが、その部下たちまではそうではない。

　ＳＡＳの上司などが本気で調べれば、あいちゃん本人ではなくその威を借りただけの偽物程度の、使い捨ての消耗品扱いの部下ひとりの居場所ぐらいには、もう辿りつけるのではないかと思っていた。

　買いだしや、ソプラノたちの動向の調査などで、セノンが外出する可能性に賭かけた。見事、彼は捕らえられ、そこに刻んだあたしのメッセージは解読された。

　そして、彼らはあたしの居場所を特定し、助けにきてくれたのだ。

　抜群の、御伽噺みたいなタイミングで。

　長い耳をぴくんぴくんと揺らして、ソプラノはいつもどおりの、呑気な口調。

「こんにち、は？」

　スカートをつまんで、上品にご挨拶。でもねソプラノ、今はそんなことしてる場合じゃないでしょ──シオンが馬鹿にされたと思ったのか、日本刀をきれいに構えて。

「貴様！　どこから侵入した──どうやってこの屋敷の場所を!?　いいえ、刻み殺してから屍体に聞いてあげますよ、全員全員全員、わたくしが皆殺しにしてやる!!」

　最愛のご主人さまを失って、シオンは間違いなく理性を失っている。

　説得して聞くような精神状態じゃない。

　倒すしかない。

「加エ工ル種フだか何だか知りませんが、過去の遺物の、ただ頑健に生まれついただけの野生の獣のくせに！　わたくしをセノンより弱いと思わないことですわ!!」

　シオンが、おおきく踏みこんだ。その動きは、あたしには視認しにくいほど素早い。

「死ねぇえ!!」

　得意満面に振るわれたシオンの日本刀が、見えない壁にぶつかったみたいに折れた。

　ぼきり、と。

　意味がわからなかった。

「………!?」

　シオンがびくっとして、跳び退った。その手には、半ばから折れた日本刀の残骸のみが残る。折れた先、残りの刃はソプラノの肩にすこしめりこみ、止まっている。ソプラノの身体に、研ぎ澄まされた日本刀が強度で負けて折れたのだ。

　たしかに、彼は訓練を受けていない──ただの、殺人鬼だ。

　でも、単純に生物として強いということは、あらゆる理屈を無視する。

「ちぃ先輩を、いじめました、です？」

　ソプラノは、代わりに──今の一瞬で、日本刀の半分だけでなく、もっと深刻なものをシオンから奪っていた。

　その手のひらに、赤い雫しずくを垂らした、布のようなものが握られている。

　それは、一瞬で引っぺがされた、シオンの顔面の生皮だった。

「ずるい……」

　彼にとっての愛の言葉を囁く、ソプラノ──その間近で、ようやく自分が顔を奪われたことに気づいたシオンが、激痛に絶叫をあげる。その手から日本刀が取り落とされ、甲高い音をたてて跳ねた。

　鮮血を零しながら、顔の筋肉を露出させ、シオンは床を転げまわっている。

　その阿あ鼻び叫きょう喚かんそのものの、悲鳴をＢＧＭにして、ソプラノはうっとりしている。その肩に刺さった刃をかるく引っこ抜くと、すたすた歩いてシオンのそばに近づいて。

「殺す、です？」

　再会の、いちばん最初の会話がこんなのかよ、とあたしは不満だったが。

「ううん、そこまでの罪じゃない──その子は利用されただけ。だから、殺さないで」

　偽善、ではない。事実だ、法律的な。強姦も監禁も死刑にはなるまい。本物のあいちゃんを殺した、偽物には、あたしが自分勝手な死刑を与えたけど。

　シオンとセノンは、もしかしたら、あたしだった。

　裁判所で、罪にみあった罰を受ければいい。

　まぁ、その前に激痛と出血でショック死しそうだけど……。

　知ったこっちゃない、疲れた。

「ソプラノ」

　立ちつくして呼びかけると、丹念に返り血を舌で舐めとっていたソプラノが（相変わらず変態だ）、しゅんと項垂れて。

「ごめんなさい、です──ちぃ先輩、助けにくるの、遅くなった、です。がんばって、探して。どこにも、いなくて……」

　駆け寄って、抱きしめてくれる。

　それだけで、あたしは生き延びてよかったと思えた。

「会いたかった、です」

　ちいさく囁かれるその、獣なりの愛の言葉に、あたしは酔いしれる。あいちゃん、むかし、あなたが好きだった。

　今は、この危ういところのある、可愛い恋人に首っ丈なの。

　だから、さよなら。

「う、うあ、ああ──」

　急に怖くなって、痛くなって、苦しくなって。

「あ、うう、うあああ……」

　喉を痙攣させて、あたしは泣きじゃくった。

　ソプラノが顔を寄せて、がんばって、あたしの涙を舐めとってくれる。

　くすぐったいよ。
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　どれだけ、そうしていただろう──。

　ソプラノの胸元に、へたりこんで顔を押しつけ、良い子良い子されていた、あたしは、顔をあげる。廊下の向こうから、誰かが近づいてくる。

　ひっく、としゃっくりがでた。

　ちがう、何だこれ──胃袋が痙攣し、お腹が凹んでいく。身体が軽くなり、同時に嘔吐感。うげぇ、と口元を押さえる。喉の奥から、何かが這いあがってくる。

　床に顔をつけ、吐いた。胃液のなか、異物がひとつ。

　女性の、指だ。

　のばら様だ。

　彼女はあたしの胎内に潜りこみ、あたしの身体をマッピングしていた機械を騙すほど精巧な、孕んでいるような状態をつくりあげた。あたしの妊娠は、そんなあたしとのばら様の一芝居。あたしは、まだ受精してはいなかった。

　そんな、あたしの協力者──のばら様の指が、とことこと蜘蛛のように生えた多脚を動かし、歩いていく。そして、廊下の曲がり角の奥から顔を見せた人物の身体を辿って、その一本だけ欠けた指に収まる。

　その人物の、指だったのだ。

　つまり──。

「のばら、さ、……え？」

　その名を呼ぼうとして、あたしは硬直する。

　姿を見せたのは、奇妙な人物だった。清潔そうな白衣をまとっている。女性なのか男性なのか、わかりにくい中性的な、影絵のような。頭部を、熊くまとロボットを合成したような、奇妙な覆面で隠している。

　知らない、ひと？

　のばら様、じゃない……？

　じゃあ、あの指が語った言葉は？　あたしが殺したあいちゃんは？　あたしにくれた母親としての言葉は？

　ぐるぐると混乱しながら、必死で呼吸を整えて。

　もしかしたら、最初から最後まで、あたしを弄んでいたこの人物に──。

「誰、ですか？」

　問うと、熊面の人物は困ったように、肩をすくめて。

「もう名乗ったでしょう」

　声もまた中性的で、だからこそ、女らしいのばら様とは別人としか思えなくて。

「私は、坂本のばら様──世界で、いちばんの女性。まぁ、実際にそうだったのは、ほんのちょっとですけど。のばら様でないときは、たいてい、坂本綿志と名乗っていましたよ」

　茶目っ気溢れる、子供番組の司会みたいな仕草で。

「こうして会うのは何年ぶりでしょうね、私の可愛い娘──おちばちゃん」

　坂本のばら様をつくりあげた三兄弟、その三男の名前を口にした誰かさんは、慇懃無礼に深々とお辞儀したのだった。
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　色彩が溢れかえっている。

　おもちゃ箱をひっくりかえしたみたいに。

　みんなの好きなもの、浮き浮きするもの、前向きで明るくて幸せなカラフル──誰もが着飾り、仮装し、踊って歌って酔っぱらう、今日は謝肉祭カーニバルだ。

　坂本逢、あるいはその偽物に監禁されていたおちば様は楽しみにしていたこのお祭りに、ほとんど参加できなかったけれど。無理を通して今日だけは、派手に色づけされた町のなかをソプラノとふたりで、笑顔で巡っている。

「ほわあ」

　変な声をあげて、ソプラノが物珍しげに周囲を見回している。

　その服装は白ロリというのか甘ロリというのか、御伽噺のお姫さまか、あるいはお人形さんみたい。薄桃色でひらひらフリフリ──髪の毛もきれいに梳くしけずられて、いくつもの造花で飾られている。編みあげ靴と絹の手袋。全体的に白っぽい服装が、その褐色の肌をよく引き立てている。

　長い耳をぴくんぴくんと揺らして、どんな物語のなかの少女たちよりも清らかに、無垢に、ソプラノは黒目がちの両目を輝かせている。

「にんげん、たくさん、です」

　他に言いようはないのだろうか。

　ともあれ、周囲は人波でごったがえしている。町の広さに反して人口がかなり減少傾向にある現代なので、このような大混雑になることは滅多にない。歩いていてふつうに肩がぶつかる人口密度で、世界中の人間がここに集まったみたいだ。

　各々が仮装しているので、基本どころのピエロやら着ぐるみやら、天使やら自由の女神やら、ブッダやらキリストやらゼウスやら、悪魔やら鬼やら妖怪やら、何がなんだかわからんものやら、ごっちゃごちゃでカオス。

　もちろん、派手に化粧をしているだけだったり、カツラや帽子をかぶってるだけのひともいる。普段着のひともいるけど、仮装してるひとのほうが圧倒的に多いので、空気に呑まれて慌てて売店でマントとか覆面とか買ってたり。

　だって、楽しんだもん勝ち。せっかくの非日常、合理的でない──だからこそ失っちゃいけない、ハレの日を、この混こん沌とんを、活力の爆発を満喫しなくちゃ。

「ふらふら、です……」

　人間が多くて疲れたのか、それとも興奮してるのか、ソプラノは右によろけ左に傾き危なっかしい。普段、学校と自宅の往復しかしていないので、人混みに慣れていないのだろう。それ以前も逃亡生活だったりで、あまり多くの人間に触れあう境遇ではなかったし。

　おちば様はそんなことを考えながら、はぐれないように、愛しい少女じみたこの加エ工ル種フの手を握りしめた。

　はなしちゃいけない、決して。

　もう二度と。

「迷子になったら、連絡しなさいね。端末の使いかたは覚えたわよね？」

「う、うー、がんばる、です」

　ソプラノは直感的な計算や、身体を使うこと──料理や家事、運動についてはびっくりするほど容易たやすく習得するのだが、機械とか細々したものは苦手らしい。

　それを察して、おちば様はより強くソプラノの手のひらを握りしめると。

「じゃ、ぜったい──そばにいなさい」

　寂しそうなその表情に、ソプラノはこくんと素直に頷くと。

　無邪気に微笑んだ。

「はい、ちぃ先輩」

　そして加エ工ル種フの握力で、潰れちゃいそうなほど強く、手のひらを握りかえしてくる。

　痛かったが、おちば様はそれすら嬉しいのか、泣き笑いみたいな。

　可愛らしい、幼い恋人のように、ふたりは並んで混沌のなかを歩く。通りの家々、店々リアルショップは門戸を開け放ち、勝手に誰もが出入りして肩を組み合唱し、その横ではシンバルやギターなどの楽器をかき鳴らし、クラッカーが弾け、ワルツを踊り、ビールをぶっかけあっている。

　誰もが笑顔で、ハイテンションで、まるで世界が終わっちゃうみたいだ。

　動物らしい本能なのか、ソプラノが長い耳をふり♪ふり♪して、おちば様に寄り添う。

「楽しい、です。どきどき、です」

　でも、と主の顔を不思議そうに眺めて。

「どうして、ちぃ先輩──へんてこな服着てる、です？」

「『へんてこ』かなぁ」

　おちば様は全身をもっふりと覆う、いわゆる着ぐるみをまとっていた。宇宙服の技術も使われているという無駄に高性能な代物で、見た目は雪だるまに毛を生やしたような謎の生き物＝ビッグフットだ。

　愛らしくデフォルメされた、おおきな目玉と口のあたりに肉球つきの手を添えて、おちば様は小首を傾げる。

「いや、せっかくだし──似合ってないかな？」

「わからない、です」

　そもそも似合う似合わないとか関係ない見た目である。

　ソプラノは「ふかふか……♪」と嬉しそうに着ぐるみの腕に頰を寄せて。

「ちぃ先輩、可愛い服とか、着たくない、です？」

「いいの、仮装だもん──可愛くてもしょうがないし、そういうのはソプラノが着てくれるのを見てるだけで、あたしは満足だもの。それに、今回は仕方ないしね……」

　滑り止めのついた丸い足でぺたぺた歩きながら、おちば様は茶目っ気たっぷりに。

「ま、サプライズがあるから期待しててよ。あたしも、えっと──ソプラノに、可愛い、って言われたくはあるし」

「ちぃ先輩、もふもふ、可愛いです」

　ソプラノは実に嬉しそうに、肌触りのいいおちば様の頭を撫でている。何でもいいらしい。

　呆れていると、ソプラノが──ふと真顔になって。

　獣のような、無表情。

　彼の愛情は、壊したいという気持ちとひとつになっていて、けれど愛だ。守りたい、支えたいという気持ちも、たしかにある。そう、おちば様は信じたかった。

　歪んでいてひび割れていて、でも、恋人なのだと。

「ちぃ先輩」

　掠れた、弱々しい声で。

「いなくならないでください、です……」

　今日、おちば様はとても危険な橋を渡る。

　下手をすれば世界を敵に回す、そうでなくても命を刃に晒すような、博ばく打ちをうつ。ソプラノは、それを不安がっている。心配してくれている、大事に思ってくれている。

　それだけで、おちば様は幸せだった。

「どこにも、いかないわ」

　密着しているソプラノの、『触る麻薬』と謳うたわれるすべすべの肌を、着ぐるみ越しにゆっくりと愛撫した。

「あなたが、あたしを見つけてくれたから」

　どんなに格好よさげなことを言っても、着ぐるみなので締まらないけど。
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　その前夜のことだ。

　監禁されていた屋敷から脱出し、いろんな事後処理を愚痴と疲労にまみれて自分で終わらせて（他人に任せるにはややデリケートな問題だ）。

　ようやく一息ついたおちば様は、『自称・坂本綿志』と向きあった。

　久方ぶりの自宅。ふかふかのソファに全身を埋めるようにして、警備としてソプラノを配置し、呑気に紅茶なんかを呑んでいる覆面男を眺める。

「率直に答えてもらうわよ」

　強い調子で。

「素直に洗いざらい喋ったほうが身のためよ。こちとら、身分不詳の怪しい人間に優しくしてあげる義理はないんだから。拘束されたり、拷問されたくないなら、良い子ちゃんでいることね。そしたら、お客さまとして扱ってあげるわ」

「それはどうも」

　綿志は角砂糖をティーカップに落とすと、匙さじでぐるぐるかき回して。

「何だかすでにわりと良い待遇なんですけど、この紅茶おいしいですね？」

「それは結構、まぁ──あんたが何者であれ、あの屋敷であたしを励まして、脱出に手を貸してくれたのは事実だし。借りぐらい返すわよ」

　少なくとも、彼が無関係な他人とは思えない。もしかしたら、家族だ。無論、あの坂本逢、あるいはその偽物がやったことを思えば、そんなもの信用ならない関係性だが。

　おちば様はどうしても、その絆を捨てられないようだった。

　無理をして悪ぶってるような彼女を、ソプラノが心配そうにじっと眺めている。

「まとめるから」

　一言添えてから、おちば様は何心ないふうに。

「何がなんだかわかんないのが正直なところだけど──坂本のばら様を保護し、『世界で一番目の女性』として喧けん伝でんして権威を高めた三兄弟、逢、緒礼、綿志」

　一人称の名前をもつ、兄弟。

　あたしの親かもしれない──のばら様の、兄たち。

「世間的には、坂本綿志は罪を犯し、精神の極刑である『植物刑』を受けて人格を剝奪され、『花七号』としてあたしに管理されていたわ」

　ななちゃん、と呼んでいたあのひと。

　彼は姿を消している。

「もちろん、承知していますよ」

　その『ななちゃん』と同じ名を口にしている、目の前の熊の覆面男──便宜的に、綿志さん、と呼ぶ──彼はさりげなく。

「あなたの直属の上司、『怪人』と呼ばれていた人物は私ですから」

　一瞬、理解ができなかった。

「……はぁ？」

　怪け訝げんな声をあげる、おちば様の目の前で。

　綿志さんは「見たほうが早いでしょう」と覆面の後頭部についたボタンを押す。同時に、環境ビデオを早回しにしたみたいに、彼の全身にもさらもさらと葉っぱが生えていく。気味の悪い光景だった。

　ぎょっとして怯んでいるうちに、彼は変態を終えていた。

「どうでしょう？」

　動くたびに葉擦れの音がする、その全身が緑色の植物男は──成る程、おちば様が勤めるＳＡＳにおける直属の上司だった。

　おちば様は、開いた口が塞がらなかった。

「無関係の他人に、貴重で重大な『二番目の女性』であるあなたの存在が明かされるわけがないでしょう？　逢兄さんに頼まれましてね、兄弟のなかでは暇をしていた私にあなたの管理が任された、というわけですよ」

　そのどこか浮世離れした、飄ひょう々ひょうとした口調は、言われてみれば『怪人』のものだ。

　でもまだ、おちば様は半信半疑に。

「な、何で──だったら、正体を明かしてくれたら、あたし……」

「今さら『お父さん♪』とか懐かれても鬱陶しいですしね。甘えられても困りますし、適度な緊張感をもってもらわないと命を落とす危険性もある仕事ですから」

　特別扱いをよしとせず、のばら様のように勤労せずに生きていくことに我慢のならなかったおちば様が──自ら望んだ仕事がＳＡＳだった。

　のばら様という『母親』のせいで、乱れに乱れた性の風紀。それを正すのが、自らの役目だと思いつめて。でもそんな幼い衝動すら、彼らの手のうちだった。

　保護され、監視され、すべて把握されていた。

「何それ……」

　脱力して、おちば様は椅子に深くもたれかかった。

　綿志は肩をすくめて。

「そういうふうに落ちこまれても困るから、黙っていたんですけどね──まぁ、そこの加エ工ル種フの存在を報告せず私物化したりとか、もろもろの職務規程違反を見逃してあげてるんですから、ちゃらってことで良くないですか？」

「う」

　それを言われると、おちば様はつらい。

　ソプラノは、べつに加エ工ル種フは見つけ次第通報して隔離しなきゃというわけではないが──本当だったら事件の真犯人として、法廷に出頭させる義務があるのだ。彼は（責任能力は曖昧だが）ひとを殺したし、その兄たちは連続殺人鬼だ。

　でも、そんな彼と離れがたく、自分が導き育てるのだと勝手に気負ったのは──否、好きだったから、手放さなかったのは、おちば様の我が儘だ。

　落ち度とすらいえる。

　その弱みを指摘されると、ぐうの音もでない。少なくとも綿志は正体を偽っていただけで、ずっとおちば様を見守っていた。そのルール違反を見過ごしてくれた。

　それを保護と言わず何と言おう、文句を言える筋合いではない。

「あなたは性の問題を自らの生涯を賭として向きあう命題として規定し、きちんと戦ってきた。応援したいと思ったのですよ、これは逢兄さんに命じられたからではなく──私個人の意思です。ま、やんちゃが過ぎますが、子供だから仕方ないですね」

「偉そうに、お説教？　親のつもり？」

「そう思ってもらって結構ですよ」

「パパって呼んだほうがいい？」

「勘弁してください、私は逢兄さんみたいにべたべたしたのは嫌いです。個人主義者なんですよ、コミュニケーション能力不全ともいいますね。引きこもりなんです、家族なんていらない」

　綿志はほんとに嫌そうに、身を震わせて語った。

「そもそも人間と関わるのが嫌だから、ずっと隠いん遁とん生活をしていたのに──あなたのおかげで余計なＳＡＳの仕事をこなさなくちゃいけなくて、ほんといい迷惑ですよ。働かなくても一生食べていけるぐらいのお金は余裕であるのに」

　そこまで熱心に怠けたい、と主張されると、むしろ感心してしまう。

　だらだらしてるだけの人生に何の価値があるのだ、と思ってしまうのは、自分が若いからだろうか──と、おちば様は呆れながらも考えてしまった。

「私には、読書と紅茶があればよかった。他人に興味なんてなかったのに」

　綿志は、しみじみとぼやいた。

「とはいえ、兄たちには義理もありますし。共犯者ですしね、嫌々ながら関わってきたのですが──まさか、こんなことになるなんてね」

　おちば様は愚痴を断ち切るために、強い口調で。

「はっきりさせておくわよ、あの屋敷にいたあいちゃんは──本物？　偽物？」

「偽物と思っていたほうがよいでしょう。正直、区別はつきません。兄弟だから、血が繫がっているからわかるだろうと言われても困ります、現代の整形技術は老人も幼児に変えてしまう。外見で見分けるのは不可能、いま残された遺体を鑑定してますが──ＤＮＡ鑑定などもどこまで役に立つでしょうね」

　綿志は冷たいともいえる、淡々とした調子で。

「逢兄さんはもともと、父の後継者としてほとんど同じ姿に改造されていた──全身を強化され、弄くられていた。それを行った張本人、父なら、そっくり同じに己をつくりかえることも可能でしょう。見分けをつけることは不可能です」

　独り言のように。

「ただ、あの屋敷での一件は──底抜けに善人だからこそ誰をも幸せにしようとして、史上最悪の噓をついた、逢兄さんのやりくちではなかった。彼は、父に騙し討ちにされ、非業の死を遂げた。どちらにせよ救いはありませんが、そう思いたいですね、私は」

　ともあれ、おちば様はやや遅れてひとつの理解に辿りつく。

　この綿志があの『怪人』──ＳＡＳの上司だったとしたら、彼らがおちば様を助けにくることは難しかった。おちば様の重要性を知っているのは直属の上司である『怪人』だけだ、彼も監禁されていたなら、誰が救いの手を差しのべてくれるだろう？

　それに、逢（あるいはその偽物）がおちば様の自宅を訪れたとき、屋敷を警護しているはずのＳＡＳが現れなかったのは、その指導者である『怪人』が不在だったから。

　敵はまず『怪人』という外堀を、防壁を攻略してから、悠々とおちば様を手にいれた──そういう筋書きだったのだ。

　綿志は溜息をついて。

「まさか、今さら私なんかに興味をもつものがいるとは思わなくてね──自分自身の警護は疎おろそかにしていた、私が愚かでした。私は正体を隠して『怪人』として振る舞っていましたし、世間的にはただの一般人です。狙ってくるやつがいるなんて想像もしていませんでした」

　けれど、彼らの父にとっては、自分から地位と権力を奪った憎むべき敵だ。彼は執念で息子の所在を調べあげ、狙い、襲ったのだろう──。

　綿志は、ほんのすこし悔しそうに。

「ただ、逢兄さんならばそんな強引な手段を用いずとも、『綿志、一緒にこいよ』などと言えばよかった。無理に拉致し監禁したのだから、やっぱりあれは偽物です」

　俯いて、ちいさな声音で。

「まぁ、逢兄さんが錯乱し──安易な暴力にうってでた、という可能性もあります。逢兄さんも聖人君子じゃない、人間ですから、何をするかはわかりません。権力と注目を一身に集め、疲れていたのかも。のばら様に限界が近い、というのは事実ですしね。彼の権力を強固にしていた『世界で一番目の女性』が、失われそうで、追いつめられていたはずです」

　そうだ、あれは逢だったのかもしれない。

　けれど、おちば様は自分なりの基準で、彼を本物か偽物か判別したのだ。娘に欲情するような親なら、敵だ。そう決めて、彼と相対した──結果は、哀しいものだったが。

　悪人に復讐され、命を落とした逢の仇かたき討うちをした。ちからをあわせて。

　そんな『きれいな思い出』にしておけば、いいのだろう。きっと……。

「良い子、良い子」

　不意におちば様が顔をあげると、いつのまにか隣の席に移動していた綿志が、頭を撫でてきていた。カフェオレ色の髪の房が、左右に揺れる。

「……何よ」

「いえ、親らしいことをしてみようかと」

　綿志はしっくりこない感じに、しばしおちば様の頭に触れていたが、やがて疲れたらしくやめて──紅茶に手をのばした。

　おちば様は、何だか落ちつかない気分で、もじもじと。

「あ、あいちゃんのことはいいのよ。自分なりに区切りをつけたから。それよりも、確かめたいことがあるの」

　上目遣いで、となりの不思議な存在に問いかける。

「あんた、屋敷では自分はのばら様だって名乗ってたわね──母親として、会話していたわ。あれは、どういうこと？　ただの噓？　それとも……」

「それもまた、あなたが判別することでしょう」

　言いながら、綿志は熊の覆面をとる。わりと硬度と重量があるらしいそれは、ごとりと厳いかつい音をたてて机に置かれた。

　その素顔は──。

「え……？」

　おちば様は目を丸くした。

　覆面の下からでてきたのは、鮮烈な、真紅の髪と瞳で──。

「のばら様？」

　それは、写真などで誰もが知っている、『世界で一番目の女性』坂本のばら様そのものだった。かなり、髪の毛は短めだが。顔立ちはまったく同じである。

「逢、緒礼、綿志──私たちは、三つ子でした。実際、私たちは父の手駒としてつくられたものですから、父の遺伝子をそのまま複製したクローン人間ともいえます。私たちはまったく同じ姿で生まれ、それぞれ別の用途に利用されるはずでした」

　女性的な、柔らかな笑顔のまま、彼は語った。

「長男の逢は父の表向きな後継者として、影武者のようにそっくりにつくられ──全身の骨格から、人好きのする顔立ち、筋力や声の質までも弄られて魅力的な人間として改造されました。けれど、元々の顔はこれと同じだったのですよ」

　坂本のばら様と同じ顔をした、三兄弟。

　つまり──。

「あの」

　おちば様の頭のなかで、ひとつの結論がでる。ずっと、頭にあった疑問。並べられた写真に見つけた違和感と、かき回しつづけて、けれど最後まで残った推論。

　ただの馬鹿な思いつきかもしれない、でも。

　もしも、それが事実だとしたら。

「もしかして」

　おちば様にとって、世界が崩壊するようなものだ。

　怖くなって、ソプラノを手招きし──近づいてきた彼の手のひらを、ぎゅっと抱きよせた。ぶるぶる震えて、呂ろ律れつのまわらない舌で、その言葉を紡ぎあげた。

　断末魔のように。




「もしかして、『坂本のばら様』なんてひとは──存在しなかったんじゃない？」
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　そんな自称『坂本綿志』との会話を思いだしながら。

　色とりどりの、火薬を用いない花火──空に光を投射する、派手な閃せん光こうの煌きらめきの下。ばらまかれる花びらのなか、着ぐるみのおちば様は甘ロリ系のソプラノと歩く。人混みはさらに増えつづけ、興奮して腕を振りまわす人々に無意味に打ちょう擲ちゃくされ、痛い。

　加速度的に増していくテンションのなか、ふたり、身体にまったく悪影響がないけど酔っぱらえるアルコールもどきで、喉を潤して。

　迷うように、語りつづける。

「ねぇ、ソプラノは気にしないの？」

　綿志にはこのカーニバルでやることがあるから、近所の救急車両で待機してもらっている。彼との対話を反はん芻すうしつつ、のばら様は忠実で可愛らしい恋人に問いかけた。

「もしも坂本のばら様が実在しない、ってことになったら──世間は大騒ぎだよ。ううん、誰も信じないかもしれない。噓がおおきすぎて、認識できない。のばら様は、今の時代のみんなのアイドルで、お姫さまで、女神さまだよ──いなかった、なんてことになったら、信仰を奪われるみたいなもの。地面がなくなるみたいなものだよ」

「ソプラノ、わからない、です」

　ずっと独自の文化をもつ加エ工ル種フの洞窟で暮らし、また逃亡暮らしが長かったソプラノには、いまいちのばら様の偉大さ、民衆への膾かい炙しゃが理解できないのか。

　きょとん、として。

「ちぃ先輩、困る、です？　ソプラノ、どうすればいい、です？」

　目の前のおちば様が、すこし元気がないようなほうが気になる──という態度で、ぎゅっと着ぐるみの腕に寄り添ってくる。

　動物みたいな子ね、と呆れつつも、おちば様はそんな彼の態度に癒される。

「だから、好きよ」

　本心をつぶやいて、独り言のように。

「三兄弟には暴君だった父親に対抗するために、武器が必要だった。坂本のばら様という武器が。『世界で一番目の女性』、そのセンセーショナルな存在を広告塔にして、彼らは権力を財産を知名度を、ありとあらゆるちからを集めた──」

　男性しか存在しない世界に、発生した女性という怪異。

　二千年ぶりに発見された、珍獣。

　本能的に、単一の性しかなくなりいびつな生殖で種族を繫いでいた人類には、その存在は舞い降りた天使として認識された──世間は、彼女の出現をありがたがり、過度に歓迎した。三兄弟の思惑どおりに。

「たぶん、あいちゃんの政治力だけでも、長く闘争をつづけていれば父親を政界から追いだすことぐらいはできたかも。でも、その前に潰される可能性もあった。自分たちが一気に優位に立つための起爆剤が必要だったの。まぁ、こんなにのばら様がもてはやされるとは、三兄弟も予想してなかったみたいだけど」

　成功すれば儲もうけもの、ぐらいの感覚だったのだろうけど。

　人類は、遺伝子レベルから狂おしいほどに異性を求めていたのだ。

　あっという間にのばら様は人類の頂点となり、主人公となり、三兄弟は絶大なちからを手にいれた──そして父に勝利し、目的を果たしてしまった。

　父を倒したあとでも、のばら様は有名になりすぎて、噓をつきつづけるしかなかった。女性は実在する、坂本のばら様は存在する、そんな噓を。

「そう、坂本のばら様なんて人間はいなかった──すべては、三兄弟がつくりあげたまぼろし、文字どおりの偶像よ。神様みたいなものよ。存在しないものに、人々は願いと期待と夢をのせて、喝かっ采さいを送った。そんな、歴史に残る、大噓」

　メディアにばらまかれた、映像ののばら様は──主に、綿志だったという。彼は覆面で顔を隠し、兄たちを医学的に補佐しながら、せっせと映像をつくった。

　それは、アイドルのプライベートビデオだ。みんなに、のばら様の生活を知らしめるための映像だ。あるいは、写真。配りまくって、一家に一枚のばら様。民衆に広くその存在を認識させるため、大量のデータがつくられた。

　その秘密の撮影スタジオが、綿志に与えられた秘密基地で、孤独を好む彼の隠れ家だった。彼はそうして兄たちの噓に協力することで、自由と静寂を得たのだ。

「父親によって秘書のような役目を求められ、改造されて知能と知識を増殖させられた坂本綿志──彼は豊富な文献知識と、医療の技術で本来は父親を補佐するはずだったけど、二千年間失われていた女性という生き物の再現に、そのちからを存分にふるったの」

　綿志自身が語っていたことだ。

「女性はどのような見た目で、行動で、生態なのか、リアリティ、世界観、キャラ設定──すべてが、豊富な知識に裏打ちされ再構築された、坂本綿志の創作よ」

　おちば様は、拗ねたように。

「あたしも何度か遣やり取りしたけど、まったく気づかなかったわ──のばら様が存在しない、なんて。究極のリアリティをもつ噓、演技は、本当なのと変わらないわ」

　綿志は、坂本のばら様という偶像を完璧に創造して、自らも演じた。

　だから、彼も坂本のばら様ではあるのだ。あくまで一要素でしかないが──あの屋敷で、母親として振る舞っていた彼は、間違いなくおちば様の親であったのだ。

　少なくとも、おちば様はそれを信じたかった。

「のばら様は、つくられた偽物。あいちゃんの偽物なんて目じゃない、世界中の誰もの目をも欺いた、ものすごい大噓。この世に女性なんて生まれてなかった。便利に利用できそうだからって、広告塔として創造されたフィクションだった」

　だから、神様みたいなものだ──ということなのだ。

　実在しないのに、みんなが信じて、ときには幸せにもなる。

　信仰の対象、輝かしい偶像、空っぽの虚像……。

「誰かと会見したり、対話したりするときは──次男の緒礼がのばら様になったみたい。彼は無能で、働きもせずに漫然と生きている役立たずって思われてるけど。ちがったの、彼はずっと働いていた。のばら様として振る舞うという、一世一代の演劇を行ってたのよ」

　緒礼は父親が何らかの事故や病に陥ったとき、臓器移植などを行うための、肉の保存庫だった。そのように身体を改造された彼は、肉体をある程度、取り除かれても活動ができた。

　彼は男性器を、男性らしい骨格を、あらゆる女性らしいものに置き換えた──綿志のそれはかんたんな手術と、映像的なトリックでつくられた偶像だが、緒礼はほんとうに肉体的に女性になったのだ。

　坂本のばら様に。

　三兄弟のなかで、緒礼の情報が極端に欠落しているのは、ずっとのばら様を演じていたからだ。彼は常に人前に立っていた。身体のいちぶを失い、性別を変えて、暴君の父を倒すために輝かしい偶像として振る舞っていた。文字どおり、己を殺して。

「考えてみれば、のばら様とあいちゃんのツーショット写真とかはあるけど、緒礼さんや綿志さんの映像とかってないんだよね。彼らは裏方に徹して、坂本のばら様というリアリティを補強する役目を買ってでたんだ」

　現実的な政治や、闘争はあいちゃんに任せて、弟たちは援護にまわっていたのだ。

　いくつかの疑問にも、同時に答えがでる。

　幼いころののばら様の写真は、すべて偽フェ物イクだ──それらは、たぶん雇った赤の他人、子役だ。その子は自分の写真が何に利用されるかも知らされないまま、おそらく多額の報酬につられて可愛らしい女の子を演じた。

　やたらとアイドル写真集っぽい構図ばかりだったのは、そのものだからだ。つくられた、可愛らしい幼いころののばら様、というテーマでつくられた写真集。だから、あの年代の写真しかないのだ。おそらく一年ぐらいかけて、必要な写真をまとめて撮影して……。

　坂本のばら様の幼少期、というリアリティのために、利用された。

　その後、記録されている事件が発生する。あれは、きっと証拠隠滅のためにあとから用意された、本来は起きていない事件……。

　関係者を集め、まとめて始末したのだ、おそらく。架空の事件をでっちあげ、子役になった名前も残っていない幼い女の子（に見えるが、たぶん身体を多少、弄られた男の子）ごと、皆殺しにされたのだ。

　あの虚ろな、ぼろぼろの写真を撮られたあと、子役の少女も始末されたか、あるいは『植物刑』に用いられる技術で記憶を奪われ放逐されたのだろう。

　赤ん坊のころの写真も、同様にでっちあげだ。たぶん綿志さんが肉を赤ん坊みたいなかたちにこねくりまわして、つくったお人形。だって、写真のなかの赤ん坊は、ずっと表情が変わらない。

　たぶんいつかのカーニバルのとき、誰かが持ちだした御神輿に、そっと赤ん坊の人形を置いたのだ──狂乱しているみんなは、誰もそれに気づかない。大騒ぎしているのは、カーニバルなら当たり前の光景だ。

　今このとき、酔っぱらって誰彼構わず抱きあい、歌っている人々のように。

　さりげなく、カーニバルの喧けん噪そうのなかそんな写真を撮り、さも過去に大騒ぎがあったのだというように後からあらためて宣伝した──。

　のばら様が本格的に世間に認識されたのは、あいちゃんが政界に進出してから、ここ十年ぐらいのことだ。それ以前の過去は、すべて捏ねつ造ぞうだ。ニュース記事にすら介入し、さも過去にそんな騒ぎがあったみたいに、記録を改ざんした。物語をつくったんだ、『世界で一番目の女性』というおおいなる噓を、歴史に、事実に仕立てあげてしまったのだ。

　何もかもが演出で、偽物で、たぶん多くの巻きこまれた犠牲者もでている。

　三兄弟は、卑劣で、救いがたい悪党だ。

　でも、だからこそ報いを受けもした──あいちゃんは殺され、緒礼は行方不明、綿志は監禁されたぶん拷問された。追い払ったはずの父親に復讐されたのだ。

　救いのない話だ。

　彼らの構築した完璧な噓──でも、そのなかに、ひとつ予想外の事態が発生した。それが、もしかしたら彼らの歯車を歪ませた、原因なのかもしれない。

　もちろん、それは──他の誰でもない、おちば様のことだ。

　のばら様から生まれてしまった、ほんとうの女性──あらゆる意味で、『世界で一番目の女性』。瓢ひょう簞たんから駒だ、鳶とんびが鷹たかを生んでしまった。誰にも望まれていないのに。

　それは、狂気の噓をついた三兄弟への、神様からの嫌がらせだったのかもしれない。

　戸惑う彼らを置いてきぼりに、おちば様はどんどん成長していく──その存在は必死に隠されたが、三兄弟はおちば様をどうするかで意見が対立した。邪魔だから人知れず始末するべきだ。のばら様のように広告塔にするべきだ。大事にそっと育てるべきだ。

　三兄弟の意見は対立し、すれちがい──やがて、破綻したという。

「あたしを、まともに育てようとしたのは、次男の緒礼さんだったみたい」

　おちば様がのばら様とすごした、ほんの短い三ヵ月ほど。

　あれは、逃避行だった──おちば様を政治的に利用しようとする兄と弟から、おちば様を逃がそうとして、どこかでひっそりと暮らすことを望んだ緒礼さんの。

　無能な次男、役立たずの穀ごく潰つぶし、でも、おちば様のお母さんでお父さん。

　彼は弱音を吐いた。どうして生まれてきたのだ。その問いがいつまでも魂にこびりついている。でも、彼だけだった。おちば様の手をひいて逃げてくれたのは、おちば様の未来を案じてくれたのは、おちば様に人間としての幸せを望んでくれたのは……。

　でも結局、緒礼は逃げきれずに捕獲され、架空の罪をでっちあげられ。

『植物刑』の判決を受け、記憶を奪われ、『花七号』となった。

　坂本綿志と名乗っていた、あの色の脱けた髪をした彼は、見た目を改造され誰ともしらぬ顔となった──おちば様のお父さんでお母さん、坂本緒礼の成れの果てだった。

　それに、気づかなかった。

　だから今さらだけど、その気持ちに報いるために……。
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　そこまで回想してから。

　これでよいのかと考えた。おちば様は無知な子供で、これまで何度も騙されてきた。いまだに、すべてを理解しているとは言えないだろう。勝手に行動して、取りかえしのつかないことをしでかすより、誰もいない山奥にでも引きこもって何もかもを見ないふりしたほうが賢いかもしれなかった。

　それでも。

　何もしないでむざむざ生き残るよりも、自分の未来のために殉じて死にたかった。

　怒りもあった。

　馬鹿にして、おちば様の人生を弄んできた運命とか悪意とかを、蹴り飛ばしてやりたかった。

　すべては三兄弟がお膳立てし、構築した陰謀で、つくりあげた偶像で、その残骸だった。

　彼らの敵はすでに倒れ、終わったはずの神話が壊れた蓄音機のように延々と垂れ流されている。

　けれど神は死んだのだ。

　のばら様はどこにもいないし、彼女をずっと捜し求めるのも虚しいだけ。

　のばら様を乗りこえないかぎり、おちば様の人生は始まらない。

「ちぃ先輩？」

　すでに決めたことを何度も自分に言い聞かせ、モチベーションを固めていたおちば様を、ソプラノが心配そうに見つめている。

　そんな可愛らしい恋人と、幸せに生きていくためにも。

「まだ、よくわからないです。何をするつもり、です。何のために、です」

「馬鹿げた夢幻を終わりにするってだけよ。いいえ、ある意味じゃあ──これは、あたしののばら様への最大の親孝行なの」

　にっこりと笑った。

　小首を傾げるソプラノに「行こ」と囁いて、カーニバルの町を歩いていく。過去の乗り物となってあちこちに廃棄されている車の屋根が連結され、その上に足場がつくられて、人々がそこに群れている。ひときわおおきなトラックなどの上は特等席で、専門のチケットがないと登れない。

　それはカーニバルを見下ろすのに打ってつけの、退廃のにおいがする人工の丘で、おちば様の目的地もここだった。あちこち見回して、わりと良さそうな、なるべく大通りの真ん中にあるものを選んだ。

「こっちよ、ソプラノ」

　チケット代を支払って、着ぐるみで視界があまり広くないなか、設置された階段をのぼってトラックの屋根へ。

　車の多くはすでに役目を終え、動かない屑くず鉄てつだ。大型のものは中身を倉庫に改築されている場合もあり、おちば様が選んだものもそれだった。中身がぎゅうぎゅう詰めだから、わりと登っても足場がしっかりしている。

　陽光に照らされ、反射熱ですこし暑苦しい。おちば様は着ぐるみ内部の冷房をやや強めると、支えてくれるソプラノといっしょに周りを見回した。

　有料なこの位置は比較的にふつうの道路より人混みがましで、視界も高いので広々としている。余裕をもってカーニバルの風景を見下ろせた。こうして見ると色彩の大海だ。そして楽しむ人々の笑顔、笑顔、笑顔……。

　空には光の花畑。

　建物の窓という窓から仮装したものたちが顔をだし、手をふったり、紙吹雪をばらまいたりしている。

　みんなで巨大な何かとてつもなく愉快で派手で楽しいものをつくりあげている。

　そんな実感だ。

　耳に届くのは前向きで明るくてでも意味はよみとれない、乱痴気騒ぎと、ラッパやドラムの嬉しくなってくる音楽。ソプラノが「ふあ……」と感動したように目を輝かせ、おちば様の腕をぎゅっと抱きよせた。

「うあっ!?」

　それがいけなかった。ソプラノは見た目のわりにちからが強いし、おちば様も不安定な足場なのに不注意に周りを見回していたので、思いっきり引っぱられて姿勢を崩した。

　ふらついて、着ぐるみなのでいつもとバランスがちがう、踏みとどまれずにソプラノのほうへ向かってすっ転んでしまった。

「きゃあああ!?」

　周りが何事だ、というように見てきたが──それどころではなかった。

「痛たたた……」

　呻きながら、何とか身を起こしたおちば様は見た。

「にゅ？」

　変な声をあげる、甘ロリな格好をしたソプラノが、目の前にいた。

　着ぐるみのなかに、はだかのおちば様と密着して──どうも、倒れた拍子に彼を着ぐるみのなかに取りこんでしまったらしい。折りたたまれた小空間のなか、ソプラノは混乱しているのか目を白黒させて。

「にゅ？　にゅ？」

　困ったようにもがいたが、おちば様はそんな彼を落ちつかせようと頰を撫でながら。

「だ、だいじょうぶ──たぶん、着ぐるみが勝手にあなたを収納しちゃっただけ。危ないなぁ、これ。どうも設定ミスって複数人でも着用できるようになってるんだ、初めて着るからそのへん調整の仕方がよくわからなくて……」

　周りのひとが、そこそこ図体のでかい着ぐるみを邪魔そうに眺めてくる。目立つのは、実は目的に叶っているのだが──早すぎる。まだ心の準備ができてない。できればもう少しカーニバルを楽しみたいのだ。

　でもソプラノが着ぐるみのなかに入ったことで、この衣装の主が両者になったようで、ソプラノが動くたびにおちば様の意に反して手足が跳ねあがる。うまく姿勢が制御できずに、立ちあがることもできない。

「わあ!?」

　ふらついて頭を床──つまりトラックの屋根にぶつけて、痛みに涙目。

　おまけに。

「………？」

　ソプラノが不思議そうに、触れあっているおちば様の胸元に顔を添えて。

　ふにふにふにふに。

　と擬音がしそうな感じに、敏感なところを両手で揉みしだいた。

「わっ、わわっ──ちょっと、やめてソプラノ。そこ触っちゃ、やぁん……」

　ソプラノは「？」と訝いぶかしげなまま、ふにふにふにふに。

　おちば様は慌てた。

「あの今、あたし服着てなくて──だって着ぐるみがそもそも衣装だし、なかにソプラノが入ってくると思わなくて、ひあんっ、っていうか触っちゃだめって言ってるでしょ！」

「でも……」

　ソプラノはおちば様の、ふんわりした双丘に顔をうずめて。

「変、です。ちぃ先輩のおっぱい、もっと──ちいさい、です」

　ある意味すごく失礼だが、事実ではある。今、おちば様の着ぐるみの中身は、いつもの彼女の姿とちがっていた。背丈はすらりと高く、どこかマネキンじみているけれど麗しくも凹凸のある肢体で、胸元は肉感的だ。髪もかなり長く、派手な色をしていた。

　おとなの、美しい女性だ。

　けれど仕草はおちば様のまま、お年頃のまだ幼いともいえる女の子のものなので──ちぐはぐな感じだ。この見た目はいつものＣＧではなく、綿志に協力してもらって神経と繫いだ、いわば肉じゅばんだ。感覚のある、上っ面。おとなの女性の肉体を、身体のうえにそれこそ着ぐるみのようにまとっている。

　神経は直結しており、感覚はあるので、ソプラノにふにふにされると困ったことに。

「おおきい……やぁらかい、です」

　ソプラノは新鮮そうに、しばしおちば様の胸を楽しんで。

　不意に、その口先で乳房の先端を甘嚙みした。

「きゃう!?」

　そのまま吸いつかれる。

　おちば様は動揺して、ソプラノの頭をべんべんと甘叩きした。

「ちょっ、こら！　何してんの馬鹿ソプラノ！　くすぐったいって……！」

　胸の奥まで、直接舐められるみたいで、背骨が痺れる。

　吐息には、すこし喜びが混じり始める。

「………！」

　びくんと肩が跳ねる。自ら指先を嚙み、必死に快感を押し殺して。おちば様は優しく、甘えんぼさんしているソプラノの頭を撫でる。倒れたまま、添い寝するような姿勢で。どこか母性本能が刺激されて、このまま眠っちゃいそうにもなる。

　これが自宅なら、おちば様はソプラノを愛してるから、こんな行為もゆるした。

　でも、周りにはいまも盛りあがるたくさんの人々がいる。

　もし、破は廉れん恥ちな振る舞いをしているのがばれたら──否、今日はどうしようもなく目立つことをする予定なのだ、このままでは下手をすれば警察を呼ばれる。

　気づかれないうちに、やめないと。

「ふあっ、あうう……」

　でも気持ちいい。

「ちぃ先輩、先輩──ちゅうちゅう♪」

　おちば様が嫌がっているのを敏感に察して、むしろ嗜虐的なソプラノは嬉しそうに、さらに吸うちからを強めた。と思うと、長い耳を上下に動かし、申し訳なさそうに。

　腰のあたりを、擦りつけてくる。

「ごめんなさい、です」

　そして信じがたいことを言うのだ。

「ちぃ先輩と、したい、です」

　その下腹部に、かたい感触。彼の、いつ見てもその可愛らしさとはかけ離れた兇悪な物体が、興奮の色を示していた。女性ものの薄っぺらな下着を押しあげて、直接、はだかのおちば様の太股のあたりにそれが押しつけられる。

　おちば様は、ぎゃあ、と思わず悲鳴をあげそうになって。

「だ、だめよソプラノ。さすがに無理、今日は大事な……ひゃううっ!?」

　ぞくぞくと、爪先から頭の天辺まで痛いぐらいの感覚が走った。周りからの奇異の視線。見られているという羞恥心。ソプラノの意地悪。敏感なところへのきつい刺激。すべてが、おちば様をのぼりつめさせ、あっさり絶頂へと導いた。

　おまけに何だか、奇妙な──胸元の、違和感があったような。

「な、何、今の……？」

　自分でも未知の感覚に、おちば様が当惑していると。

　ソプラノが、とんでもないことを言った。

「ちゅう、ちゅう……。ちぃ先輩、もっと甘いの──だしてください、です」

「え？　え？」

　青ざめて、自分の胸元を眺める。ソプラノが吸いついていないほうを、試しに指先でいじってみると、そこに滲にじんだ──。

　母乳だった。

　でるはずのない体液を、ソプラノが水分をとる小動物のように舐めとっている。今日はやけに執しつ拗ように胸をいじってくると思ったら、そんなありえないことが──おちば様は混乱しかけたが、すぐに理解する。

　先日、あの館で監禁されていたおちば様は、坂本逢（あるいはその偽物）とその配下のものを騙すために、妊娠しているふりをした。簡単な検査をされてもばれないように、おなかのなかに赤ちゃんがいないだけで、ほとんど孕んだのと変わりなかった。

　それで、身体が誤解して──。

　生理反応として、母乳を分泌し始めたのでは。

「やだっ……」

　自分の身体の奥から、かけがえのないものが吸いだされていく喪失感に、おちば様は怯えた。だがあらゆる排泄は、快感をともなう。次第に気持ちよさが勝ってくる。

「それは子供の、だからっ──」

「ぺろぺろ」

　ソプラノは聞く耳をもたない。加エ工ル種フは本能が強く、肉欲から逃れにくい。食欲と性欲を同時に満たすこの行為に、彼のなかの獣は抵抗できない。

　このままだと、ソプラノは興奮のあまり何をしでかすかわからない。さっきから密着した肌をずっと圧迫している、彼の欲望そのもの──男性器も、ふと油断するともっといけない行為を始めそうだ。だいたい、こっちははだかなのだ。どんな事故が起きるかわからない。

「だめだめだめっ」

　おちば様はそう判断し、無理にソプラノを引き離すと、着ぐるみからでることにした。端末を表示させれば、ＣＧ服をまとうことはできる。ひとまずこの狭い空間から逃れ、安全を確保し、場合によってはこの場から離脱しよう。

　いま目立つのはすこし早いが、何なら顔を隠してもいいし、すでに周りには充分以上に怪しまれている。警察にとっ捕まって留置所で朝まで謹慎、などになったら目も当てられない。カーニバルは今日でお終い、チャンスはもうないのだ。

「うーっ」

　おちば様は覚悟を決めて、着ぐるみから手をだし、顔をだして──床に手をつき、強引に上半身を引きずりだした。頭部が炎天下に炙あぶられ、熱せられた床にバーベキューのようにされる。触れていられないが、逃れようもない。無数の足、足、足……。視線も大量に注がれている気がする。早く何とかしないと……。

　端末をだして、肌を隠すためにてきとうな服を……。

　と思った瞬間だ、ソプラノのくちびるが、さみしそうにこちらの腰のあたりを嚙んだ。かぷかぷ。満たされなかった飢えを解消するために、あちこちに歯をたてられる。

「ひいっ!?」

　痛くはなかったがびっくりして、端末の操作が覚おぼ束つかない。混乱し、何をどうすればいいのかわからなくなる。

　なお悪いことに、勢いよく顔をだしたせいで前にいたひとの足にぶつかって、衝撃に目が回りそうになった。下半身はいまだ、着ぐるみのなか。人魚のように上半身を晒し、慌てて両手で胸元だけを隠したが、その代わりに顔が衆目に晒された。

　見ると、ぎょっとしたように──周りの誰もがこちらを凝視していた。

　だって、この顔は、あまりにも有名だった。

「あんた、まさか……」

　誰かが、信じられない──というように呻いた。

　注目され、日陰の存在だったおちば様は真っ赤になって恥じいる。いつも、あのひとはこんな視線に焦がされつづけてきたのか。

　そう、今のおちば様の見た目は──この世界の誰もが知るこの世でいちばんの有名人、二千年ぶりの女性、この世で唯一の女性、坂本のばら様そのものだった。

　あまりにも長い真っ赤な髪の毛と、扇情的な身体つき。肌を隠さなきゃ、でも下手に設定をいじったらこの見た目すら元に戻るかも、おちば様の顔を見られるのはまずい。どうすれば……。

「えっと、えっとお」

　あわあわと藻搔いていると、刹那、下腹部に違和感があった。

　何かが、そっと押し当てられて──。

　まさか。

「え……？」

　そんなこと、あるわけない。いかに加エ工ル種フが欲望に弱いからといって、ソプラノが常識に疎いからといって、こんなところでそんな……。

「そ、ソプラ──のぉお!?」

　強引に、ソプラノのものが抵抗を貫通し、おちば様の奥深くまで挿入された。

　刺し殺されたように、おちば様が痙攣する。無自覚な嗜虐願望に、いじめられたい気持ちに、知らぬうちに興奮していたおちば様は肩を腰をがくがくと震わせる。口元から、よだれが垂れた。噓だ……。こんなことがあるわけがない……。

「そ、ソプラノ、馬鹿、こんなことしちゃ──」

　だがソプラノは聞いちゃいなかった。夢中で、己の欲望を発散させるために、着ぐるみに埋もれたままのおちば様の腰に自らのすべてを叩きつけてくる。水音が響き、おちば様の表情もとろんとしてくる。

「あう、あううう──んあんっ!?」

　後ろを見ると、真っ白な着ぐるみ。奇妙などうぶつに獣姦されているようで、それもおちば様の背徳感をそそる。いま自分は他人の、何度も怨んだことがあるのばら様の顔をしていて、彼女を穢しているようで。その事実も心を昂たかぶらせる。

　単純な前後運動、身体の前面が床に擦りつけられ、刺激が身体中を走り抜ける。垂れ流された互いの体液が天然の陽光に蒸発し、甘い匂いがたちこめる。

　長い髪の毛が全身にかかって、くすぐったい。

　何もかもが未体験で、でも快楽そのもので、おちば様は抵抗できない。

「あ！　ああぅ！　ふあぁあん！」

　口から、自分のものとは思えない嬌声が零れる。

　理性が融解していく。

　あぁもう……。

　どうでもいいような気がしてきた……。

　このまま快楽の渦のなかで──。





♂　♀　♂






　いつの間にか騎乗位になっていて、床に寝そべった着ぐるみのソプラノに腰の半ばから埋まるようになって、夢中で貪っていた。おおきな、本来の自分にはない乳房が上へ下へ揺れ、これも普段よりずっと長い髪の毛が汗で肌に貼りつく。

　激しい性交に飛び散る体液。集まる注目。とろけた頭でこのままじゃだめだと漠然と考えるのだけど、まぁいいか気持ちいいし──。

「のばら様！」

　誰かが、びっくりするほどの大声をあげた。

　あいまいな視界のなかそちらを見ると、そこに群衆をかきわけ、面白がって写真を撮っている連中を殴りつけんばかりに、憤慨の表情の少年が立っていた。

　身なりがよく、そこそこ整った顔だが、十人並みで個性がない。なぜか執拗に自分の鼻のあたりを触り、長い睫まつ毛げを不安そうに揺らしている。

「ふあ……？」

　えぇっと……？

　誰だっけ？

　おちば様はすこし見覚えがある気がして、口元を拭うと、じっとそちらを見る。その間にもソプラノは人間に効率よく快楽を与える動きを、本能的に採択していて、ほんとにこの子はある意味すごく危険だ。

　ともあれ少年は、こちらに演劇的に一歩近づくと、哀しそうに。

「お忘れですか。いいえ、最初から僕のことなど覚えていないのでしょうね」

「…………」

　いまにも泣きだしそうな、その表情。そして彼が触っている鼻のあたりに、よく見るとわずかに残っている治療痕。現代医学は優秀だから、たとえ首を切り落としても処置が適切なら蘇生が可能だが、治療をして日が浅ければ跡はまだ消えていないこともある。

　そうだ、思いだした──いつだったか、学校でソプラノをいじめていた自分の兄だ。のばら様がたくさん生んだ息子のひとり。劣等感から捻ひねくれて、おちば様の地雷を踏み、脅された挙げ句にソプラノに鼻を囓りとられた……。

　死んだわけではなかったから、いつかまた巡りあうこともあるだろうと思っていたが、こんなところで。

　否、いま自分はのばら様の見た目なのだから──。

「そうですね、きっとそうだ！　僕の名前も知らないのでしょう！」

　頭を揺すって何やら騒いでいる彼は、こちらの正体にも気づいていないようだ。実際、のばら様と面識があるものはかなり少ない。彼も映像などで見たことがあるぐらいだろう、『特別』であるおちば様だって、のばら様とはほとんど会ったことがなかった。

　彼女は偶像で、偽物で、実在しない。

　だからそんなに追い求めても、虚しいだけ。

　愛されなかったからって、哀しむのは、悔しいだけ。

　ぼうっとした頭で、そんなことを考えたけれど──身体の奥にある気持ちのいいつぶつぶを、ソプラノがひとつずつ潰して、何度も搔きむしってくれる。そのたびに快楽が頭に弾けて、何もわからなくなる。

「あぁ、はわぁ──うふふふ♪」

　少年に何か言ってあげようかなとも思ったが、呂律がまわらない。

　すこしの共感があったし、これでも兄だ、性別がちがえば自分も彼のようになっただろう。でも、そんな余裕はなかった。舌なめずりし、だらしなく胸元をバウンドさせ、甲高いあえぎ声を響かせながら、腰をふるだけ。

　姿勢を保てずに、前のめりにくずおれる。

　ゆっくりと騒ぎが広がり「あれ、のばら様じゃない？」「のばら様、何して……」「だめっ、見ちゃいけない！」などと、周りの人々がおおきな反応をしている。

　その最前列で、少年は涙を拭いながら。

「何をしてるんだあなたは何を！　僕らには目を向けもしなかったくせに、自分だけはそんなに幸せそうな顔をして──ぼ、僕は！　あなたを軽蔑する！　さ、最低だ！　動物め！　僕の身体にあなたの血が流れているという事実を嫌悪するぞ！」

　髪の毛を振り乱し、必死にそう叫んでいる。

「う、うるさ──」

　何だか腹が立って、でも同時にこの程度のやつに酷い罵倒を受けているという事実に、いじめられたい願望が刺激されてぞくぞくして。

　そんなおちば様の興奮を感じとって、「せんぱい、せんぱい」とソプラノの動きが強まる。胸が乱暴にされて、身体中が嬉し泣き。

「あ、あんたに何がわかっ──あぁはぁああん!?」

　文句を口にしかけると同時に、全身が痙攣し、我ながら恥ずかしいぐらいに悶絶した。そして同時に、気づいた。そんな自分に、喚き散らしている少年──そして周りの男たちはすべて、瞳のなかに隠しきれない情欲を宿していた。

　その雄の本能をもっとも強く表している、股間も盛りあがっていて、とくに少年はなかなか立派なことになっていた。

　何も知らない呑気ながきんちょのくせに。お母さんお母さんと繰りかえし、勝手に信じて裏切られ、幻滅し、泣きじゃくるだけのくせに。むかしの自分そのものの、その無力な姿に、わけもなく苛々した。

　おまけに、気持ちのいいことだけはしっかり確保して。

　安全なところから、文句ばかりを口にして。

「偉そうに──」

　おちば様は起きあがると、かなり近い位置にいた少年の股間に手をのばした。そして彼の腰を抱くと、自分の元に引き寄せる。

　少年は慌て、手を振りまわした。

「な、何のつもりだ！　この淫乱め！　変態の、異常性欲者──うはぁ!?」

　おちば様は器用にも、彼の股間に顔を寄せると、ジッパーを口でくわえて開いた。指先をその奥につっこむと、ぶるん、と完全に怒張した男性器が零れでてきた。

「うるさいな、うるさいのよ──あたしが何をしようともあたしの勝手。何も見ずに聞かずに語らずに、ただ受けとるだけだったあんたたちに、今さらあたしのすることに文句なんて言わせない！」

　睨みあげると、少年はびくっとして、首をふるふると振った。

「ゆ、ゆるし……」

　ＴＶのなかの、夢のなかの住民だった母親、憧れと──愛されなかったことへの怨みがぎゅうぎゅうに詰まった、ほとんど崇拝の対象。そんな相手が、自分の恥ずかしい部分に手を添えている。少年はそんな噓みたいな事実に、正気を失わんばかりになっていた。

「あんたも変態じゃない」

　おちば様は、この兄を、少し可愛く思って。

　なかなかの巨根だけど、皮があまって敏感な先端を隠していたので、舌をのばしてくるりと一舐め──剝いてあげる。それだけで、少年の背中が噓みたいに震えて、それが面白くて皮を甘嚙みし、引っぱっていじめる。

「やだ、やだぁああ！」

　少年が女の子みたいに悲鳴をあげるが、無理に振りほどいて逃げることもない。中途はんぱな、情けない男め。その、でも何かを期待するような顔を見て、おちば様は笑う。

「変態の子供は変態ね──あんた、あたしのことを妄想して何度もひとりでした？　あたしのことが好き？　あたしの子供が欲しい？」

　指先で睾丸をまさぐって、舌で丁寧に、竿さおの部分を上下に舐める。焦らすように、いちばん気持ちのいいところは避ける。これは、いじめだ。愛情表現じゃない。

　過去の自分への決別の儀式だ。

「何度も何度も、あたしで自慰をしたの？」

　いちばん先端、尿道口に舌をいれると、彼は頭を抱えて絶叫した。

「ごめんなさい！　ごめんなさいママぁ！　だって、僕は寂しかったんです！　ママが愛してくれなかったから！」

　あ、ほんとは『ママ』呼ばわりだったんだ。

　さすがに自分はそれはなかった、ちょっとドン引きしそうになるが──まぁいいか。

　おちば様は、自らのそれとも共有している、のばら様の幻想を──子供からの、男からの崇敬をこれから穢す。貶め、踏みにじり、破壊する。

　愛されなかったことへの、それは復讐だ。

　そしてのばら様という、架空の母親にできる、精一杯の奉仕だった。最初からこの世に存在しなかった彼女を、元の、人々の心のなかという幻覚のような世界へ返してやる。

　この少年には、その生き証人になってもらおう。

　思っているうちに、お腹のなかにソプラノが精を放った。思考が真っ白になる。全身が崩れそうになる。この子は……。呆れながらも、おちば様は自分の戦いをする。

　いまだ元気な恋人に、貫かれながら、おちば様は少年のものを口に含む。慣れてないのか「ひあ!?　ふわ!?」などとおおげさに反応して、面白い。やっぱり、ちょっと可愛い。

「きもちいぃ？」

　唾液の糸をひく、彼自身を指先で撫で、ちゅっとキスした。

「良い子、良い子」

　撫でてあげると、少年の理性が融解した。彼は目を剝いて、必死におちば様の後頭部を摑むと、その頰に自分のものを擦りつける。

「あああ！」

　そして、全力で叫びながら達した。

「ママ！　ママーっ!!」

　ものすごい量の白濁した精子が、どろどろどろっ、という感じにこちらの顔面を汚した。生温かい、ぬるっとした半液体が頰を伝い、顎に溜まって、じわりと落ちる。恐る恐る顔に手を添え、両目のそばにあるものだけ拭った。

「こら……」

　叱ると、少年は白目を剝いたまま、驚いたことにその場に倒れ伏した。見ると、失神している。彼の理性では耐えられない、異常な事態だったというわけだ。

　どうしたもんかと、そんな彼に手をのばしかけて──。

　瞬間だった。

　機関銃のように。

　周りでいつの間にか、こちらの行為に興奮して観賞していた男たちが──自ら擦りあげた男性器から、大量の精液を放ってきた。水まきをするみたいに、彼らの遺伝子のかたまりが、はだかのおちば様に注がれる。

　不意打ちだったので反応できず、目を丸くして、おちば様は汚されていく。異教の神像みたいに、腐敗した聖水をなみなみと浴びて、その火照った肌を彩られていく。

　このとき、坂本のばら様という女性は、ほんとうの意味で神になった。

　背骨が抜けるほどに心地よく、おちば様は目を閉じる。

　これが、架空の母親へ捧げる、彼らの信仰心。ＴＶで、あらゆる情報媒体で偶像として賛美され、愛されてきた彼女への、自分たちの崇拝そのもの。

　あぁ、今しかない。

　済なし崩し的にこんな状況になって、べとべとで気持ち悪くて、でもおちば様は満たされた気持ちだった。いちど、きれいな太陽を見あげると、自分の下で飽きずに動いているソプラノの頭に手を添えて。

「ソプラノ、お願い」

　言うと、ソプラノは少し迷うようにしてから、体位を変えた。いちばん当たり前の体位。正常位。おちば様の背中が床につき、ひっきりなしに飛び散る精液と焚たかれるフラッシュのなか、ソプラノが着ぐるみのなかで。

「あの、ほんとに、だいじょうぶ──です？」

「お願い」

　おちば様は言葉を尽くさなかった。

　ひたすら、気持ちをこめた一言で。

「一生の、お願いだから」

　これまでの人生すべてを、これからの明日すべてを捧げるつもりで、そう告げた。無数のカメラと男たちの視線。ようやく始まったパレードも停止して、こちらを注目している。今しかない。ソプラノは頷き、その着ぐるみのなか、甘ロリ系のふんわりしたドレスのなかに隠された電動ノコギリを取りだした。

　バッテリーパックから大量の電気を注入された、この工具は、激しい音をたてて震動を始める。あとはただ触れさせるだけで、人間の肉体などちぎれる。

　狙いを外さないようにか、ソプラノはいちど離れようとしたが。

　くちづけをするように、おちば様が彼を引き寄せる。繫がったまま、彼に奪われたかった。引導を渡してほしかった、すべてに。

　彼のぬくもりを感じられるなら、もう何も怖くない。

　猫は痛みを堪えるため、首筋を嚙みながらセックスする。これは、そういうものだ。

　周囲でソプラノの握った凶器に気づいたものたちが悲鳴をあげる。やめろ。よせ。何をするんだ。おい誰か止めろ。警察を呼べ。

「さぁソプラノ、上手に殺してね」

　愛の言葉のように、おちば様は囁いた。

「今世紀最大の悪党、この世で一番目の女性──坂本のばら様を」

　お母さんを、とは言わなかった。

　刃が首の寸前に添えられる。摩擦熱が、皮膚をじりじりと炙る。悲鳴と怒号と騒音が、カーニバルの音楽にのせて、ハーモニーを奏でる。

　音と声の大海に、身体中で沈みながら。

「あたしね、あなたの子供を産むよ。きっとね、あたしがこれから殺す、のばら様みたいな──その生まれ変わりみたいな……」

　最後まで言えないまま。

　ソプラノが丁寧に、電動ノコギリの刃を落としてくる。

　痛みすら、ほとんどなかった。

　身体の奥に、繫がったままの恋人の熱いものが、たくさん注がれたのを感じながら──血液が飛び散り、男性の汚液にまみれたまま、おちば様の生首が切断されてごろりと転がった。





♂　♀　♂






　この日、人類の至宝と謳われたこの世で一番目の女性──坂本のばら様は公式に死亡した。

　死因は首の切断にともなう大量出血による、ショック死あるいは脳死。

　大量の目撃者がその事実を証言し、その日のうちに『坂本のばら様死亡』の一大ニュースは全世界を駆けめぐった。

　──のばら様、推定三十四歳の写真。

　そんな年齢には思えない若々しさの生首が、ざわめきたつ群衆のなかに転がっている、あまりにもショックな画像……。

　不審な点も多かったため偽物説なども流れたが、ならば本物がその事実を否定する声明をだすはずで、けれどいつまで待とうともそれはなかった。

　追悼集会が開かれ、世界は哀しみの渦に包みこまれ、けれど──やがて忘れられるだろう。

　権力の道具としてつくられた虚像、人々のちからを吸いあげるための装置としての坂本のばら様を、母親を──おちば様は永久に、休ませることにしたのだ。

　我が身を賭して。

　それが、この世に偶然に生まれてしまった二番目の女性たる自分の、責務だと信じて。

　おちば様は待機していた綿志の適切な処置によって至難である首の接合手術、および生命維持措置をとられ、二週間のあいだ生死の境をさまよったが──やがて蘇生した。現代医学の勝利であった。

　目覚めて最初に口にした言葉は、自分のとなりで寄り添って、看病してくれていたらしいソプラノへの「ただいま」と。

　どこかもわからぬ暗闇に向けた、架空の母への「さよなら」であった。
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　ソプラノの男性器は、見慣れないうちは異様だった。女の子よりも女の子らしいそのすらっとした太股の頂点にあるそれは、垂れ下がった寄生虫みたいで、お互いが気持ちよくなるのに必要なものだとはわかっていたけれど、目で見て指で触るのもちょっといやだった。

　でも馴染んでくると、それは可愛くすらあって、噓ばかりの彼の身体のなかで数少ない正直な部分。気持ちよければ反応するし、だめなら元気がない。とくにソプラノは他人を傷つけないと興奮しないという異常性欲の（と呼んじゃえ）持ち主なので、難易度はさらに跳ねあがる。

　必要であれば肩のあたりを嚙んだり、背中に爪を立ててもらう。あたしが血塗れになるごとに、彼は喜ぶ。

　でも最近は、そういうことをしなくても反応してくれるようになって、嬉しい。

「ふあん」

　音楽的な声をあげる、メイド服のままのソプラノ。そのスカートのなかに頭をつっこむ、はしたないあたし。ソプラノの肌はやっぱり『触る麻薬』で、ずっと撫でていたくなるし、より敏感なところで愛してあげたくなる。

　指先から、頰へ。口元へ。舌で。

「んちゅ」

　彼の褐色の肌に、くちづけ。どんな料理人のご飯よりおいしい。ソプラノは背中を壁につけたまま、されるがまま。その下着を押しあげて主張し始めたおちんちんを、指先でなぞる。どんどんかたちが明確になる。それはあたしたちの欲望のかたち。

　下着をおろした。かぶりついた。「ふにゃあ」とソプラノが変な声をあげる。頭を押さえられたけど、無視して動いた。

「む……はむ……♪」

　それは絶対に嚙み砕いてはいけない禁断の果実。舐めて味わう大事な大事なおちんちん。かたちをなぞるように、凹凸のあるそれを上から下へと辿って、たっぷり男性的なものを蓄えた睾こう丸がんに至る。

「ちぃ先輩……や……そこ汚いです」

　さっきから抵抗しっぱなしのソプラノ。かわいい。いつもいじめられてるから仕返しなんだから。近ごろいっしょに眠っている自宅のベッド、その枕元の壁際で、あたしはソプラノにむしゃぶりつく。

　腰を引けさせる彼に頭を押しつけるようにして、ぴちゃぺちゃと水音をさせながら、口淫。女性がほぼ滅んでいる現代では、実は直接的な性行為よりも、こういった余技のほうが参考文献が多いわけで、勉強しやすいのだ。

「あーむ」

　睾丸や竿はなぞる程度。いちばん敏感な先端にかぶりつく。くちびるで何度か挟んで、舌で味わう。ソプラノが本格的に喘ぎだす。

　先端から零れる透明な液体を、ちゅるりと味わう。なかまですこし舌をつっこむ。ここに触れるのはあたしだけ。

「ふあっ……」

　ソプラノがびくりとおおきく震えた。

　あたしたちの部屋には、すっかり匂いが染み着いていて、自動洗浄が追いつかないぐらい。でも、だんだん自分の縄張りになっていくみたいで、満足感。

　あたしたちも動物だ。

「んー、んむ」

　得意げに、あたしはもぐもぐと曖昧に喋った。会話がしにくいのがこの行為の難点だ。

　ふふふ。どうだ、あたしもいつまでも一方的にやられてるばかりじゃないぞ。いつもたいてい（失血で）意識を失ってしまって、ソプラノがちゃんと満足してるか不明だったから、今日はまず彼をめいっぱい気持ちよくさせて……。

「ちぃ、先輩」

　けれど、あたしのそんな意気込みは。

　野獣の本能に、呆気なく踏みつぶされるのだ。

「せんぱい！」

　ソプラノがもう我慢できない、というようにあたしの後頭部を摑んだ。腕力がすごく、あたしは抵抗できない。ものすごい勢いで、彼の男性器が喉の奥までつっこまれた。

「!?」

　突然のことで何もわからない。いきなりの奇襲で、あたしの作戦のすべてはかき乱された。そのまま、ソプラノはあたしの顔面に恨みでもあるみたいに何度も腰を叩きつけてくる。

　前が見えなくなって、痛くて、おまけに彼の腰には凶器がついている。たっぷりの、あたしの愛撫はむしろ彼にはもどかしく、痒いようなものだったのか、その疼うずきを解消するようにしゃにむに動く。

「げほっ、げぇっ」

　生理的反応で喉の奥が震える。体内に潜りこんできた異物を吐きだそうとする。ここは、こんなものを入れるための場所じゃないと、全身が抵抗する。

　ソプラノはむしろそれが楽しいみたいで、よりあたしを苦しめる場所へと男性器を突きいれる。唾液が零れ、出血するみたいに飛び散る。あたしは押され、ベッドに背中をついた。逃げようとしたがだめだった。

　口のなかがいっぱいになる。

　わけがわからなくなって、必死に離れようとする。これはもはや口淫じゃない。咥こう内ないを強姦されて、あたしは涙目になる。やめてソプラノやめて。と叫びたいが無理だ。

　嘔吐感が溢れるなか、咳きこみながらかろうじて呼吸をする。その間もソプラノは欲望を叩きつけてくる。頭が揺らされ、串刺しにされるような痛みに間断なく晒される。

「うぶうっ……」

　そのままソプラノは射精した。何の予告もない一撃。口のなかいっぱいに生臭いどろどろした液体が飛び散り暴れ、勢いよく食道を流れて胃のなかまで染めあげていく。

　加エ工ル種フの精液は多い。遺伝子を改造された彼らは弱い種族保存能力を補うため、そういう機能を後付けされた。加エ工ル種フ同士の性交は一晩中つづくという。

　ソプラノは満足そうに、あたしの髪の毛を引っつかんだまま、長く吐精した。それこそ、縄張りを主張するように。あたしの体内に、容赦ない満足感が芽生える。

　えへへ……。

　ようやく男性器が引き抜かれ、よだれと精液とわずかな出血で、異様に輝く。まだ元気。あたしは口から溢れてくるいろんなものを手のひらで押さえたが、指の隙間から漏れてくる。床に染みができていく。

「ごほっ、げほごほっ」

　朦もう朧ろうとした意識のなか、収まらない咳だけが痛みをともなう現実だった。目を閉じ、俯き、寝台に突っ伏したまましばし喘いだ。ソプラノとのいやらしい行為は、気持ちいいというよりも、むしろ戦いだ。どう死なずに乗り越えるかが肝心だ。

　何でそんな酷い目にあってまでソプラノを選ぶのか。疑問に思われるかもしれない。でも、これがあたしの愛したひと。あたしの愛すべきすべて。

　ならば、痛みを堪え、あるいは慣れて、快楽さえ得て、あたしは自らを調教する。ひとりよがりじゃない、ソプラノも努力してあたしに歩み寄ってくれている。以前はよりあたしを苦しめるために眼球とかに射精したし。

「ちぃ先輩……」

　お互いに体力を消耗し、互いの名前と『愛している』と、喘ぎ声しかでなくなる。でも、まだ求めあってる。ソプラノはあたしの腰に手をやると、呆気なく抱きあげた。あたしよりも小柄な彼に、およそ不似合いな腕力。

「………？」

　なに。ちょっと待って休憩。と言おうとした瞬間だった。ソプラノはかんたんにあたしの下着をはぐと、当然のように前戯なんて概念知らないから。

　そのまま挿入してきた。あたしは上半身を寝台に突っ伏したまま、腰だけ持ちあげられておちんちんを突っこまれる。背骨が真ん中から折れそうだった。

「ひあっ!?」

　性感よりもまず驚きがきて、あたしは変な声。ソプラノの太いのが膣内を通過し、身体全体がびりびりと痺れる。心臓が震えて、停止しそうになる。相変わらずこっちのことをおもちゃみたいにして、全力で腰が振られる。ばちんばちんという互いの肉が当たる音は、もはや骨と骨がぶつかってがちんがちんになる。

　刃の鍔つば迫ぜりあい。やっぱり戦いみたいだ。そして、戦いにおいてひ弱な人間のあたしは、頑健な加エ工ル種フに勝てない。ということに、しておいて……。

　こ、これで勝ったと思うなよ……。

　がんがん欲望をぶつけられて、あたしはもはや何もわからない。年上の余裕なんて吹き飛んで、勉強したことぜんぶたいらにされて、ひたすら貪りあう。汗が飛び散り、水音が響き、互いの息づかいがすべてになる。

「ソプラノ、ソプラノ……」

「せんぱい──」

　名前を呼ぶ。暗闇で、お互いを探すみたいに。不安になったみたいに、身体を押しつけあう。求められている。それが嬉しい。ソプラノの存在を魂の奥底まで刻みつけられる。

　もう、逃げられない。

「あう、あうう、ふあううう」

　そばにあった枕を抱いて、何度も背中を跳ねさせて、あたしも積極的に応じる。お互いの気持ちいいところを痒くてたまらないみたいに押しつける。

「ふあああ、ああああ」

　快楽にむせび、この世の幸福を味わっていると。

「じーっ……」

　気づいた。

　あたしの顔のすぐそば。ベッドに肘ひじをついてしゃがみこみ、こちらを観察している人物がいる。

　目の前が、一瞬だけ真っ赤になるほど驚いた。

「うぴっ!?」

　だしたことない声がでて、あたしはソプラノに貫かれたまま、その奇妙な熊の覆面をかぶった人物──坂本綿志（『ななちゃん』ではないから、そうは呼ぶまい）を挙動不審に見据えた。

「うああ……」

　何してんのよ馬鹿さっさと出ていってよ信じらんない。と喚こうとしたが、ぜんぶよだれになった。恥ずかしい。

　綿志さんもべつに邪魔するつもりはなかったのか、相変わらずの非人間的なほどのマイペースさで、首を振って。

「お取りこみちゅうのところすみません」

「うああ。あああ」

「ふむ。再生手術は万全のようですね、でも失敗の可能性はあったので、首の切断は二度としないでください」

「あう、ふあ、あうう……」

「その他、あなたの指示どおりに進めています。世間の反応は計画どおりな感じですね。それと、例の件について興味深い調査結果がでました」

「ふつうに喋ってないで、でていって、よぉ！」

　ようやく叫ぶと、綿志さんは不思議そうにしながら。

「失礼」

　いちおうあたしの言葉に従うと、一定の歩調で速やかに部屋から去っていった。彼の白衣が、ひらりと舞って、消える。

「ふにゃあ、ああああ」

　ソプラノがあたしの身体のなかに、たっぷりの精液を放出したのは同時だった。他人に見られる背徳感も手伝って、あたしもたまんない絶頂に導かれ、意識が真っ暗闇に染まる。
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「あぁもう、信じらんない……」

　あたしは苦虫を嚙みつぶした顔で、愚痴っぽくつぶやく。

　お風呂のなかである。

　水蒸気によって身体の奥まであったかくなるタイプで、湯船は申し訳程度に、身体の汗を流すためのものが用意されているだけ。

　肺にめいっぱい吸いこんでも不快感のない、むしろ心地よい蒸気に満たされて、ふわふわポカポカした気分。

　はだかになって、肌に吸着し汚れをごっそり取りこんだ洗浄水の雫をタオルで拭う。我ながら、今日もどろどろだ。やばいなあ、……はまってるなあ。

　周りは深海だの宇宙空間だの、てきとうに登録された風景が流れるパネル式の壁である。映画などを流すこともできるけど、長風呂になっちゃうし好きじゃない。

「ほらっ、もうっ。動かないで、キレイキレイしてあげるからっ」

「ふーっ！」

　あまりこの入浴という文化に馴染んでないソプラノを、後ろからシャンプーなんかぶっかけてタオルでごしごし。その陶酔するほどきれいな、褐色の背中。

　薄く桃色がかった紫色の、乙女のような髪の毛も丹念にトリートメントして、いい匂いにしちゃう。でも、ソプラノは絞め殺されたみたいに「いぃぃいいうぃいいい!!」と悲鳴をあげている。

　たしかにまぁ、芳香も慣れないこの子には刺激物だし。ふつうの人類より嗅きゅう覚かくが発達した加エ工ル種フは、自分の体臭が消えちゃうのが嫌みたい。無理やり服を脱がされるようなもんだろうか、とあたしは想像する。

　この子のこと、理解してあげたいもの。

　でも臭いのも汚いのもゆるせない、ということで、無理やり洗っちゃう。本気で抵抗されたらソプラノのほうが腕力が強いから、あたしなんか吹き飛ばされるんだけど、彼はこちらに怪我をさせないように気を遣ってくれる。

　そこにつけこむみたいで嫌だけど、ごめんねソプラノ、可愛くしたげるからね……♪

　ごし☆ごし★

「はうう……」

　ソプラノがおとなしくしていたほうが早く済むと悟ったのか、うなだれて成すがままになった。

　良い子良い子、と思いながら頭を撫でるようにシャンプーしてあげながら、あたしは思いだしむかつき。

「ほんと、綿志さんって信じらんない。ずっと引きこもりだったか何だか知らないけど、気遣い足らなすぎるよ。おとななのに。おかしいんじゃないの、ノックもしないで」

　さっき部屋に踏みこまれたことを、根にもってるあたしだった。

　でも、こういうふうに文句を言えるのも、親と同居してるっぽくて少し嬉しい、自分が何だかなぁ……。

「へみっ」

　ソプラノが変な声をあげて、身をよじる。シャンプーが目に入ったらしい。「あ、ごめん」とあたしはシャワーをその可愛らしい顔に浴びせてやる。

「ごめんねソプラノ、いつも苛められてる仕返しとかじゃないんだよ。愛してるよ。でもときには事故がおきるんだよ……」

「ううー」

　うらめしそうに見られて、ぞくぞくする。あぁ、仕返しされちゃう……♪

「おちばちゃん」

　せっかく恍こう惚こつとしていたのに、浴室の外から声がかけられて台無し。のんびりとした雰囲気、綿志さんだ。今度は先に声をかける気遣いができたらしい。

「えっちなことをしているところ、申し訳ありませんが──」

「し、してないもん！」

　しそうな雰囲気だったけど。

　年中発情期みたいに言わないでほしい。さっきのあれは、いろいろ事後処理も片づいて久しぶりにって感じだったから激しくなっちゃっただけですごく気持ちよかった……♪

「聞いてますか、おちばちゃん？」

　マイペースに、綿志さんが声をかける。

「先ほど言いそびれましたが、話したいことがありますので、あとでリビングにきてください。準備するものがありますので、もうちょっとゆっくりしていてもいいですよ」

「………？」
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　お風呂あがりだ。あったかい天国。

　でも、なぜかソプラノといっしょに入ると、彼は浴室からでたあとずっとあたしに「ぎゅうっ」と抱きついたまま、甘えん坊さん。顔を擦りつけたりして、たぶんあたしに自分の匂いをつけている。あぁ、あたしはソプラノの所有物ナワバリなんだな……。

　くすぐったいな。

　ちょっと嬉しいな。

「えへへ……☆」

　だらしない笑顔になって、ソプラノの頭を撫でちゃう。彼は「？」と小首を傾げて、きちんと着こんだメイド服のまま、あたしの肩口に顔を押しつけている。

　あたしはいつものＣＧ服で、今日は地味めのだぼっとした服装だ。先日のカーニバルの反動か、何かもう見た目とかわりとどうでもいい。ソプラノがいればいいよ……。

　あぁ、さすが触る麻薬。ソプラノといちゃいちゃしてると、だめになっちゃう──。

「あなたたち、ほんとに仲がいいですね」

　リビングに行くと、そこで綿志さんが電子ブックを読んでいた。

　紙媒体としての本は利便性に負けて廃れたけど、本屋さんを再現し、紙の手触りと目への負荷の低さなど様々な技術的問題を克服し、電子媒体としての検索機能や様々なメリットが追加され、姿を変えながらもひとつの娯楽としての地位を保った。

「何読んでんの、綿志さん」

「『パパ』と呼んでも構いませんよ。……電子ブックは作家が編集に渡す前の作品を安価に、試験的に掲載しています。完成後の原稿が見たければ追加で料金を支払えばいいし、あわなそうだと思えばやめればいい。ゲームの体験版みたいなものですね。『この作家は初稿のほうが面白い』とか、かつてはなかった楽しみかたを──」

「あぁ、わかった。どうでもいいや。綿志さんってオタクっぽいよね」

「それの何が悪いのかわかりませんね。引きこもりが長いと暇潰しの手段ばかりが増えるんですよ──あなたのように、ともに生きるパートナーがいればちがったのかもしれませんけど」

「ひとりで暮らしてて寂しくなかったの？」

「私は自ら望んでそんな生活をしていたのですよ、おちばちゃん？」

　綿志さんはつぶやいて、電子ブックを閉じると、すこし哀しそうに笑った。

　覆面で見えないけど、なぜか、それがわかった。

　あたしはソプラノをへばりつかせたまま、綿志さんの正面に腰かける。あたしの好みにあわせて、ふんわりした座り心地。ソプラノが「お茶の準備をする、です」と言われなくても率先してメイドっぽいことをするとは、ひとは成長するものなのだなぁ。

「で、話があるって？」

　足をぶらぶらさせながら聞くと、綿志さんは机に頰杖をついて。

「ええ」

　いつものように、内心の読めない飄々とした態度で。

「緒礼兄さんの行方がわかるかもしれません」

　そうだ。

　坂本綿志を名乗っていた（ややこしい）、『植物刑』を受けて花七号と名付けられたあのひと──少しの間、あたしとともに暮らしていたあのひとは、姿を消していた。

　八方手を尽くしたが見つからず、困りきっている。

　彼を保護することはあたしの職務だし、彼がもし坂本緒礼──三兄弟のひとりで、のばら様が愛したという存在だったとしたら、それを踏まえて話を聞きたかった。

　何もかも、偽りばかりで構築された坂本のばら様。

　その存在と向きあわなくちゃ、あたしの人生は始まらない気がするんだ。

「彼はどうやら摘出された彼の記憶や人間性を、それが保管してあった『植物園』から盗み逃亡したようですね。今の彼は『坂本緒礼』である自分自身を取り戻していることでしょう、まぁ──私や逢兄さんに比べれば無能なひとですが、やや特殊なので、本気で逃げにまわられると捕捉できない可能性があります」

「待って、おかしいわよ」

　あたしは不安になって首を揺する。

「ななちゃん──って呼ぶわよ、すべてを奪われた坂本緒礼、と仮定する花七号は精神の極刑『植物刑』を受けてんのよ。記憶はないし、あらゆる反抗的な行動ができないはず。唯々諾々と政府に従う、つくられた善人、ゾンビよ」

　あらためて、彼に施された仕打ちにぞっとする。

　因果応報の罰だ、彼が罪を犯した償いなのだ──そう信じてこそ見逃して、彼を保護することで守ってるつもりになっていた。家族だから、それだけが、あたしにできることだって自分に言い聞かせていた。

　でも、何もかもがぐちゃぐちゃで、事情が錯さく綜そうしていて。

　彼がもし、いたずらに苦しめられていただけなら、どうしようか。

「そもそも『植物園』に自分自身を取り戻しにいこうなんて、思いつくこともできないのよ。それが『植物刑』なんじゃなかったの、誰かが手引きしたとか？」

「さぁ、『植物刑』そのものが試行段階のあやふやな代物ですし、人間の精神の悪いところのみを摘出する──なんて現実的に可能なんでしょうかね？　『植物刑』が完璧ではなく記憶が蘇ったのかもしれませんし、あなたが不在のなか誰かにそそのかされて、魔が差したのかもしれません。単純に、誰かに誘拐された可能性もあります」

　失われたもの、自分に欠けているものを埋めたい──充足したいと思うのは、生物の本能だ。腹が減れば食べものを求める、きっと魂だって。

　あたしにも、それは理解できた。

　しかしまぁ──綿志さんは冷静というか、他人事っぽいというか。

　自分の兄のことなのに。

　いいえ、同じ罪を分かちあった、魂の同胞のはずなのに。

「事実として、『植物園』から緒礼兄さんの魂は強奪されている。彼は記憶を取り戻したものとみて間違いないでしょう。そして彼はのばら様の秘密を知っているし、私や逢兄さんの補佐として様々な困難を乗りこえてきたひとです、見つけだすのは容易ではないでしょうね」

　よく喋るくせに上っ面だけで、肝心のことに何も触れていないような、あくまで傍観者みたいな口ぶりの綿志さんに──あたしは、ひとつだけ確認しておく。

「ねぇ、確かめたいことがあるの」

　それは、あたしにとって重要なモチベーションだ。

「結局、のばら様がつくられた偶像だったとして──誰が、のばら様だったの？　逢ちゃん？　緒礼さん？　あなた？　あたしの親は誰？　誰があたしを産んだの？　育てたの？」

　三兄弟が、世界を掌握し父を打ち倒すためにつくりあげた爆弾、坂本のばら様。世界で、一番目の女性。偽物で、だからこそ輝かしい演出のなかでお姫さまのように扱われた人類のアイドル。彼女はいったい、どのように創造されたのだろうか。

　綿志さんは居住まいを正し、猫背をきちんと伸ばした。その間にソプラノが紅茶をもってきて、それぞれのカップにいれてくれる。

　それを見届けてから、綿志さんは少し考えこんで。

「難しい質問ですね、どう答えたらいいものやら──坂本のばら様という存在は、逢兄さんであり、緒礼兄さんであり、私でした。全員で、つくりあげた偶像でした」

「嬉しいわね、親が三人もいるなんて」

　ぎゅっ、と膝のうえで拳を握りこんで。

「兄弟は腐るほどいるし、家族がいっぱいで寂しくないわね、万々歳ね」

　呻くようにつぶやいてから、綿志さんを睨みつける。

「あのさぁ、あたしが聞きたいのは──」

「生物学的にあなたを産んだのは、緒礼兄さんです」

　綿志さんは、あたしのなかにある疑問に、ひとつ解答を与えた。自分が試験管のなかで合成された子供ではないと理解しながら、でも、さらなる疑問がいくつもよぎる。

　なぜ、あたしが生まれたのか──二千年ぶりの、ほんとうの意味で一番目の女性が。

　どうして、緒礼さんはあたしを生んだのか。なぜ、その後、あたしと一緒に暮らしてくれなかったのか。親として。なぜ人格を失ってから、あたしと暮らしたのか。彼があたしに対して犯したという罪は、本当にあったのか（少なくともあたしは覚えていない、あるいは忘れさせられている）。

「すべての疑問は、緒礼兄さんを見つけだし、対話をすれば解消されるでしょう。いいえ、もしかしたらさらに謎は深まるだけかも知れませんが」

　綿志さんは、熊の覆面をとった。

　記憶のなかにある、のばら様の外見そのものの──女性的な、麗しい面貌。だが彼自身はそれを嫌うように、隠すように頰に手を当てて、でもこちらを注視して。

「それに、緒礼兄さんの目的がさっぱり不明な現状、彼を追いかけることには危険を伴います。のばら様の『公式的な』死と、その後の処置によってあなたの安全性が高まったとはいえ、世情は混乱していますし……」

　そうだ。

　先日のカーニバルで、あたしが演じた『坂本のばら様』は首を切り落とされて死んだ。最先端の医療によってあたしは死の淵から救いだされたが、世界は一番目の女性を失い、悲嘆に暮れている。

　三兄弟はもう父を打ち倒しているのだ、世間を欺きつづける意味はもうなくなっている。

　膨らみつづける女性への敬愛、のばら様への崇拝を断ち切るのは今しかないと思ったんだ──もはや誰も、『坂本のばら様』を必要としていない。

　女神さまとして、お姫さまとして、アイドルとしての彼女は、もういらない。

　そんな、くだらないことをやめて──ただの、あたしのお母さんに戻ってほしかった。

　あたしの我が儘だ。でも、命懸けで、あたしはその願いを叶えた。

　なのにまだ、あたしのお母さんは正体不明のまま、あたしを抱きしめてくれさえしない。

「わかりました」

　項垂れて、涙すら浮かべたあたしを、お母さんの顔をした綿志さんは眺めて。

　覚悟を秘めた表情で、宣言した。

「あなたは命懸けで私たちの噓に終止符を打ち、罪にまみれた『坂本のばら様』の人生を神話にまで高めてくれた。死ぬことで、彼女は完成した。私たちがいつまでも怯えて踏ん切りのつかなかった、彼女への依存を断ち切ってくれた」

　彼は足を組んで、紅茶を鮮やかに飲み干すと。

「私も、誠意をもってその覚悟に応えましょう──争いのなかで命を失った逢兄さんのために、謎をまとわせ行方をくらませた緒礼兄さんの代わりに、独りで閉じこもって何もかもから目を逸らしていた私の、それが役目だと思いますから」

　彼の『話したいこと』とは、きっと最初からそれだったのだろう。

　綿志さんは長く吐息を漏らすと、お父さんかお母さんかわからないけど、娘を慈しむ親の微笑をたたえて。

「聞きなさい、おちばちゃん。あなたが生まれたことは、私たちにとって罰を与えられたに等しいのですが──もしかしたら、祝福だったのかもしれません」

　不思議なことをつぶやくと、彼はどこからかヘルメットのようなものを取りだした。いくつもの配線が伸びており、それは部屋の隅っこにあるゴツい機械に繫がっている。いつのまに、我が家のリビングにあんなものを……。

「私は口下手ですし、直接見たほうが早いでしょう──いえ、見るというより体験する、ですね。これを装着すると、脳に直接情報が流しこまれ、五感への刺激をともなう映像が体感できます。まぁ、ものすごく臨場感のある映画を観るようなものです」

「聞くからにヤバそうなんだけど、脳にダメージとか残らない？」

　どうやら『植物刑』と同根の技術なのだろう、自分の記憶を切り貼りして、外部に保存する。乱暴で、人間の尊厳をかなぐり捨てた行為だ。

　苦しみも痛みも、つらい思い出も『あたし』だ。そう思うのは、ほんとの絶望を知らない、あたしが子供だからだろうか。

「さぁ──映像に同調しすぎて苦痛などまで体験してしまうということで、危険度が高くて一般には公開されなかった技術ですし。画期的だと思うんですけどねぇ、映画や読書のように広まるには課題がいくつもありますね。『植物刑』以外で用いるのはいまだに違法ですからね、実用された例が少なくてどうなるかわかんないです」

「そんな危なげなもんを、実の娘に……？」

「あまり、あなたが娘だという実感がないんですよ。それは、私がその機械に封入した記憶のせいでしょうね──」

「わかった」

　あたしは決心して、ヘルメット型の端末を持ちあげた。ずしりと重たい。

「ひとつだけ、先に確認させて──具体的にこれ、どんな記憶なの？」

「あなたの出生の秘密ですよ、おちばちゃん」

　楽しそうに、綿志さんは肩をすくめた。

「『のばら様の異常な愛情～またはいかに無能な次男は心配するのをやめて女性を愛するようになったか～』って感じですかね」

　意味がわからない。

　あたしは溜息をつき、百聞は一見にしかず──とヘルメットを装着する。

　瞬間、視界が暗転した。
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　夢を見ているような。

　自我がとろけて、あたしは『あたし』を喪失し──他人の物語のなかに没入する。世界観に絡めとられ、感情移入して、集中して読書してるときのように。

　けれど、そうして『あたし』が消えそうになるたびに、脳のいちぶにぴりっとした刺激があって。その安全装置じみた断続的な痛みによって、あたしは『あたし』を繫ぎとめる。でも油断すると、ふと自分が誰だかわからなくなってしまう。

　発売禁止になるのも頷ける、これは危険だ──泥酔したみたいに、自分の感覚があやふやになって。その代わりに、他人の知覚が上書きされる。

　長くつづけていれば、あたしは自分が何者なのかも忘れてしまうだろう。

　積み重ねてきた十四年ぶんの人生を、すっかり落っことして。

　それがほんのちょっと甘美な誘惑であることが、この装置のいちばんの恐ろしいところなのかもしれなかった。

　あたしは誰か（説明によると、綿志さん）と感覚を共有し、むかしの記憶を見ている。見るというより、完全な仮想体験で、慣れるとちょっと面白い。手足は勝手に動き、こちらができることは何もないけど、他人の感覚というのは不思議なものだ。

　たとえば人間はすべてを見ているようで、実際は優先順位をつけて、重要なもののみを認識している。道ばたの石ころなんかには、蹴け躓つまずくまで気づかない。すべてを認識すると脳の処理能力に負荷がかかりすぎるためだ。

　ひとによって何を優先するかは様々で、お腹がすいてるときは食べ物だろうし、道に迷ってるときは案内板や地図だろう──綿志さんの視界は、そういう意味ではフラットで、何もかも均一で味気なくて無価値だった。

　あたしの視覚が冒険小説か、あるいは子供向けの絵本なら、綿志さんのそれは数列が並んでるだけの論文だ。演出も色も何もない。寂しい……。

　記憶なんかは再生されないようで、『いま』感じているものがそのまま飛びこんでくる。たまに綿志さんの考えてることらしい、思考がふっと浮かぶが、心のなかは憲法で保障されているプライバシーだからか、あたしの脳に届くまでに詳細がカットされる。

　真っ直ぐに道を見据え、一定の調子で歩いている綿志さん。

　周りにあるのは、すこし古びた町並みだ。まだ車両が乗り物としての地位をかろうじて保っていた時代だから、道路をＳＥＬに比べたら武骨で兵器じみたトラックやタクシーなんかが走っている。鼻がむずむずするような排気ガスの匂い。

　通行人も多いが、みんな表情が暗くて、そういえばのばら様が登場するまでこの国は長くつづいた不景気だったのだ──と、あたしは自分の知識を思いだす。

　二千年ぶりの女性という珍獣、偶像、明るいニュースがみんなの生きる気力を後押しした。神は人類にまだ生めよ増やせよ地に満ちよと期待してくださってる。そんな実感が、ほんのわずかずつ景気を回復させた。

　プラシーボ。でも、人類には必要な活気だった。

　とまれ、そんなことを考えながらふわふわと揺れる、綿志さんのまとっている白衣の裾なんかを眺めていると。

「もしもし」

　口が勝手に声をだした。

　ちがう、綿志さんが宙に端末を表示し、誰かと通話を始めたのだ。

『やあ、綿志！　元気かい！　いや君のことだからまた死んだような顔をしているんだろうね、どうだい正解かい！』

　どきり、とする。

　端末の向こうから聞こえてきた声は、坂本逢──あいちゃんのものだった。

　この時代には、まだ生きていた。

「余計なお世話ですよ、兄さん」

　当然、綿志さんは当たり前のように受け答えしてるけど、あたしの魂は痛む。

　でも、これは一生背負っていかなくちゃいけない苦痛。

　たくわえた哀しみのぶんだけ、あたしは大人になれる。

「いいかげん私を便利に使わないでくれませんかね、いい迷惑ですよ」

『たまには働け。国民の義務だ』

「兄さんが養ってくださいよ。病弱ゆえに勤労することあたわず、と勝手にカルテを作成して政府の保護下に入りますから」

『医者の権利を私的に使うな。養うのは緒礼ひとりで充分だ。うちの弟どもはなぜこんなに無気力なのだろう──私はこんなに輝いているのに！』

「生まれる前に兄さんに活力のすべてを吸引された説が私と緒礼兄さんの結論ですけど」

『私のいないところで何を不愉快な結論をだしている。マジで見捨てるぞ。だいたい、おまえらのような可愛げのない連中を養う甲斐性はない』

「私、顔立ちだけならけっこう可愛いと思うんですけど」

　今はどうも例の熊っぽい覆面で隠れているようだけど、綿志さんの素顔はのばら様とまったく同じ、麗しい美貌だ。

　あいちゃんもその点だけは否定せずに。

『うむ。でも性格がまったく可愛くない、減点減点──などと、言ってる場合ではない。頼みがあるのだ綿志、養ってほしいなら最低限の労働をこなす可愛げを見せたまえ』

　きれいに話を戻して、あいちゃんは告げる。

『緒礼のやつと連絡がつかん。世間にようやく「坂本のばら様」が認知されてきた、この時機にあいつに脱けられると困る。対談だのインタビューだのの依頼がひっきりなしなのだよ、君、ちょっと様子を見にいってくれたまえ』

「話すぐらいならいいですけど、近ごろ緒礼兄さんの言動は意味不明なんですよね」

『最近話したのか？　私は着信拒否されてるのだが』

「兄さんはうざいですからね。むしろ、あっちから電話してきますよ。まぁ会話が嚙みあわないのですぐに切るんですが、たしかに最近すこし変ですよね緒礼兄さんは──」

　溜息をついて、綿志さんは面倒くさそうに。

「わかりました、様子を見にいってきます。緒礼兄さんの現在地を教えてください」

『いま地図を送信する。すまんな、綿志。こっちは政治だの交渉だの裏取引だので手がまわらん、君だけが頼りなのだよ』

「ま、明日サボるために今日がんばりますよ」

　通話を終えると、綿志さんはぽつりと。

「やれやれ。この調子だと逢兄さんは緒礼兄さんの異変の原因に気づいてませんね──そんな鈍感なところが美点でもあるのですけど。私だけで処理できればよいのですが……」

　独り言をつぶやいていた。
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　世界の中心的存在である坂本のばら様や、権力を一手に担う兄の逢、自ら好んで人目を避ける弟の綿志とちがって、次男の緒礼の居場所はそこまで厳重に秘匿されているわけではない。てっきり四次元的に折りたたまれた異次元だとか、宇宙空間だとかにあるのかもと考えていたけど、見たかぎりはごく平凡なマンションである。

　そこそこ立派で防犯もしっかりしてそうだが、まぁ普通だ。木を隠すなら森のなか、さほど重要な立場ではない（少なくとも世間的には）緒礼だから、しっかりと隠して「重要人物ですよ！」みたいにするより、普通に暮らしていたほうが目立たないのかもだが。

　一般的な生活は、次男緒礼の好みのように、あたしには思えた。自分をたいして重要人物だと思ってない、優秀な兄や弟の陰に隠れて、地味に生きることを望んでいるというか……。

　権力志向の兄や、孤高な弟とちがって、だからこそ彼は『自分』というものにあまり価値を見いだしていないような……。

「兄さん」

　あたしと感覚をともにしている、過去の綿志さんが、ぴんぽんとインターフォンを鳴らす。ごく当たり前に。この時間（昼前だ）はたいていの人間が学校へと行っているから、人気がなく静かだ。

　唯一、警戒すべきなのは三兄弟の敵である父親だが──この時代にはもう彼を放逐しているらしく、外敵のいなくなった三兄弟の雰囲気はゆるい。

　むしろ、彼らの問題は外側にはなさそうだった。

「綿志です。ってあれ、鍵かかってないですね──入りますよ？」

　いちおう断ってから、あまり躊躇なく玄関扉の取っ手を握り、押し開く。

　むっとした、独特のにおいが鼻についた。

　ひとり暮らしの男性のにおいなんだろうか。あるいはこれが、お父さんのにおいなのかもしれなかった。などと感慨にふけるあたしとは無関係に、綿志さんはなかを覗きこむ。そもそも鍵をかけてないのは不用心だが、そんなことがどうでもよくなるぐらい、室内の様子は異常だった。

「うわあ」

　あたしと綿志さんの声と気持ちは、そのときまったく同じだった。

　それなりに広い、たぶん３ＬＤＫぐらいの、ひとり暮らしにしては持て余しそうな部屋だ。家具がほとんどなく、かろうじて簡素なブラインドで窓を覆っているだけ。ラグやらタイルカーペットやらはなくフローリングむきだしで、壁紙にも手をくわえた形跡はない。

　その代わりに、壁という壁、床という床、天井という天井にほとんど隙間なく──坂本のばら様の写真が貼ってあった。

　政治家との対談などのおかたい雰囲気のものから、ファンのみんなに手をふって歌うアイドル的なもの、歯磨きをしている日常的なものから、ちょっとセクシーな肩が露出したものとか──公式に発売してるものもあれば、身内だからこそ入手できた世間に公開したらまずそうな全裸やら、身体測定してる姿やら、やや間の抜けた──だからこそ人間味のある表情だとか、色々ある。

　写真だけでなく、一定の動きを繰りかえす『動く写真』やら、端末では映像、さらに精巧なフィギュアやアニメ絵で描かれた二次創作、その他もろもろのグッズ（抱き枕とか）がごろごろ転がっている。

　ありとあらゆる、入手できるかぎりののばら様の関連商品の群れ、群れ、群れ……。

　そのなかには見るからに男の欲望を叩きつけたあととおぼしき、不快な汚れがこびりついているものがあり、我が兄ながら気持ち悪い──と綿志さんの思考がすこし覗けた。

「兄さんは、やっぱり……」

　シンクに置いてあった、のばら様の姿がプリントされたティーカップなんかをしげしげ眺めながら、綿志さんは溜息をつく。

　あたしにも理解できた。

　緒礼は、のばら様を愛している。熱狂的に。でも、それは変だ。のばら様は三兄弟がつくりあげた偶像で、実在しないのだから。ここに飾られた写真のすべては綿志さんか緒礼自身を撮影したもので、だとしたらこれは自慰だ。

　ナルキッソスの神話のように、自分に恋をした坂本緒礼──。

　全世界に噓をつきつづけることに、善良な彼の価値観が、心が病みつき壊れたのか。体組織を変化させられる彼が、身体を書き換えるたびに、脳に影響がでてのばら様を他人だと誤解・錯覚してしまったのか。

　綿志さんは何とか理解しようとつとめる。

　兄弟だから。本来なら、見捨てて去りたいところだったろうけど──。

　ともあれ己に似ているものには、人間は強い反応を示す。強い嫌悪感か、あるいは執着心を。

　自分の名前を呼ばれたら、どんな人混みでも振りかえってしまうみたいに。自分の私物、名誉、関連づけられるすべてのものに興味をもち、自分の顔をたいてい愛する。それは人間がより良く己の人生を充実するために宿命的に背負った、自己中心的な部分だ。

　それが加速し、狂気にまで至ると──こうなってしまうのだろうか。

「兄さん」

　不意に綿志さんは気づいた。いちばん奥の部屋、ベッドに緒礼が寝ころんでいた。死んだように気配がなかったので気づかなかった。歩み寄り、綿志さんは眉をひそめる。

　緒礼の見た目は、写真のなかののばら様とまったく同じだった。長い真紅の髪の毛、お人形さんみたいに華奢な肩や腰、そのくせ豊満な胸元。はっきりとした派手な顔立ち、着ているのは西洋風の寝間着だ。

　父親の臓器移植用の肉の保管庫として、つくられた彼。その体組織はある程度自由に変更できる、つまり彼には変身能力がある。

　もちろん漫画みたいに瞬時に姿を変えるのは物理的に無理だが（老廃物や細胞の構造的な限界がある）ゆっくり身体を改造していけば──。

「だいじょうぶですか、兄さん……」

　けれど血の繫がった相手だからか、医学的見地からか、これが兄だと理解して綿志さんはその肩を揺り動かす。息をしていないように思えて、口元に耳を添えた。

　食事もとらず、偶像の女性の只中で、このひとはいったい何をしているんだ──苛立ちが湧いてきて、綿志さんはやや乱暴に呼びかける。

「兄さん！」

　すると、ようやく緒礼は両目を開いた。

　ぱっちりとした、おおきな双眸。焦点があっていなかったが──やがて瞳が綿志さんのほうへ向いて、ぼろぼろぼろっ、と不意に彼は涙を零した。

「あぁ──」

　ぎょっとする綿志さんに、震える指先を伸ばして。

「会いにきてくれたのね……」

　この現代では珍しくないとはいえ、やや異様な女性口調で、緒礼はつぶやいた。

「夢のなかから、あたしを抱きしめにきてくれたのね……」

「な、何言ってるんですか兄さん、寝惚ぼけないでください」

　呆れている綿志さんの、熊と機械を合成したような覆面を、緒礼はさっと慣れた手つきで引きはがした。いつも隠されている綿志さんの素顔が晒される。緒礼はベッドのうえで身を起こし、にやあ、と不気味な感じに笑った。

　綿志さんの顔立ちは、のばら様とまったく同じだ。女性的で、髪の毛も長く美しい。驚きに身を竦ませたその仕草は、可愛らしいとすらいえた。

「会いたかった、のばら様……！」

　緒礼はそんな弟をぎゅっと抱きしめると、当たり前のように押し倒した。
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「こら」

　綿志さんは戸惑いながらも、まだその口調は真剣なものではなかった。もとから動じないひとだし、ふたりは兄弟なのだ。ぶん殴るわけにもいかないし、寝惚けてるんだろうかしょうがないなぁ、ぐらいの感覚だった。

　甘かった。

　緒礼は懐からそっとちいさな注射器を取りだすと、医学的正確さをもってそれを綿志さんの首筋に差しこんだ。得体の知れない、薄赤色の液体が身体にはいってくる。緒礼は身体のなかに複数の薬物や毒物を生成できるらしく、そのひとつなのかもしれなかった。

　無駄に便利な能力を……。思いながら、まずい、と綿志さんは焦る。身体から感覚がなくなってくる。元から腕力ではほぼ同等だが、これで強引に相手を払いのけるのが物理的に難しくなった。

　身をよじり、鼻息も荒く顔を近づけてくる兄を「ぐいぐい」押しかえして。

「兄さん落ちついて、あなたは正気を失っている。ぶっちゃけ病気だ。キモい。こういうことは妄想のなかで好きなだけ行えばいい、私を巻きこまないでください」

　酷い言い草だが、綿志さんの意見はまったく正しい。けれど、緒礼は聞いちゃいなかった。うんうん頷くと、うっとりした表情で、綿志さんにそっとくちづける。唇と唇が触れあい、「もがーっ!?」とあまり動じない綿志さんが珍しい悲鳴をあげた。

　ただのキスではなく、唾液に混じった自然生成された薬物が、さらに身体から自由を奪う。頭もくらくらしてきた。感覚を共有しているあたしまで気持ち悪くなってくる。

　でも、これで終わりではなかった。

　緒礼はにっこりと、舌なめずりをして。鏡のなかの自分のような、まったく同じ顔の綿志さんを見下ろしてくる。緒礼のほうが少し幼いし、骨格も女性的で、腰回りなど柔らかな曲線だけど。

　そして、何よりもちがうのは──。

「うふふ～、ちがうでしょ綿志、のばら様の喋りかたはそうじゃないでしょ～。『～なのだ』って偉そうに喋ってよ。それに失礼しちゃう、ひとを頭がおかしいみたいに言って。妄想と現実の区別ぐらいつくのよ、これがいちばんあたしの欲望を満たせる方法なの」

　にこにこと、傍から見るとあきらかに正気じゃない楽しげな笑顔で。

「しばらく連絡をとらなかったら、心配性の兄さんが様子を見にくるはずだった。本人は死ぬほど忙しいから、綿志がくるのはわかってた。会いたかった、綿志。うふふ」

　ちゅっちゅっ♪とほっぺたにキスの嵐をふらせて、身体をすり寄せてくる。熱くて、弾力のある、女の子の身体だった。ほんとになかに骨が入ってるのか心配になるぐらい、ぐにゃぐにゃしている。

「探したの、あちこち。でもね、どこにも見つからないの。だから自分を改造して、せめて鏡のなかにのばら様をつくったけど、触れあうことはできないの。ねぇ、見て。設定に忠実に、ちゃんとぜんぶ再現したのよ」

　言いながら、緒礼は薄っぺらな寝間着をずりおろす。立派な、石せっ膏こうで丹念につくったようなかたちのよい乳房。先端の乳首は薔薇のようだ。ほっそりした腰と、官能的なおへそ。しきりに舌で自らの唇を舐めながら、緒礼は下着に手をかける。

　これも、特注品らしき女性ものの下着だ。精緻な細工が施された、けれど頑丈さはなさそうな、上等なハンカチみたいな。それをあっさり投げ捨てて、緒礼は動けない弟に腰をつきあげ、その下腹部を見せつけた。

　そこにあるべき男性の部分はなくて、代わりにいやらしい女陰があった。何かを求めるようにひくついていて、透明な雫が零れている。

　興奮しているのか、頰を上気させ、緒礼は夢魔のように綿志さんに跨またがったまま。

「でもね、『自分』じゃ虚しいの。会いたい、のばら様に会いたい──ごめんね、あんたは顔が同じなだけ。のばら様じゃない、でものばら様でもある。あたしたちでつくったんだものね、だから、あんただってのばら様だから……」

「兄さん、あなたってひとは──」

　哀れむように、ぎゅっと拳を握りしめた綿志さんの心ごとほぐすように、その指を絡めて恋人繫ぎをすると、緒礼は弟の耳をそっと嚙んだ。

　そして囁く。

「兄さん、じゃないでしょ」

　底抜けに陽気なのに、どこか寂しい声で。

「ね、しよ。爆弾みたいな恋をしようよ。弾けて消えるみたいな……」

　目尻に涙が浮かび、零れて、綿志さんの肌に落ちる。それを拭うみたいに、緒礼は手を動かして、弟の服を脱がしていく。引きこもっているせいか、男性的な筋肉はほとんどなくて、優美なその身体。鎖骨に、胸元に、緒礼は舌を這わせていく。

　びりびりした刺激に、綿志さんがちいさな声をあげた。

　そっと頭を抱いて、よしよし、と言うみたいに──緒礼は甘い雰囲気のなか、独り言をつぶやいている。

「がんばってね、機能まで再現しようとしたの。子供をつくる機能まで。それで、あちこちで色んな男のひとをつかまえて、子供をつくろうとしたの。でも、あたしたちのＤＮＡはとっくの昔に壊れていて、あたしも男で、相手も男で、生まれてくるのも男だった」

　噎むせび泣くように。

「女の子が欲しいよ、会いたいよ──のばら様に会いたいよ、ねぇ綿志、あたしはおかしいのかな。気が狂ってるのかなあ。でもね、あなたはのばら様だから。そのいちぶだから。あたしたちならきっと、のばら様を産めるよ。だからね、ごめんね綿志。あなたには酷いことをするね、きっと憎まれるね。ごめんね、ごめんねえ……」

　指先でいじっていた、綿志さんの──反応して、おおきくなった男性器を。そっと股の間に挟むと、苦労してなかに誘いこむ。繫がって、弾けた性感に緒礼の声が上擦った。指を嚙み、しきりに謝りながら、綿志さんの頰をそっと撫でる。

「あたしが壊れかけてるなら、壊して。この痛みや寂しさを感じる機能ごと、叩き壊して。慰めて、綿志。もうひとりのあたし……」

　雨のようにふってくる涙のなか、薬物でとろけた視界の真ん中で、偶像に恋した坂本緒礼が禁断の行為をつづけている。
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　あたしは、悪いけどふたりの関係がどうとか緒礼の気持ちがどうとか考えてる余裕はなく、魂がぐずぐずに崩れるような未知の快感に震えていた。

「ふっ──あぁあああああっ!?」

　嬌声をあげるけど、精神だけの存在のあたしの声はどこにも届かない。信じがたい、奇妙な感覚。緒礼の身体の奥深くまで誘いこまれた、あたしの身体に本来、存在しないはずの生殖器。あたしに、おちんちんが生えて、それが柔らかくて熱くてきゅうきゅうした気持ちのいいもので搾られている。

　それは男性の、綿志さんの感覚。やばい。これは、気持ちよすぎる。快楽にとろけて、自分と綿志さんの区別が曖昧になって、それを防ぐための頭のなかで弾ける痛みがかろうじて自我を失わせない。

　いけない、離脱しないと──と思ったが、これ現実に返るときにはどうすればいいんだろう。中途はんぱに、感覚のいちぶが現実に戻った。

　あたしは、椅子に固定されていた。何でだ。両手は肘掛けに縛られ、足は椅子の脚にぐるぐる巻きにされている。淫いん靡びな声を垂れ流し、ぱんつをグチョグチョにして我ながらはしたない。

　そんな、可哀想なあたしの横で、綿志さんが「聞こえますか？」みたいな態度で何やら語っている。

「この装置が販売中止になったのは、あまりにもリアルに他人の感覚を共有してしまうからです。まぁ普通に何かを見て聞いて、ぐらいなら混乱はしますが害はありません。けれど、強い痛みや死の感覚はたいへん危険ですし、性感までも完璧に再現されるので夢中になってしまうひとが多かったんですね」

　そりゃあ、こんだけ気持ちがいいなら──いろんな、現実では試せないプレイをいくつもやって、もう日常に復帰できないひととか増えちゃいそうだ。

　綿志さんは過去の回想である、あたしと一体化しているときよりもおとなになったというか、不敵になったというか、むかつくというか……。

「うふふ」

　変な声で笑うと、彼はあたしのつんと尖った乳首のあたりを指でなぞった。

「おまけに感覚を共有している間は身体のほうがまったく無防備になりますから、眠っているようなもんですからね──こうして、悪戯されても抵抗できなかったり、防犯上かなり問題がある装置なんですよね～」

　てめーっ！

　何てもんを実の娘（っぽいもの）に！　すこしは信じてたのに！

　でも同時に、身体は綿志さんの語ることの正しさを実感していた。この装置はまずい。実用化され大量生産されたら人類を滅ぼせそうだ。自堕落で心地よい夢のなかで、溺おぼれてしまう。夢のなかの綿志さんは他人と関わってこなかったせいか、こういう行為は初めてみたいで、過剰なほどに刺激的で気持ちいい……。

　女性の感覚とはちがう、身体が一本の棒になったような、性器以外が消滅したような──浮遊感。でも、気持ちいいほどに切ない。快感が堰せきとめられてる。それを解き放ちたい、独特のむずがゆさは何だろうか。

　首筋を、吸血鬼みたいに嚙まれた。

「あ！　あ！　あああ！」

　あたしは全身を痙攣させて、達する。同時に夢のなかで、綿志さんが射精した。その奇妙な感覚を何と表現しよう。あえて似ているものをあげるなら、出血だった。どろどろと、体内から液体が、大事なものが溢れて流れていく。

　強い快楽をともなう喪失感だ。

　このまま、溶けてなくなっちゃいそうだ。

　もちろん、現実のあたしの身体に精液を吐き散らす機能はなくて、でもその代わりにおしっこが垂れ流された。下半身がびしょ濡れになって、涙が溢れてとまらない。赤ん坊に戻ったみたいだ。

「ひ、ひいっ──」

　あまりにも強い感覚と普段とはちがう種類の気持ちよさに、あたしは混乱し、変な声をあげて震える。爪先がぴんと伸びて、指の先まで電撃が走りぬける。

「ちぃ先輩……」

　ソプラノが心配そうに、でも興奮したように、こちらを見据えている。長い耳がぴくんぴくんと揺れていた。どうも、愛しい恋人（あたし）が縛りつけられ、辱められているのを見て昂っているらしい。相変わらず特殊な趣味だ。

「さて、と」

　そんな可愛らしい加エ工ル種フの横で、綿志さんはそっと白衣を脱いで。

「確かめたいことがありますので、ソプラノさんはできれば退室していただけますか？」

「何をする、です？」

　きょとんとして、でも不穏なものを感じとったのか──ソプラノが小首を傾げる。

　綿志さんはおおきく頷いて。

「もちろん、これからおちばちゃんとセックスをします」

　ぶふうっ、と現実に意識を失ってるはずのあたしが口から何かを噴きだしそうになった。何言ってやがるこの変態。ファック。ファック。ファック。いや、その単語は洒落にならない。頭がくらくらする。

「ふえ？」と不思議そうな顔をするソプラノを、無意味に頭撫で撫でしながら。

「夢のなかで、おちばちゃんは私の過去を体験しています。たぶん、彼女の出生の秘密に関わる禁断の行為をね。そのとき感じた、緒礼兄さんの身体と、おちばちゃんの身体、ふたつを比較したいのです。兄さんがどこまで空想ののばら様に近づけたのか、おちばちゃんがどの程度のばら様と近しいのか、確かめてみたいんですよ」

　わけのわからないことを言うなーっ。

「医学的な検査はしましたが、こういう体験的なこともおろそかにしてはいけませんしね。まぁ、そういう言い訳をしつつ、本音はちょっと恥ずかしながらむかしを思いだして興奮してしまったので。適度に便利に無防備になってるおちばちゃんで性欲を解消させてもらおうかなってところですが」

「むーっ！」

　あたしは必死に呻いたが、綿志さんは「あはは。動けませんから、抵抗は無駄ですよ」と、のほほんとした口調で犯罪者みたいなことを言っている。

　何で綿志さんとそういうことしなくちゃいけないんだーっ！　三兄弟はみんな性根ねじ曲がってんじゃないの!?

「わかってください、おちばちゃん。お屋敷のなかで、私はとなりの部屋でさんざんあなたが慰みものになってるのを聞かされてたんです。溜まってるんですよ、正直。あなたを首切りから蘇生させてあげた、その報酬と思ってくれませんかね？」

　そこは感謝してるけど、だからって身体をあげたりしないぞ。他に支払える報酬があるかといえば疑問だけど、やっぱり血が繫がってないかもとはいえ親子みたいなものだし、安売りしてるわけじゃないんだ。

「まぁまぁ、諦あきらめて医学に貢献してください。さぁ、レッツトライです」

　肩に手を置かれ、綿志さんの身体が近づいてくる。え、マジで？　この鬼畜！　おまえら最低だ！　とめてソプラノーっ！

「だめ、です。あの、そのう」

　ソプラノに気持ちが通じたのか、可愛らしい加エ工ル種フが変態の服をつまんで、どうしたものかという表情で制止する。

　ふるふる首をふって、必死に。

「お願い、です。ちぃ先輩に、酷いことしないでください、です」

　涙目になって、懇願している。あぁ、ソプラノ……。何て良い子なの。

　彼なら、実力で綿志さんを排除することができる。綿志さんは引きこもりでひ弱だ、赤子の手をひねるより簡単だろう。でも、ソプラノはそんな野生動物のような、自分のつがいを奪われそうだから短絡的に攻撃する、本能から逃れたのだ。

　それを『弱くなった』とは言うまい、彼は人間らしくなったのだ。

「では、こうしましょう」

　綿志さんはまるでそんなソプラノの反応を見越していたみたいに、楽しそうに。

「あなたが、おちばちゃんの代わりに私の性欲を解消してください」

　何言ってんだ、てめえーっ！

　殺す！　身体が動いたら殺してやるのに！

「嫌なら、普通におちばちゃんにいやらしい真似をしますけど」

　それもやだーっ！

　じたばたと無力にもがくあたしを見て、それから綿志さんをじっと眺めていたソプラノは──項垂れて、その場にしゃがみこんだ。

　そして服従を示すように、いちど床に手をついて。

「わかりました、です」

　そっと指先をのばして、綿志さんのズボンをおろし、下着を晒す。そのまま、わりと慣れた手つきで男性器を取りだした。先ほどからの変態的言動からすると意外なことに、まだ元気のない彼のものを、ソプラノはそっと指先で撫でる。

　触る麻薬に、見る見る怒張していく性器。

　可愛らしいソプラノとその兇悪な代物の組みあわせは、冒ぼう瀆とく的ですらあった。

「物わかりがいいですね、おちばちゃんも見習えばいいのに」

　あとで思いしらせてやる……。

　考えながらも、あたしは目を瞑ることもできずに、その光景を見せつけられる。恋人が、身体だけとはいえ、奪われ、性欲処理の道具にされる姿を。ソプラノがいちどこちらを見て、長い耳を伏せてから、男性器にキスをする。

　舌に、たっぷり頰のなかに溜めた唾液をのせて、それをまぶすようにねっとりとフェラチオ。体液でグロテスクに輝くそれを、丹念に舐めて、すぐに勢いよくしゃぶり始めた。ソプラノのちいさな口のなかに男根がすべて収まる。

　あきらかに、あたしより上手だ。綿志さんも感じてるのか、背筋が震えている。ソプラノはぎゅっと、彼の腰を抱きよせ、一生懸命に吸いついている。じゅぷじゅぷと、おおきな水音。ソプラノの口は性器のようだった。

　そんな可愛らしい加エ工ル種フへの征服感を示すみたいに、その長めの髪の毛をすくい、奉仕させながら──綿志さんが笑った。

「ふふ、背徳的でしょう。あなた、いじめられるのも好きみたいですね。そういえば、おちばちゃんに保護されるまでは実の兄たちの召使いのようだったんですよね。こういうこと、無理にやらされていたんじゃないですか」

「………っ」

　言葉で責められて、ソプラノがびくんと反応する。

　過去を押し殺すように、勢いよく顔を前後にふって、早く終わらせようとする。

「いちばん幼かったあなたは、兄たちの性玩具だった──ちがいますか？」

「あにゅっ」

　口から男性器を抜き、垂れた涎を拭いもせずに、ソプラノは両手でそれを包みこむ。そして何かを言おうとして、でも言葉にならずに、再び行為に戻った。八重歯で性器の先端を甘嚙みし、空いた片手で陰囊を揉みしだいている。

　こちらも、夢のなかで行為は最高潮を迎えていた。夢中で、あたしの上で腰をふるお母さん──あるいはお父さん、坂本緒礼。何度、そのちいさな膣のなかに精を吐きだしたか。骨まで溶かされるみたいに、快楽の渦におちていく。

　熱い口づけを交わし、脳みそを穿せん孔こうされるみたいで。

「ううーっ！」

　ソプラノが悲鳴みたいな声をあげ、あたしも声なき声を叫び、あたしたちは同時に──夢と現実のなかで、未体験の絶頂を迎える。

　どろどろした欲望が、世界を染め尽くすように放たれる。

　夢はそこで終わりなのか、緒礼の姿が消えていく。やっぱり、最後まで寂しそうで、申し訳なさそうだった。瞬まばたきをすると、何事もなかったかのように綿志さんが微笑み、すでにズボンもきちんと着用していた。

「お帰りなさい、どうでした？」

　などと飄々と聞いてくるので、殺してやるからな……。睨みつつも、たっぷり口のなかに精液を吐きだされたソプラノが、手でくちびるを押さえて顔を背けている。

「ソプラノ、どうかした？」

　せめて、その健気な彼の行為に気づいてないふりをして、尋ねると。

　ソプラノは目元を拭って、「こくんっ」と喉を鳴らして苦いものを嚥えん下かすると、優しく微笑んだ。

「いいえ、何でもない、です──ちぃ先輩」

　ぎこちなく言うと、顔を背け、激しく咳きこんでいた。

　可哀想にね、あとで綿志さんは殺しとくからね。もちろん、ソプラノはあたしが慰めてあげるからね。たくさん、たくさんね……。
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　とりあえず調子こいた綿志さんに速やかに制裁をくわえて、ぼこぼこに殴ってから、今後の予定をたてることにした。

　あたしは、綿志さんという生き証人によって過去の一端に触れた。これまでの色んな経験から、かなり深いところまでたくさんのことを知れたと思う。じゃあ、それを踏まえたうえでどうするか。

　あたしたちの当面の目的は、行方知れずになった花七号──記憶を失った坂本緒礼＝ななちゃんの捜索である。彼の保護はあたしのＳＡＳとしての仕事だし、個人的に彼とはもういちど対話したいのだ。

　架空の存在だと、わかっていたはずの（何せのばら様をつくったのは彼らなのだ）のばら様を愛した、世間的にはたぶん病気とか愚かとか言われる彼。

　何も追及せずに──ななちゃんの捜索は他のＳＡＳに任せ、ひっそりと暮らしてもいい。そのために、危険を冒してまでのばら様を闇に葬った。きれいな言いかたをすれば、休ませてあげた。

　誰もがのばら様を失い、忘れ、いつか興味をなくせば──女性の重要性も高くはなくなり、あたしも正体を隠しつづければずっと平和に暮らせる。誰も、あたしに注目しない。ソプラノとふたり山奥に引きこもって、学校と職場を往復し、ごく当たり前に往生できる。

　でも、このままじゃ──すっきりしないものが残るのだ。

　あたしは、胸を張って生きるために、緒礼さんとも向きあいたい。

　あいちゃん（あるいはその偽物）に痛めつけられ、その過去に触れ、綿志さんに遭遇し、その夢を味わい、のばら様をつくった三兄弟は、残り緒礼さんだけ。

　いちばん重要ではない、取るに足らない存在と目されている、だけど唯一──のばら様が愛したとされ、彼女を誰よりも愛した次男。

　会いたい。語りあいたい、何でそんないばらの道を選んだのか。

「自分の出生の秘密を知りたい、という感じですか？」

　あたしに殴られた疵痕を自分で手早く治療しながら、綿志さんが問うてきた。自宅の広い食堂である。ソプラノは厨ちゅう房ぼうでお昼ご飯をつくっている。

　正面に腰かけあって、あたしと綿志さんは最後の意思決定をしている。

「ううん。そうじゃない、あたしが生まれたのはきっと何百万分の一っていう遺伝子のいたずら。ただの偶然あった先祖返り。大事なのは、どう生きていくか。緒礼さんに会えば、何か摑めそうなの。ううん、もやもやしたものすべて吹き飛ばせそうなんだ」

「感覚的ですねえ、女の子ってそうなんですか？　おや、どうも──」

　ソプラノがつくってきたカレーライスをさっさと挨拶もせずに食べ始め「…………」と悶絶する綿志さんだった。どうも、激辛だったようだ。ソプラノも涼しい顔をして、すこしは怒ってたらしい。

　ともあれ、緒礼さんの不幸は、この世にのばら様がいないこと。彼女が架空の存在だったことだろう。だから、産みだしたのだ。自分を女性に似たものにつくりかえ、実の弟、見た目はのばら様とまったく同じ綿志さんと交わってまで。

　そして、神様の気まぐれで誕生したあたし──ほんとの意味で二千年ぶりの女性を、我慢できずに襲った。あたしが幼いころ遭遇したという、強姦を含む陰惨な事件は、たぶん本当にあったことだ。綿志さんはぼかしていたけど。

　長年追い求め、恋い焦がれた相手を諦めきれず、他人でしかない幼い子供を無理やりレイプした──そんな次男の姿に、あいちゃんと綿志さんもとうとう愛想を尽かしたのだろう。

　兄のおかした罪を贖うため、引きこもっていた綿志さんはのばら様の登場から増加の一途を辿っている性犯罪に対処するための機関ＳＡＳをつくり、あたしを陰ながら支えてくれていた。なんて考えると、辻つじ褄つまがあってしまう。腹立たしいことに。

　保護されてきていた。

　でも、これからは傷つかなくちゃ進めない。

　のばら様を愛している緒礼さんは、彼女を世間的に殺したあたしをゆるさないかもしれない。過去の綿志さんのように、ちいさかったあたしのように、また情欲のままに押し倒すのかもしれない。わからない。それでも──。

　会わなくちゃ。

　あたしを異性として愛し、同時に子供として見てくれた、あのひとに。

　──何で生まれてきたのだ。

　ねぇ、あたし今なら応えられる気がするの。

「ならば、任せてください」

　綿志さんが慣れてきたのか、ぱくぱくと美味そうにカレーを口にしながら。

「いろいろ酷いことをした罪滅ぼしというわけではないですが、協力しますよ。緒礼兄さんを見失ったのはＳＡＳの不手際ですし。そもそも、私と逢兄さんが解決しているべきことでした。先延ばしにして、あなたを傷つけてしまった」

　珍しく真面目につぶやくと、彼は耳元に指を当てて「もしもし」とつぶやいた。

　同時に、あたしたちの真横におおきな映像の窓が表示される。端末のＴＶ電話機能だ、集団会話モードだから画面がおおきい。

　わずかなタイムラグのあと、そこに表示されたのは──。

「うげっ」

　サラダを苦々しくかじっていたあたしは（野菜嫌い）、変な声をあげてしまう。

　鮮明な映像のなか、待ってましたとばかりに表示された人物たちが声をあげる。

『セノンと──』『し、シオンの……』

『情報コーナー！』『うう……』

　ふたり手をあわせ、びみょうに息があってない感じに謎の発言をしているのは、先日──あたしを監禁したあいちゃん（あるいは偽物）の、召使いだったふたりだ。

　どちらも幼く、見目麗しい、美少女のような。弟のセノン（妹音）は侍ポニテですらっとした体型、兄のシオン（姉音）はゆるやかな肩までの髪で、ふんわり柔らかそう。どちらもなぜかメイド服姿だ。ソプラノだけでいいのに。

「あんたたち何やってんの」

　素朴な疑問をつぶやくと、画面のなかでふたりが『びくっ』とした。

　居心地悪そうに俯いた兄に代わって、やや表情が明るくなった気がするセノンが。

『あの、ご無ぶ沙さ汰たしている──じゃない、でございます！』

　などと、ぎこちない丁寧語で告げてきた。

『先日は、その、いろいろご迷惑をかけました……。謝罪が遅れて申し訳ありません……』

　もじもじと、なぜか頰を赤らめてこちらを見られる。あぁ、そういえば彼の初めての相手はあたしだった──何か変に意識されてるような……。

　そういう視線にあんまり慣れてないあたしは、むずがゆく思いながらも。

「顔、治ったんだ──シオン」

　つとめて気にしてないふうに、当たり前に声をかけると。

　シオンは一瞬『はっ』としてから、やはり項垂れたまま。

『ふん。まだ固着してないから、笑うと痛いんですのよ』

　などと相変わらずの慇懃無礼な女性口調ながらも、静かに応えてくれた。彼らはあたしに残忍ともいえる真似をしたが、未成年だし、なかば洗脳されるように養育されることで思考能力をなくしていたとされ──責任能力を認められなかった。

　とはいえ野放しにするわけにもいかず、ＳＡＳの監視下に置かれている、という話は先日の事件の事後報告書で読んだ。

　情報収集のために捕獲されたセノンと、ソプラノが顔面の皮を剝いで無力化したシオン、この兄弟は肩を寄せあって、神のように王のように崇拝していたあの男のいない世界でこれから生きていかなくちゃいけない。

　のばら様を失った、あたしと同様に。

　ちょっとの共感と、複雑な気持ち──すべてを抱えて、あたしたちは生きていく。

『な、何ですの。そんな怨みがましい目で見て……』

　やや泣きそうになりながら、シオンがセノンの後ろに隠れて、やや可愛らしく。

『ともあれ、今後あなたとＳＡＳとの間の情報交換──橋渡しは、一時的にわたくしたちが行うことになりましたの。以前は「怪人」さん＝そこにいる綿志さんがやっていたことですわね。よろしくお願いします、ですの』

　ふたりにそろって頭をさげられる。

　綿志さんを見ると、彼は「のばら様が亡くなって、君の存在の重要性はむしろ上がったからね。今後は私がそばで護衛しつつ監視します、まぁ面倒くさいですけど」などと小声で囁いてくれた。

　女性の、最後のひとり（いや最初からそうなのだが）に、あたしはなってしまったのだ。しばらくは、あたしの価値が薄れるまで、やや息苦しい生活なのかもね。

　でも、自分で選んだ道だ──後悔はするまい。

『ＳＡＳの調査によると、あなたがたがお探しの坂本緒礼は、自らの性質から身体の構造までを変えたようですわね。最後に残った映像、「植物園」の監視カメラによると、彼はのばら様の見た目になったようですわ』

　やはり、彼はのばら様に執着している。だが、彼女が世間的に死んだ今、そのへんをのばら様の見た目でうろついていたら騒ぎになる。

　それがないとしたら、人知れず死んだか──誰かに隔離されているか。

『彼は、女陰を崇拝するある宗教団体に捕獲された公算がおおきいですの。最後に彼と接触したとおぼしき人物を捕らえて情報を吐かせましたところ、彼はその団体の本拠地に移送されたようですの』

　よりにもよって、面倒なところに。

　女陰崇拝は、わりと珍しくない。のばら様が世界の中心になるにつれて爆発的な広がりをみせた信仰だ。こないだ逮捕された、ソプラノが関わった男根崇拝と真逆で、あれは女性＝のばら様への反発が生んだものだったが、こちらはストレートにのばら様への憧しょう憬けいを抱いている集団だ。

　真っ当で、当たり前の反応だからこそ、数が多い＝資金力があり、人脈もある──一大勢力だ。もちろん、政府を揺るがすほどじゃないけど。

『彼らの目的はわかりませんが、いま大量の資金を集めている、との情報がありますの。何かを企てていますわね、のばら様と同一の見た目をした坂本緒礼を利用する何かを』

　自在に身体を変化させられる彼は、ある意味では金の卵だ。どのようにも利用できる。

　精密検査しなければ、のばら様と見分けはつかない。綿志さんの過去を見るかぎり、女性器まで再現し、出産すらしていた。

　彼を利用して、あいちゃん（あるいは偽物）のように権力を集めるのか、あるいは……。

「何にせよ、放置するわけにはいかないじゃない」

　緒礼さんが彼らに協力的かどうかはわからない。彼はあくまでのばら様を愛しているだけであって、彼女に成り代わりたいわけじゃない。

　のばら様として扱われることに、苦痛を感じてすらいるかもしれない。

　ならば──。

「連中が何か余計なことをする前に、やつらの本拠地に踏みこんで叩きつぶす」

　あたしは端的にそう決めた。

　せっかくのばら様を休ませてあげたのだ、彼女を再び世間の前に引きずりだすつもりならゆるさない。彼女を利用し、権力を集め──三兄弟と同じ過ちを繰りかえすつもりなら、さらに。

　たくさんの悲劇を生んだ、のばら様というおおいなる噓を、もう終わりにしなくちゃ。

『ドンパチならば任せるがいい、拙者たちも協力するぞ！』

『こ、こら。何を勝手なこと言ってますの！』

　セノンとシオンが姦かしましいが、あたしは苦笑して首をふった。

「だめだよ、あなたたちは保護観察処分中──さすがに荒事には参加させられない。これは、あたしたちの問題。あなたたちは、あなたたちがするべきことをして」

　心から告げた。

「今度さ、みんなでご飯を食べようよ。少しなら外出もできるんでしょ、ＳＡＳ本部の近くに美味しいケーキ屋さんがあるんだ。今どき珍しい手作りでね──そこで、色んな話をしようよ。あたし、楽しみにしとく」

　その言葉に、シオンはぶるぶる震えると、こちらを涙目で見据える。混乱し、戸惑って、でもあたしの台詞を嚙みしめてくれている。

　最後まで、その口から謝罪の言葉はなく、ただ痛ましいほどの揺らぎがあった。

　そんな兄を弟が支え、ぺこりと頭をさげる。

　親の強い要求から、生みだされたあたしたち──よく似た、あたしたち。きっと仲良くできる。あたし、同年代の友達いないから、そういう関係になれたらいいな。

　彼らがあたしにしたことは、いまも激痛をともなって刻みこまれているけど。乗りこえていける、まだ、子供なあたしたちだから。

　すべての痛みを傷を、成長の糧にできる、きっと。

「じゃあ、ね」

　手をふると、同時に綿志さんが画面を閉じた。「必要な情報はダウンロードしましたので、敵地への案内などは任せてください」と語りながら。

「怨みごとのひとつでも、ぶつけるかと思いましたけどね」

「シオンとセノンがでてくるなんて聞いてないわよ、びっくりしたじゃない──意地悪なんだからもう。でもね、あたし、むしろ安心したんだ」

　素直に笑った。

「あのふたりが、死ななくてよかった。そしたら、ほんとの悲劇だもん。彼らが生きててよかった、憎しみのまま殺さなくてよかった」

「良い子、良い子」

　なぜか、こっちのお皿にプチトマトなどを送ってくる綿志さんだった。いらないけど……。

「とにかく、こっから先はちょいと荒っぽいですよ──そういうの嫌いなんですが、私たちは鉄の結束をもつ三兄弟、手をだすものには容赦しません」

「そうね」

　あたしもぎゅっと拳を握って、決意を固める。

「いいかげん、あたしも──やられっぱなしなのは我慢できないわ」

　運命に抗あらがって、摑み取ろう、あたしたちの未来を。
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　広大な山の奥である。あたしが暮らしている屋敷よりもずっと険しい、山々の連なりだ。人間が暮らす場所ではない。広い道もなく、ＳＥＬでは入っていけないので、綿志さんが旧式となっている車両を運転していて、あたしはその助手席だ。

　後ろを見ると、後部座席でソプラノが楽しそうに景色を眺めている。あたしは慣れない震動に悪酔いしているのだけど、さすが加エ工ル種フ、平衡感覚が丈夫だ。

　気を紛らわせるために、あたしは運転席の綿志さん（さすがに危ないので、覆面はとってる）に声をかける。

「こんな車なんか運転できたのね」

「若いあなたには想像もできないかもしれませんが、ちょっと昔までは誰もが運転免許をもっていた時代があったのですよ」

「あんたの記憶で見たわよ。車って、うるさいし遅いし変な臭いするしさいあく」

「ずっと人類に愛されつづけてきた、高度に発達した移動手段なんですけどねえ」

「こんなの乗り物じゃないわよ、拷問器具よ。うっぷ、きぼぢわるい……」

　口元を押さえ、窓をあけて新鮮な空気を吸う。まぁ車酔いの理由は、このオフロードにもあるんだろうけど。大昔につくられて放置されてる、枯れ葉のうずたかく積もった道らしきものをかろうじて進んでいく。

　すでに、いくつか同様に、車両が往復したあとがあった。目的地の、宗教団体の本拠地をいま活発に利用しているものがいるということだろう。

　緒礼さんがそこに捕らえられ、何かに利用されている、という情報は正しそうだ。

「私に運転を教えてくれたのは、ふたりの兄でした」

　綿志さんは語る。そういえば、あまり引きこもりの彼らしくない技能だ。

「わいわい騒ぎながら、スクラップ置き場から材料をあつめておんぼろの車を組みたてて、全身オイルまみれになって、庭で運転して池に落ちたりして……。楽しかったなあ」

　女性にしか見えない、のばら様と同じ顔で、彼はつぶやいた。

「あの和やかな時間は永遠に失われてしまったけど、大切でした。あのまま、何でもない三兄弟として、肩を寄せあって生きていく道もありました。シオンとセノンのように、親に虐げられ利用されるだけでも、それでも幸せだったかもしれません」

「今からでも遅くないわよ」

　あたしは、せめて寄り添いたかった、独りぼっちになってしまった三兄弟の残骸に。

「あいちゃんは死んじゃったけど、緒礼さんは生きてる──心は、壊れちゃったのかもしれないけど。仲良く暮らせる未来はきっと失われてないはずよ」

「良い子、良い子」

　片手を離した綿志さんが、あたしを茶化すように、頭をぐしゃぐしゃって。真っ赤になって、あたしは「何よ、もう！」と怒った。のらりくらりして、どうも摑みどころのないひとだ。腹立つ。

「しかし、こうして自ら乗りこまなくても、ＳＡＳの戦力を送りこめば早いような気がするんですけどね。所詮は宗教団体、国軍の相手じゃありませんよ」

「ううん、緒礼さんを利用して彼らが何を目論んでるのかわからないし──所詮は身内の失態だし、あたしたちでやろう。世間の誰も知らないうちに、こっそりと、のばら様の神話を終わらせよう」

　シートベルトによろわれた胸を張って、あたしはえへんと自慢した。

「任せて、これでも素人じゃないんだから。ぜんぶきれいに解決しちゃうわよ」

「可愛い、可愛い」

　また頭を撫でられた。ぎゃあ。何だこのひと、あたしを子犬とでも思ってるのか。

「っと、遊んでる場合ではないですね」

　マイペースに、綿志さんがのほほんと前方を顎で示した。見ると、森の木立の合間に隠された、どう見ても古くさい砲台がいくつも、こちらに狙いをつけていた。

「どうやら本拠地についたようですね。さすがに自衛のために武器ぐらい用意してますか」

「って、何もないけどこのへん──」

　周りを見回したが、建物らしきものはない。困惑していると、綿志さんは「うふふ」と不気味に笑い、何とも楽しそうに。

「昔から、最終決戦は地下アジトでと決まってるのですよ」

「それ、いつの時代の話？」

　ともあれ、敵の本拠地は──地下か。と地面を見定め、怪しげな部分を発見。雑草などで偽装しているが、何度もハッチを開け閉めしたあとはきちんと見れば隠しようもなく判然としていた。

「あそこか──でもどうやって進入、っうわ!?」

　どかんっ、と間近で土埃が跳ねる。衝撃に、さらに車酔いしそうだ。

「撃ってきたわよ！　どうすんの！」

　助手席に座ってるだけ、というのは無力なものだ。慌ててまくしたてると、綿志さんは麗しい面貌に意地悪な笑顔を浮かべて。

「おとーさんに任せなさい、しっかり摑まってるんですよおちばちゃん！」

「うぎゃーっ!?」

　ものすごい勢いで、吹っ飛ぶように車が加速した。忘れてた、このひと、むちゃくちゃなことに定評があるあいちゃんの弟だった。真紅の髪の毛が、あたしが開けた窓から吹きこむかぜにぶわりと膨れあがっている。

　楽しそうにハンドルを回転させ、砲弾の嵐のなか器用に直進し──。

「この距離まで近づけば……」

　膝の上に表示した端末を、細い指先で操って、何やら作業をしている。こんなときに何を──。と思ったが、あたしは右へ左へ揺られてそれどころじゃない。バランス感覚に優れているソプラノは、わりと楽しそうに窓にしがみついて外などを眺めているけど。

「何でも機械任せにするもんじゃありませんよね。敵のコンピュータに進入して、その内容を書き換えました。ハック、クラック、ブレイクってやつです──うふふ、昔からこういうことばかりやってきたので、旧式のコンピュータ使い回しにしてる連中なんか相手にもなりませんよ」

　砲台が侵され、次々と沈黙していく。機械に制御されたこういう兵器は、電子的な潜入に弱い。戦争のなくなった時代だ、そういう意味での防犯意識は低く、また技術をもったものも少ない。趣味的な綿志さんぐらいだ、電脳戦に対応してるのは。

　無駄に頼りになるなあ、うちのお父さんは。

　思いながら、頭をぶつけそうになったのを、綿志さんにしがみついて耐える。前方を見ると、おおきなハッチがぐんぐん開いていた。その奥にはメタリックな通路があって、非常灯に照らされている。勢いのまま飛びこんだ。

　進入成功──っと、あれ？　目の前に誰かがいる!?

　薄暗くてわからないが、ちょっと尋常じゃないぐらいの巨体が、あたしたちの進路を塞ぐように仁王立ち。見覚えがある気がした。

　そいつは両手に機関銃をもち、こちらに狙いをつけている。ふつうは人間がもって歩くような兵器ではないのだけど、両手に一丁ずつ装備している。

　いけない、撃たれる──と思った瞬間だった。

「やられたらやりかえせ。やられる前にやれ。が我が家の鉄則です」

　あたしの知らない家訓を述べながら、綿志さんがハンドルの真ん中についたボタンを連打。クラクション音とともに、車の前方から煙の糸をひきながらミサイル的なものが放たれる。車に何積んでんだこのひと。

　前方で大爆発が起きて、車体がおおきく揺れる。そのまま巨体のひとをあっさり轢ひいて（さすがに車のほうが重いし、加速もついてたのでギャグのように吹っ飛んだ）──押し通り、置いてあった車やらメンテナンス用の工具を弾き飛ばしながら、いちばん奥の壁に激突するようにして停車。

「さ、到着です♪」

「乱暴すぎる……」

　あくまで楽しそうな綿志さんにげんなりしながら、あたしはシートベルトを苦労して外し、車の外へ。全身に仕込んだ装備に不具合がでてないか確かめてから、奥に繫がっていそうな扉を見つけて覚悟を決める。

　ソプラノも遅れて、あたしに影のように付き添った。

「おちばちゃん、緒礼兄さんのことを頼みましたよ」

　けれど綿志さんは運転席で動かずに、そんなことを言うのだ。

「私はいちど後退し、万が一のときのためにＳＡＳの戦力を準備しておきます。何かあったら連絡するように。それに、あなたたちの邪魔をできないよう、外部から新たな敵が突入してこないように──ここで足止めをしておきますから」

　たぶん、もしかしたらそれは、あたしたちよりも危険な行動で。

　あたしは、ぐっときた。

「わかった」

　その信頼に応えよう、あたしの我が儘に付きあってくれたこのひとの気持ちに。

　あたしは目元を擦ると、乱れた髪をぐしぐしと整えている親に、そっと告げる。

「死ぬんじゃないわよ、生きて帰ってみんなでパーティするんだから」

「そういう人付きあい的なこと嫌いなんですけど、娘あなたが言うなら仕方ありませんね」

　最後まで素っ気なく、でもどこか嬉しそうにそう応えてくれた。





♂　♀　♂






　正念場だ。

　病院のような白い通路を、奥へ奥へと進んでいく。壁にはいちいちのばら様のプロマイドが飾ってあって、変な気分になる。彼女が偶像であることすら気づかずに、なのに崇拝し、右往左往している彼ら。滑稽だとは思わない、愚かとも。でも、昔の何も理解していなかったころの自分を想起させられ、苛々する。

　さあ終わらせよう。

「何だ、おまえ！　どこから入った！」

　お揃いの、これまた純白のちょっと神話っぽい貫頭衣をまとった男たちが、こちらにどやどやと向かってくる。警備員らしい。だが、練度も装備もたいしたことない。

　一目でそれを看破し、あたしはスカートの裾をつまんだ。

　太股に巻きつけた革帯に、仕込まれた種子が発芽し──猛烈に生育し、蔦つたをコードのようにしたおおきな拳銃になる。植物でかたちづくられた、緑色の凶器。動力は葉緑素だから、屋内ではちょっと使いづらいが、少しの間ならだいじょうぶ。

　きれいな花が銃身に咲き乱れるなか、あたしは声高らかに。

「どいて!!」

　全力で叫び、種子の弾丸を射出。

　それは空中で破裂し、強電圧を放った。いわば、爆発するスタンガンだ。相手は痺れて、ばたばたと倒れ伏す。こっちは電圧に対処するための防護服をまとってるから問題なし、電磁波は身体に悪いけど。

　超能力の持ち主みたいに、見敵必殺──無数の電気の球を解き放ち、でてくるものすべてを吹っ飛ばした。たまに近寄り、意識のあるものはかるく尋問して緒礼さんの居場所を探った。

　彼らが本格的に抗戦の準備を整え、ＳＡＳが大戦力を投入してくるような事態になる前に、電光石火で終わらせなくちゃ。

「くそっ、下っ端は緒礼さんがここにいることすら知らないっぽいわね」

「大事なもの、いちばん奥に隠す、です？」

　苛立つあたしに、ソプラノがそっとつぶやいた。あたしは「そだね」と彼の素朴な意見に頷き、敵をばったばったと薙なぎ倒しながら奥へと向かってみる。

　たまには、難しく考えずに、安直に行動してみるのもいいかもしれない。

　向こうはあたしという、単身本拠地に突入してまで緒礼さんを救出しようとする存在を想定してなかったみたい。浮き足立っていて、おまけに荒事には慣れてない雰囲気だ。

　武装集団ではないから、こんなものか。

　現代はゆるやかに衰退しながらも、戦争のない安定した時期だった。喧嘩は、雌の取りあいから始まる。滅びゆく人類には、相争う元気すらなかったのだ。

　それが良いか悪いかは、わからない。でも、確実にのばら様の登場で時代は変わってしまった。生き残るためには適応するしかない。

「ちぃ先輩」

　ほとんど誰もでてこなくなった、無人の廊下を駆けていると、すぐ後ろについてくるソプラノが囁いた。あたしはかるく振り向いて、その黒目がちの瞳に視線をあわせる。

「ありがとう、です。あなたに会えて、よかったです」

　胸に手を当てて、ほんわかと。

「ソプラノ、ずっと苦しかった、です。痛くて、つらくて、哀しかった、です。でも、最近は嬉しい、です。幸せ、です……。うまく言えない、です」

　赤ん坊みたいな、だからこそ無邪気で貴い、彼のことば。

「ソプラノのこと、受けいれてくれて、ありがとう、です。先輩、ずっと一緒にいてください、です。遠くにいかないで……」

　きゅっと服の裾を握って、あたしの可愛らしい恋人は。

「好きです、大好き、です──いま、ちぃ先輩がしてること、大事なこと、です。でも、ほんとうに危なくなったら、自分のこと、優先してほしいです。できるかぎり、ソプラノが守る、です、けど……」

　不安そうな彼に、あたしは「ありがとう」と告げると、見る見る嬉しくなってくる。

　お母さん、あたし──きっと大事なひとと巡りあえたのだわ。

「あたしも愛してるよ。捨て犬みたいだったあたしの心は、あなたに拾われたの。救われたのはあたしなの」

　手を繫ぎ、ふたりで歩いていく。

　今後きっと、人生も。

「ありがとうソプラノ。でも、せめて恋人なんだからさ──いつまでも『先輩』呼ばわりはやめてほしいなぁ、と思うけど」

「あう」

　変な声をあげるソプラノだが、まぁ、いちゃいちゃするのは後回し。それどころじゃないことに、嫌な予感と、獰猛な風切り音がよぎった。

　ソプラノが表情を険しくし、メイド服の下に隠していた肉切り包丁を取りだした。そして身を翻し、飛来した凶器を甲高い音をたてて弾く。

　それはブーメランだ。

　異国の狩猟武器は壁にめりこみ、けれど内部に機械でも搭載されているのか、自動的に引っこ抜かれて廊下の奥へと飛んでいく。

　それを受けとめたのは、見覚えのある、色素の脱けた加エ工ル種フだった。

　そうだ、この武器は──。

　ひとつ懸念があったのだ。なぜ、ななちゃんは記憶を取り戻し、再び行動を始めたのか。『彼ら』の残党がいて、仲間を助けるついでに彼を元に戻し、それを宗教団体に売り払うと同時に自らも警備員として雇われたとか……。

　この、『人肉処理者』どもは。

　ブーメランを握りしめ、こちらに狙いを定める、あれはテノールだったか。そのすぐそばには、見たことない禍まが々まがしいナイフを両手に構えた、車椅子の──全身傷だらけな加エ工ル種フのアルトもいる。

　さらに、あたしたちのきた方向から、荒々しい震動が響いてくる。足音だ。野獣の群れが走ってるような。

「ふうううんがああああああああ!!」

　人間のものとは思えない咆ほう哮こうをあげて、煤すすと火の粉にまみれた長男バスが突進してくる。やっぱり、先ほどあたしたちの車の進路を妨害したのはこいつか。こんな三メートル近い巨体が他にいるとも思えなかったし。

　あたしは舌打ちし、最悪の事態に対応するため、気持ちを鼓舞して植物拳銃を構える。

「このっ──！」

　そして、爆発性スタンガンの種子を放った。だが、バスは突進の勢いのまま、両腕であたしの放った雷球を吹っ飛ばした。彼が両手に巻いた鎖が、電導し、電気の流れを拡散させたのだ──たぶん本人は意図してやってるわけじゃないだろうけど。

　あたしは歯嚙みすると、拳銃を操作し、威力を調節してもう一発撃った。輝きが弾け、廊下の前方を塞いでいたアルトとテノールの間に着弾、彼らは加エ工ル種フの反射神経で咄嗟に避けたが、おおきく道が開いた。

　その間を必死に走って突っ切る。『人肉処理者』どもが追ってくる。さすがに加エ工ル種フだ、ものすごい速度だ。振り切れそうな気がしない。

　彼らもあたしが保護観察している相手だ、捕獲しなくちゃいけないが。それこそ、ＳＡＳの戦力に任せたい、どいつもこいつも兇悪な使い手なのだ。

　まともに戦いたくない、できれば回避したいが──。

「行ってください、です」

　当たり前のように。

　ソプラノが途中で立ちどまり、両手を広げて廊下の真ん中で立ちふさがった。心臓が止まりそうなほど驚いて、あたしは勢いよく振り向いた。

「何言ってんのソプラノ！　三対一だよ、勝てるわけない！」

　現実的な意見を述べたのだけど、ソプラノはふんわり笑って応えない。同じ加エ工ル種フだ、身体能力は同等。おまけに、ソプラノはずっと兄たちに虐げられてきたのだ。逆らえない、ううん──それを克服するために？

　肉切り包丁を握りしめ、ソプラノは兄たちを見据える。

「兄さまたち、ソプラノは──大事なひとを見つけました。だから、邪魔しないでください、です。できれば、戦いたくない、です」

「ソプラノ!?」

　そこでようやく弟に気づいたのか、いちばん早く接近してきていた、機械式の車椅子に乗ったアルトが目を見開いた。

「そこで何してんのよ、どきなさい役立たず──その女を切り刻んで滅多刺しにして野良犬に喰くわせてやる!!」

　相変わらずの奇妙な女口調に、のせられた憎悪。そうだろう、あたしは彼らの生活を破壊した。あくまで正当防衛と主張したいけど、きっぱりと敵と味方だ。シオンやセノンのように、彼らに責任能力がないわけでもない。

　自らの意志で、仕事としてひとを殺あやめつづけてきた彼ら。

　そんな生きかたしかできなかった、差別される加エ工ル種フの彼らの境遇には同情するけど──やめて。お願い。ソプラノまで奪わないで。

　ここまで戦ってこれたのは、そばにこの子がいたからよ。

「ソプラノ、やだぁ！」

　ちいさな子供みたいに叫んだけど、彼は振り向かない。凜り々りしい、男の子なんだなあとあらためて実感する立ち姿で、兄たちと相対して。

「ソプラノも、あなたみたいに、悪夢と戦う、です。そして勝って、きっと胸を張って、あなたのそばを歩いていく、です」

　真摯に。

「だから、負けない──です」

　瞬間、彼の身体が跳ねる。あたしには視認もできない。これでも訓練されてるんだけどな。あたしは、加エ工ル種フの本気の動きを初めて見たのだ。

　あくまで後方での援護が主な、狙撃手のテノールの間近に、壁を天井をすら足場にして接近したソプラノが移動している。コマ落としのような速度だ。見えない。そのまま蹴りつける。鼻血と折れた歯が散らばり、テノールが愛用のブーメランを使う暇もなく倒れる。

　アルトが目を剝き、吼えた。

「あんた、ソプラノぉ！　落ちこぼれ、何すんのよぉおお！　そいつに植物にされて、無理やり元に戻ったけど、頭痛がとまらないのよ！　わたしの心を壊しやがってぇ!!」

　それは、あたしのせいでも、ましてや『植物刑』に問題があるわけでもない。

　強引に復活するために、正しい手順を踏まずに元に戻ってしまったからだ。心は、機械じゃないから簡単に出し入れできない。苦痛をおぼえるのは、反則を選んだあんたたちの自業自得よ。

　でも、まずい。見るとバスは以前よりずっと知性が失われた感じだし、テノールも無言だったのは意識が曖昧だったからかも──アルトは言動が倍増しで乱れてるし、もしかしたら同じように復活した緒礼さんも……。

「早く、行って！」

　ソプラノが怒鳴った。彼の大声なんて初めてで、あたしはびくっとする。アルトが手にした刃を、車椅子なのに素早く移動して振るい、それをソプラノは必死で止めている。

　そこで立ちふさがっていなければ、アルトはすぐにあたしに襲いかかる。

　それがわかっているから、ソプラノはおおきく動けないでいる。あたしが足手まといだ──わかってる、彼の気持ちに報いるべきだ。

　あたしは血が滲みそうなほど強く拳を握りしめ、涙目になって、踵きびすをかえした。

　向かうのは、廊下のいちばん奥。

　行き止まりに見えるが、床に不自然に埃が積もってない場所がある。そこに、爆発性スタンガンを放った。爆裂が発生し、床がめくれる。足りないようだったから、植物拳銃の弾丸を実弾に切りかえて、撃ちこむ。撃ちこむ。撃ちこむ……。

　大穴が開いた。

　その奥は、地下へと繫がる階段だ。

　大事なものはいちばん奥にある。ソプラノの言うとおりだ。

「ふふふ！　苦しいでしょう！　ナイフには毒が仕込んであるわ、丈夫な加エ工ル種フでもどうかしらねぇえ！」

　アルトの嘲ちょう弄ろうに、怖くなって振り向いた。ソプラノは一瞬こちらを見て「へいき、です」と言わんばかりに微笑むと、アルトが振るったナイフの上にきれいに着地。ちいさな足場で瞬時に回転し、肉切り包丁を兄の頭に叩きつけた。

　刃を回転させた、峰打ちだ。でも、加エ工ル種フの腕力だ、呆気なくアルトは昏倒する。

　車椅子の上で項垂れたアルトを、毒がまわっているのか息を切らしたソプラノが一瞥し、ふらつきながら立ちあがったテノールと唸り声をあげるバスに相対する。

　きっと、ソプラノは負けない。

　男の子は、何でいつの間にか、こんなに強くなっちゃうんだろう。

　ありがとう。ソプラノ、あたしも行くね。がんばるね……。

　目と目で気持ちを通じあわせ、あたしは自分の戦場へ向かう。

　階段を、転げ落ちるように駆けおりる。その途中に、いかにも身なりのよろしい、たぶん宗教団体のお偉いさんがいて、ぎょっとしてこちらを見た。

「な、何だ貴様ぁ！　ち、近づくな！　のばら様に近づくなぁ！」

　ビンゴか。この奥に、緒礼さんはいるんだろう。

　思いつつ、あたしは植物拳銃をそいつのどたまに狙い定めて。

「いないよ、のばら様なんて。どこにも──最初から」

「う、うるさい！　近づくなと言ってるだろう！」

　おそらく、緒礼さんの身体を詳しく調べれば、彼が男であることはわかる。のばら様ではないのだと。お偉いさんなら、それはもう理解してるだろう。

　女性を崇拝する彼に、せっかく手にしたのばら様が偽物だと知った彼に、あたしの身体を見せたらどうなるだろうか。悪戯心が芽生えたが、あまり趣味がよろしくないよね。

　あたしも、恋人に手をだされて名前も知らない兄に復讐をした、あのころのあたしとはちがっていた。少しは成長したのだ、だから。

　あんたに構ってる暇なんてないのよ。

「おまえは誰だ!?　何の権利があって──!?」




　──自分の名前が、嫌いか？

　──おまえの名前は、祈りだ。わたしからの、精一杯の愛情だ。

　──派手なばかりの薔薇よりも、この世界の肥やしになる落ち葉になってほしかった。




　あたしは今こそ、堂々と名乗ろう。

「あたしの名前は坂本おちば」

『様』はいらんだろう、似合いもしない。

「偶像の娘で──まぁ、ごく平凡な女の子よ」

　言いながら、スイッチを切りかえて非殺傷機能を活性化──植物拳銃から爆発性スタンガンを放った。お偉いさんはあっさり吹っ飛び、ごろんごろん階段を転がって中途で動かなくなる。

　あたしはそれを見もせず踏み越えて、いちばん奥へ。

　ようやく辿りついた。

　思えば、色んなことがあった。

　孤独のなかで生まれた。寂しさに包まれて……。温もりはどこにもなかった。偉大すぎる母と、隠匿されたあたし。家族はいない。友達もいない。誰にもほんとのことを話せない。出遭った、恋した相手は犯罪者で。愛してくれると思った親は偽物で。

　打ちのめされ、傷つきながら、ここまできたよ。

　こんにちは、あたしの人生。

　今から会いにいくよ。

　扉を開いた。
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「どーんっ☆」

　めっちゃ元気な声と同時に、扉を開いたあたしの腰のあたりに何か熱くて勢いのついたものが激突した。あたしは完全に予想外で、銃弾にでも撃たれたのかと思って、ぞっとしながら「ぐあ」と変な声をあげる。

　見下ろすと、真っ赤な髪の──まるで、以前に見たのばら様の幼いころの（捏造）写真のなかから飛びだしてきたような、可愛らしい少女がいた。

「あれ～？」

　きょとんとして、その子は舌足らずに。

「いつもの召使いのひとじゃないな、誰だおまえ！」

　何か偉そうな口調だった。

　あたしは奇妙な感覚をおぼえて、その子の頭越しに室内を見回し──硬直した。簡素な、でもきちんと生活感のある部屋だ。ひととおり調度品は揃えられ、だけど地下のためか窓はない。圧迫感があって、薬品臭がする。

　そのなかを、たくさんの子供たちが歩いている。全員年齢はばらばらだが、三歳から五歳ぐらいで、ほとんど同じ見た目だ。真紅の髪。将来、きっと美人になる──それは坂本のばら様の量産品だった。

　クローン技術で、植物のように増えたのだ。クローンは、もともと植物用語だ。

　だけど、何を元にして、のばら様そっくりのこの子供たちはつくられたのだ？　誰かに尋ねるまでもなく、それは明白だった。部屋のいちばん奥に置かれた、病院用のベッドの上に、ひとりの人間が寝そべっている。

　坂本緒礼さん。ななちゃんだ──のばら様そっくりに身体をつくりかえていて、おそらく肉はこの子供たちの材料としてか、あるいは何かの宗教的儀式に用いられたのか（想像したくもないが）、シーツは胸元から下が凹んでいて、肉体の欠損がはっきりわかった。

　身体の七分の一ほどしかない、それは緒礼さんの残骸だった。

　わずかに胸元が動いているから、生きてはいるのだろうけど。

　あたしは「だれー？」「おなかすいたのー」「遊んで～」まとわりついてくる子供たちをひとまず放置して、緒礼さんの元に歩み寄る。意識はなさそうだ、生きてるだけで不思議なくらいだし。

「……お父さん。それとも、お母さんって呼ぶべきなのかな」

　ほんの三ヵ月、逃避行のなかで親子のように暮らした。

　あの温もりを忘れない。

「そんなに、のばら様に会いたかった？　自分の肉を切り売りするぐらいに、架空の存在に恋をしていたの？」

　そんな彼を、愚かしいとは言うまい。その恋の理由が、罪の意識から病んだだけなのか、綿志さんが考察したように、肉体を変化させすぎたことでアイデンティティに致命的な何かが発生したせいなのか、わからない。

　だけど、その気持ちはほんとなんだろう。

　この世のどこにものばら様はいなかったから、彼はつくろうとした。おそらく自分の身体を実験台にして、考察と研究をつづけ、でも失敗を重ねていった。だんだん疲弊し、やがて奇跡のように生まれたあたしへの劣情を我慢できずに、犯罪に走って罰を受けた。

　馬鹿なひと。

「もっと早く伝えておけば、ちがっていたのかもね」

　子供たちに抱きつかれたまま、あたしは緒礼さんの手のひらを握った。それを胸元に運ぶ。届け、気持ちよ。心臓の鼓動とともに。あたしのいのちとともに。

「ここにいるよ」

　意識のない彼には、聞こえてないかもしれないけど。

　伝わればいいな。

「緒礼さん、ううん──ななちゃん」

　彼をそう呼んで、当たり前の日々をすごしていた。あのころが、いちばん何事もなくて、でもだからこそ幸福だった。あのころに戻ることは、もう決してできないのかもしれないけど、噓になって消えてなくなるわけじゃない。

　もう二度と、間違えずに──今度こそ、あなた自身と。

　あんな暮らしができたらいいな、お父さん。あるいは、お母さん。

「おおきくなったよ」

　全身を見せつけて、微笑んだ。

「これから、もっとおおきくなる。だけど、あたしはのばら様にはなれない。あたしは、あたし。あたしとして生きる。それでもいいなら、認めてくれるなら──ねぇ、ななちゃん。『よし』って言ってよ、いつもみたいに、何も考えてないみたいに。あたしのぜんぶを受けいれて、肯定をしてよ。それだけで、あたしは満足だったんだ」

「おねえちゃん」

　子供たちが、不安そうにしている。

「ねぇ、今日はどうして誰もこないの？　おおきな音もするし、床が震えるし、怖いのよ──パパもずっと動かないし、ふぇっ、えぇええん」

　目元を覆って、泣きだしてしまう。ちいさな、のばら様そっくりの子供たち。たぶん、宗教団体の連中は、死んでしまったのばら様の代わりを生みだそうとしたのだろう。

　緒礼さんもそれを望み、生きてのばら様と会うために、協力をしたんだろうな。

　馬鹿みたいだなあ。

　でも、ひとを愛するということが──『馬鹿みたい』じゃなかった時代が、かつていちどでもあっただろうか。

　未来に、イヴと巡りあうことを夢見て、自らの身体で女性をつくりあげようとした──寂しがり屋のアダム。その目論見は成功せずに、彼は罪のみを背負った。

　人間にゆるされた、望みではなかったというなら。

　もしもこれが、神様の意思だというのなら。

　今こそ、万感の思いをこめて、あたしは言おう。

「ファック」

　天に指を突きつけるあたしを、子供たちがきゃあきゃあ言いながら無意味に真似している。気が抜ける雰囲気のなか、あたしは気持ちを切りかえて、そんな可愛らしい──たぶん、妹たちの頭を撫でる。

「だいじょうぶ。おねえちゃんと一緒に行こう……安全なところに、案内してあげる」

　自然とそう言えた。

「外はきっと、あんたたちが胸を張って暮らせる世界だから」

　少なくとも、あたしはそれを望もう。

　先はまだ長く、障害は多く、道は遠く険しいけれど。

　お母さん、あたしは──そのために生まれたんだ。
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　三年がすぎた。
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　歳を経るごとに、あたしはのばら様に似ていく。まぁ、不自然な生殖で生まれたクローンみたいなもんだからなあ、髪をのばし始めたせいかも。あたしの髪はのばら様に比べると色が濃くてぶっちゃけ茶色だが、髪質が強くて光をよく反射して、それなりに気に入ってる。髪長いと、ソプラノが「いい匂いです」とか擦り寄ってきて嬉しいし。ケアが超大変だけど。

　ちなみにソプラノは、長命な加エ工ル種フだし──ほとんど成長してるようには見えない。あたしだけが、育っていく。道を歩きながら、リアルショップのウインドウで自分の姿をまじまじと眺める。あたし、十七歳。第二次性徴を迎え、まぁ、そこそこ育ったでしょ。

　身体の起伏は、もう隠せないほど立派になってしまったけど──必死に男のふりをする必要はないのだ。胸を張って生きられる。

　なぜなら、通行人の半分が、女性だからだ。

　新しく生まれてきた子供もいるし、あの宗教団体の残党のほとんどがそうだったように、性転換して女性になったものもいる。女性に強い憧れを抱いたひとたちだ。

　思いだす。

　検査の結果、あの宗教団体の本拠地で見つけた子供たちはみんな女性で、どうしたもんかと正直持て余しそうになったけれど、それなりの着地点に落ちついたと思う。

　もちろん、皆殺しになんてしてない。可愛い妹たちだもん。けれど『女性』をつくるためのノウハウが、緒礼さんの長い執念とあたしという成功例があったせいか確立されたわけで（妹たちは、その研究結果の生んだ最初の子供たちだ）。その資料を集め綿志さんが体系化し、理論化して、あたしたちは女性を生むことが可能になった。

　身体改造をして、女性になることも（けっこうリスクを伴うし、完全に遺伝子レベルで女性になるのは無理なのだが、意外なほどに志願者が多かった）。

　あたしは、あいちゃんの子供だから──あのひとの真似をして、政治家のごっこ遊びをして、世間におおきく影響を及ぼすある法案を通した。綿志さんも協力してくれた（たぶん、面白半分に）。

　女性を生み、また女性になる権利を、みんなに与えたのだ。みんな、こぞって女性になった。もちろん、危険を冒してまで性転換手術を受けることに二の足を踏むものも多く、まだ社会は女性に対応しきってないので生きづらかろうと、男の子供を望むひともたくさんいた。結果、男女はわりときれいに半々ぐらいになった。

　世間には、これまでいなかった女が溢れた。

　のばら様が独占していた珍獣としての、あるいは至宝としての価値は下落した。数が多いものは、需要と供給の法則にのっとり、価値が目減りするのだ。女性の神性は剝落し、単なる『男性とは異なるもの』となった。

　自然界では、ごく当たり前なんだけど。

　周りにたくさん女性がいることに、いまだ慣れないというか──異様な感じに見えちゃう、このあたしの価値観も、いつか是正される。そしてきっと、あたしたちの次の世代では、かつて地上に男しかいなかったことを忘れてしまうだろう。

　あたしは、それを望む。

　神様に叩きつけたこの挑戦状が、どういう結果を呼び起こすのかは、まだわからない。でも、今のところあっちも呆れているらしく、見逃してくれている。おおきな事件や悲劇になることもなく、世界は柔軟に、女性あたしたちを受けいれてくれている。

　神話の時代は終わり、男女が当たり前に紡いでいく、二千年前に中断していた歴史が再び動き始める。あたしは、その曙あけぼのを眺めていこう、のんびりと──あたしなりに。

　やがて、しばらく歩くと見えてきた、懐かしくもない自宅。ＳＥＬで移動してもいいんだけど、成長期特有の謎なこだわりから履いていなかった靴を着用してみたら、驚くほど足が痛くなくて、歩くのが好きになっちゃった。

　運動量が増えたせいか、さいきん健康的で背もわりとのびて、万々歳だ。そういうふうに、あらゆる無駄な迷信や、愚かしいことを、捨て去りながら生きていけたらいいな。

　庭に踏みこむと、ソプラノがじょうろで花に水をやっていた。再び捕獲された彼の兄たちの成れの果てだ。楽しそうに、「バス兄さま、アルト兄さま、テノール兄さま──」とひとつひとつに呼びかけてから、彼はふとこちらを見て。

「お帰りなさい、です、ちぃ先ぱ……」

　言いかけて、もぐもぐと口を動かしてから、照れくさそうに。

「おちば、さん」

　恋人として、あたしを呼んだ。この場に押し倒したくなるほどかわゆいが、あたしを見つけた妹たちが「あ！　おちばだ！」「お帰りーっ！」「お土産はーっ!?」と寄ってきたので我慢だ。くそう、さいきん家族が増えて満足にいちゃつけなくなったのが唯一の不満である、人生の。

「ほら、ちびちゃんたち──受けとるがいいわ！」

　そのへんで買ってきたお菓子をばらまくと、きゃあきゃあ言いながら拾い始めた、哀しみを知らずに育った妹たち。うん、そのほうがいい──すくすく元気におおきくなってね。

　今日からカーニバル期間で、あたしたちはその準備に大わらわ。妹たちも色鮮やかな変てこな格好で、見ていて楽しい。

　騒ぎに気づいたのか、玄関の扉が開いて、綿志さんが姿を見せた。相変わらず素っ気ない白衣姿で、熊と機械の中間みたいな覆面をかぶっている。このひとも歳とんないなあ──そんな彼が押している車椅子に、緒礼さんが座っている。

　彼の失われた肉体は、綿志さんの懸命な治療によって補塡された。けれど、限界だった彼の心は壊れたまま、元に戻らなかった。それでも意外なぐらい献身的な介護をする綿志さんと、無邪気な妹たちにじゃれつかれ、穏やかな表情をしてくれてるのが──唯一の救いだろうか。

　偶像に恋し、病みついた彼の夢が、あたしたちを生み──この世界を変えた。

　せめて、彼に笑っていてほしい。

　そして、いつか神様が彼の心を返してくれたときに、幻滅しないように。

　幸せな世界にしよう、そこで精一杯に生きよう──家族と恋人と、すこしはできた友達と、一生懸命に生きる無数の人々と。

「あ！　おちばちゃん何それ！　みんなーっ、おちばちゃんがまだお菓子もってる！」

　妹のひとりが目ざとく、あたしの手のなかを覗きこんで騒いだ。口元を食べかすで汚したちびどもが寄ってくるが、えぇい暑苦しい。

「お菓子じゃないわよ、これはね──」

　語りながら、近所の古物屋さんで買ってきたそれを、包みから取りだした。それは、今の時代では完全に骨董品扱いの、武骨なカメラだった。今どきフィルム式である。現像の仕方とか誰も知らないんじゃないか、ロストテクノロジーに近い。

　それでも、すぐに消えちゃう、かんたんに改変できるデジタルじゃなくて。

　手で触れるたしかなものとして、思い出を残しておきたかった。

「みんな、そこ集まって。綿志さんたちも──ソプラノのところに並んで」

　お菓子じゃなかったことに不満そうなちびちゃんたちを促し、みんなでソプラノが管理してる花畑の前に立った。何だ何だと騒いでいるみんなのそばに、カメラをタイマーにしてから慌ててあたしも駆け寄った。

　真ん中に居座り、にっこり笑った。

「今日って何かの記念日でしたっけ？」

　不思議そうな綿志さんに、あたしは首をふる。まぁ、何でもいいじゃない。せっかくのカーニバルだし。

　世界は、常識は、考えかたは、いつだって変わりゆく。きっと、あたしもいつか子供のころの寂しさも、不条理な我が身への嘆きも、のばら様への複雑な気持ちも忘れてしまう。

　繫ぎとめておこう、ほんの一瞬でも。

「気まぐれな子ですねえ、まぁ──たまにはいいでしょう」

　ぼやきながら、すっかり気に入ったのかあたしの頭を「良い子、良い子」と撫でて、綿志さんが前を向く。緒礼さん──ななちゃんの肩が、あたしに触れる。ソプラノと、そっと指を絡める。ちびちゃんたちが思い思いに変なポーズをとる。

「みんな、いちにのさんで──いちばんの笑顔だよ！」

　あたしはおおきく手を伸ばし、指で数字をつくって、タイマーの時間にあわせて合図する。

　いーっち。

　にいーっ。

　さーんっ。




　──のばら様の残骸たちの、たいせつな写真。

　──あたしたち家族が、これから何枚も撮るであろう、幸せな瞬間のいちぶ。




　みんな満面の笑顔で、ピース！
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あとがき







▼こんにちは。日日日です。

　えろえろ☆ぐちょぐちょ近未来性問題作（？）『のばらセックス』をお届けいたします。




▼『のばらセックス』を制作するにあたって。

　せっかく新しいところで仕事をするからには『いつもと同じ』じゃ意味ないじゃん。じゃあ今、自分がいったい何を表現すべきなのか、何を書くべきなのか思案しました。

　同じくライトノベルっぽい作品の書きおろしを考えた場合、過去作品に『ビスケット・フランケンシュタイン』というお話があります。この作品、なぜか性問題を取り扱ったＳＦの賞（Sense of Gender賞）をとっているんですが、とくに性については主題というわけではなく、「なぜ？」という疑問がずっと拭えませんでした。

　どこが評価されたのか、自分でも今ひとつ理解できず、じゃあいちど『そこ』を主題にした作品を書いてみながらじっくり考えてみよう、というのはずっと考えていました。

　そこに『講談社ＢＯＸではわりと性表現に規制がない』という話を聞いてから、この作品のだいたいのコンセプトは決定しました。己の逃げ場をなくすため『セックス』という直截的な表現を題名に据え、官能表現と格闘する半年間──すんごく苦労しましたが（とにかく性描写が書けなくて）、そのぶん入魂の作品になったと思います。

　え～、えろい原稿を読まれるのがかつてなく恥ずかしいですが、楽しんでいただけたら幸いデス。




▼以下、謝辞です。

　きめ細かくこちらの意見を聞いたうえで的確に判断しつづけてくれた、何故かこの二冊同時刊行プロジェクトの担当編集になってしまった作家のゆずはらとしゆきさん。〈普通〉のライトノベルではありえない「これ絶対入ってるよね」どころじゃない入魂のがち本番を描いてくれた、絵師の千葉サドルさん。およびこの世界をともに花咲かせてくれたすべてのひとに感謝を。

　みんなで一緒に、ピース！








日日日
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本書は、書き下ろし作品です。







著者：日日日（あきら）

1986年生まれ。小説家。高校在学中に５つの賞を受賞しデビュー。主な作品に『狂乱家族日記』シリーズ（ファミ通文庫）、『ささみさん＠がんばらない』シリーズ（ガガガ文庫）、『ひなあられ』（講談社ノベルス）などがある。2010年『ビスケット・フランケンシュタイン』（メガミ文庫）にて第９回Sense of Gender賞大賞受賞。漫画原作も手がけ、精力的に活動中。





Illustration：千葉サドル（ちばさどる）

イラストレーター。ライトノベルの挿画を中心としながら、同人サークル「SEN茶」にて活発に活動中。主な作品に『斬光のバーンエルラ』シリーズ（MF文庫J）、『ありすとBOBO』シリーズ（GA文庫）、『ロイヤル☆リトルスター』シリーズ（集英社スーパーダッシュ文庫）などがある。「SEN茶」（http://complement.fc2web.com/）





本作品は、二〇一一年一一月、小社より講談社ＢＯＸとして刊行されたものを電子書籍化したものです。





◎本電子書籍内の外部リンクに関して





ご利用の端末によっては、リンク機能が制限され正しく動作しない場合があります。また、リンク先のｗｅｂサイト、メールアドレス、電話番号は、事前のご連絡なく削除あるいは変更されることもございます。ご了承ください。







のばらセックス
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